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取手市と住宅◎都市整備公団は　市の西部地区に拠点都市機能を持

ちタ　良好な居住環境を有する住宅の供給を行うための特定土地区画整

理事業を進めております。その事業予定地内の下高井地区には　埋蔵

文化財包蔵地である甚五郎疇遺跡ほか2遺跡が所在しております。

財団法Å茨城県教育財団はタ　住宅◎都市整備公団から開発地内の埋

蔵文化財発掘調査事業につ齢て委託契約を受紗　平成　年相月から平

成　年　月にかけて発掘調査を実施してまいりました。

本書は　平成　年度から平成　年度に調査を実施した甚五郎疇遺

．ヱシ、、・－′、′′．．、二言貢さノこ’∴‾．ノ　′‥′∴、∴言石弓∴言上・ルい、十′錆ヾ、言　こ．

のであります。本書が学術的な研究資料としてはもとよ勘　郷土の歴

史の理解を深め　ひ齢ては教育◎文化の向上の一助として　活用され

ることを希望齢たします。

なお　発掘調査及び整理を進めるにあた勘　委託者である住宅◎都

市整備公団から齢ただいた多大な御協力に対しタ　心から感謝申し漉げ

ます。

またタ　茨城県教育委員会プ　取手市教育委員会をはじめ，関係各機関

及び関係各位から御指導夕　御協力を賜りましたことにタ　衷心より感謝

の意を表します。

平成8年3月

財団法人　茨城県教蘭財慨

理事長　橋　本　　品



例

1本書は，住宅◎都市整備公団の委託により，財団法人茨城県教育財団が平成5年10月1日から平成7年3

月31日まで実施した，茨城県取手市に所在する甚五郎崎遺軌下高井向原I遺跡及び下高井向原II遺跡の発

掘調査報告書である。

なお，3遺跡の所在地は次の通りである。

甚五郎崎遺跡　　取手市大字下高井字甚五郎崎1626番地ほか

下高井向原I遺跡　　取手市大字下高井字見次1916番地の1ほか

下高井向原II遺跡　　取手市大字下高井字向原1961番地ほか

2　甚五郎崎遺跡ほか2遺跡の調査及び整理に関する当教育財団の組織は，次のとおりである。

理　　 事　　 長　 横　 田　　 勇　 昭和63年 6 月～平成 7 年3 月

橋　 本　　　 昌 平成 7 年 4 月～

副　　 理　　 事　　 長

角　 田　 芳　 夫 平成 3 年 7月～平成 6年 3 月

小　 林　 秀　 文 平成 6年 4 月～

中　 島　 弘　 光 平成 7年 4 月～

専　　 務　　 理　　 事 中　 島　 弘　 光 平成 5年 4 月～平成 7 年3 月
i

常　　 務　　 理　　 事 一　 木　 邦　 彦 平成 7 年 4 月へノ

事　　 務　　 局　　 長
藤　 枝　 宣 平成 4 年4 月～平成 7年 3 月

斎　 藤　 紀　 彦 平成 7年 4 月～

埋 蔵 文 化 財 部 長 安　 蔵　 幸　 重 平成 5年 4 月～

埋蔵文化財部長代理 河　 野　 佑　 司 平成 6 年 4 月～

企 課　　　　　　 長 水　 飼　 敏　 夫 平成 4 年4 月～

画 課　 長　 代　 理 根　 本　 達　 夫 平成 7年 4 月～ （平成 6 年 4月～平成 7年 3月　 係長）

管 主　任　調　査　員 川　 井　 正　 一 平成 5年 4 月～平成 6年 3月

理 主　任　調　査　員 海老澤　　　 稔 平成6 年 4 月へ／
課 主　　　　　　 事 杉　 山　 秀　 一 平成 4 年 4 月～平成 6 年3 月

経

理

課

課　　　　　　 長 小　 幡　 弘　 明 平成 5 年 4月～

主　　　　　　 査 鈴　 木　 三　 郎 平成 7年 4 月～ （平成 5 年 4月～平成 7年 3 月　 課長代理）

課　 長　 代　 理 大　 高　 春　 夫 平成 7年 4 月～ （平成 6 年4 月～平成 7年 3 月　 係長）

主　　　　　　 任 飯　 島　 康　 司 平成 4年 4 月～平成 6 年 3月

主　　　　　　 任 小　 池　　　 孝 平成 7年 4 月へ／

主　　　　　　 事 軍　 司　 浩　 作 平成 5 年 4 月～

調

査

課

課長（部長兼務） 安　 蔵　 幸　 重 平成 5年 4 月へ／

調 査 第 一班 長 小　 泉　 光　 正 平成 5年10月～平成 6年 3 月

調 査第 四班 長 鶴　 見　 貞　 雄 平成 6年 4 月～平成 7年 3月

主　任　調　査　員 上　 野　 修　 生 平成 5 年10月～平成 6 年3 月　 調査

主　任　調　査　員 横　 堀　 孝　 徳 平成 6 年 4月～平成 7 年3 月　 調査

主　任　調　査　員 中　 山　 忠　 久 平成 6年 7月～平成 7年 3 月　 調査

調　　 査　　 員 吹　 野　 富美夫 平成 5年10月～平成 6年 6 月　 調査



課　　　　　　長

主　任調　査　員

山　本　静　男

中　山　忠　久

平成7年4月～

平成7年10月～平成8年3月　整理◎執筆◎編集

3　本書で使用した記号等については，凡例を参照されたい。

4　本書の作成にあたり，貝の成長線分析と貝刃の実測については国立歴史民俗博物館の西本豊弘氏と徳永園

子氏，墨書の解読については国立歴史民俗博物館の平川両氏，和鏡の鑑定及び分析については国学院大学の

青木豊氏並びに東京国立文化財研究所の平尾良光氏と小林直子氏，陶器の産地同定については出光美術館学

芸員の荒川正明氏，地下式壕の性格については日本考古学協会会員の江崎武氏にご指導をいただいた。炭化

材の同定については，パリノ◎サーヴェイ株式会社に依頼した。

5　発掘調査及び整理に際して，御指導，御協力を賜った関係各機関並びに関係各位に対し，深く感謝の意を

表します。

6　遺跡の概略

フ　 リ　 ガ　 ナ とりでとしけいかくじぎょうしもたかいとくていとちくかくせいりじぎょうちないまいぞうぶんかざいちょうさほうこくしょ
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副　　 書　　 名 甚五郎崎遺跡 ・下高井向原I遺跡 ・下高井向原II遺跡
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所　 収　 遺　 跡

ふ　 り　 が　 な
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コ　ー ド 北　 緯 東　 経 調査期 間 調査面積 調　 査　 原　 因
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所 収 遺 跡 名 種　 別 主な時代 主　 な　 遺　 構 主　 な　 遺　 物 特　 記　 事∴項

甚五郎崎遺跡 集落跡 縄 文 時 代 竪穴住居跡　　 5軒 縄文土器片 e墨書土器が多数出
（早 ・前期） 土坑　　　　　 21基 土している。

・数条の溝によって
区画された墓域が形

成されている。

平 安 時代 竪穴住居跡　　 3軒 土師器，須恵器，

墨書土器

中 。近 世 地下式壕　　　 4基

小竪穴状遺構　 7基

土坑　　　　　 21基

土師乳　 須恵乳

石製品

時 期 不 明 掘立柱建物跡　 9棟

土坑　　　 128基

溝　　　　　 27条

下高井向原I遺跡 集落 跡 縄 文 時 代 竪穴住居跡　　 4軒 縄文土器片 ・縄文時代早期の貝
土坑　　　　 11基

土坑内貝塚　　 2基

貝輪 塚から，貝輪などの

装飾品が出土してい

る。

・平安時代後期の鏡
古 墳 時 代 竪穴住居跡　 1軒 土師器，須恵器

平 安 時 代 土坑　　　　　 1基 土師薗　 和銑　 刀子
と刀子が出土してい

る。

時期 不 明 土坑　　　　 11基

溝　　　　　　 5条

下高井向原II遺跡 集落跡 縄 文 時 代 竪穴住居跡　 1軒

土坑　　　　 12基

縄文土器片 ・組文時代の竪穴住

居跡や陥し穴が確認

されている。
時 期 不 明 土坑　　　　 13基

溝　　　　　 21条 陶磁器片



凡 例

1甚五郎崎遺軌　下高井向原I遺跡及び下高井向原II遺跡の調査区設定は，日本平面直角座標第IX系を原点

とし，Ⅹ軸（南北）－8，200m，Y軸（東西）＋18，320mの交点を基準点（Alal）とした。

大調査区は，この基準点を基に遺跡範囲内を40m方眼

で区画設定した。さらに，この大調査区を東西，南北に

各々10等分し，4m方眼の小調査区を設定した。

大調査区の名称は，アルファベットと算用数字を用い，

北から南へA，B，C…，西から東へ1，2，3…とし，

その組み合わせで「Al区」，「Bl区」のように呼称

した。小調査区も同様に，北から南へa，b，C…j，

西から東へ1，2，3…0とし，名称は大調査区の名称を

冠し，「Alal区」，「B2bl区」のように呼称した。

2　遺構，遺物，土層に使用した記号は，以下のとおりで

ある。

遺構　　住居跡－SI　　土坑－SK　　満－SD

掘立柱建物跡－SB　　不明遺構－SX

1 2 3

A

2 3 4 5 6 7 8 9 0
b

C
d

●

t

．
h

l

l

B
C

■
第1図　調査区呼称方法概念図

ピットーP

遺物　　土器－P　　石器・石製晶－Q　　土製晶－DP　　金属製品－M　　貝製品－N

拓本土器－TP

土層　　撹乱一K

3　遺構，遺物の実測図中の表示は，以下のとおりである。

［コ＝炉・竃・繊維土器E］＝廃土匡蛮頭＝粘土図＝貝塚 ＝黒色処理匠ヨ＝粕

●　土器　　　□　石器・石製晶　　　△　金属製品　　－－－硬化面

4　土層観察と遺物における色調の判定は，『新版標準土色帖』（小山正忠・竹原秀雄編著日本色研事業株式

会社）を使用した。

5　遺構，遺物実測図の作成方法と掲載方法については，以下のとおりである。

（1）遺跡全体図は縮尺400分の1とし，各遺構の実測図は60分の1の縮尺で掲載することを基本とした。

（2）遺物は原則として3分の1の縮尺にした。種類や大きさにより異なる場合もあり，それらについては個

個にスケールで表示した。

（3）「主軸方向」は，炉，竃をとおる軸線あるいは南北の柱穴を結ぶ軸線を主軸とし，その主軸が座標北か

らみて，どの方向にどれだけ振れているかを角度で示した。（例　N－100，E，N－10。－W）

なお，［　］を付したものは推定である。

（4）土器の計測値は，A－口径　B一器高　C－底径　D一高台径（脚部径）　E一高台高（脚部高）

とし，単位はcmである。

なお，現存値は（　）を，推定値は［　］を付して示した。
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第盈車　調査経緯

第且節　調査に至る経過

取手市は，整備された交通網や首都圏40km以内という恵まれた立地条件のもと，工業団地の進出や住宅地の

増加が著しく，めざましい発展を遂げている。また，JR常磐新線や首都圏中央連絡自動車道の開発計画に伴い，

ますます茨城県南部の業務核都市としての役割を期待されている。そこで，住宅◎都市整備公団は，取手市の

西部地区に「取手都市計画事業下高井特定土地区画整理事業」を計画した。この事業は，業務機能と都市的機

能を備えた良好な居住環境を有した市街地の形成を目指すものである。

これにより，平成4年8月26日，住宅◎都市整備公団首都圏都市開発本部は，茨城県教育委員会に対し，こ

の事業計画地区である取手市西部地域における埋蔵文化財の有無の照会をした。これを受け，茨城県教育委員

会は，取手市教育委員会と埋蔵文化財の有無の確認とその取り扱いについての協議を行い，平成4年11月25日，

表面観察及び試掘調査を実施した結果，甚五郎崎遺跡ほか下高井向原遺跡など数遺跡が所在することを確認し，

住宅◎都市整備公団あてに回答した。平成5年2月4日から，住宅◎都市整備公団と茨城県教育委員会は，埋

蔵文化財の取り扱いについて，文化財保護の立場から慎重に協議を重ねた結果，発掘調査による記録保存の措

置を講ずることにした。そこで，茨城県教育委員会は，住宅◎都市整備公団に，埋蔵文化財の調査機関として

財団法人茨城県教育財団を紹介した。

茨城県教育財団は，住宅◎都市整備公団と取手都市計画事業下高井特定土地区画整理事業地内の埋蔵文化財

発掘調査に関する業務の委託契約を結び，平成5年10月1日から下高井向原持遺跡の発掘調査を開始した。さ

らに，平成6年度，甚五郎崎遺跡，下高井向原I遺跡及び下高井向原H遺跡の埋蔵文化財発掘調査に関する業

務の委託契約を結び，同年4月から3遺跡の発掘調査を実施することとなった。

第2節　調査経過

甚五郎崎遺跡，下高井向原I遺跡及び下高井向原II遺跡の発掘調査を，平成5年10月1日から平成7年3月

31日までの1年6か月にわたって実施した。以下，調査の経過について，その概要を月ごとに記述する。

平成5年度一下高井向原II遺跡の調査

10　　月　発掘調査を開始するため，現場事務所や倉庫の設置，調査器材の搬入，作業員募集等の諸準備を

行った。13日から作業員を投入して，諸施設の整備，下高井向原H遺跡の伐開作業を開始し，22日

から試掘調査を実施した。

11　月　3日から山林部分の業者委託による立木の伐開，焼却作業を開始し，これと並行して試掘調査を

行った。

12～1月　重機による表土除去及び遺構確認作業を開始し，竪穴住居跡1軒，土坑18基及び溝15条を確認し

た。

2　　月　4日から遺構調査を開始した。

3　　月　22日には遺構調査を終了した。その後，諸帳簿や諸記録の点検，発掘現場の安全対策を行い，24

日には当遺跡の平成5年度分の8，863m2の現地調査を完了した。
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平成6年度一甚五郎崎遺跡，下高井向原I遺跡及び下高井向原Ⅲ遺跡の調査

4　　月　20日から作業員を投入して，甚五郎崎遺跡の伐開作業を開始し，25日から試掘調査を実施した。

5～6月　甚五郎崎遺跡の試掘範囲を拡張するとともに，下高井向原‡遺跡，下高井向原Ⅲ遺跡の試掘調査

を開始した。

7　　月　7日から甚五郎崎遺跡の重機による表土除去を開始し，併せて遺構確認作業を進めた。甚五郎崎

遺跡では，竪穴住居跡6軒，土坑101基，溝25条を確認した。

8　　月　4日から遺構調査を開始した。10日から下高井向原I遺跡の重機による表土除去を開始し，12日

から遺構確認作業を進めた。下高井向原‡遺跡では，竪穴住居跡5軒，土坑12基，炉穴7基，陥し

穴4義　士坑内貝塚2か所，溝5条を確認した。26日から下高井向原Ⅲ遺跡の平成6年度分の2，669

扉について，重機による表土除去と遺構確認作業を開始し，土坑4基，陥し穴3基，溝6条を確認

した。9～10月9月6日から甚五郎崎遺跡の遺構調査を再開した。

11　月14日から甚五郎崎遺跡内で，小学校の実習地として残されていた部分の重機による表土除去を開

始し，併せて遺構確認作業を行った。竪穴住居跡2軒，溝2条，土坑73基を新たに確認した。

12　　月　引き続き，甚五郎崎遺跡の遺構調査を進めた。

1　月17日に甚五郎崎遺跡の遺構調査を終了した。18日から下高井向原‡遺跡の遺構調査を進めた。第

18号土坑から平安時代後期の白銅鏡と刀子が出土した。

2　　月　3日から下高井向原私遺跡の遺構調査を開始した。18日には甚五郎崎遺跡において現地説明会を

実施した。28日には航空写真撮影を実施し，午後から安全対策の埋め戻し作業を開始した。

3　　月　下高井向原II遺跡の遺構調査を進めるとともに，9日から撤収作業の準備を開始した。23日には

3遺跡の遺構調査を終了した。諸帳簿や諸記録の点検，発掘現場の安全対策を行い，24］には現地

調査を完了した。
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第慧車　位置藍環境

第鼠節　地哩的環境

甚五郎崎遺跡は取手市大字下高井字甚五郎崎1626番地ほか，下高井向原I遺跡は取手市大字下高井字向原1916

番地の1ほか，下高井向原朋遺跡は取手市大字下高井字向原1961番地ほかに所在し，いずれも取手市役所の北

北西約2kmのところに位置している。

遺跡のある取手市は，茨城県最南部の利根川沿いにあり，東は利根軋　龍ヶ崎市，西は守谷町，南は利根川

を挟んで千葉県の我孫子市，北は伊奈町　藤代町と境を接している。市域は，南側の利根川沿いの低地と北側

の小員川沿いの低地に挟まれて東西に細長く伸びた北相馬台地を骨格としており，面積は36．84km2である。市の

中央部をタ　国道6号線とJR常磐線が平行してほぼ南北に通じ，中央部から西に国道294号線と関東鉄道常総線

が平行して違っている。交通条件の良さと首都圏購km内にあることから工業団地と併せて大規模住宅団地化が

進み，県南部の中枢的商業都市としての発展もめざましい。

取手市の地形は，標高21～25mの北相馬台地と利根川や小貝川水系の低地からなっている。利根川は群馬県

を水源とし，市の南側を西から東に流れ，千葉県との県境を形成している。小貝川は栃木県を水源とし，流路

蛇行しながら市の東側で利根川と合流している。北相馬台地は，利根川や小員川の支流が入り込み，複雑な地

形となっている。市街地より東では，小文間の小台地や利根町の小台地などが孤立した台地として連なってい

る。台地の地層は，第四紀洪積世古東京湾時代に堆積した成田層が基盤層となり，下部から成田層下乳　成田

層上乳　竜ヶ崎砂礫層，常総粘土層，関東ローム層の順で堆積している。堆積状況は，水平で単調であり，摺

曲や断層はみられない。

甚五郎崎遺跡は，小員川右岸から南西側に入り込む小支谷に挟まれた標高18～22mの舌状台地の南側に立地

している。遺跡のある台地と小支谷の比高は8～10mで，調査前の現況は畑及び山林である。下高井向原‡遺

跡及び下高井向原朋遺跡は，小支谷がさらに奥深く入り込んだ舌状台地の南側と北側に立地している。調査前

の現況は焙及び山林で，遺跡周辺の低湿地は荒地である。

参考文献

茨城県農地部農地計画課　『土地分類基本調査　龍ヶ崎』1987年1＿2月

蜂須紀夫　『茨城県　地学のガイド』1986年11月

取手市教育委員会　『取手市史　原始古代（考古）資料編』1989年3月

取手市教育委員会　『中妻貝塚』1995年7月

第2節　歴史的環境

甚五郎崎遺眺　下高井向原Ⅱ遺跡及び下高井向原琵遺跡が所在する取手市は，大小の河胱　低地，台地と変

化に富んだ自然環境の中で昔から人々の生活が営まれており，数多くの遺跡が残っている。特に，利根川，小

貝川水系によって形成された台地上には，旧石器時代から中世までの遺跡が多数分布している。ここでは，当

地域の主な遺跡について時代をおって述べることにする。
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かしわばら

旧石器時代の遺跡としては，柏原遺跡があり，細石匁核や細石匁，彫器及び削器等が出土している。また，
にしかた　　　おおわたり　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2）

西方貝塚く1〉，大渡‡遺跡く55〉の発掘調査の出土遺物中に旧石器時代と思われる石器や石器剥片が出土している。
つばきやま　だいにちはら　　　　　いちのだい

縄文時代草創期の遺跡としては，椿山◎大目原遺跡く33〉と市之代遺跡があり，撚糸文土器片や稲荷台式土器片
（6）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かすがじんじゃ

が出土している。縄文時代早期の遺跡としては，今回報告する下高井向原‡遺跡，西方貝塚，春日神社遺跡く5〉，
よけど　　　　　ひがしはら　　　　　　　　　ほりじり　　　　　　　　　どうのわき

除戸I遺跡く17〉，東原遺跡く27〉，市之代遠鉄堀尻遺跡く53〉，大渡Ⅱ遺跡，堂ノ脇遺跡く60〉等があり台地の縁辺
にしうら

及び小高い尾根上の台地に立地している。縄文時代前期の遺跡としては，西方貝塚，除戸I遺跡，西浦I遺跡
むかいやま　　　　　かみたかいぬかづか　　　　　しらはた

く20〉，椿山◎大日原遠鉄　向山貝塚く34〉，上高井糠塚古墳く40〉，自賛遺跡く61〉等があり，早期の遺跡と比較して
じんやはら

規模が大きくなる。縄文時代中期の遺跡としては，西方貝塚，二本松貝塚，除戸I遺眺陣谷原遺跡く29〉，下高

井向原I遺跡，堀尻遺駄　犬渡‡遺跡等がある。特に，西方貝塚は，昭和59年から61年まで断続的に調査が行
（3）

われ，環状に住居跡が構成された，貝塚を伴う環状集落であることがわかっている。縄文時代後期の遺跡とし
なかづま　　　たにこうちした　　　にしかた　　　　　　　　たにこうち　　　だいどうみなみ　　　きたなかはら

ては，中妻貝塚く2〉，谷耕地下貝塚く3〉，西方遺跡く4〉，春日神社遺眺谷耕地遺跡く7〉，台道南遺跡く6〉言ヒ中原
こまば　　　　　　おおやま　　　　　　まえはた

A遺跡く14〉言ヒ中原B遺跡く15〉，除戸‡遺跡，駒場I遺跡く22〉，大山‡遺跡く25〉タ前焙遺跡く28〉，陣谷原遠鉄甚
さんのうさく　　　だいつぽ　　　しんめい　　　まえしんでん　　　おおざかい　　　いなむかいはらいち

五郎崎遠鉄山王作遺跡く37〉，台坪遺跡く38〉，神明遺跡く39〉，前新田遺跡く41〉，大境遺跡く42〉，稲向原I遺跡く43〉，
ふるど　　　　ぞうだいはちまん　　　えんどう　　　　　　　　　　　　だけのだいいち

稲向原Ⅲ遺跡く鵜古戸遺跡く47〉，惣代八幡遺跡く49〉，遠道遺跡く52〉，堀尻遺駄犬渡I遺眺竹ノ代‡遺跡く57〉，
ひがしやま

東山遺跡く59〉等がある。中妻貝塚は古くから著名な貝塚で，昭和47年から62年までの発掘調査により，堀之内
（4）

式，加曾利B式から安行式にいたるまでの後期土器が出土している。厚さ1m以上の員層が直径200mの円形に

展開しており，縄文後期における巨大な馬蹄形の貝塚である。神明遺跡からは，安行I式のミミズク型土偶が
（5）

出土している。縄文時代晩期の遺跡としては，中妻貝塚テ　神明遺跡等があり，大規模な後期の遺跡が継続した

ものであるが，遺跡数は急減している。

弥生時代の遺跡としては∴市之代遣軌大渡Ⅲ遺跡く56〉，相原遺跡等がある。当地域における弥生時代の遺跡

は少なく，遺構との関係がはっきり確認できていない。
そうしろうさか

古墳時代の遺跡としては，市之代古墳群，大渡朋遠鉄宗四郎坂古墳く8〉，北中原Ⅲ遺跡く16〉，除戸描遺跡く18〉，

太郎I遺跡く26〉，下高井向酎‡遺眺椿山◎大目原遺眺上高井糠塚古墳乳稲向酎‡遺跡く頓着篇遺跡く50〉，

竹ノ代描遺跡く58〉等が確認されている。市之代古墳群は，小貝川の沖積地に独立した市之代の台地にあり，小

員川をのぞむ縁辺部に集中して立地している。現在，3基の前方後円墳と12基の円墳が確認されている。
とだい　　　　なかはら　　　　みなみなかはら　　　　はなわだい

奈良◎平安時代の遺跡としては，戸田井遺跡く9〉，中原遺跡く11〉，南中原遺跡く12〉，花輪台遺跡く13〉，北中原
いかんぎき　　　　ひがし　　　　むかいやま　　　　　かいづか

H遺軌除戸旺遺跡，酋満男遺跡く21〉，駒場最遠跡く23〉，如何崎遺跡く31〉，東遺跡く32〉，向山II遺跡く35〉，貝塚
しんでん　　　　いねむかいはらよん　　　　つくだに　　　　　　　　　あらやしき　　　　でど　　　　てらだこうち

新田遺跡く36〉，稲向尉Ⅴ遺跡く46〉，僧Ⅲ遺跡く51〉，堂ノ脇遺跡，新屋敷遺跡く62〉，出土遺跡く63〉，寺田耕地遺跡

く64〉，台宿遺跡等がある。
おもんま　　　　おおしか　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ののい

中世の遺跡としては，小文間城跡く10〉，大鹿城跡く19〉，大山遺跡く24〉，大山最遠跡，青戸城跡く48〉，野々井城

跡く54〉等がある。大鹿城跡は開発により破壊されて昔日の面影がないが，下高井城跡は保存がよくその形状が確

認できる。

※　文中のく　〉内の番号は，表1，第1図中の該当番号と同じである。

注◎参考文献

（1）取手市教育委員会　『取手市史原始古代（考古）資料編』1989年3月

（2）取手市教育委員会　『茨城県取手市大渡I遺跡平成5年度発掘調査報告書』1994年

（3）取手市教育委員会　『取手市小文問における縄文時代中期の貝塚』1983年

（4）取手市教育委員会　『茨城県取手市中妻貝塚発掘調査報告書』1995年
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（5）取手市教育委員会

（6）取手市教育委員会

（7）茨城県教育委員会

『取手と先史文化別巻1－上高井神明貝塚の先史土器－』1984年

『市之代古墳群第3号墳調査報告』1978年

『茨城県遺跡地図』1990年3月



漬鼠　甚五郎疇遺跡夕　下高井向原亙遺跡及び下高井向原Ⅲ遺跡周辺遺跡一覧表

番号　 遺跡名　 醐　 時　　 代　 那 、盤　　 醐 i 時　　 代

番号桓 縄文弥中 墳恒 匝 腔 退 、　 番号冊 銘文弥生古墳恒 恒

1　西　方　貝　塚 2588　　　0 37　山王作遺跡　5604 恒 i

2　中　妻　貝　塚　2581 0　　　　　　　　　 38　台　坪㍉遺∴跡 5605 ○
可谷耕地下員塚桓9 io J 「 「 「 固 有 前玩 5606 恒 i i

4　西　方　遺　跡5570 恒 i i 糎 巨船継彿 5叫 O i i
5 番酎纏遺跡55叫＋ 匡月 i i 腑 前新田遺跡5608 ○ i i

6　台道南遺跡5572 ○ 42 大　境　遺　跡5緋　　　○
7i谷耕地遺跡庫3 io i 43　稲向原I遺跡56温3 io
8 i宗四郎坂古墳36可 ！ i o 44　稲向原II遺跡5叫 回 ！
9桓田井遺跡庫4 ！ i 恒 回 稲向酎亙遺跡56温可 io i

l小 成間馴中澗 i ○糎 塑堅墾漣可 ！寸「　 ○
可 中 原 運用頼滞 ○ 47 音 戸　遺　跡　嶺膵　　 ○

温2！南中原遺跡5578i ！恒 糎塑攣攣漣軋」つ〕「「棒
吏塑墜塑痕垂L E T T 「可「糎撃墜攣密望む」亘「T T「
吏堅堅墜画料「匝T T 「「「隔塑攣墜極り　「「両「「

墾攣墜座「「十千両蟻　北中原B 遺跡　郷関　　　 C〕　　　　　　　　　 狙

痢離劇欄頼料「「T T 「可「脂 遠道遺射減封 io 「半丁「
17
l除戸 I 遺跡I5581

‡ io F l　　　　　i　　　　　［i i iI53
［
堀　尻　遺　跡

転 に 匡 「 「 口

温8 除戸H 遺跡 5582 O i i 54 堅 旦 塑 漣 軋 」 つ ！「 「 匝

19 大　鹿　城　跡 2583 i o 吐 墜 塑 墜 恒 十 恒 「両

20 西浦 I 遺跡 5584 ○ i i 虹 墜 塑 墜 恒 「 「 「 髄

21 西浦H 遺跡 5585 i旬 57 竹ノ輿 華 中 頑 つ O i i

22 駒場I 遺跡 5586 ○ i i 58 竹ノ代H遺跡 聖上つ＋ i 上旬

23 駒場II遺跡 5587 O i 河 東 山遺跡 5寝7　　　C）

24 大　山　遺　跡 5588 i O 60 堂ノ脇遺跡 5628 「 「 日 朝

25 大山I 遺跡 5589 ○ i io 軋 墾 墾 攣 車 軒 「 可

26 大山H 遺跡 5590 ○ i 衷 塑 墜 塑 梗 聖 」 」 十 千 「 可

27 東　原　遺　跡 5591 ○ ○「 i i l

i i i

衷 整 髪 塑 梗 聖 上 「 十才 「 可

28 前　畑　遺　跡 5592 ○ 錮　寺田耕地遺跡　嶺霊　　　　　　　　　 ○

29 陣谷原遺跡 5593 ○ i i 磁極光寺前遺跡 撃 」 幸 月 i †「

30 下高井城跡 2584 i io 可 神 明 員塚 2585　 0 i i i

31 如何崎遺跡 5597 恒 ！ 67　下高井員塚　錆猶「＋「○

32 東　 遺　 跡 5598 旬 捕　相　原　遺　跡 ！○ 叫 O i i叫

33 椿山・大日原遺跡5599 l○ i i 69恒 礪遺跡欄 O i　 恒 恒

34 向　山　貝　塚 5601 ○ ！ 中 翻 欄 欄 」 掛 目 回 固

35 向山II遺跡 5602 恒 中 醐 欄 欄 O 「 i i l o

36 貝塚新田遺跡 5603 io i
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第3章　甚五郎崎遺跡

第1節　遺跡の概要

甚五郎崎遺跡は，取手市北西部，小貝川右岸から南西方向に入り込む支谷に突出した標高18～22mの舌状台

地上に位置し，縄文時代，奈良・平安時代及び中・近世の複合遺跡である。現況は畑と山林で，面積は11，568

がである。谷津を挟んだ南側には東原遺跡，700m程西には下高井向原I遺跡，下高井向原II遺跡がある。

今回の調査によって，縄文時代の竪穴住居跡5軒　奈良・平安時代の竪穴住居跡3軒と，他に小竪穴状遺構

7基，土坑174基，掘立柱建物跡9棟，溝27条を確認した。

遺物は，遺物収納箱（60×40×20cm）に27箱出土した。縄文時代の出土遺物は，早期から前期，後期の縄文土

器片，石鍍及び石斧である。奈良・平安時代の出土遺物は，土師器の杯，婆，須恵器の坪，甑及び盤である。

中・近世の出土遺物は，土師質土器，陶磁器，内耳土器，刀子などの鉄製品，石臼，砥石，五輪塔及び古銭な

どである。

第2節　基本層序

調査区域西側台地平坦部（H21j7区）にテストピットを設定した。深さ3．5mまで掘り下げ，第4図に示すよ

うな土層の堆積状況を確認した。

第1層　　厚さ20cmの暗褐色の耕作土で，炭化粒子を極少量含む。

第2層　　厚さ25cmの褐色土で，ソフトローム層への漸移層である。

第3層　　厚さ20cmの明褐色のソフトローム層である。粘性がややある。

第4層　　厚さ35cmの明褐色のハードローム層である。

第5層　　厚さ20cmの褐色のハードローム層で，

炭化粒子，赤色スコリアを極少量含む。

第6層　　厚さ30cmの褐色のハードローム層で，

第5層よりもやや暗褐色が強く，炭化粒

子，赤色スコリアを極少量含む。締まり

が強い。

第7層　　厚さ25cmの褐色土で，炭化粒子，赤色

スコリアを微量含む。やや粘性があり，

締まりは強い。

第8層　　厚さ30cmの褐色土で，第7層よりロー

ムブロックが多く，粘性，締まり共に強

い。

第9層　　厚さ40cmの褐色のハードローム層で，

炭化粒子，赤色スコリアを極少量含む。

やや粘性が強い。 第4図　基本土層図
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第10層　厚さ60cmの褐色土で，第8層より青みを持つ。粘性が強い。

第11層　厚さ20cmの褐色土で，炭化粒子を少量，砂粒子を極少量，赤色スコリアを微量含む。粘性，締

まり共に強い。

第12層　厚さ20cmのにぷい黄褐色土で，炭化粒子，赤色スコリアを微量含む。粘性は強い。

第13層　厚さ20cmの灰オリーブ色で，やや青みがかった灰白色の粘土層。

遺構は，第1層下面及び第2層上面で平面形が確認され，第2層から第3層にかけて掘り込んでいる。

第3節　遺構と遺物

1．竪穴住居跡

当遺跡から，縄文時代の竪穴住居跡5軋奈良◎平安時代の竪穴住居跡3軒を確認した。以下，確認した住

居跡とそこから出土した遺物について記載する。

（封　縄文時代の住居跡

第瑠考住居跡（第5図）

位置　調査区の北東部，I24a5区。

重複関係　本跡は第的　56号土坑と重複している。本跡の西部を第30号土坑が掘り込んでおり，本跡の方が古

い。本跡の北部は第56号土坑を掘り込んでおり，本跡の方が新しい。

規模と平面形　長径5．18m，短径4．60mの楕円形である。

長径方向　N－56。－W

壁　壁高は22～36cmで，外傾して立ち上がる。

床　平坦であるが，踏み締まりは弱い。床面の中央部にはロームブロックが混じっている。

ピッ匪　3か所（Pl～P3）。Plは径15cmの円軌　深さ20cm，P2は長径45cm，短径33cmの楕円形，深さ15cm，P3

は径30cmの円形，深さ20cmで，いずれも性格は不明である。

炉　確認されなかった。

覆土　7層からなり，自然堆積土層と考えられる。

土層解説

1暗褐色　ローム粒子。ローム小ブロック◎焼土粒子e炭化粒子極　　5　褐　色　ローム粒子多量

少量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量，ローム中プロ

2　暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子極少量　　　　　　　　　　　　　　　　ックe焼土粒子極少量

3　暗褐色　ローム粒子eローム小ブロック少亀焼土中ブロックe　　7　褐　色　ローム粒子。ローム小ブロック少量
焼土粒子の炭化材極少量

4　褐　色　ローム粒子少量，ローム小ブロック。焼土中ブロックe

焼土粒子e炭化粒子極少量

遺物　覆土中層から下層にかけて，極少量の縄文土器片，敲石及び剥片が出土している。1の尖底土器底部片

は，遺構東側の覆土下層から逆位の形で出土している。2から10は縄文土器片で，2，3は田戸下層式，4は

田戸上層式，5～7は茅山式，7，8は興津式　9は粟島台式である。11～13は敲石，14～17はチャートの剥

片である。

所見　本跡の時期は，出土遺物が縄文時代早期から前期にまたがっているが，出土量が少ないため不明である。
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第5図．第紅骨住居跡廣測閻

第鼠号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　　　　2m

．　　　　＿二＿二∴二」

図版番号器　種計測値（cm） 器　　形　　及　　び　　文　　様　　の　　特　　徴 胎土・色調・焼成 備　　考

第6回尖底深鉢B （9．6）底部から胴部にかけての破片。胴部は外傾して立ち上がる。胴部下端およ砂粒，長石 Pl

1 縄文土器 び底部は削って調整されている。 にぷい褐色

普通

5％　　覆土中

田戸下層式

図版番号 器　　　　 種
計　　　　　 測　　　　　 値

石　　 質 出土地点 備　　 考
長さ（cm）幅 （cm）厚さ（cm）重量（g）

第6図11 敲　　　　 石 12．2 8．8 6．2 923．0 砂　　 岩 覆　土　中 Ql

12 敲　　　　 石 8．0 5．1 2．4 138．4 砂　　 岩 覆　土　中 Q2

13 敲　　　　 石 10．4 4．6 3．4 202．7 砂　　 岩 覆　土　中 Q3

14 剥　　　　 片 3．1 2．6 1．2 7．0 チャート 覆　土　中 Q4

15 剥　　　　 片 2．7 1．9 0．7 2．3 チャート 覆　土　中 Q5

16 剥　　　　 片 2．4 2．1 0．6 1．7 チャート 覆　土　中 Q6

17 剥　　　　 片 2．4 2．6 1．0 6．1 泥　　 岩 覆　土　中 Q7
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第題号住居跡（第7図）

位置　調査区の北東部，I24aこう区。

規模と平面形　長径3．92111，短径3．58nlの楕円形である。

長径方向　N－350－E

壁　壁高は12～20eIllで，外傾して立ち上がる。

床　平坦で，踏み締めた部分は見られない。床面の中央部には所々にハードロームブロックが混じっている。

ぽッ匪　5か所（㌘1～P5）。Plは径33cmの円形，深さ13cm，P2は径35cmの円粗　深さ10cm，P4は径33cmの円私

深さ13cm，㌘5は径35cmの円形，深さ8cmで，いずれも主柱穴と考えられる。P3は径45cmの円形，深さ24cmで，

性格は不明である。

炉　確認されなかった。

覆土　3層からなり，自然堆積土層と考えられる。

土層解説

1褐色　ローム小ブロック⑳ローム粒子少量，炭化粒子極少量

2　褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

3　褐色　ローム粒子多鼠　ローム小ブロック少量

遺物　覆土中から少量の縄文土器片が出土している。1は田戸下層式の胴部片である。2は茅山式の口緑部片

で，焼成前に内側から盲孔を施し外面を突起させている。3～8は浮島描式土器の胴部片で，3は沈線を格子

状にしてモチーフを描き，7は半裁竹管で横位に文様が施されている。

所見　本跡の時期は，出土遺物から縄文時代前期の住居跡と考えられる。

感宵
了“－立て息で

第軍国　第2号健贋跡実測図
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凸！

0　　　　　　　　2m

」＿＿＿＿h＿＿＿＿＿＿1＿＿＿＿＿＿二＿＿j



y J：こぶも．

、こ∴一丁
トトてヾ

’こき　2

L一一一一一．ニさ．

ト迩＿
‘還芦≡云≡＝
曹P

第8図　第2号住居跡出土遺物拓影図

第4号住居跡（第9図）

位置　調査区の中央部，I23al区。

規模と平面形　長軸3．98m，短軸3．60mの隅丸方形である。

長軸方向　N－56。－W

壁　壁高は30～38cmで，やや外傾して立ち上がる。

床　ロームブロックで凹凸がある。

ピット　3か所（Pl～P3）。Plは長径30cm，短径25cmの楕円形，深さ15cm，P2は長径35cm，短径25cmの楕円形，

深さ10cm，P3は長径40cm，短径35cmの楕円形，深さ25cmで，それぞれの性格は不明である。

E21．4m

でミ≡プ‾　7∴1m
第9図　第4号住居跡実測図
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炉　床中央部に位置し，径70cmの不整円形で，深さ20cmの地床炉である。炉床は熱を受け赤変硬化している。

炉土層解説

1明赤褐色　焼土粒子多量，ローム小ブロック・ローム粒子少量

2　明褐色　ローム粒子多量，ローム大プロッタ・ローム中ブロッ

ク・焼土小ブロック少量

覆土　3層からなり，自然堆積土層と考えられる。

土層解説

1暗褐色　ソフトローム大ブロック・中ブロック少量，ローム小ブ

ロック・廃土粒子極少量

2　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子極

少量

3　褐　色　ローム粒子少星，焼土粒子極少量

遺物　覆土中層から極少量の縄文土器片が出土している。1はP3の北側から出土した茅山式の胴部片であり，

胎土に繊維を含む。2は開山式土器の口緑部片で，沈線で区画した中に刻み目が施され，要所に癖状突起が施

されている。3は北側の覆土下層から出土した開山式の胴部片で，羽状縄文が施されている。

所見　本跡の時期は，出土遺物から縄文時代前期の住居跡と考えられる。

第10図　第4号住居跡出土遺物拓影図

〆ユiニて・－ヾも1、

露盤転－

0　　　　　　　10cm

」＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」　　　　」

第5号住居跡（第11図）

位置　調査区の中央部，I23b3区。

重複関係　本跡は第124，125A及び125B号土坑と重複している。本跡の北側は第124号土坑を掘り込んでお

り，本跡の方が新しい。また，本跡は中央付近やや北側よりの第125A・125B号土坑を掘り込んでおり，本跡

の方が新しい。

規模と平面形　径5，44mの不整円形である。

壁　壁高は12～28cmで，外傾して立ち上がる。

床　平坦で，踏み締まりは弱い。

ピット　4か所（Pl～P4）。Plは径30cmの楕円形，深さ20cm，P2は長径30cm，短径20cmの楕円形，深さ30cm，

P3は径30cmの円形，深さ15cm，P4は長径35cm，短径30cmの楕円形，深さ20cmで，いずれも主柱穴と考えられる。

P2は壁際に寄り過ぎているので，出入り口ピットの可能性も考えられる。

炉　床中央から西壁寄りに位置し，長径80cm，短径65cmの楕円形で，深さ20cmの地床炉である。炉床は熱を受

け赤変硬化している。

炉土層解説

1　にぷい赤褐色　焼土粒子・ローム粒子少量

2　にぷい赤褐色　煉土粒子少量，炭化粒子極少量

3　赤　褐　色　焼土粒子多量，ローム小ブロック極少量

4　赤　褐　色　焼土粒子多量

5　赤　褐　色　焼土粒子・ローム中ブロック・ローム粒子少量，

覆土　4層からなり，自然堆積土層と考えられる。

ローム小プロッタ極少量

6　にぷい赤褐色　廃土粒子中量，ローム小プロッタ極少量

7　明赤褐色　焼土粒子多量，ローム小プロッタ極少量

8　赤　褐　色　焼土粒子多量，ローム小ブロック極少量

ー14　－



土層解説

1暗褐色　焼土粒子・ローム小ブロック極少量

2　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子・ローム小ブロック極少量

3　暗褐色　廃土粒子・ローム小プロッタ・ローム粒子極少量

4　褐　色　ローム粒子多量，ローム中プロッタ・ローム小ブロック

極少量

遺物　覆土下層から少量の縄文土器片や礫片が出土している。1～4は茅山式の胴部片であるが，本跡と重複

する第125A・B号土坑に関連する遺物の可能性が考えられる。5～10は開山式の土器片である。5は口綾部外

面にコンパス文が施され，胴部には附加条の縄文が施されている。6は口緑に粘土紐を貼り付けた後，刻み目

が施され，胴部は組み紐で施文されている。7～10片は胴部片で，8，9，10は羽状縄文で菱形構成がなされ

ている。遺構西側の覆土中から11の磨石が出土し，南側の覆土下層から12の礫石斧が出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から縄文時代前期の住居跡と考えられる。

第11図　第5号住居跡実測図
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第5号住居跡出土遺物観察表

図版 番号 器　　　　 桂
計　　　　　 測　　　　　 値

石　　 質 出 土 地 点 備　　 考
長 さ （cm ） 幅 （cm ） 厚 さ （cm ） 重 量 （g ）

第 12 図 1 1 磨　　　　 石 9．2 6．4 3，5 2 7 2．1 砂　　 岩 覆　 土　 中 Q 8

1 2 礫　 石　 斧 7．6 4．6 3．8 1 3 0．6 砂　　 岩 覆　 土　 中 Q 9

摘葦ぎ詐諦

第12図　第5号住居跡出土遺物実測図

C〉
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0　　　　　　　　　　　　　　　10cm
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第6号住居跡（第13図）

位置　調査区の中央部，H23j4区。

規模と平面形　径5．16mの円形である。

壁　壁高は12～22cmで，外傾して立ち上がる。

床　ほぼ平坦で，踏み締まりは弱い。

ピット　7か所（Pl～P7）。Plは径35cmの円形，深さ25cm，P2は長径35cm，短径30cmの楕円形，深さ30cm，P3

は径35cmの円形，深さ25cm，P6は長径40cm，短径25cmの楕円形，深さ23cm，P7は長径40cm，短径30cmの楕円形，

深さ21cmで，いずれも主柱穴と考えられる。P4は径25cmの円形，深さ14cm，P5は長径30cm，短径24cmの楕円形，
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深さ15eIllで，性格は不明である。

覆土　2層からなり，自然堆積土層と考えられる。

土層解説

1暗褐色　ローム粒子少最　黒色土混入 2　暗褐色　ローム粒子中量

遺物　覆土中から少量の茅山式土器片や礫が出土している。1は尖底深鉢の底部片でタ　外面に縦位の貝殻条痕

文が施されている。2は日録部片で，3～8は胴部片である。いずれも内◎外面に縦鑑　横位あるいは斜位の

貝殻条痕文が施されている。9は中央の覆土中層から出土した礫石器である。

所農　本跡の時期は，出土遺物から縄文時代早期の住居跡と考えられる。

第相国　第　号健屠跡実測図

第6号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　　　2m

』二二二ユニ二二二ヨ

図版番号 器　種 計測値（cm） 器　　 形　　 及　　 び　　 文　　 様　　 の　　 特　　 徴 胎土・色調・焼成 備　　 考

第14図 尖底深鉢 B （7．6）底部片。底部は砲弾形をし，縦位の貝殻条痕文が施されている。胎土に繊 砂粒，長石 P 18
1 縄文土器 経を含む。 にぷい橙色

普通

5％　　 覆土中

図版番号 器　　　　 種
計　　　　 測　　　　 値 巨 質

出土地点 備　　 考
長さ（cm） 幅 （cm ）厚さ（cm）重量 （g）

第14図9 礫　 石　 器 7．8 4．9 1．7　　　　　 59．2 安山岩 覆　土　中 QlO
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第14図　第6号住居跡出土遺物実測図

（2）平安時代の住居跡

第8号住居跡（第15図）

位置　調査区の南東部，J23a7区。

規模と平面形　長軸6．34m，短軸4．70mの隅丸長方形である。

主軸方向　N－90－W

壁　壁高は26～34cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　壁下を全周し，上幅7～20cm，深さ約8cmで，断面は「）」状である。

床　ほぼ平坦で，ロームブロックがローム土に埋まった感じで一面に広がっている。

ピット　径42cmの円形，深さ32cmで，出入り口ピットと思われる。

寵　北壁中央部を壁外に約60cm掘り込み，袖基部を掘り残して，砂や粘土で構築されている。規模は長さ150cm，

幅150cmである。天井部は崩落しているが，西側袖部は一部現存している。燃焼部には焼土ブロック，焼土粒子

及び炭化粒子等がみられる。火床部は約5cm掘り窪められ，熟を受けて赤変硬化している。

亀土層解説

1にぷい赤褐色　焼土粒子少鼠　ローム小ブロック・炭化粒子極少量　　　　　　　　　　　化粒子極少量

2　暗　褐　色　焼土粒子少量，ローム粒子少量，ローム小ブロック　　8　赤　褐　色　焼土粒子多亀　ローム粒子・焼土大プロッタ少量

極少量

3　にぷい赤褐色　焼土粒子中量，ローム粒子少量，ローム小プロッ

タ・焼土大プロッタ極少量

4　暗　褐　色　焼土粒子・ローム粒子極少量

5　暗　褐　色　焼土粒子・ローム粒子・炭化粒子極少呈

6　暗　褐　色　焼土粒子・ローム粒子少量

7　暗　褐　色　煉土粒子・ローム粒子少量，ローム小プロッタ・炭

9　暗赤褐色　焼土粒子・ローム粒子少量，炭化材極少量

10　暗赤褐色　砂粒中量，焼土小ブロック少量

11にぷい赤褐色　砂粒少量，廃土粒子極少量

12　にぷい赤褐色　砂粒中量

13　にぷい赤褐色　砂粒中量

14　明　褐　色　ローム小ブロック・ローム中ブロック少量
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項e UI

第15回　第8号住居跡実測図
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覆土　24層からなり，自然堆積土層と考えられる。

土層解説

1黒　　色　ローム小プロッタ・ローム粒子少量

2　黒褐色　ローム小プロッタ・ローム粒子少量，ローム大プロッ

タ極少量

3　黒褐色　焼土粒子・ローム小プロッタローム粒子少量

4　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小プロッタ少量

5　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量

6　黒　　色　ローム粒子極少呈

7　黒　　色　ローム粒子・ソフトローム中プロッタ極少量

8　極暗褐色　ローム粒子少量，ローム中ブロック・ローム小プロッ

タ極少量

9　黒褐色　ソフトローム大プロッタ・ローム粒子極少量

10　黒褐色　ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子極

少量

11極暗褐色　焼土粒子・ローム粒子極少量

12　黒褐色　焼土粒子・ローム粒子少量

13　暗褐色　ローム小プロッタ・ローム粒子少量

14　極暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子極少量

15　極暗褐色　ローム粒子少量

16　暗褐色　ソフトローム中プロッタ・ローム粒子少亀　ローム小

ブロック極少量

17　暗褐色　ローム粒子少量

18　暗褐色　ローム粒子少量

19　暗褐色　廃土粒子・ローム粒子少量，ローム小ブロック極少量

20　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

21極暗褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック極少量

22　極暗褐色　ソフトローム大プロッタ・ローム粒子少量，ローム小

ブロック極少量

23　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土粒子極

少量

24　褐　　色　ローム粒子多量

遺物　覆土中層から床面にかけて，土師器や須恵器の杯，腕，鉢及び賓の部片が出土している。1は土師器坪

の底部～口緑部片で，北東部の床面直上から出土している。内面が黒色処理されている。2は須恵器坪で，竃

東側の壁際近くの床面から出土している。底部に「得」の文字が墨書されている。3は須恵器鉢の口緑部片で，

竃内から出土している。4は須恵器婆の底部片で，南部のピット近くの焼土の下から出土している。5は土師

器婆で，竃内から逆位で出土している。支脚に転用されていた可能性が考えられる。6は須恵器のロ緑部片で

竃内から出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から9世紀前半の住居跡と考えられる。竃東側の底面及び周溝の所々に焼土塊

が見られ，焼失家屋の可能性も考えられるが，床面及び覆土中に炭化材はあまり見られなかった。

／

！

節
第18図　第8号住居跡出土遺物実測図
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第8号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼 成 備　　 考

第16図 杯 A ［1 1．8］ 体部 から口綾部 にかけての破片。体 内面か ら体部外面ナデ。 内面へラ磨 砂粒 P 27
1 土 師 器 B （4．3） 部下位 に稜 を持 ち， その後，直線 的 き。 にぷい黄橙色 5％　 床面

に立 ち上が る。 普通 内面黒色処理

2

杯 A　 13．8 底部か ら日録部 にかけての破片，平 内面 から休部外面 ナデ。体部下職 砂粒，長石，石英 P 28
須 恵 器 B　　 3．9

C　　 6．0

底。体部は直線的 に立 ち上がる。 底部回転へラ削 り。 灰色

良好

65％　 床面

「得」底部外面墨書

鉢 A ［2 9．6］ 休部か ら口緑部 にかけての破片。体 日録部横 ナデ。体部外面平行叩 き。 砂粒 P 2 9
3 須 恵 器 B （6．5） 部は外傾 して立ち上がる。 日録 は強

く屈曲し，端部 は上 方につまみ上 げ

られ，一条の沈線 を有 す。

にぷい黄橙色

良好

10％　 床面

4

婆

須 恵 器

B （1．3）

C　 16．0

底部片。平底。 底 部回転へ ラ削 り。 砂軋長石，石英濱母，スコ膵

明褐色

普通

P 30

5％　 床面

5

婆 A ［接 4］ 底部か ら日経部 にかけての破片。器 日録部横ナデ。体部外面縦 方向ナデ。長石，石蚤 スコリア P 3 1
土 師 器 B　 18．3

C　　 6．9

肉 は全体的 に薄い。日録端部 は外上

方につまみ上げ られている。上げ底 。
体部内面へラナデ，輪積 み痕 を残す。 にぷい橙色

普通

65％　 床面

第謬号健贋捗（第温7図）

位置　調査区の中央部、I23el区。

重複関係　本跡は第7，24号溝と重複している0　2つの溝が合流して，本跡を北東から南西にかけて貫いて掘

り込んでおり，本跡の方が古い。

規模と平面形　長軸5。55mァ　短軸3．72mの隅丸長方形である。

主軸方向　N－∵72。－E

壁　壁高は26～34cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

床　ほぼ平坦で，踏み締まりは見られない。

ぽッ匪　長径42cm，短径30cmの楕円形，深さ蟻cmで，出入り口ピットと考えられる。

竃　東壁中央部よりやや南側を壁外に約35cm掘り込み，袖基部を揺り残して，砂混じりの粘土で構築されてい

る。規模は長さ75cm　幅H5cmである。天井部は崩落しているが，袖部は残っている。燃焼部や火床部に廃土が

あまり見られない。

竃土層解説

1黒褐色　ローム小ブロック①ローム粒子少亀　廃土粒子◎炭化

粒子極少量

2　暗褐色　砂中量，ローム粒子少量「焼土粒子。粘土粒子極少量

3　暗褐色　ローム中ブロック儲砂少量，ローム小ブロック僻ロー

ム粒子◎廃土粒子㊤炭化粒子極少量

4　暗褐色　ローム小ブロックe砂中亀　ローム粒子6炭化粒子少

量，焼土粒子極少量

5　暗褐色　砂中量，炭化粒子少量，ローム小ブロックのローム粒

子・焼土粒子極少量

6　褐　　色　砂多量，粘土粒子少量

7　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量

8　褐　　色　ローム小ブロックeローム粒子少量

9　暗褐色　ローム小ブロック少亀　ローム粒子ゆローム中ブロッ

ク・炭化粒子極少量

川　褐　　色　。－ム小ブロック・ローム粒千・歳化粒子少量

11暗褐色　砂・焼土粒子少畳　ローム粒子。炭化粒子極少量

12　褐　色　砂多量　粘土粒子少量，炭化粒子極少量

13　暗褐色　砂中亀　粘土粒子少量，焼土粒子極少量

14　褐　色　砂中量，焼土粒子少亀　炭化粒子極少量

15　褐　色　砂少最　ローム粒子◎粘土粒子極少量

16　褐　色　砂少量　ローム粒子e焼土粒子。粘土粒子極少量

17　暗褐色　砂多量　焼土粒子。炭化粒子◎粘土粒子極少量

18　褐　色　ローム粒子少最　ローム小ブロック極少量

19　暗褐色　砂多量，粘土粒子少量，焼土粒子◎ローム小ブロック

極少量

20　暗褐色　砂多量　粘土粒子中量　炭化粒子◎ローム粒子極少量

21極暗褐色　砂少量　ローム粒子極少量

ー　21…



土層解説

1黒　色　炭化粒子少量，廃土粒子極少呈

2　黒褐色　炭化粒子・焼土粒子・ローム粒子極少量

3　極暗褐色　ローム粒子少量，炭化粒子・焼土粒子極少量

4　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，炭化粒子・

焼土粒子極少量

5　黒　色　炭化材少量，炭化粒子・煉土粒子・ローム粒子極少量

6　黒褐色　炭化粒子・焼土粒子・ローム粒子極少量

7　暗褐色　ローム粒子少量，炭化粒子・焼土粒子・ローム小プロ

ッタ極少量

8　黒褐色　ローム粒子少鼠　ローム小プロッタ極少量

9　暗褐色　ローム粒子少量，炭化粒子・ローム小ブロック極少量

10　暗褐色　ローム粒子少鼠　炭化粒子・廃土粒子・ローム小ブロ

ック極少量

11黒褐色　炭化粒子・ローム粒子少量，焼土粒子・粘土粒子極少

量

12　黒褐色　炭化粒子少量，廃土粒子・ローム粒子極少呈

13　黒褐色　炭化粒子・ソフトロームプロッタ少量，廃土粒子・

ローム粒子極少量

旦2，．。m　　】l

1718

第17図　第7号住居跡実測図
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覆土13層からなり，自然堆積土層と考えられる。

遺物　覆土中から土師器や須恵器の杯，盤等が出土している。1は土師器坪の底部～口緑部片で，中央部の覆

土中層から出土している。内面が黒色処理されている。2，4，6は須恵器杯で，竃中央部覆土下層から出土

している。4，6は斜位で出土しているが，2と一緒に重なっていたものと考えられる。3は須恵器坪で，竃

中央部の覆土中層から出土している。5は須恵器坪で，篭西側の床面から出土している。7は須恵器盤で，篭

中央部覆土下層から斜位で出土している。内面中央部が磨かれたようにつるつるしている。8は礫石斧で，覆

土上層から出土している。9は鉄製品刀子で，覆土中から出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から9世紀後半の住居跡と考えられる。篭は，あまり使用した痕跡がなく，内

側に完形の須恵器杯が3枚重ねて出土しており，竃祭詞が行われた可能性が考えられる。

第18図　第7号住居跡出土遺物実測図

第7号住居跡出土遺物観察表

⊂⊃　。

二二∈匠エ9S。叛

10cm

」　、⊥－＿－j

図版番号器　種計測値（cm）器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成備　　考

第18図土不A［13．1］底部から口縁部にかけての破片。平内面から休部外面ナデ。休部下端手蝋石菟雲母スコリアP19
1土師器B（3．6）底。体部はわずかに丸みを持って立持ちへラ削り。 内面赤黒色外面嚇褐色15％　床面
C［6．6］ち上がる。 普通 内面黒色処理

2

坪A　13．2平底。休部は直線的に外傾して立ち内面から休部外面ナデ。休部下端，砂粒，長石 P20
須恵器B　　4．3

C　　7．0

上がり，口緑部はわずかに外反する。底部手持ちへラ削り。 にぷい黄色

良好

100％　篭内

3

坪A　13．4平底。休部は直線的に外傾して立ち内面から休部外面ナデ。休部下端，砂粒 P21
須恵器B　　4．4

C　　7．6

上がる。 底部手持ちへラ削り。 黄灰色

良好

100％　竃内

4

杯A　13．0平底。休部は直線的に外傾して立ち内面から休部外面ナデ，外面その後，砂軋長石，石英，雲母P22
須恵器B　　3．7上がる。 回転へラ削り。休部下端，底部手持にぷい貴橙色100％　竃内
C　　8．0 ちヘラ削り。 普通 内面口綾部煤付着

5

杯A　13．2平底。休部は直線的に外傾して立ち内面から休部外面ナデ。休部下端回砂粒，長石，石英P23
須恵器B　　3．8

C　　7．7

上がる。 転へラ削り。底部横方向へのヘラ削

り。

褐灰色

良好

20％　床面
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図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎士 ・色調 ・焼成 備　　 考

第 18図 杯 A　 13．2 平底。体部 は直線 的に外傾 して立 ち 内面か ら休部外面ナデ。 その観　 回 砂粒　 長石，雲母 P 24

6 須 恵 器 B　　 4．0

C　　 7．6

上が る。 転 へラナデ。休部下端，底部回転へ

ラ削 り。

にぷい黄橙色

普通

80％　 床面

7

盤 Å　 16．8 丸底 ぎみ。体部 は直線的に外傾 して 内面か ら体部外面 ナデ。底部貼 り付 砂粒，長石
l
P 2 5

須 恵 器 B　　 3．9

D　 ll．2

E　 lO．5

立ち上が り， 日録部 は外上 方に直立

す る。

け高台の後，ナデ。 オ リーブ黄色

良好

80％　 竃 内

図版番号 器　　　　 種
計　　　　 測　　　　 値 巨 質

出土地点 備　　 考
長さ （cm） 幅 （cm ） 厚さ （cm） 重量 （g ）

第 18図8 礫　 石　 器 6．2 4．5 1．7 6 7．6 貢　　 岩 覆　 土　 中 Q ll

図版番号 器　　　　 種
計　　　　 測　　　　 値 巨　 考

長さ （cm） 幅 （cm ） 厚さ （cm） 重量 （g）

第18図9 刀　　　　 子 3．5 1．0 0．15 3．6 M l，覆土中

第3号健贋跡（第且9図）

位置　調査区の北西部G21i6区。

規模と平面形　長軸3．34m，短軸2．94111の隅丸長方形である。

主軸方向　N－130－E

壁　壁高は9～15cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　南側中央の一部分にだけ見られる。上幅　～mcm　深さ約5cmプ　断面形は「）」状である。

床　平坦で，中央部に踏み締まりがある。

ぽッ匪　2か所。Plは径20cmの円形，深さ15cmで了性格は不明である。P2は南壁際中央に位置し，長径25鋤

短径18cmの楕円形，深さ18cnlで，出入り口ピットと考えられる。

竃　両壁中央部を壁外に約50cm掘り込んで構築されているが，天井部及び袖部はほとんど残っていない。規模

は長さ105鋤　幅80cmである。燃焼部には焼土粒子，炭化粒子等がみられ，火床面は床面を10cm程掘り窪めている。

竃土層解説

1暗赤褐色　廃土粒子多量，粘土粒子中農　炭化粒子少量

2　極暗赤褐色　廃土粒子少量，炭化粒子極少量

3　暗赤褐色　焼土粒子中量，炭化粒子少量

覆土13層からなり，自然堆積土層と考えられる。

土層解説

1極黒褐色　ローム粒子中亀廃土粒子極少量　　　　　　　　　　7　赤　褐　色　焼土粒子多亀炭化粒子砂廃土小ブロック少量

2　暗　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック¢廃土粒子極少　　8　極暗赤褐色　焼土粒子中量，焼土小ブロック。炭化材小片少量

量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9　黒　褐　色　焼土粒子少亀　炭化粒子極少量

3　暗　褐　色　ローム小ブロック中量、ローム中ブロック・焼土粒　1（1暗赤褐色　焼土粒子少量

子◎炭化材細片極少量　　　　　　　　　　　　　　11暗赤褐色　焼土大ブロック少量

4　黒　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子魯炭化粒子極少量　　　　　12　黒　褐　色　焼土粒子中量

5　褐　　色　ローム粒子多量，焼土粒子。炭化粒子極少量　　　　13　暗　褐　色　焼土粒子多量，炭化粒子極少量

6　明　褐　色　ローム粒子多量

逸物　覆土中層から床面にかけて，土師器や須恵器の塔，皿，鉢及び婆が出土している。1～6は土師器塔で

ある。1は南西壁中央部近くの床面から出土し，底部に「袋」の文字が墨書されている。2は中央部西寄りの

床面から出土し，休部外面に「庄」の文字が墨書されている。3は竃西側の床面から正位で出土している。4

は南西壁中央部近くの床面から正位で出土しタ　内面が黒色処理され，底部に「山本」の文字が墨書されている。

5は中央部南寄りの床面から出土し，内面が黒色処理され，底部に「三」の文字が墨書されている。6は南東
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壁東コーナー近くの床面から出土し，底部に「袋」の文字が墨書されている。7は須恵器杯で，竃東側の床面

から逆位で出土している08は土師器高台付杯の高台部片で，竃内覆土中層から出土している。9は土師器高

台付皿で，竃燃焼部付近の覆土中から出土している010は土師器高台付皿で，南東壁中央部の覆土中から逆位

で出土している0底部に「庄」の文字が墨書されている。11，12は須恵器鉢の休部片で，南西壁中央部近くか

ら斜位で出土している013は土師器婆の体部～口緑部片で，竃内から出土している。14，15は土師器聾の底部

～体部片で，竃内から出土している。14は逆位で出土しており，支脚に転用された可能性が考えられる。16は

須恵器婆の底部～体部片で，竃内から出土している0体部下位から上位にかけて斜位の叩き目が施されている。

17は須恵器寮の休部片で，竃内から出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から9世紀後半の住居跡と考えられる。床面に焼土塊や炭化材が散乱して出土

していることから，焼失家屋の可能性が考えられる。

C
‾「千尋≡雫彗㌃8　　　　　　912

第19図　第3号住居跡実測図
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第20図　第3号住居跡出土遺物実測図（1）
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第21図　第3号住居跡出土遺物実測図（2）

第3号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第20図 塔 A　 13．3 平底。休部 は外傾 して立ち上 が り， 内面か ら休部外面 ナデ。休部下端及 砂粒， スコリア P 2
1 土 師 器 B　　 5．0 口緑端部で外反 する。口唇部 は玉縁 び底部外周回転へラ削 り。底 部に回 にぷい橙色 10 0％　 床面

C　　 6．2 状 で肥厚する。 回転糸 き り痕を残 す。 普通 「袋」底部外面墨書

2

坪 A　 1 2．0 平底。休部 は外傾 して立ち上が り，そ 内面か ら休部外面ナデ。休部下端及 砂粒，長石，石英 P 3
土 師 器 B　　 3．7 のまま口緑部 に至 る。 び底部外周回転へ ラ削 り。底部に回 にぷ い橙色 100％　 床面

C　　 6．8 転糸 きり痕 を残す。 普通 「庄」体部外面墨書

3

珂こ A　 12．1 平底。休部下端 で外傾 し，稜 を持 つ。内面か ら休部外面ナデ。休部下端及 楓 石晃 雲母 スコリア P 4
土 師 器 B　　 4．4

C　　 6．5

その後，直線的 に立 ち上がる。 び底部 回転へ ラ削 り。 明褐色

普通

10 0％　 床面
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図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第20図 杯 Å　 15．1 休部下位か ら口綾部一部欠損。平底。内面か ら休部外面ナデ。休部 下端手 砂粒，長石 P 5　　　 75％

4 土 師 器 B　　 5．5 休部 は内攣 して立 ち上がる。 持 ちへラ削 り。内面へ ラ磨 き。底部 外面にぷい赤褐色内面黒色 内面黒色処理

C　　 7．2 多方向のへ ラ削 り。 普通 「山本」底部外面墨書

5

杯 Å　 12．6 底部か ら日録部一部欠損。平底。体 内面か ら休部外面 ナデ。休部下端手 砂粒，長石 ㌘6　　　 70％

土 師 器 B　　 4．1 部下端で外傾 し，稜 を持つ。 その後 持 ちへ ラ削 り。 内面へラ磨 き。底部 にぷい赤褐色 内面黒色処理

C　　 5．6 直線 的に立 ち上がる。 一方向のへラ削 り 普通 「三」底部外面墨書

6

j不 A　 は5．2］ 底部 に口綾部にかけての破片。平底。内面か ら休部外面ナデ。体部下端回 砂粒，石菟 雲母 スコリア P 7

土 師 器 B　　 5．8 体部 は内攣 して立 ち上が り，日録部 転へ ラ削 り。底部回転へ ラ切 り後 橙色 50％　 床面

C　　 6．5 で外反 する。 回転へラ削 り。 普通 「袋」底部外面墨書

7

杯 A　 l4．7 底部か ら日綾部一部欠損。平底。体 内面から休部外面 ナデ。体部下端手 砂艶 石蒐 長石，スコリア P 8
須 恵 器 B　　 4．5

C　　 5．7

部 は大 きく外傾 して立ち上 が り， 口

唇部 は玉線状で肥 厚する。

持 ちへラ削 り。底部回転へラ削 り。 褐色

不良

70％　 床面

8

高台付ま不 B （1．2） 高台か ら底部にかけての破片。平底。内面 ナデ。底部へ ラナデ。 砂私 長石，スコリア P 9

土 師 器 P　　 7．0

E　　 O．8

高台 は直線的に開 く。 橙色

普通

5％　 床面

9

高台付皿 A　 13．8 平底。高台 は短 く直線的に開 く。体 内面か ら体部外面ナデ。体部下疇 砂甑 長石，雲亀 スコリア P lO
土 師 器 B　　 2．3

D　　 6．6

E　　 O．8

部は直線的に外傾 して立ち上がる。 底部へラナデ。 明赤褐色

普通

100％　 床面

IO

高台付皿 Å　 13．7 休部下端か ら日経部一部欠損。平底。内面 か ら体部外面 ナデ。体部下端 回 砂粒，ス コリア P H
土 師 器 B　　 3．4 高台 は直線的 に開 く。体部 は直線的 転 へラ切 り。底部へ ラナデ。 橙色 80％　 床面

D　　 6．6

E　　 O．8

に外傾 して立 ち上が り， 日録部 はわ

ずかに外反す る。

普通 「庄」底部外面墨書

H

鉢 A 「3（‖ 1 体部か らロ綾部にかけての破片。体 体部内面指頭 による押圧後夕　指ナデ。砂軋　 パ ミス P は

須 恵 器 B （10．4） 部 は直線的 に立ち上が る。 日経部 は

外反き　端部 はつまみ上 げられている。

休部外面平行叩き。 褐灰色

良好

5％　 床面

第21図 鉢 B （日工 ） 底部 から体部にかけての破片。平底。体部格 子目叩 き。体部下位，底部外 砂乾 長石 スコリア，雲母 p lつ
⊥　　⊥1」

12 須 恵 器 C　　 8．0 体部 は内攣気味 に外傾 して立 ち上が

る。

周手持 ちへラ削 り。底部 に円形状 の

編み物 の圧痕が残る。

外面黒褐色内面にぷい褐色

普通

40％　 床面

13

第20図

婆 Å ［22．2］ 体部か ら目線部 にかけての破片。体 日録部横 ナデ。体部外面下位縦 方向 砂粒，長石，雲母 P 14
土 師 器

婆

B （34．5）

B （11．6）

部 はなだ らかに立ち上がる。頸部 は

「く」の字状 をしている。 日録端部

は上方につまみ上げ られている。

底部か ら目線部にかけての破片。平

のへラ削 り。内面 へラナデ。

体部外面下位横方向のへラナデ。底

明赤褐色

普通

砂私 長石，石蒐 雲母

40％　 床面

P 15

14

15

第21図

土 師 器

婆

C　　 7．5

B （6．6）

底。体部 は内攣気味 に立ち上が る。

底部 から日経部 にかけての破片。平

部 に木葉痕を残す。内面 へラナデ。

体部ナデ調整。

体部外面 中位平行 叩き。体部外面下

にぷい橙色

普通

長石，石製 雲敬 砂粒

40％　 篭内

P 16
土 師 器

婆

C　　 7．6

B （18．6）

底。休部 は直線的 に外傾 して立 ち上

がる。

底部か ら体部 にか けての破片。休部

にぷい橙色

普通

砂軋 長石，石菜 雲母

35％　 床面

P 17

16 須 恵 器 C ［ほ 6］ は丸み を帯びて立 ち上がる。 位 ，内面下位横方向のへ ラ削 り。 にぷい褐色

良好

20％　 床面

表2　甚五郎崎遺跡住居跡一覧表

住居跡

番　 号
位　 置 主軸 方向 平 面 形

規　 模 （m ）

（長軸 ×短軸）

壁 高

（C汀1）
床面

内 部 施 設
i炉。竃

覆土 出　 土　 遺　 物
備　　　　　　　 考

新旧関係 （古→新）主柱穴貯蔵穴ピット入 口

1 王2 4a 5
N －5ぎー可

楕　 円　 形 5．18 ×4 ．60 22′～36 平坦 ／ ／ 3 ／ ／ 自然 縄文土器細片，礫 S K －5 6 →本跡→S K → 30

2 I2 4a 3 N …350－E 楕　 円　 形 3 ．92 ×3 ．58 12～2 0 平坦 4 ／ 1 ／ ／ 自然 縄文土器細片，礫

3 G 2 1i6 N －130…E 隅丸長方形 3 ．34 ×2 ．94 9′～15 平坦 ／ ／ 2 1 北竜 人為 土師器，須恵器「縄文土器細片，

4 I2 3a o
N …564

隅 丸 方 形 3 ．98×3 ．60 30′）38 平担 ／ ／ 3 ／ 炉 自然 縄文土器細片

r〇 I23b 3 －
不 整 円 形 径5．44 12′～28 平担 4 ／ ／ ／ 炉 自然 絶文土器細片，礫 SK －1 24，125 A ，1 25B →本跡

6 H 23j4 － 円　　　 形 径5．16 12・一一22 平担 5 ／ 2 ／ ／ 自然 縄文土器細片，礫

7 I23e 4 N …720－E 隅丸長方形 5．55 ×3 ．72 26へノ34 平担 ／ ／ ／ 1 東竃 自然 土師器，須恵器，経文土器細片， 本跡→ SD － 7，24

8 H 2 3j4 N － 90 －E 隅丸長方形 6．34 ×4．70 26′～34 平担 ／ ／ ／ 1 北竜 自然 土師器，須恵器，縄文土器細片，

ー　28　－



2　小竪穴状遺構

第16タ23ァ112，121言鴫152及び153号土坑として調査した遺構については，平面形が方形に近く，柱穴が

あり，床面隅に火を焚いた跡とみられる廃土混じりの灰が見られることから，それぞれを第1～7号小竪穴状

遺構と改称した。以下夕　小竪穴状遺構と出土遺物について記載する。

第瑠考か竪究状遺構［SK一息6］（第22図）

位置　調査区の南東部，J24bコ区。

規模と平面形　一辺が2。20mの隅丸方形である。

主軸方向　N－46J－E

出Å亀摘　南西壁中央部から西寄りの位置に，南西に向かって壁外に突出してタ床面から確認面に至る不明瞭

な2段の階段状の出入り口部を有している。規模は長さ75cm　幅縞cmである。

壁　壁高は80～92C工11で，垂直に立ち上がる。

床　平坦でタ硬く踏み締められている。北コーナー部分に長径郁cm　短径罰cmの楕円形でタ厚さ約7cmの廃土混

じりの灰の層が見られる。

ぽッ匪　2か所（Pl～P2）。Plは長径30cm，短径20cmの楕円乳深さ20cm，P2は径20cmの円乳深さ35cmで，

いずれも主柱穴と考えられる。

覆土　9層からなり，ロームブロックを含む人為堆積土層である。

遺物　覆土中から土師器や土師質土器の細片や石製品が出土している。lは土師器高塔の体部～目線部片でタ

覆土中から出土している。2タ　勘　は土師質土器の細片である。2は鉢の底部片で覆土中から出土している。

3は捨鉢の体部～日録部片夕　射ま内耳鍋の休部～日経部片でク　いずれも床面中央部から出土している。5は敲

石で，覆土中層から出土している。6は石臼でプ　覆土下層から出土している。

所農　本跡の時期は，出土遺物から15世紀後半と考えられる。

第鍼困　窮　者小竪究状遺構実測図

U

」
■
∴

0　　　　　　　　2m

工…　‥二　＿＿　＿：

…　29　－

土層解説

1黒褐色　ローム小ブロック。ローム粒子
少量

2　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子

中量　ローム中ブロック極少量
3　黒褐色　ローム小ブロックeローム粒子

少亀　焼土粒子極少量

4　暗褐色　ローム粒子多亀　ローム小ブロ
ック極少量

5　黒褐色　ローム粒子中農　ローム小ブロ

ック。ローム中ブロック少量

6　黒褐色　ローム粒子多亀　ローム小ブロ
ック中亀　ローム中ブロック少
Eヨ

月邑

7　暗褐色　ローム粒子多亀　ローム中ブロ

ック中亀　ローム小ブロック少
量，焼土粒子極少量

8　暗褐色　ローム粒子多亀　ローム小ブロ
ック中亀　ローム中ブロック・

ローム大ブロック少量

9　暗褐色　ローム粒子中農　ローム小ブロ
ック少量



『＝l＝謬：
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第23図　第1号小竪穴状遺構出土遺物実測図

第1号小竪穴状遺構［SK－16］出土遺物観察表

去l二‾‾‾‾丁

図 版 番 号 器　 種 計 測 値 （肌 ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色 調 ・焼 成 備　　 考

第 2 3 図 高　　 杯 A ［ 9 ．6 ］ 休 部 か ら 口 緑 部 に か け て の 破 片 。 体 体 部 内 ・ 外 面 横 ナ デ 。 砂 粒 P 3 8

1 土 師 器 B （ 2 ．2 ） 部 は 内 管 気 味 に 外 傾 し て 立 ち 上 が り ，

口 綾 部 は 外 反 す る 。

に ぷ い 橙 色

普 通

5 ％　 覆 土 中

2

鉢 B （ 1 ．9 ） 底 部 か ら 休 部 下 位 に か け て の 破 片 。 休 部 下 位 及 び 底 部 内 面 ナ デ 。 砂 粒 ， 長 石 ， 石 英 P 3 9
土 師 質 土 器 C ［2 2 ．2 ］ 平 底 。 休 部 は 外 傾 し て 立 ち 上 が る 。l 褐 色

普 通

1 0 ％　 覆 土 中

3

捨　　 鉢 A ［3 6 j ］ 休 部 か ら 口 緑 部 に か け て の 破 片 。 体 体 部 内 ・外 面 ナ デ 。 内 面 に は 3 本 1 長 石 ， 砂 粒 P 4 0
土 師 質 土 器 B （ 7 ．0 ） 部 は 外 傾 し て 立 ち 上 が り ， 口 緑 部 は

肥 厚 し ， 端 部 は 内 側 に 突 出 す る 。

単 位 の 櫛 目 が 施 さ れ て い る 。 橙 色

普 通

1 0 ％　 覆 土 中

4

内 耳 鍋 A 【3 6 ．0 ］ 休 部 か ら 口 緑 部 に か け て の 破 片 。 体 体 部 内 ・ 外 面 ナ デ 。 砂粗 長瓦 石英 雇 軋 スコリア P 4 2
土 師 質 土 器 B （ 8 ．7 ） ぷ は 外 傾 し て 立 ち 上 が る 。 口 緑 部 は

肥 厚 し ， 内 攣 気 味 に 立 ち 上 が る 。

褐 色

普 通

1 0 ％　 覆 土 中

図 版 番 号 器　　　　 種

計　　　　 測　　　　 値

石　　 質 出 土 地 点 備　　 考
長 さ （c m ） 幅 （ c m ） 厚 さ （c m ） 重 量 （g ）

第 2 3 図 5 敲　　　　 石 1 1 ．3 6 3 ．7 4 0 1 ．5 安 山 岩 覆　 土　 中 Q 1 3

6 石　　　　 臼 1 2 ．2 9 ．6 5 ．1 4 8 6 ．3 安 山 岩 覆　 土　 中 Q 1 4

－　30　－



第2号中里究状遺構［SK－23］（第24図）

億置　調査区の東部，J24g2区。

規模と平面形　長軸2．10m，短軸L88mの隅丸長方形である。

主軸方向　N－45〇一E

出入相田　南西壁西コーナーに，南西に向かって壁外に突出して，床面から確認面に至る2段の階段状の出入

り口部を有している。規模は長さ115cm，幅60cmである。

壁　壁高は55～67cmで，垂直に立ち上がる。

床ほぼ平坦で，硬く踏み締められている0南西壁南コーナー部分に長径70cm，短径40cmの楕円形で，厚さ12cm

の焼土混じりの灰の層が見られる。

ぽッ匪　2か所（Pl～P2）o Plは長径35cm，短径30cmの不整楕円形，深さ60cm，P2は径31cmの円形，深さ45cm

で，いずれも主柱穴と考えられる。

啓羞・7層からなり，覆土中層にロームブロックを含む人為堆積土層である。

適地　覆土中から土師質土器皿の細片が出土している。

所農　本跡の時期は，出土遺物や遺構の形態から15世紀後半と考えられる。

第錮園　第　号か竪究状遺構実測図

第2号小竪穴状遺構［SK．－23］出土遺物観察表

2m

L二二二二二∴七二二＝二」

土層解説
1黒褐色　ローム粒子少量

2　暗褐色　ローム粒子少亀
ローム中ブロック

。ローム小ブロッ
ク・焼土粒子・炭

化粒子極少量

3　褐　色　ローム小ブロック

・ローム粒子少亀
ローム中ブロック

。炭化粒子極少量

4　褐　色　ローム小ブロック

・ローム粒子少鼠
ローム大ブロック

・ローム中ブロッ

ク極少量

5　黒褐色　ローム粒子少亀
ローム中ブロック

・ローム小ブロッ

ク極少量
6　褐　色　ローム小ブロック

・ローム粒子少亀
炭化粒子極少量

7　褐　色　ローム小ブロック
・ローム粒子少量

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第25図 皿 A　　 7．0 体部から日録部にかけての破片。体 内面から体部外面ナデ。 砂粒，石英，スコリア P 43
1 土師質土器 B （1．5） 部は内攣気味に外傾 して立ち上がる。 明褐色

普通
5％　 覆土中

‾二l f

0　　　　　　　　　　　　　　　5C汀l

：　ij

窮鏑園　第　号中里究状遺構出藍通観実測図

－　31－



第3号中里究状遺構［SK－112］（第26図）

位置　調査区の東部，I23b8区。

規模と平面形　長軸2．30m，短軸1．94mの長方形である。

主軸方向　N－55e－E

出入相田　南東壁東コーナーの位置に，南東に向かって壁外に突出して，床面から確認面に至る不明瞭な3段

の階段状の出入り口部を有している。規模は長さ140cm，幅45cmである。

壁　壁高は90～95cmで，垂直に立ち上がる。

床　平坦で，硬く踏み締められている。西コーナー部分に長径60cm，短径30cmの長楕円形の焼土混じりの灰の

層が見られる。

ピッ臣　2か所（Pl～P2）。Plは長径25cm，短径20cmの楕円形，深さ32cm，P2は長径25cm，短径18cmの楕円私

深さ18cmで，いずれも主柱穴と考えられる。

覆土11層からなり，黒褐色土の中にローム粒子とロームブロックを多量に含む人為堆積土層である。

遺物　覆土中から混入と思われる縄文土器片が出土している。

所見　時期を判定する遺物は出土していないが，遺構の形態から第1号小竪穴状遺構と同時期の15世紀後半と

推定される。

2m

「＋±二二二二∃

圃】

土層解説

1暗褐色　ローム粒子多量，

2　黒褐色　ローム粒子多量，
3　黒褐色　ローム粒子多量，

4　黒褐色　ローム粒子中量，

5　黒褐色　ローム粒子多量，

闇
．

Ql

ローム小ブロック中量，ローム中ブロック少量，炭化粒子極少量
ローム中ブロック・ローム小ブロック中量

ローム中ブロックeローム小ブロック少量

ローム小ブロック少量

ローム小ブロック中量

6　黒褐色　ローム大ブロック・ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子多量
7　黒褐色　ローム粒子中量，

8　黒褐色　ローム粒子多量，

9　黒褐色　ローム粒子中量，

10　黒褐色　ローム粒子多量，

11黒褐色　ローム粒子多量，

簑饉囲　第　号小竪穴状逼構実測画

ローム小ブロック少量

ローム中ブロック少量
ローム小ブロック少量

ローム小ブロック中量，ローム中ブロック少量

ローム中ブロック・ローム小ブロック少量

第堵号中里究状遺構［SK－121］（第27図）

位置　調査区の東部，I23eo区。

重複関係　本跡は第120，122及び154号土坑と重複している。本跡の北側を第122号土坑が振り込んでおり，本

跡の方が古い。本跡の北西側で第120号土坑と重複しているが，新旧関係は不明である。本跡の東側を第154号

土坑が掘り込んでおり，本跡の方が古い。
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規模と平面形　長軸2．42m，短軸2．20mの長方形である。

主軸方向　N14け1－E

出Å亀透間　南東壁南コーナーの位置に南東に向かって壁外に突出してァ　床面から確認面に至る角度450のスロー

プ状の出入り口部を有している。規模は長さ摘娠m　幅郁cmである。

壁　壁高は約1輌cmで　ほぼ垂直に立ち上がる。

床　平坦で，硬く踏み締められている。西コーナー部分に一辺が約50cmの隅丸方形で，厚さ20cmの廃土混じり

の灰の層が見られる。

ぽッ匪　2か所（Pl～P2）0㌘1は長径23cm　短径蟻cmの楕円乳深さ27cm，㌘2は径21cmの円乳深さ20cmで，

いずれも主柱穴と考えられる。

覆土　8層からなり，ロームブロックを含む人為堆積土層である。

遺物　覆土中から混入と思われる縄文土器片が出土している。

新風　時期を判定する遺物が出土していないが，遺構の形態から第1号小竪穴状遺構と同時期の15世紀後半と

推定される。

ノ

率

土層解説

1黒褐色　ローム小ブロックoローム粒子少量

2　黒褐色　ローム小ブロック。ローム粒子中量　ローム中ブロック極少量
3　黒褐色　ローム小ブロックせローム粒子少亀　焼土粒子極少量

4　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック極少量

5　‥黒褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロックeローム中ブロック少量

6　黒褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中ブロック少量

7　暗褐色　ローム粒子多最　ローム中ブロック中亀　ローム小ブロック少鼠　焼土粒子極少量

8　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中ブロック，ローム大ブロック少量

第錮園　第　号小竪究状遺構実測図

8

8
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第　号か竪究状遺構［SK－145］（第28図）

位置　調査区の東部，‡23g7区。

規模と平面形　長軸2。39m，短軸2．06mの不定形である。

長軸方向　N－5廿、－Wr

壁　壁高は90～100cmで、ほぼ垂直に立ち上がる。

床　ほぼ平坦で，硬く踏み締められている。北コーナー部分に長軸75鋤　短軸Ocmの不整長方形で，厚さ22cm

の廃土混じりの灰の層が見られる。
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ピット　2か所（Pl～P2）。Plは長径32cm，短径24cmの楕円形，深さ60cm，P2は長径40cm，短径30cmの楕円形，

深さ60cmで，いずれも主柱穴と考えられる。

覆土10層からなる。覆土上層の土層2，9に焼土ブロックや焼土粒子を含んでいることから火を焚いた様子

が見られる。土層中段にロームブロックを含む人為堆積土層と考えられる。

遺物　覆土中から陶器や土師器の細片が出土している。1は陶器皿の休部～ロ緑部片で，覆土中から出土して

いる。2は内耳鍋の休部～口緑部片で，中央部覆土下層から出土している。3は石皿で，覆土中から出土して

いる。

所見　本跡の時期は，出土遺物から15世紀後半と考えられる。

第28図　第5号小竪穴状遺構実測図

土層解説

1暗褐色　ローム小ブロック・ローム

粒子少量，焼土粒子極少量

2　赤褐色　焼土粒子多量，焼土小ブロ
ック中量

3　暗褐色　ローム小プロッタ・ローム

粒子少亀　ローム大プロッ
タ極少量

4　褐　色　ローム大プロッタ・ローム

中ブロック・ローム小プロ

ッタ・ローム粒子少量
5　黒褐色　ローム大ブロック・ローム

小ブロック・ローム粒子少

量，炭化粒子極少皇

6　暗褐色　ローム小ブロック・ローム

粒子少量，ローム大プロッ

タ・ローム中ブロック・焼
土粒子・炭化粒子極少羞

7　暗褐色　ローム大プロッタ・ローム
中プロッタ・ローム小プロ

ッタ・ローム粒子少量

8　暗褐色　焼土粒子・ローム粒子少量

9　暗褐色　煉土大ブロック・ローム小

ブロック・ローム粒子少量

2m lO　褐　色　ローム中ブロック・ローム
小ブロック・ローム粒子少
量

I

l L

第2g図　第5号小竪穴状遺構出土遺物実測図
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第5号小竪穴状遺構［SK－145］出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第29図 1 皿 A ［10．8］ 体部から日録部にかけての破片。体 日録部，体部内 e外面ナデ。日綾部 砂粒 P 82
陶　　 器 B （2．5） 部は直線的に外傾して立ち上がる。 に灰和が施されている。目線部，体

部内 ・外面ナデ。

内面灰オリース外面灰黄色

良好
15％　 覆土中

2 内 耳 鍋 A ［36．8］ 体部から日録部にかけての破片。体 目線部，体部内。外面ナデ。 砂艶長石，雲録 スコリア P 85
土師質土器 B （7．9） 部は外傾して立ち上がり，目線部は

肥厚 し，目線端部は内側に突出す

灰褐色

普通
15％　 覆土中

図版番号 器　　　　 種
計　　　　 測　　　　 値

石　　 質 出土 地 点 備　　 考
長 さ （cm） 幅 （cm ） 厚さ （cm） 重量 （g）

第29図3 石　　　　 皿 6．9 7．8 4．8 335．7 安 山 岩 覆　 土　 中 Q 22

第＄号中里究状遺構［SK．－且52］（第30図）

位置　調査区の東部，I24fl区。

重複関係　本跡は第151号土坑と重複している。本跡は第151号土坑の北側を掘り込んでおり，本跡の方が新し

い。

規模と平面形　一辺が約1．90mの不整方形である。

主軸方向　N－580－W

出入朝田　南東壁南コーナーの位置に南東に向かって壁外に突出して，壁中段から確認面に至る角度250のスロー

プ状の出入り口と思われる部分を有している。規模は長さ90cm，幅120cmである。

壁　壁高は50～52cnlで，ほぼ垂直に立ち上がる。

床平坦で，硬く踏み締められている。東コーナー部分に長径62cm，短径55cmの不整楕円形で，厚さ10cmの焼土

混じりの灰の層が見られる。

ピッ匪　2か所（Pl～P2）。Plは長径22cm，短径17cmの楕円形，深さ27cm，P2は径34cmの不整円形，深さ47cm

で，いずれも主柱穴と考えられる。

覆土　5層からなり，ロームブロックを含む人為堆積土層である。

過物　覆土中から土師質土器の細片11点と流れ込みと思われる縄文土器片が出土している。

所見　時期を判定する遺物が出土していないが，土師質土器が出土していることと遺構の形態から第1号小竪

穴状遺構と同時期の15世紀後半と推定される。

第鯛図　第　号か竪究状遺構実測図
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土層解説

1暗褐色　ローム小ブロックe粘土粒子少亀

焼土粒子極少量

2　＝黒褐色　ローム小ブロック中亀　ローム粒

子少量，焼土粒子e粘土小ブロッ
ク極少量

3　暗褐色　ローム小ブロック少量，焼土小ブ

ロック・焼土粒子e炭化粒子極少
且
農

4　暗褐色　ローム小プロッタ中量，焼土小ブ

ロック極少量

5　暗褐色　ローム小ブロック中農　焼土粒子
も炭化粒子少最　ローム大ブロッ

ク極少量

0　　　　　　　　　　　　　　　　2m
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第晋号中里究状遺構［SK－153］（第31図）

位置　調査区の東部，I23do区。

重複関係　本跡は第155号土坑と重複している。本跡は第155号の南側を掘り込んでおり，本跡の方が新しい。

規模と平面形　長軸2．23m，短軸2．10111の長方形である。

主軸方向　N－450－－1－E

壁　壁高は100～105cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

床　平坦で，硬く踏み締められている。南コーナー部分に長径62cm，短径54cmの楕円形で，厚さ11cmの焼土混

じりの灰の層が見られる。

ピッ臣　2か所（Pl～P2）。Plは長径45C勒　短径25cmの不整楕円形，深さ33cm，P2は長径20C叫　短径16cmの楕

円形，深さ23cmで，いずれも主柱穴と考えられる。

覆土13層からなり，土層中段にローム粒子とロームブロックを多量に含む人為堆積土層である。

遺物　覆土中から混入と思われる縄文土器片が出土している。

所見　時期を判定する遺物が出土していないが，第1号小竪穴状遺構と同時期の15世紀後半と推定される。

0　　　　　　　　2m

」＿＿二」＿二二」

Ul
土層解説

1褐　色　ローム小ブロック中農・ローム中ブロック・焼土粒子極少量
2　暗褐色　ローム小ブロック中量，ローム中ブロック少量，焼土粒子極少量

3　暗褐色　ローム小ブロック中量，ローム粒子少量

4　暗褐色　ローム小ブロック中量，炭化粒子・焼土粒子少量，ローム中ブロ
ック極少量

5　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，ローム中ブロック少量，焼
土粒子極少量

6　褐　色　ローム小ブロック多量，ローム中ブロック中量

7　褐　色　ローム小ブロック多量，ローム中ブロック少量

8　極暗褐色　ローム中ブロック中量，ローム小ブロック少量，炭化粒子極少量

9　黒褐色　ローム小ブロック多量，ローム粒子中量
10　暗褐色　ローム粒子多義　ローム小ブロック少量

11褐　色　ローム小ブロック中量，ローム中ブロック少量

12　褐　色　ローム粒子多量　ローム小ブロック中量

第別図　第　号中里究状遺構実測図　　　13暗褐色ローム小ブロック多量，ローム粒子中量

表3　小竪穴状遺構一覧表

番　 号 位　 置 主軸方向 平 面 形
規　 模 （m ）

（長軸×短軸）

壁 高

（cm ）
床 面 ピット入 口 煉土痕 覆 土 出　　 土　　 遺　　 物

備　　　　　　　 考

新旧関係 （古→新）

1 J2 4b 2 N －460－E 隅丸 方形 2．24×2．20 80～92 平坦 2 1 1 人為
土師器細片，土師質土器細片，須恵器細片，縄文土器
細片，見 礫

2 I2 4g 2 N －450－E 隅丸 長 方 2．10×1．88 67 平坦 2 1 1 人為 土師質土器細片，縄文土器細片，礫片

3 J2 3b 6 N －550－W 長　 方　 形 2．30×1．94 97 平坦 2 1 1 人為 縄文土器細片

4 I2 3e o N …400－E 長　 方　 形 2．40×2．20 102 平担 2 1 1 人為 礫片，絶文土器細片 本跡→SK－122，154新旧不明SK－120

5 I2 3g 7 N －500－W 不　 定　 形 2．39×2．06 100 平担 2 1 人為
土師質土器細片，陶器細片，土師器細片，縄文土器細
片，轢

6 I24f l N －490周一W 不　 定　 形 1．86×1．86 53 平担 2 1 1 人為 土師質土器細片，縄文土器細片 SK －15 1→本跡

7 I2 4e o N －450…E 長　 方　 形 2．23×2．10 103 平担 2 1 人為 縄文土器細片，礫片
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3　土坑

当遺跡では，174基の土坑を確認したが，出土遺物が少なく時期や性格について不明確な点が多い。ここでは，

形状や規模，覆土の状態や出土遺物について特徴のある46基の土坑について説明し，その他は一覧表（表の

で記載する。

（且）炉穴

第5号丑坑（第32図）

位置　調査区の南東部，J24g6区。

規模と形状　掘り方は長径4・08m，短径2・30mの不定形で，深さ40cmの炉穴である。底面は平坦で，地山に沿

って緩やかに傾斜しているが，南側は木の根による撹乱のため大きく窪んでいる。壁は外傾して緩やかに立ち

上がる。

長径方向　N－39J－W

炉　5か所0炉1は北東壁側に位置し，径90cmの半月形で，5cmの厚さで焼土が堆積している。炉2は北壁側

に位置し，長径90cm，短径55cmの楕円形で，7cmの厚さで焼土が堆積している。炉3は北西壁側に位置し，長軸

135cm，短軸90cmの不定形で，13cmの厚さで焼土が堆積している○炉4は炉3の南西側に位置し，長軸85cm，短

軸54cmの不定形で，19cmの厚さで廃土が堆積している○炉5は炉4の南側に位置し，長軸68cm，短軸55cmの不

定形で，20cmの厚さで焼土が堆積している。

炉1土層解説

1赤褐色　焼土粒子多量，焼土中ブロック中量，焼土中ブロック

少量　炭化粒子極少量

2　暗赤褐色　廃土粒子多最　焼土中ブロック少量

炉2　土層解説

1赤褐色　焼土粒子多亀　焼土中ブロック中量

2　暗赤褐色　焼土粒子多亀　焼土中ブロック少量

3　暗赤褐色　焼土中ブロック。焼土粒子多量，焼土中ブロック中量

4　暗赤褐色　焼土中ブロック。焼土中ブロック中量，焼土粒子少

量，炭化粒子eローム小ブロック極少量

5　暗赤褐色　廃土粒子多量，焼土中ブロック中量，焼土中ブロッ

ク少量，炭化粒子eローム粒子極少量

6　赤　褐　色　焼土粒子多亀焼土中ブロック少量，炭化粒子極少量

7　赤　褐　色　廃土粒子中量，焼土大ブロックe焼土中ブロック極
少量

8　褐　　色　焼土中ブロックe焼土粒子少量

炉5　土層解説

1赤褐色　焼土中ブロックe焼土粒子中量，炭化粒子eローム小ブ
ロック極少量

2　赤褐色　焼土粒子多量，焼土中ブロック少量
炉3，4土層解説

1赤　褐　色　廃土粒子中量，焼土中ブロック少量

2　赤　褐　色　焼土粒子多畳　焼土中ブロックe焼土中ブロック少量

3　赤　褐　色　焼土粒子多量，焼土中ブロック中量，廃土小ブロッ

ク少量

4　にぷい赤褐色　焼土粒子少量，焼土中ブロック極少量

覆土13層からなる。ロームブロックやローム粒子を含む褐色土が中心で，土層1～10までは焼土ブロックや

焼土粒子を含んでいる。

土層解説

1暗　褐　色　廃土粒子◎ローム小ブロック少量

2　褐　　色　焼土中ブロックeローム小ブロックeローム粒子少

量，炭化粒子極少量

3　褐　　色　廃土小ブロック中農　焼土粒子eローム小ブロック

少量，炭化粒子極少量

4　褐　　色　ローム粒子少量，焼土粒子極少量

5　にぷい褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土粒子
極少量

6　褐　　色　ローム粒子中量，ローム中ブロックeローム小ブロ

ック少量，焼土粒子極少量

7　褐　　色　ローム粒子中量，焼土中ブロックeローム中ブロッ

ク少量

8　褐　　色　焼土粒子中量，焼土中ブロックeローム粒子少量，

炭化粒子極少量

9　暗　褐　色　ローム粒子eローム粒子少量，焼土粒子極少量

10　褐　　色　焼土中ブロックeローム粒子少量

11明　褐　色　ローム粒子e黒色土粒子中島　ローム小ブロック少

量

12　褐　　色　ローム粒子e黒色土粒子中量

13　明　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

遺物　覆土中から茅山式期の縄文土器片が出土している01は表裏条痕文で，胎土に繊維を含んでいる。
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所風　炉3は炉4によって掘り込まれており，炉3のほうが古い。その他の新旧関係は不明である。本跡の時

期は，覆土中から茅山式期の土器片が出土していることと遺構の性格から，縄文時代早期末と考えられる。

第調号蓋境（第32図）

位置　調査区の東部，H23go区。

重複関係　本跡は第8号溝と重複している。本跡の東側を第8号溝が掘り込んでおり，本跡の方が古い。

規模と形状　掘り方は，長径2．70m，短径2．10mの不定形で，深さ26cmの炉穴である。底面はやや凹凸が見ら

れ，壁は外傾して立ち上がる。

長径方向　N－480－W

炉　2か所。炉1は北側に位置し，径52cmの円形で，8cmの厚さで焼土の堆積が見られる。炉2は炉1の南西

側に位置し，径52cmの円形で，13cmの厚さで焼土の堆積が見られる。

炉1土層解説　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　炉2　土層解説
1暗　赤　褐　色焼土粒子少量　　　　　　　　　　　　　　　　　1暗赤褐色　廃土粒子少亀　ローム申ブロック極少量
2　にぷい赤褐色　焼土粒子少量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2　暗褐色　焼土粒子・ローム中ブロック少鼠　ローム粒子極少量
3　赤　褐　色　焼土ブロック中量，焼土粒子少量

援蓋10層からなる。壁際からの自然堆積土層と考えられる。

土層解説

1暗褐色　焼土粒子少亀　焼土中ブロック。炭化粒子。ローム粒子　　7　褐　色　ローム粒子中亀　焼土粒子極少量

極少量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8　褐　色　ローム粒子中量，ローム中ブロック極少量

2　暗褐色　焼土粒子・ローム粒子極少量　　　　　　　　　　　　　！）褐　色　ローム粒子中量

3　暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子e炭化粒子極少量　　　　　　10　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子極少量

4　暗褐色　焼土粒子少亀　焼土中ブロック。炭化粒子極少量

5　褐　色　ローム粒子少量，廃土粒子eローム小ブロック極少量

6　褐　色　ローム粒子中鼠　焼士粒子極少量

逸物　覆土中から縄文土器の細片がら出土している。2は目線部片で口唇部が肥厚し，外反が著しい。3，4

は胴部片である。3は表裏に貝殻条痕文が施されている。4は数条の沈線が垂下するように施されている。所

見本跡の時期は，覆土中から茅山式期の土器片が出土していることと遺構の性格から，縄文時代早期末と考え

られる。

第掴尊堂坑（第32図）

位置　調査区の東部，H23g7区。

規模と形状　掘り方は長径3．35m，短径2．70mの不定形で，深さ46cmの炉穴である。底面は少し凹凸が見られ，

壁面は緩やかに外傾して立ち上がる。底部中央より北側に径25cm，深さ40cmの円形の柱穴がある。

長径方向　N－900－W

炉　6か所。炉1は北東部に位置し，径55cmの円形で，11cmの厚さで焼土の堆積が見られる。炉2は炉1の西

側に位置し，長径60cm，短径42cmの楕円形で，9cmの厚さで焼土の堆積が見られる。炉3は炉2の南西側に位

置し，長径68cm，短径50cmの楕円形で，15cmの厚さで煉土の堆積が見られる。炉4は炉3の南側に位置し，径

70cmの円形で，20cmの厚さで焼土の堆積が見られる。炉5は炉4の南西側に位置し，長径40cm，短径27cmの楕

円形で，10cmの厚さで焼土の堆積が見られる。炉6は北東部に位置し，径70cmの円形である。

炉1土層解説

1　にぷい赤褐色　焼土粒子。ローム粒子極少量

2　赤　褐　色　焼土粒子少量

3　赤　褐　色　焼土粒子中量，ローム粒子少量

4　褐　　　色　ローム粒子中量，焼土粒子極少室

5　褐　　　色　ローム粒子多量，ローム中ブロック少量，焼土粒子

極少量
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炉3　土層解説

1暗赤褐色　廃土粒子少量

2　にぷい赤褐色　廃土粒子中量

3　褐　　色　ローム小ブロック少量，廃土粒子極少量

炉4　土層解説

1暗赤褐色

2　にぷい赤褐色

3　暗赤褐色

4　赤　褐　色

5　暗赤褐色

6　赤　褐　色

7　赤　褐　色

焼土粒子中量

煉土粒子少量，焼土中ブロック極少量

焼土粒子中量

焼土粒子多量

廃土粒子中量

焼土粒子中量，ローム中ブロック極少量

焼土粒子多量

炉5　土層解説

1極暗褐色　焼土粒子少量

2　暗赤褐色　焼土粒子多量

3　暗赤褐色　焼土粒子少量

4　暗赤褐色　焼土粒子少量

5　赤　褐　色　焼土粒子多量，ローム粒子少量

尊堂　8層からなる。ロームブロック，ローム粒子及び廃土粒子を含んでいるが，壁際からの自然堆積土層で

ある。

土層解説

1極暗褐色　焼土中ブロック。ローム小ブロック中量，焼土粒子の　　6　褐　色　焼土粒子少量，ソフトローム中ブロックe炭化粒子極

ローム粒子少量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　少量

2　暗褐色　ローム粒子中最焼土中ブロック・焼土粒子・ローム　　7　褐　色　ローム粒子少最焼土粒子・ローム小ブロック極少量

小ブロック少量　　　　　　　　　　　　　　　　　8　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土中プロツ

3　黒褐色　焼土中ブロック・焼土粒子・ローム小ブロック・ロー　　　　　　　　ク・焼土粒子極少量

ム粒子少量

4　褐　色　ローム粒子少量，ローム小ブロック。炭化粒子極少量

5　褐　　色　ローム粒子中量

遺物　覆土中から茅山式期の縄文土器片が出土している。5は目線部片，6は胴部片でいずれも表裏に貝殻条

痕文が施されている。

所凰　各炉床部の新旧関係は不明である。本跡の時期は，覆土中から茅山式期の土器片が出土していることと

遺構の性格から，縄文時代早期末と考えられる。

第鯛号蓋坑（第33図）

位置　調査区の東部，H2叶1区。

重複関係　本跡は第1号住居跡と重複している。本跡の東側を第1号住居跡が掘り込んでおり，本跡の方が古

い。

規模と形状　掘り方は長径2．96m，短径1．96mの不定形で，深さ52cmの炉穴である。底面は緩やかに傾斜して

いる。壁は南側がほぼ垂直に立ち上がり，北側は外傾して緩やかに立ち上がる。

長径方向　N－110－E

炉　3か所。炉1は南壁際に位置し，長径110cm，短径75cmの楕円形で，20cmの厚さで焼土の堆積が見られる。

炉2は北壁際に位置し，長径90cm，短径70cmの楕円形で，24cmの厚さで焼土の堆積が見られる。炉3は中央に

位置し，径70cmの円形で，15cmの厚さで廃土の堆積が見られる。

炉1土層解説

1暗褐色　ローム中ブロック中量，ローム小ブロック◎ローム粒

子◎焼土粒子少量

2　赤褐色　廃土粒子多量，ローム中ブロックゆローム小ブロック少

量

3　赤褐色　廃土小ブロック◎ローム中ブロック多量

炉2，3土層解説

1暗　褐　色　焼土粒子・炭化材・炭化物・ローム粒子中量

2　暗背褐色　焼土粒子多量，焼土中ブロックe炭化粒子少量

3　暗　褐　色　焼土粒子中量，炭化粒子。ローム小ブロック少量

4　赤　褐　色　焼土粒子多亀焼土中ブロック中量，炭化粒子少量

5　にぷい赤褐色　焼土粒子多量，焼土中ブロック中量，炭化粒子少量

6　暗　褐　色　焼土中ブロックe焼土粒子中量，炭化粒子少量，

ローム粒子極少量

7　赤　褐　色　廃土粒子多量，焼土中ブロック中量

8　にぷい赤褐色　焼土粒子eローム粒子中量，焼土中ブロックの炭化

粒子極少量
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覆土　6層からなる。木の根による撹乱が数箇所見られるが，自然堆積土層と考えられる。

土層解説

1暗褐色　ローム粒子少量，炭化粒子極少量　　　　　　　　　　　　　　　　　　ク極少量

2　極暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子e炭化粒子極少量　　　　　　　6　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子eローム小ブロック極少量

3　暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子極少量

4　極暗褐色　焼土粒子eローム粒子少量

5　暗褐色　ローム中ブロックeローム粒子少量，ローム大プロツ

遺物　覆土中から縄文土器の細片が出土している。

所風　炉3は炉2によって掘り込まれており，炉3の方が古い。炉1との新旧関係は不明である。時期を判定

する遺物は出土していないが，遺構の性格から縄文時代早期末と考えられる。

篇錮号東端（第32図）

位置　調査区の中央部，H23g2区。

規模と形状　掘り方は長径1．06m，短径0。89mの楕円形で，深さ14cmの炉穴である。底面は皿状をしており，

壁は外傾して立ち上がる。

長径方向　N－270－－W

炉　南壁際に位置し，径40cmの円形で，14cmの厚さで廃土の堆積が見られる。

炉土層解説

1暗　褐　色　焼土粒子少亀　ローム粒子極少量　　　　　　　　　　3　暗　褐　色　焼土粒子中量，ローム粒子極少量

2　明赤褐色　焼土中ブロック。焼土粒子中量，焼土中ブロック少　　4　にぷい赤褐色　焼土中ブロックe焼土粒子中量

量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5　暗　褐　色　焼土中ブロック中量　焼土粒子eローム粒子少量

土層　6層からなる。壁際からの自然堆積土層と考えられる。

土層解説

1暗褐色　焼土中ブロックeローム小ブロック。1コーム粒子少量，　　　　　　　ロック極少量

炭化粒子極少量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4　褐　色　ローム小ブロックeローム粒子少量，焼土粒子極少量

2　褐　色　焼土中ブロックeローム小ブロックeローム粒子少量，　　5　褐　色　ローム粒子少量

炭化粒子極少量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6　褐　色　焼土中ブロックe焼土粒子eローム粒子極少量

3　赤褐色　焼土中ブロック中量，焼土中ブロック少量，ローム小ブ

遺物　出土していない。

所見　時期を判定する遺物は出土していないが，遺構の性格から縄文時代早期末と考えられる。

第臓号蓋坑（第33図）

位置　調査区の中央部，I23a3区。

重複関係　本跡は第5号住居跡と重複している。本跡を第5号住居跡が掘り込んでおり，本跡の方が古い。

規模と形状　掘り方は長径1．50m，短径0．80mの楕円形で，深さ15cmの炉穴である。底面はやや凹凸が見られ，

壁は緩やかに外傾して立ち上がる。

長径方向　N－30－W

炉　2か所。第5号住居跡に削平されていて，炉床部以外不明である。

土層　9層からなる。覆土上層は第5号住居跡によって掘り込まれている。

土層解説

1赤　褐　色　焼土粒子多量，焼土中ブロック少量

2　赤　褐　色　焼土粒子多量，焼土中ブロック中量

3　にぷい赤褐色　廃土粒子中量，焼土中ブロック少量

4　暗赤褐色　焼土粒子。ローム粒子少量

5　褐　　色　ローム粒子少量，焼土粒子，ローム中ブロック極少

量

6　暗赤褐色　焼土粒子。焼土中ブロック。ローム粒子少量

7　暗赤褐色　焼土粒子eローム粒子少量

8　にぷい赤褐色　ローム粒子中量，ローム中ブロック。焼土粒子。焼

土中ブロック少量
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藍層　9層からなる。覆土上層は第5号住居跡によって掘り込まれている。

土層解説

1赤　褐　色　焼土粒子多量，焼土中ブロック少量　　　　　　　　　6　暗赤褐色　焼土粒子。廃土小ブロック◎ローム粒子少量

2　赤　褐　色　焼土粒子多量，焼土中ブロック中量　　　　　　　　　7　暗赤褐色　焼土粒子。ローム粒子少量

3　にぷい赤褐色　焼土粒子中農　焼土中ブロック少量　　　　　　　　　8　にぷい赤褐色　ローム粒子中量　ローム中ブロック・焼土粒子・焼土

4　暗赤褐色　焼土粒子eローム粒子少量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小ブロック少量

5　褐　　色　ローム粒子少亀　焼土粒子◎ローム申ブロック極少量　　9　褐　　色　ローム粒子中亀　ローム中ブロック少量

遺物　出土していない。

新風　時期を判定する遺物は出土していないが，遺構の性格から縄文時代早期末と考えられる。

第臓　風考量坑（第33図）

位置　調査区の中央部，I23b3区。

重複関係　本跡は第5号住居跡と第125B号土坑と重複している。本跡全体を第5号住居跡が掘り込んでおり，

本跡の方が古い。本跡の東側を第125B号土坑が掘り込んでお軋　本跡の方が古い。

規模藍形状　掘り方は長径2減加，短径0．90mの不定形で　深さ錮cmの炉穴である。底面は緩やかに傾斜して

おり、炉床部分はさらに深く掘り窪められている。

長径方向　N－67ローW

炉　土坑下段東壁際に位置し，径55cmの円形で，8cmの厚さで焼土の堆積が見られる。

炉土層解説

1赤褐色　焼土粒子・ローム粒子少量　　　　　　　　　　　　　　4　明赤褐色　焼土粒子多量

2　明赤褐色　焼土粒子中量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5　明赤褐色　焼土粒子多量

3　明赤褐色　焼土粒子申草，廃土小ブロック少量

逸物　覆土中から縄文時代の土器片が出土している。7，8は打線部片ぎ　9は胴部片でいずれも表裏に貝殻条

痕文が施されている。10は流れ込みと思われる開山式の土器片である。

新風　本跡の時期は，覆土中から茅山式期の土器片が出土していることと遺構の性格から，縄文時代学期末と

考えられる。

第臓　院号藍坑（第33図）

位置　調査区の中央部，I23b：3区。

重複関係　本跡は第5号住居跡と第125A号土坑と重複している。本跡全体を第5号住居跡が掘り込んでおり，

本跡の方が古い。本跡の西側は第125A号土坑を掘り込んでおり，本跡の方が新しい。

規模と形状　掘り方は長径2．05m，短径1。75mの不定形で，深さ75cmの炉穴である。

長径方向　N－670－W

炉　3か所。炉1は東壁際に位置し，長径68cm，短径48cmの楕円形で，21cmの厚さで焼土の堆積が見られる。

炉2は中央に位置し，長径60cm，短径42cmの楕円形で，13cmの厚さで焼土の堆積が見られる。炉3は西側に位

置し，長径65cm，短径45cmの楕円形で，5cmの厚さで焼土堆積が見られる。

炉土層解説

1暗赤褐色　焼土粒子少量，ローム小ブロックのローム粒子極少　　　　　　　　　ローム小ブロック極少量

量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4　暗赤褐色　焼土中ブロック嗜焼土粒子少量

2　にぷい赤褐色　焼土粒子中量，ローム小ブロックのローム粒子少　　5　暗赤褐色　焼土粒子少量。ローム粒子極少量

量，焼土大ブロック極少量

こう　暗赤褐色　焼土粒子中鼠　焼土中ブロック・ローム粒子少鼠

遺物　覆土中から縄文時代の土器片が出土している。11は日緑部片で表裏に貝殻条痕文が施されている。
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所農　本跡の時期はプ　覆土中から茅山式期の土器片が出土していることと遺構の性格から，縄文時代学期末と

考えられる。

第臓尊堂境　第3図）

位置　調査区の中央部，I23d3区。

規模藍形状　掘り方は長軸2。36m，短軸2。2mの隅丸長方形で　深さ崩cmの炉穴である。底面は皿状でタ　壁は

外傾して立ち上がる。

長径方向　N－40－E

炉　北壁側に位置し　長径腑cm　短径測cmの不整長楕円形で筆　録mの厚さで廃土の堆積が見られる。
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炉土層解説

1赤褐色　焼土粒子・ローム粒子少量

2　赤褐色　廃土粒子・焼土小プロッタ中量，ローム粒子少量

3　赤褐色　ローム中ブロック中島　焼土粒子・ローム粒子少量

覆土　7層からなり，壁際からの自然堆積土層と考えられる。

土層解説

1暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子・ローム小プロツ　　4　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子少量，ローム中ブロック極少
ク極少量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　量

2　暗褐色　ローム粒子・ローム小ブロック少量，廃土粒子・炭化粒　5　褐　色　ローム粒子・ローム小ブロック少量，焼土粒子極少量

子極少量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子極少量

3　暗褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量　　　　　　　　　7　褐　色　ローム粒子・ローム小ブロック少量，焼土粒子極少量

遺物　覆土中から礫片が出土している。

所見　本跡の時期は，判定する遺物が出土していないが，遺構の性格から縄文時代早期末と考えられる。

藤一
、：；・丁ご’昼：さ

4

第34図　炉穴出土遺物拓影図
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（2）陥し穴

第9号丑坑（第35図）

億置　調査区の南東部，J24d2区。

規模と形状　掘り方は長径3・00m，短径1・06mの長楕円形で，深さ1・80mである。底面は平坦で，壁は内削ぎ

状に入り込んだ後，垂直に立ち上がる。

長径方向　N－800－E

覆土　7層からなり，自然堆積土層と考えられる。

遺物　覆土中から縄文土器の細片が出土している01～3は胴部片，4は日録部片である。1は表裏に貝殻条

痕文が施されている。2は羽状縄文，4は縄巻縄文が施されている。

所見　遺構の形態から陥し穴と考えられる0本跡の時期は，覆土中から縄文時代早期，前期及び後期の土器片

が出土しているので，縄文時代と考えられる。

第那尊皇坑（第35図）

健置　調査区の北東部，H23fo区。

規模と形状　掘り方は長径3・70m，短径（L28m）の長楕円形で，深さ2058mである。底面はやや凹凸が見られ，

壁は内削ぎ状に入り込んだ後，垂直に立ち上がる。

長径方向　N－48。一一E

覆土10層からなり，ハードロームブロックを含んでいるが，自然堆積土層と考えられる。

遺物　覆土中から縄文土器の細片が出土している。5は縄文が斜位に施されている。6は表裏に貝殻条痕文が

施されている。7はLRの単節縄文が施されている。

所見　遺構の形態から陥し穴と考えられる。本跡の時期は，覆土中から縄文時代早期や後期の土器片が出土し

ていることから縄文時代と考えられる。

第耶尊皇坑（第35図）

億置　調査区の北部，G23h4区。

規模と形状　本跡は遺構が調査区域外に伸びており，全容は不明である0調査範囲での結果は，長径（2諭7m），

短径1・70mの半楕円形であり，深さ2・23mである0底面は平坦で，壁は中層下部で内削ぎ状に入り込んだ後，

垂直に立ち上がる。

長径方向　N－430－E

覆土13層からなり，ロームブロックを含んでいるが，自然堆積土層と考えられる。

遺物　出土していない。

所見　遺構の形態から陥し穴と考えられる。出土遺物がないため，時期は不明である。

第閑号土坑（第36図）

位置　調査区の北部，G22ho区。

規模と形状　掘り方は長径3・60m，短径1．90mの楕円形で，深さ2．83mである。底面は平坦で，壁は垂直に立

ち上がる。

長径方向　N－68。－E
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第錮図　第凱馴調号羞坑実測図

第9号土層解説

1褐　色　ローム粒子中量

2　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子極少量
3　褐　色　ローム粒子中農　焼土粒子極少量

4　褐　色　ローム粒子中量，ローム中ブロック極少巌

5　褐　色　ローム粒子中農　ローム中ブロック極少量

6　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子ブロック状に少量
7　明褐色　ローム粒子多量

第41号上層解説

1褐　色　ローム粒子少量，炭化粒子極少量

2　褐　色　ローム小ブロックeローム粒子少量
3　褐　色　ローム粒子中量

4　褐　色　ローム小ブロックeローム粒子少量

5　褐　色　ローム小ブロック中量，ローム粒子少量

6　褐　色　ローム中ブロック・ローム粒子少量
7　褐　色　ローム粒子少量，ローム申ブロック極少量

8　褐　色　ローム中ブロックeローム粒子少量

9　褐　色　ローム大ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子少量

10　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量

第47号土層解説
1暗褐色　焼土粒子も炭化粒子・ローム小ブロックのローム粒子極少量

2　褐　色　ローム粒子少量，ローム小ブロック極少量

3　暗褐色　ローム粒子少量
4　褐　色　ローム粒子少量，ローム小ブロック極少量

5　暗褐色　ローム粒子少量，

6　褐　色　ローム粒子少量，

7　褐　色　ローム中ブロック
8　暗褐色　ローム大ブロック

9　暗褐色　ローム小ブロック

10　褐　色　ローム中ブロック

11褐　色　ローム小ブロック
12　褐　色　ローム中ブロック

13　褐　色　ローム中ブロック
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ローム小ブロック極少量

ローム小ブロック極少量

・ローム小ブロックeローム粒子少最　ローム大ブロック極少量
りコーム中ブロックeローム小ブロックelブーム粒子少量

・ローム粒子少量

。ローム小ブロック・ローム粒子少量

。ローム粒子中量，ローム大ブロック極少量
・ローム小ブロック・ローム粒子少量

のローム小ブロックもローム粒子少量

2m
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覆土11層からなり，ロームブロックを含んでいるが，自然堆積土層と考えられる。

逸物　覆土中から縄文時代の土器の細片が出土している。8は斜方向に沈線が施されている。堀之内式期の土

器片である。

新風　遺構の形態から陥し穴と考えられる。本跡の時期は，出土遺物から縄文時代後期前葉と考えられる。

第55尊皇坑（第36図）

位置　調査区の北部中央寄り，H23e3区。

規模と形状　掘り方は長径2。90m，短径0．85mの長楕円形で，深さL24mである。底面はほぼ平坦で，壁は内

削ぎ状に入り込んだ後，垂直に立ち上がる。

長径方向　N－270－W

覆土　長軸方向に土層を切ったので，下層の土層は調査できず，4層のみ調査した。自然堆積土層と考えられ

る。

逸物　出土していない。

所見　遺構の形態から陥し穴と考えられる。出土遺物がないため，時期は不明である。

第銅尊皇坑（第37図）

位置　調査区北西部，G21g6区。

規模と形状　掘り方は長径3．82m，短径2。70mの不定形で，深さ2．77mである。底面はやや凹凸が見られ，壁

は北側はほぼ垂直に立ち上がり，南側は外傾して立ち上がる。

長径方向　N－210－E

皇層10層からなり，堆積状況から自然堆積土層と考えられる。

逸物　覆土中から縄文時代の土器片が出土している。9は縄文土器の底部片である。10は日録部片で貼り付け

た隆帯に沈線や刺突文が施されている。11は胴部片で変形爪形文が施されている。12は日経部片で無文である。

所見　遺構の形態から陥し穴と考えられる。本跡の時期は，覆土中から縄文時代前期と後期の土器片が出土し

ているので，縄文時代と考えられる。

第開考量境（第36図）

位置　調査区の北西部，H21f9区。

規模と形状　掘り方は長径2．78m，短径上64mの楕円形で，深さ2．52mである。底面は平坦であるが，壁は垂

直に立ち上がる。本跡に関係すると思われるピットが4か所確認されている。

長径方向　N－500－W

丑層14層からなり，ロームブロックを含んでいるが，自然堆積土層と考えられる。

逸物　覆土中から25の剥片が出土している。

所見　遺構の形態から陥し穴と考えられる。判定する遺物が出土していないため，時期は不明である。

第開号土坑（第37図）

位置　調査区の北西部，II21eo区。

規模と形状　本跡は遺構が調査区域外に伸びており，全容は不明である。調査範囲での結果は，長径1．48m，
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第鍼困　窮閑誹勘開号豊坑実測図
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第50号土層解説

1褐　　色　ローム粒子中量

2　暗褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック極少量
3　褐　　色　ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子少量

4　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック極少量

5　褐　　色　ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子少量

6　褐　色　ローム中ブロック中量，ローム粒子少量
7　暗褐色　ローム大ブロック・ローム中ブロック・ローム粒子少量

8　暗褐色　ローム大ブロック・ローム少ブロック・ローム粒子少量

9　暗褐色　ローム中ブロック・ローム小ブロック。ローム粒子少量

10　極暗褐色　ローム少ブロックeローム粒子少量，黒色土混入
11褐　　色　ローム粒子中量，ローム中ブロック・ローム小ブロック少量

第55号土層解説

1褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック極少量

2　褐　色　ローム粒子中島　ローム中ブロック・ローム小ブロック極少量
3　暗褐色　ローム大ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子少量

4　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，ローム中ブロック極少量

第75号土層解説
1褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量

2　褐　色　ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子少量
3　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量

4　褐　色　ローム中ブロック・ローム小ブロックeローム粒子少量

5　褐　色　ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子少量
6　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量

7　褐　色　ローム中ブロック・ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

8　褐　色　ローム粒子多量　ローム中ブロック少量

9　褐　色　ローム小ブロック
10　暗褐色　ローム中ブロック

11褐　色　ローム大ブロック

12　褐　色　ローム中ブロック

13　褐　色　ローム小ブロック
14　褐　色　ローム小ブロック
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ローム粒子中量

ローム小ブロック・ローム粒子中量

ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子多量

ローム小ブロック・ローム粒子中量，ローム大ブロック少量

ローム粒子多量
ローム粒子中量

0　　　　　　　2m

トニー一一一　　十二一一一一」



短径0．93mの不定形で，深さ1。70mである。底面は平坦で，壁は垂直に立ち上がる。

長径方向　N－10J－W

丑層　9層からなり，ロームブロックを含んでいるが，自然唯横土層と考えられる。

遺物　出土していない。

所見　遺構の形態から陥し穴と考えられる。出土遺物がないため，時期は不明である。

第鍼考量坑（第37図）

位置　調査区の中央部，I22dl区。

規模と形状　掘り方は長径2誹7m，短径1．41mの楕円形で，深さ1．92mである。底面は平坦で，壁はほぼ垂直

に立ち上がる。

長径方向　N－49J－W

覆土　9層からなり，堆積状況から自然堆積土層と考えられる。

遺物　覆土中から縄文時代の土器片が出土している。13は胴部片で開山式期の土器片である。14は日録部片で

称名寺式期の土器片である。覆土中から26，27の剥片が出土している。

所見　遺構の形態から陥し穴と考えられる。本跡の時期は，覆土中から縄文時代前期と後期の土器片が出土し

ているので，縄文時代と考えられる。

第朋離乳藍坑（第38図）

位置　調査区の南東部中央寄り，I23117区。

規模と形状　掘り方は長径3．98m，短径2．66mの楕円形で，深さ2．90mである。底面は平坦で，壁は南北とも

底面から70cm程のところで内削ぎ状に入り込んだ後，垂直に立ち上がる。

長径方向　N－39ローW

丑層13層からなり，ロームブロックを含んでいるが，壁際からの自然堆積土層と考えられる。

遺物　覆土中から縄文土器の細片が出土している。

所見　遺構の形態から陥し穴と考えられる。出土遺物が少ないため，時期は不明である。

第柑尊皇坑（第38図）

億置　調査区の北部，J23e3区。

重複関係　本跡は第166号土坑と重複している。本跡の西側を第166号土坑が掘り込んでおり，本跡の方が古い。

規模と形状　掘り方は長径2牒4m，短径2．46mの不定形で，深さ2．00mである。底面は平坦で，内削ぎ状に入

り込んだ後，垂直に立ち上がる。

長径方向　N－770－E

土層12層からなり，自然堆積土層と考えられる。

遺物　覆土中から縄文時代の土器片が出土している。15～17は日録部片，18～21は胴部片である。いずれも称

名寺式期の土器片である。

所見　本跡の時期は，出土遺物から縄文時代後期前葉と考えられる。
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第71号土層解説

1暗褐色　ローム粒子中量，ローム中ブロック少量

2　褐　色　ローム大ブロック8ローム粒子中量，焼土粒子極少量
3　褐　色　ローム大ブロック・ローム粒子中量

4　暗褐色　ローム大ブロック多量，ローム中ブロック・ローム粒子少量

5　褐　色　ローム大ブロック・ローム粒子中量

6　暗褐色　ローム粒子のローム小ブロック多鼠　ローム中ブロック中量
7　褐　色　ローム中ブロックeローム小ブロック・ローム粒子中量

8　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子多亀　ローム中ブロック中量

9　褐　色　ローム大ブロック・ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子多量

10　褐　色　ローム大ブロック0ローム中ブロックeローム小ブロック・ローム粒子多量

第78号土層解説

1褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

2　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，ローム中ブロック・炭化粒子極少量
3　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，炭化粒子極少量

4　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，ローム中ブロック少量

5　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，ローム中ブロック極少量

6　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量
7　褐　色　ローム小ブロック中量，ローム中ブロック・ローム粒子少量

8　褐　色　ローム粒子中量，ローム中ブロック・ローム小ブロック少量

9　褐　色　ローム小プロ、ソク・ローム粒子多量

第錮図　第銅調凱鍼尊皇坑実測図
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第92号土層解説

1褐　色　ローム中ブロック・ローム小ブロック。ローム粒子少量

2　暗褐色　ローム中ブロック多量，ローム小ブロック・ローム粒子少量

3　暗褐色　ローム中ブロック・ローム粒子中量，ローム小ブロック少量
褐　色　ローム小ブロック

褐　色　ロトーム中ブロック

暗褐色　ローム小ブロック
暗褐色　ローム中ブロック

褐　色　ローム小ブロック

褐　色　ローム小ブロック

ローム粒子中量
ローム小ブロック・ローム粒子中量

ローム粒子中量，ローム中ブロック少量

ローム粒子多量，ローム小ブロック中量
ローム粒子多量

ローム粒子多亀　ローム中ブロック少量

2m
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第鍼図　第柑鶴柑尊皇坑実測図

第161号土層解説

1褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック極少量

2　褐　色　ローム粒子・ローム中ブロック中島　ローム小ブロック少量

3　褐　色　ローム中ブロック中亀　ローム粒子・ローム小ブロック少量

4　暗褐色　ローム中ブロック中量，ローム粒子・ローム小ブロック少量
5　褐　色　ロトーム粒子中量，ローム小ブロック少量

6　褐　色　ローム粒子多量

7　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量

8　暗褐色　ローム粒子・ローム小ブロックeローム中ブロック中量
9　暗褐色　ローム小ブロック中亀　ローム粒子eローム中ブロック少量

10　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・ローム大ブロック少量

11褐　色　ローム粒子・ローム小ブロックのローム中ブロック多量

12　褐　色　ローム粒子・ローム小ブロック多量
13　暗褐色　ローム粒子多亀　ローム小ブロック少量

2m

』＝＿＿＿＿二虹二二＿　一二』

第167号土層解説

1褐　色　炭化粒子中量，ローム粒子eローム小ブロック少亀　焼土粒子極少量
2　褐　色　炭化粒子・ローム粒子・ローム小ブロック少量

3　褐　色　ローム中ブロック・ローム大ブロック中量，炭化粒子eローム粒子eローム小ブロック
少量

4　褐　色　ローム粒子・ローム小ブロックeローム中ブロック・ローム大ブロック少量，炭化粒子
極少量

5　褐　色

6　褐　色

7　褐　色
8　褐　色

9　褐　色

10　褐　色

11褐　色
12　褐　色

ローム粒子・ローム小ブロック中亀　ローム中ブロック・ローム大ブロック少量

ローム粒子・ローム小ブロック中亀　ローム中ブロックeローム大ブロック少亀　炭化
粒子極少量

ローム粒子少量，炭化粒子極少量

ローム粒子・ローム小ブロック中量，ローム中ブロック少亀　炭化粒子極少量

ローム小ブロック中量，ローム粒子少量，炭化粒子極少量

ローム小ブロック中亀　ローム粒子eローム中ブロック少量

ローム粒子・ローム中ブロックeローム大ブロック中亀　ローム小ブロック少量
ローム粒子中量，ローム小ブロック少量
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第悶号丑坑（第39図）

億置　調査区の北部，J22co区。

重複関係　本跡は第26号溝と重複している。本跡の中央を第26号溝が掘り込んでおり，本跡の方が古い。

規模と形状　振り方は長径3．70m，短径2．10mの楕円形で，深さ2．03mである。底面は平坦で，壁は内削ぎ状

に入り込んだ後，垂直に立ち上がる。

長径方向　N－7111－E

丑層　7層からなり，壁際からの自然堆積土層と考えられる。

遺物　覆土中から縄文時代の土器片が出土している。22，23は日録部片，24は底部片である。いずれも称名寺

式期の土器片である。

所見　本跡の時期は，出土遺物から縄文時代後期前葉と考えられる。

土層解説
1褐　色　ローム中ブロック中量，ローム粒子少量

2　褐　色　ローム大ブロック多量，ローム粒子・ローム小ブロック少量

3　暗褐色　ローム粒子・ローム小ブロック・ローム中ブロック少量

4　褐　色　ローム粒子・ローム小ブロック・ローム中ブロック少量

5　暗褐色　ローム粒子・ローム小ブロック・ローム中ブロック・ローム大ブロック中量
6　褐　色　ローム小ブロック・ローム中ブロック中量，ローム粒子少量

7　褐　色　ローム小ブロック多亀　ローム粒子中量，ローム中ブロック極少量

第鯛図　第悶号土坑実測図

第71号土坑出土遺物観察表

0　　　　　　　　　　　　　　　　2m

l　＿＿＿＿　　＿　＿＿＿．　　＿＿…　　＿＿＿「

図版番号器　種計測値（cm）器　　形　　及　　び　　文　　様　　の　　特　　徴胎土。色調。焼成備　　考

第40図

9

深　　鉢

縄文土器

A（1．4）

B［8．2］

底部片。 砂粒，長石，スコ

リア
橙色　普通

P61

5％　覆土中

第75号土坑出土遺物

図版番号 器　　　　 種
計　　　　　 測　　　　　 値

石　　 質 出土地点 備　　 考
長さ （cm） 幅 （cm ） 厚さ （cm） 重量 （g ）

第40図25 剥　　　　 片 7．2 6．1 1．6 53．8 凝 灰 岩 覆　 土　 中 Q 17
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8

“≒撃睾票賢蜜

∠二二二二二二⊃
第40図　陥し穴出土遺物実測図

第92号土坑出土遺物観察表

・＿　　二二ら

22

胤
二　三
」　　＿＿i　　　！

回版番号器　　　　種
計　　　　測　　　　値

石　　質出土地点 備　　考
長さ（cm）幅（cm）厚さ（cm）重量（g）

第40図26 剥　　　　片 2．7 1．1 1．0 2．9チャート覆　土　中Q18

27 剥　　　　片 3．1 1．0 0．5 1．0チャート覆　土　中Q19
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拍　地下式壌

第臓尊堂境　第姐図）

位置　調査区の南東部，I24ij区。

主軸方向　N－590－W

里境　上面は長径の鵬m　短径ぜ桁mの不定形で　深さは。祁mである。底面は一辺がの。9mの方形である。一

段下に主室が設けられている。

量蜜　底面は長軸や鋼m　短軸。腑mの長方形で　平坦である。底面から天井部までの高さは蓬。34～2せ25mで

ある。確認面から底面までの深さは3．55111である。

壁　竪坑は垂直に立ち上が勘　その後外傾して立ち上がる。主室は垂直に立ち上がる。

啓羞　膵層からなる。崩落したブロック土が混じっているが芦　自然堆積土層と考えられる。

逸物　覆土中から内耳鍋や須恵器の土器片が出土している。　は内耳鍋の把手柑打線部片である。　は体部片

である。　は須恵器の捨鉢の体部から描線部にかけての土器片で覆土中層から出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物と遺構の形態から中世と考えられる。

′＿　fJ　′三　′∴　∴言‥一圭

0　　　　　　　　　　　　　　　2m』

土層解説

1暗褐色　しブーム粒子中量

2　暗褐色　ローム粒子中鼠　U－ム中プロ、ソク・ローム小プ【コック極少鼻
：う　褐　　色　ローム粒子中量，ロームL巨プロ、ソク少量

j　褐　色　ローム小ブロック多量，ローム中ブロック中量

5　暗褐色　口・．一ム小ブしトンク多鼠　ローム中プロ、ソク少鼠　焼土粒子極少量

（う　暗褐色　しトム粒子多鼠　ローム中ブロック・ローム小ブロック少量

丁　極暗褐色　ローム粒子中量，ローム中ブロック・ローーム小ブロック少量
8　褐　　色　しトム中ブロック多鼠　黒褐色粒子中量

9　暗褐色　ローム粒子多蚤　ローム中ブロック・ローム小プロ、ソク少量
1（1褐　色　ローム中ブロック多鼠　黒褐色粒子中豊

11暗褐色　ローム粒子多鼠　ローム小プロ、ソク中量

12　暗褐色　ローム粒子多鼠　ロームし巨ブロック・ローム小ブロック少量

13　極暗褐色　ローーム粒子中量．ローム中ブロック・ローム小ブロック少量
14　極暗褐色　tトム小ブ【トソク多鼠　し1－ム中ブロック少量

15　暗褐色　ローム小ブロック多鼠　ローーム大ブロック・ローム中ブtコック中量
16　暗褐色　ローム大プロ、ソク・ローム中ブロック多量
17　暗褐色　ローム小プロ、ソク多量，ローム中プロ、ソク少量



第10号土坑（第1号地下式墟）出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第 4 2図 内 耳 鍋 A ［2 6．0］ 口緑部 片。 ロ綾部 は内攣気味 に立 ち 口緑部内 ・外面横ナデ。 砂粒，長石，石見 雲母 P 3 5

1 土師質土器 B （6．2） 上がる。 明赤褐色

普通

5％　 覆土中

2

内 耳 鋼 B （6．0） 底部 から休部にかけての破片。休部 体部内 ・外面横ナデ。 砂乾 長石 雲鼠 スコリア P 36
土師質土器 C ［18．0］ は直線的に立ち上 がる。 にぷい褐色

普通

5％　 覆土中

3

措　　 鉢 A ［2 8．8］ 休部か ら口緑部 にかけての破片。体 体部内 ・外面ナデ。内面 に 3本 1 単 砂粒，長石 P 37
須 恵 器 B （10．2） 部 は大 きく外傾 して立 ち上が り， 口

綾部 は肥厚 する。

位 の櫛 目が施 されてい る。 にぷい褐色

良好

5％　 覆土 中

第29号土坑（第43図）

位置　調査区の南々東部，I24d2区。

重複関係　本跡は第8号溝と重複して

いる。本跡の東側を第8号満が掘り込

んでおり，本跡の方が古い。

主軸方向　N－420－E

竪坑　上面は崩落が激しく確認できな

かった。底面は長軸0．9m，短軸0．5m

の長方形で，確認面からの深さは2．5

mである。一段下に主室が設けられて

いる。底面中央に径20cm程度の穴が掘

り込まれており，主室南西壁下層から

の掘り込みと通じている。

主室　底面は長軸2．95m，短軸1．75m

の長方形で，平坦である。竪坑からの

伊

♂

入り口の部分に長軸0．9m，短軸0．2m

の隅丸長方形で，深さ20cmの窪みがあ

る。底面の周囲に枠組みのような掘り　第42図　第10号土坑出土遺物実測図

込みが見られた。確認面から底面までの深さは2．95mである。

壁　竪坑，主室ともに崩落が激しく外傾して立ち上がるように見えるが，垂直に立ち上がっていたものと予想

される。

覆土15層からなる。竪坑部分は堆積状況から流れ込みと見られ，主室部分は堆積土下層に天井部の崩落土が

見られる。天井部が崩落した後，自然に堆積した土層と考えられる。

遺物　覆土中から床面にかけて土師質土器や陶器の細片が出土している。1～3は土師質土器皿の細片，4は

陶器皿の細片，5，6は捨鉢の細片でいずれも覆土中から出土している。7は仏花瓶の底部片，8は香炉の底

部～口縁部片で，いずれも覆土中層から出土している。9，10は土師質鍋の細片で，いずれも主室の床面から

出土している。11は土師質土器措鉢の細片である。12は覆土中から出土した古銭で，宋通元宝（北宋銭）とい

う渡来銭である。

所見　本跡の時期は，出土遺物と遺構の形態から中世と考えられる。
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第43図　第29号土坑実測図

第29号土坑（第2号地下式填）出土遺物観察表

叫

土層解説

1暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量
2　暗褐色　ローム小プロッタ・ローム粒子少量，炭化粒子極少量

3　黒褐色　ローム小プロッタ・ローム粒子少鼠　炭化粒子極少登

4　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量

5　黒褐色　ローム粒子少量
6　黒　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量

7　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，ローム大ブロック極

少量

8　褐　色　ローム粒子中量，ローム大ブロック少量
9　暗褐色　炭化材・炭化粒子・ローム小プロッタ・ローム粒子少量

10　極暗褐色　ローム粒子少量

11褐　色　ローム小プロッタ・ローム粒子多鼠　ローム大ブロック・

ローム中プロッタ少量

12　暗褐色　ローム大ブロック・ローム中ブロック・ローム小プロッタ
・ローム粒子少量

13　褐　色　ローム大プロッタ・ローム粒子中量，ローム中ブロック・
ローム小プロッタ少量

14　黒褐色　ローム粒子少量

15　黒褐色　ローム粒子少量

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第44図 皿 A　 l O．0 休部下位か ら口緑部一部欠損。平底。内面か ら休部外面ナデ。底部回転糸 砂粒，スコ リア P 45

1 土師質土器 B　　 3．1

C　　 4．0

休部は直線的に外傾 して立 ち上が る。切 り。 にぷ い黄橙色

普通

75％　 覆土中

2

皿 B （2．3） 底部 か ら休部にかけての破片。平底。内面か ら休部外面ナデ。底部回転糸 砂粒，雲母，スコリア P 47

土師質土器 C　　 4．6 体部 は大 き く外傾 して立ち上が る。 切 り。 にぷ い橙色

普通

15％　 覆土中

3

皿 B （2．0） 底部 から休部下位 にかけての破片。 内面か ら休部外面ナデ。底部回転糸 楓 長石，雲鼠 スコリア P 48

土師質土器 C　　 4．6 休部 は直線的に外傾 して立ち上がる。切 り。 にぷい橙色

普通

10％　 覆土中

4

皿 B （1．7） 底部 から休部下位 にか けての破片。 底部回転糸切 り。口緑部周辺に灰和 砂粒 P 49

陶　　 器 C　　 4．2 平底。休部 は大 きく外傾 して立ち上 が施 されている。 にぷい黄橙色 10％　 覆土中

がる。 良好 瀬戸 ・美濃系

5

捨　　 鉢 A ［3 1．0］ 休部 から口緑部 にかけての破片。体 体部 内 ・外面横ナデ。内面には 3 本 砂粗　 スコリア P 50

土師質土器 B （7．3） 部 は内管気味 に外傾 して立 ち上 が り，

ロ緑部で強 く外反す る。ロ緑端部 は

内側 に突出 し，片 口を持つ。

1単位 の櫛 目が施 されてい る。 橙色

普通

10％　 覆土中
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第44図　第29号出土遺物実測図

／

－　　　　　　　－

図版番号 器　種 計測値（cm） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　　 考

第44図 措　　 鉢 B （4．4）底部から休部下位にかけての破片。 内面には10本1単位の櫛目が施され 砂粒 P52

6 陶　　 器 C ［14．0］休部は直線的に大きく外傾して立ち

上がる。

ている。 にぷい黄橙色

普通

15％　 覆土中

7

仏花瓶 B （6．3）台脚部から胴部にかけての破片。平 内面から休部外面ナデ。底部回転糸 砂粒，石英 P53
陶　　 器 C　　 4．8 底。台脚部は裾端部にわずかな稜を 切り。胴部から台脚部まで灰審由が施 浅黄色 5％　 覆土中

持ち，胴部は丸い。 されている。 良好

8

香　　 炉 A ［11．2］底部から口緑部にかけての破片。平 休部外面中央に方形の渦巻紋が横位 長石，雲母 P54
土師質土器B　　 5．2

C ［8．8］

底。休部は直線的に外傾して立ち上

がる。

に連続して施されている。 橙色

普通

5％　 覆土中

9

鍋 A ［46．2］底部から口緑部にかけての破片。平 口緑端部，体部内・外面横ナデ。 砂粒，長石，雲母 P55
土師質土器 B　　 8，4

C ［36，6］

底。休部は内湾気味に外傾して立ち

上がり，口緑端部は肥厚する。

にぷい赤褐色

普通

30％　 床面
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図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調・焼成 備　　 考

第舶図 鍋 A ［33．3］ 休部から口緑部にかけての破片。体 体部内・外面ナデ。 砂粒，長石，石英 P 57
10 土師質土器 B （7．8） 部は直線的に外傾して立ち上がる。

口唇端部は内側に突出する。
にぷい黄褐色
普通

5％　　 床面

第頴号土坑　第　号地下式壌　出土古銭一覧表

図版番号　　　 鋳　　　　　 名
浮 笥 霊 。慧 車 土 地 点

備　　　　　　 考

第舶図可　 宋 道 元 宝 北　 宋 弼針鞋　　　 覆　　 土　　 申 M 6．覆土中

圭∴三二一一二∴ゝ（昔′⊥言，∵く！）

位置　調査区の南東部中央寄り，I23e6区。

重複関係　本跡は第錮号溝と重複している。本跡竪坑の西餞を第鋼号溝が掘　込んでお酌　本跡の方が古齢。

主軸方向　N－390－E

J’一I　：声・．言、！！′：、‾　六′悠∵　′′∴ノノミ†‥79だ　湧言′‘二′　′：、∵∴二、八．‥土言上、」．、ニ声∴上＿・、宮、ノ

形である。一段下に主室が設けられている。

、一、・′・．‾　声・′ノ　ー王、P、証：！′：l十　′′了；．・．′こ．．、吉ご一上　、′∴‘′・‾）′1　止′・r／ノ、．、、、ノー∵ニ　∴′ノ．、＼悠・‘！、リ　一二

Illである。確認面から底面までの深さは2．98111である。

∴′一∴苫　三㌻∵工∴＿J二束這：一旦
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竪坑土層解説

1黒褐色　口・lulム粒子サー量．トム小プtいノク極′塙葺：

2　黒褐色　ローム粒子中農　ローム小ブロック少数　粘土粒子極少登

3　黒褐色　ローム粒子多亀　ローム小ブロック中量

4　暗褐色　ローム粒子多亀　ローム太ブロックのローム小ブロック少
量

う　黒褐色　tブーム粒子多鼠　LJ－ム小ゾtいノク中量

（う．黒褐色　ローhlnムL巨ブし「ソ叫1鼠　ローム粒千・日ーム小ブt－J、ソク少
！‾ニー1．

道邑

7　暗褐色　ローム粒子多数　粘土申ブロックのローム申ブロックのロ
ーム小ブt．トソフ少量

8　暗褐色　ローム粒子多亀　粘土粒子中農　ローム中プロッタeロー

ム小ブロック少量

！）：黒褐色　ローム粒子中量、．ローム小ブロック少鼠　ローム中ブ「トソ
ク・粘土小プロ、ソク極少量

1（）異褐色　亡トム小ブートソク多鼠　粘土小プロ、ソク・ローム粒子ヰ囁

主室土層解説

1褐　　色　し7－ム大ブロック多量（天井部の崩落部分）

？黒褐色　ローム粒子中鼠　ローム小ブロック少量

：弓　極暗褐色　ローム粒子多鼠　ローム中プロ、ソク・ローム小プロ、ソク

11黒褐色
5　黒褐色
6　黒褐色

7　窯褐色
8　暗褐色
9　暗褐色

少量

ローーム粒子中鼠　ローム小ブロック少量

ローム粒子・1コーム小プロ、ソクL巨星

てこトム粒子・ローム小ブtコック・lロームL巨ハトソク中鼠

粘土粒子極少量

ローム粒子・ローム小プロ、ソク・ローム中プロ、ソク少量

ローム粒子・ローム小ブロック多量

ローム粒子・1コーム小プロ、ソク多鼠　粘土′J＼ブ亡トソク少

鼠　炭化物極少屋

1（1暗褐色　ローム粒子・ローム小ブロック・粘土小プロ、．ソク多鼠

粘土申プロッタ中農　粘土大ブロック少量

11異褐色　ローム粒子・ローム小プロ、ソク中鼠　粘土小ブLJツク
粘土中プロ、ソク少鼠　ローームL巨ブロック極少童



壁　竪坑は東側では外傾し，西側では垂直に立ち上がる。主室は垂直に立ち上がる。

竪坑覆土10層からなる。崩落したブロック土が混じっているが，自然堆積土層と考えられる。

主室覆土11層からなり，自然堆積土層と考えられる。

遺物　覆土中から土師質土器や陶器片が出土している。1，2は土師質土器皿の底部～口緑部片である。3は

灰粕陶器で内面に菊花状の文様が施されている。4は香炉で体部外面中位に菊花の押印文が施されている。5

～7は土師質土器鍋の体部～口緑部片である。

所見　本跡の時期は，出土遺物と遺構の形態から中世と考えられる。

第46回　第119号土坑出土遺物実測図

第119号土坑（第3号地下式域）出土遺物観察表

‾‾．：て

丁‾‾÷

10cm

！　　　；　　　！

図版番号器嘩計測値（Gm） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成備　　考

第46図皿A　　6．8休部からロ緑部一部欠鼠。平底。体口緑部，体部内・外面ナデ。底部回砂粒，雲母，スコリアP66

1 土師質土器B　　2．3

C　　3．5

部は外傾して立ち上がる。口縁部は

外反する。

転糸切り。 にぷい橙色

普通

60％　覆土中

2

皿A［9．2］底部からロ縁部にかけての破片。平口緑部，体部内・外面ナデ。底部回砂粒，スコリアP67
土師質土器B　　2．3

C［5．0］

底。休部は外傾して立ち上がり，口

縁部は外反する。

転糸切り。 橙色

普通

40％　覆土中

3

皿A［11．0］底部から口縁部にかけての破片。低内面は丸のみによる削ぎが菊花状に砂粒 P69
陶　　器B（2．2）

C［6．8］

い削り出し高台。ロ緑部を折り緑に

し，端を折り曲げて丸めている。

施されている。内・外面灰粕。 浅黄色

良好

10％　覆土中
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図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第46図 香　　 炉 Å ［9．6］ 底部か ら日経部 にかけての破片。足 休部内面，外面及 び目線部 ナデ。体 砂粒 P 70
4 土師質土器 B　　 5．8 有 り。平底。体部 は垂直 に立ち上 が 部外面中段に菊花 の押印紋。 目線部 にぷい黄橙色 20％　 覆土 中

D ［7．3〕

E　 l．6

り，日経部 は外反する。 下端に 2 条の沈線が施 されてい る。 普通

鍋 Å ［36．4］ 休部 から日録部 にか けての破片。体 体部 内 ・外面ナデ。 口唇部内面 に美 砂粒芦長石，石晃 雲母 P 72
5 土師質土器 B （9．9） 部 は直線的に立 ち上が り，日録部 は

肥厚す る。

起 を巡 らす。 灰褐色

普通

5％　 覆土中

鍋 Å ［36．0］ 体部か ら日録部 にかけての破片。体 内 の外面ナデ。 口唇部内面は内削 ぎ 砂私 長石，石蒐 雲母 P 74
6 土師質土器 B （3．0） 部 は直線的 に立ち上が り， 口唇部 は 状であ る。 灰褐色 5％　 覆土 中

肥厚する。 普通

内 耳 鍋 A ［36調 休部 か ら目線部 にかけての破 片。体 口綾部，体部内 ◎外面 ナデ。 砂鼠 長石，石菟 雲母 P 77
7 土師質土器 B （7．3） 部 は外傾 して立 ち上が り，日経部 は

肥厚す る。

赤褐色

普通

10％　 覆土中

第臓考量坑（第47図）

位置　調査区の南東部中央寄り，I23e5区。

重複関係　本跡は第7号住居跡及び第28号溝と重複している。本跡主室は第7号住居跡の遺構地下を掘り込ん

でおり，本跡の方が新しい。本跡竪坑の中央を途中まで第28号溝が振り込んでおりタ　本跡の方が古い。

主軸方向　N－38J－E

竪坑　上面は径1080mの円形で，深さは2。67mである。底面は長軸0．92m，短軸0。75mの長方形である。一段

下に主室が設けられている。

第那図　第摘草患坑寛測固

0　　　　　　　　2m

L．＿＿．＿＿‥＿＿＿L＿＿＿…＿＿．∴

主室土層解説

1黒褐色　ローム粒子のローム小ブロック中量
2　黒褐色　ローム粒子中量　ローム小ブロック少量

3　黒褐色　ローム粒子6ローム小ブロックe粘土小ブロック少量

4　黒褐色　ローム粒子中農　ローム小ブロックeローム中ブロックe粘土小ブロック

少量
56789101112

黒褐色　ローム粒子中農　ローム小ブロック少量
暗褐色　ローム粒子多量　ローム小ブロック中量

暗
黒

褐色　ローム粒子多最　ローム小ブロック少量

褐色　ローム粒子少量
黒褐色　ローム粒子・ローム小ブロック多量

黒褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量

黒褐色　ローム粒子・ローム小ブロック・ローム中ブロック少量

黒褐色　ローム粒子。ローム小ブロック少量



主室　底面は長軌2・00m，短軸1・63mの長方形で，平坦である0底面から天井部までの高さは1．15～1．37m，

確認面から底面までの深さは3．30mである。

壁　竪坑は垂直に立ち上がり，その後外傾して立ち上がる。主室は垂直に立ち上がる。

主室覆土12層からなり，自然堆積土層と考えられる。

遺物　覆土中や床面から内耳鍋の土器片や礫片が出土している。1，2は覆土中から出土した内耳鍋の底部や

体部から口緑部にかけての土器片である。3は床面から出土した石臼で，第1号小竪穴状遺構や第29号土坑か

ら出土した石臼と併せると復元することができる。4は五輪塔の一部で風化が激しい。5は砥石の破片である。

所見　本跡の時期は，出土遺物と遺構の形態から中世と考えられる。

」

第48図　第177号土坑出土遺物実測図

D
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第膵号土坑　第　号地下式壌　出土遺物観察衷

図版番号 器 種 匝 酎 cm）i　 蜜 形 の 特 徴　 i　 手 法 の 特 徴　　 極 土鳩 酢 那 可　 覇者　 考

第48図

温

鍋　　 B （2．2） 底部片。平底。　　　　　　　　　 底部内面ナデ。　　　　　　　　　 砂粒　 長石　 雲母　 P 91

土師質土器　C ［25」］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 灰褐色　　　　　　 5㌔　 穫土中

普通

2

内 耳 鍋　 A ［狛 両　 休部から日縁部にかけての破片。休　 日縁瓢　 体部内・外面ナデ。　　　 砂粒　 雲母　　　 P 92

土師質土器 B （7．6） 部は外傾して立ち上がる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 橙色　　　　　　　 5％　 覆土中

普通

図版番号 器　　　　 種
計　　　　 測　　　　 値 巨 質

出土地点 備　　 考
長さ　五m） 幅 （川1） 厚さ （cnl） 重量 （g）

第48図 3 石　　　　 臼 30．3 31．3 12．1 13，601．1 安 山 岩 床　　　 面 Q 23

4 五　 輪　 塔 11．2 20 － 7†000．0 石 英 質 砂 岩 覆土 Q 24

5 砥　　　　 石 4．3 寸．3 3．8 85．6 凝 灰 岩 覆　 土　 中 Q 29

′　ノ｛　ハ．∴∴‘

二‥ト、子．．一　∵∴、、、バ

位置　調査区の南東部中央寄り，I23jo区。

主軸方向　N－34ぐ－E

、二・、．′　t．ノ　尋　ノ／′　こ　く・上　し．　′、、′守∵∵崇、ら　ノノ言一、．　圭、′、し　　らノ†‥　′言言，′．、－′′　　　∴㍉．㌦㍉・．、，′　　′、

いる。粘土貼りの厚さは10C111程である。

覆土　削平されていて確認できなかった。

遺物　出土していない。

所見　出土遺物はないが，遺構の形態から中世の墓城跡と考えられる。

第鏑考量銑　第劇団）

位置　調査区の南東部，I23g（一区。

主軸方向　N－55e－W

規模藍形状　掘　方は長軸軋　創刊）短軸。鵬mの長方形で　深さ蟻cmである。壁は　外傾して立ち上がる。

底面は平坦で，粘土貼りの厚さは10cnl程である。

覆土　2層からなり．人為堆積土層と考えられる。

土層解説

1灰白色　粘土粒子多量

2　褐　色　ローム粒子多量

遺物　出土していない。

所見　出土遺物はないが，遺構の形態から中世の墓域跡と考えられる。

第錮尊堂坑　第媚図）

位置　調査区の南東部，I24112区。

重複関係　本跡は第　号溝と重複している。本跡の北側を第　号溝が据　込んでお酌　本跡の方が古齢。

主軸方向　N－55亡－1V

規模と形状　長軸2．（〕9111，短軸1．17111の隅丸長方形で，深さ27cIllである。壁は外傾して立ち上がる。底面は平

坦で，粘土貼りの厚さは20cm程である。
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覆土　2層からなり，人為堆積土層と考えられる。

土層解説

1灰オリーブ色　粘土粒子多量，黒色土混入

2　灰オリーブ色　粘土粒子多量

逸物　覆土中から流れ込みと思われる縄文土器片と磨石が出土している。2は覆土中層から出土した磨石であ

る。

新風　時期を判定する遺物は出土していないが，遺構の形態から中世の墓壕跡と考えられる。

第醐　尊堂境（第49図）

位置　調査区の南東部，I23d8区。

主軸方向　N－570－W

規模と形状　掘り方は長軸1．38m，短軸0。94mの隅丸長方形で，深さ15cmである。壁は外傾して立ち上がる。

底面はやや皿状で，ブロック状の粘土を14cmの厚さで硬く敷き詰めている。

覆土　2層からなり，人為堆積土層と考えられる。

土層解説

1灰褐色　粘土粒子多鼠　ローム粒子・ローム小ブロック極少量

2　暗灰褐色　粘土粒子多量

逸物　覆土中から流れ込みと思われる縄文土器片が出土している。

所凰　時期を判定する遺物は出土していないが，遺構の形態から中世の墓城跡と考えられる。

第臓考量境（第49図）

健置　調査区の南部中央寄り，‡23g5区。

主軸方向　N－470－W

規模と形状　掘り方は長径1．32m，短径0。71mの楕円形で，深さ15cmである。壁は外傾して立ち上がる。底面

は平坦で，ブロック状の粘土を硬く敷き詰めている。

啓量．7層からなり，北部は撹乱を受けている。人為堆積と考えられる。

土層解説

1黒褐色　ローム粒子少量

2　褐　色　ローム粒子・ローム中ブロック少量

3　褐　色　粘土粒子・ローム粒子・ローム小ブロック・ローム中ブ

ロック少量

4　灰褐色　粘土粒子多量，ローム粒子少量

5　褐　色　粘土粒子・ローム粒子少呈

6　暗褐色　粘土粒子・粘土小ブロック多量，ローム粒子・ローム小

ブロック少量

7　暗褐色　粘土粒子・粘土小ブロック多量，ローム粒子・ローム小

ブロック少量

遺物　出土していない。

新風　出土遺物はないが，遺構の形態から中世の墓壌跡と考えられる。

第臓考量坑（第49図）

億置　調査区の南東部中央寄り，J23g4区。

重複関係　本跡は第109号土坑及び第29号溝と重複している。本跡は第109号土坑の北側を掘り込んでおり，本

跡の方が新しい。本跡の東側を第29号溝が掘り込んでおり，本跡の方が古い。

主軸方向　N－350－W

規模と形状　掘り方は長径2．72m，短径2．27mの楕円形で，深さは0．58mである。底面は皿状で，壁は緩やか

に立ち上がる。北西部に径40C叫　深さ25cmのピットが確認され，土層の堆積状況から本跡に関係するピットと
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考えられる。

覆土　3層からなる。土層1の褐色土には粘土の大◎中◎小ブロックが多量に混じっており，土層2，3には

ロームブロックが混じっていることから，人為堆積土層と考えられる。

土層解説

1褐　色　粘土大ブロックe粘土中ブロックe粘土小ブロック多量　　　3　暗褐色　ローム中ブロックeローム小ブロック少量，ローム粒子

2　黒褐色　ローム小ブロックeローム粒子少量　　　　　　　　　　　　　　　　　　極少量

遺物　出土していない。

所見　出土遺物がないため，時期は不明である。遺構の形態から「流し溜」と考えられる。
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第133号土坑（第49図）

位置　調査区の南東部，I23i6区。

主軸方向　N－480－W

規模と形状　掘り方は長軸2．17m，短軸1．40mの隅丸長方形で，深さ67cmである。壁は外傾して立ち上がる。

底面はやや皿状で，ブロック状の粘土を10cmの厚さで硬く敷き詰めている。

覆土　5層からなる。ロームブロックを含んでおり，人為堆積と考えられる。

土眉解説

1暗褐色　ローム粒子少量，ローム大ブロック・粘土小ブロック極　　　　　　ク・ローム小プロッタ極少量

少量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5　黄褐色　粘土ブロック多量

2　褐　色　ローム小ブロック少量，粘土小ブロック極少量

3　暗褐色　ローム粒子少量

4　暗褐色　粘土ブロック少量，ローム大プロッタ・ローム中プロツ

遺物　覆土中から中世の土師質土器片が出土している。1は覆土中層から出土した土師質土器片皿の底部から

口縁部にかけての土器片である。

所見　本跡の時期は，出土遺物と遺構の形態から中世と考えられる。

第151号土坑（第49図）

位置　調査区の南東部，I24fl区。

重複関係　本跡は第6号小竪穴状遺構と重複している。本跡の北西部を第6号小竪穴状遺構が掘り込んでおり，

本跡の方が古い。

主軸方向　N－490－W

規模と形状　掘り方は長軸1．77m，短軸1．17mの長方形で，深さ10cmである。壁は外傾して立ち上がる。底面

はやや皿状で，ブロック状の粘土を20cmの厚さで硬く敷き詰めている。

覆土　2層からなり，人為堆積土層と考えられる。

土層解説

1褐　色　粘土粒子・粘土小ブロック多量，ローム小ブロック少量

2　黄褐色　粘土粒子多量，ローム粒子極少呈

遺物　覆土上層から鉄の細片が3点出土している。

所見　時期を判定する遺物は出土していないが，遺構の形態から中世の墓埴跡と考えられる。

二 訝

lOcm⊂〕！　　　；　　　！　＼＼＼＿一／

第50図　粘土貼り遺構出土遺物実測図

第130号土坑出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼 成 備　　 考

第50図 皿 A ［7．8］ 底部 から口縁部にかけての破片。平 口緑部，体部内 ・外面 ナデ。 砂粒， スコリア P 79

1 土師質土器 B　　 2．4

C ［3．2］

底。底部 は突出気味。休部 は外傾 し

て立 ち上が り，口緑部 は外反 する。

にぷい褐色

普通

10％　 覆土中
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第欝号土坑出土遺物観察溌

図版番号
器　 種 ！　 計 、厚さ五m警 重量 諦 質 出土地点　 備 考

i長さ km） 幅 圧の

第50図2 磨　　 石 i　 58日　 ・4 聖 ⊥ 」 聖 目 安減 岩 「覆 土す 丁 嘉

纏　長方形丑坑

′ニ’一　言言言言靖、）し叉．）

位置　調査区の南東部，J23al区。

重複関係　本跡は第　号溝と重複している。本跡の南西部を第　号溝が掘　込んでお勘　本跡の方が古い。

主軸方向　N－530－W

規模藍形状　長軸。鵬m　短軸。鵬mの長方形で　深さ錆cmである。底面は平坦で　硬　締まっている。壁は

外傾して立ち上がる。

啓羞　5層からなる。ロームプ闇ツタや戌化粒子を含んでお勘　人為堆積と考えられる。

土層解説

l　黒褐色　口し－ム粒子少二量　　　　　　　　　　　　　　　　　　j　暗褐色　t」－ム粒子少鼠　tJ－ム小ブt」ック極少量

？暗褐色　ローム粒子少鼠　炭化粒子・焼土粒子極少量　　　　　　　5　褐　色　ローム粒子中鼠　ローム中ブロック少量

：1暗褐色　ローlム粒子少量，炭化粒子極少量

通観　覆土上層から流れ込みと思われる縄文土器片が出土している。

新風　時期を判定する遺物は出土していないが　遺構の形態から中健の墓壕跡と考えられる。

′　　′．J、㌻・：く．、

位置　調査区の南東部、J24aJ区。

主軸方向　N－50しLlノ＼ナ

ノ・ノ　ー′C行　、、‥　′∴∴‘、l・∵′　こ　′二言ノノ言　）、ノ’、ぺ　一‾′ノ′ニ　ふ‘－・し：－　・′，UJこ　∴．・′二　日十二

外傾して立ち上がる。

尊堂　　層からな勘　炭化粒子　ロームプロッタを含む人為堆積土層と考えられる。

土層解説

1褐　色　ローーム粒子少量，炭化粒子極少量　　　　　　　　　　　こう　褐　色　rトム小ブロック少鼠　炭化粒子・しトム粒子極少量

2　褐　色　ローム小ブロック少鼠　炭化粒子eロ、一一・一一ム粒子極少量　　　j　褐　色　ローーム粒子・ローーム小ブロック少量

逮鞠　覆土上層から流れ込みと思われる縄文土器片が出まして締る。

新風　時期を半瞳する遺物は出土していないが　遺構の形態から中段の墓壌跡と考えられる。

∴　′十　t：＼昔一予覚：）

位置　調査区の南東部，J24a3区。

重複関係　本捗は第　号溝と重複して締る。本跡の南東部を第　号溝が掘　込んでお勘　本跡の方が古い。

主軸方向　N－470－1V

規模藍形状　長軸温。欝m　短軸。門mの隅丸長方形で　深さは測cmである。底面は平坦で　硬　締まっている。

壁は外傾して立ち上がる。

覆土　2層からなり，人為堆積土層と考えられる。

土層解説

1暗褐色　ローム粒子少鼠　ローム小ブロック・炭化粒子極少童

2　暗褐色　ローム粒子・ローーム小ブロック桓少量
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遺物　出土していない。

所見　出土遺物はないが，遺構の形態から中世の墓壌跡と考えられる。

第柑尊皇坑（第51図）

億置　調査区の南部東寄り，I23g4区。

主軸方向　N－400－E

規模と形状　長軸1．11m，短軸0．85mの隅丸長方形で，深さは18cmである。底面は平坦で，硬く締まっている。

壁は外傾して立ち上がる。

覆土　1層で，ロームブロックを含んでおり，人為堆積土層と考えられる。

土層解説

1黒褐色　ローム粒子。ローム中ブロック。ローム小ブロック少量

遺物　出土していない。

所見　出土遺物はないが，遺構の形態から中世の墓壕跡と考えられる。

筑柑号土坑（第51図）

健置　調査区の南部東寄り，I23g4区。

主軸方向　N－400－E

規模と形状　長軸1．31m，短軸0．97mの隅丸長方形で，深さは27cmである。底面は平坦で，硬く締まっている。

壁は外傾して立ち上がる。

覆土　3層からなり，人為堆積土層と考えられる。

土層解説

1　暗褐色　ローム粒子eローム小ブロック少量

2　黒　色　ローム粒子極少量

遺物　出土していない。

3　褐　色　炭化材eローム粒子少量，ローム小ブロック極少量

所見　出土遺物はないが，遺構の形態から中世の墓場跡と考えられる。

第柑尊皇坑（第51図）

健置　調査区の南部東寄り，I23g5区。

主軸方向　N－390－E

規模と形状　長軸1。49m，短軸1．33mの隅丸長方形で，深さは65cmである。底面は平坦で，硬く締まっている。

壁は外傾して立ち上がる。

覆土　4層からなる。ロームブロックを含んでおり，人為堆積土層と考えられる。

土層解説

1褐　色　ローム粒子。ローム小ブロック。ローム中ブロック少　　3　暗褐色　ローム粒子。ローム小ブロックeローム中ブロック少

量，粘土小ブロックe炭化粒子極少量　　　　　　　　　　　　　　　　量，粘土小ブロック極少量

2　暗褐色　ローム粒子◎ローム小ブロック。ローム中ブロック少　　4　暗褐色　ローム粒子eローム小ブロック。ローム中ブロック少量

量，粘土小ブロック極少量

遺物　出土していない。

所見　出土遺物はないが，遺構の形態から中世の墓場跡と考えられる。
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第錮　尊堂坑（第51図）

億置　調査区の東部南寄り，I23d9区。

主軸方向　N－370－E

規模と形状　長軸2．73m，短軸工11mの長方形で，深さ26cmである。底面は平坦で，硬く締まっている。壁は

外傾して立ち上がる。

覆土　8層からなる。ロームブロックを含んでおり，人為堆積土層と考えられる。

土層解説

1黒褐色　ローム粒子中量，ローム大ブロックeローム小ブロック

少量　粘土粒子極少量

2　黒褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

3　黒褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量

4　黒褐色　ローム粒子多量，ローム中ブロック少量

5

暗褐色

色
色
色

褐
　
　
褐

黒

黒

暗

6
　
7
　
8

禰
禍
禍
禍

粒

量

粒

粒

粒

ム
　
少
　
ム
　
ム
　
ム

一

ク

一

一

一

ロ

　

ッ

　

ロ

　

ロ

　

ロ

ローム小ブロック中量，ローム中プロ

ローム小ブロック少量

ローム小ブロック極少量

ローム小ブロック極少量

遺物　覆土上層から流れ込みと思われる縄文土器片が出土している。

所見　時期を判定する遺物は出土していないが，遺構の形態から中世の墓場跡と考えられる。

第椚号土坑（第51図）

億置　調査区の東部南寄り，I23e8区。

重複関係　本跡は，第117号土坑と重複している。本跡は第117号土坑の南東部を掘り込んでおり，本跡の方が

新しい。

主軸方向　N－57。－W

規模と形状　掘り方は長軸1．18m，短軸1．03mの隅丸長方形で，深さは24cmである。底面は中央が少し窪んで

いるが，ほぼ平坦である。壁は外傾して立ち上がる。

覆土　3層からなる。ロームブロックを含んでおり，人為堆積土層と考えられる。

土層解説

1暗褐色　ローム中ブロックeローム小ブロック。ローム粒子少　　　　　　　小ブロック少量

量，粘土中ブロック極少量　　　　　　　　　　　　　　3　暗褐色　ローム粒子e粘土小ブロック少量

2　暗褐色　ローム小ブロック。ローム粒子e粘土中ブロックe粘土

遺物　覆土上層から流れ込みと思われる縄文土器片が出土している。

所見　時期を判定する遺物は出土していないが，遺構の形態から中世の墓場跡と考えられる。

第臓尊皇坑（第51図）

位置　調査区の南東部，I23j5区。

主軸方向　N－420－E

規模と形状　掘り方は長軸L97m，短軸0．98mの隅丸長方形で，深さは13cmである。底面は平坦である。壁は

緩やかに外傾して立ち上がる。北側はピットによる撹乱を受けている。

覆土　4層からなり，人為堆積土層と考えられる。

土層解説

1黒褐色　焼土粒子。粘土小ブロックもローム粒子eローム小プロ　　3　黒褐色　ローム粒子少量

ツク極少量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4　褐　色　ローム粒子多量

2　黒褐色　ローム粒子少量，ローム中ブロック極少量

遺物　覆土上層から流れ込みと思われる縄文土器片が出土している。

所見　時期を判定する遺物は出土していないが，遺構の形態から中世の墓壕跡と考えられる。
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第臓尊皇坑（第5温図）

位置　調査区の南部，I23ij区。

主軸方向　N－400－W

規模と形状　掘り方は長軸2．11m，短軸0．73mの隅丸長方形で，深さ12cmである。底面は平坦である。壁は外

傾して立ち上がる。

覆土　2層からなり，ロームブロックを含む人為堆積土層と考えられる。

土層解説

1極暗褐色　ローム粒子少量

2　極暗褐色　ローム中ブロック・ローム粒子・粘土粒子少量

遺物　出土していない。

新風　出土遺物はないが，遺構の形態から中世の墓壌跡と考えられる。

第臓尊堂坑（第5且図）

位置　調査区の南東部，I23h6区。

主軸方向　N－440－W

規模藍形状　掘り方は長軸1．76m，短軸1．16mの隅丸長方形で，深さ37cmである。底面は平坦である。壁は外

傾して立ち上がる。

覆土　3層からなる。ロームブロックや焼土粒子を含んでおり，人為堆積土層と考えられる。

土層解説

nl　褐　色　ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子少　　　　　　　ク・ローム粒子少鼠　焼土粒子極少量

登，焼土粒子極少量　　　　　　　　　　　　　　　　　　3　黒褐色　ローム小ブロック少量，焼土粒子砂炭化材極少量

2　暗褐色　ローム大ブロック・ローム中ブロック・ローム小プロツ

遺物　北西壁寄りの床面直上から1の刀子が出土している。

所凰　本跡の時期は，出土遺物と遺構の形態から中世の墓域跡と考えられる。

図版番号 器　　　　 種
計　　　　 測　　　　 値 再 考

長さ （cm） 幅 （cm ） 厚さ （cm） 重量 （g ）

第52図1 刀　　　　 子 17．6 2 0．3 28．5 M 7　床面

第掴尊皇坑（第51図）

位置　調査区の南東部，I23i6区。

主軸方向　N－580－E

規模と形状　掘り方は長軸2．26m，短軸0．95mの隅丸長方形で，深さは14cnlである。底面は平坦である。壁は

外傾して立ち上がる。

覆土　2層からなる。ロームブロックを含んでおり，人為堆積土層と考えられる。

土層解説

1暗褐色　ローム大ブロック・ローム粒子極少量

2　暗褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック極少量
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逸物　覆土上層から流れ込みと思われる縄文土器片が出土している。

新風　時期を判定する遺物は出土していないが，遺構の形態から中世の墓域跡と考えられる。

第掴尊皇坑（第51図）

位置　調査区の南東部，I23d8区。

主軸方向　N－300－E

規模と形状　掘り方は，長軸2．50m，短軸1．22mの隅丸長方形で，深さ24cmである。底面は少し凸凹している。

壁は外傾して立ち上がっている。

覆土　6層からなる。ロームブロックを含んでおり，人為堆積と考えられる。

土層解説

1暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，黒色粒子極　　　　　　　ク中量

少量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

2　暗褐色　ローム粒子多畳　ローム小ブロック・黒色土中プロツ　　5　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量

ク中量，ローム中ブロック少量　　　　　　　　　　　　6　褐　色　ローム小ブロック多量

3　極暗褐色　ローム粒子・ローム中ブロック多量，ローム小プロツ

逸物　覆土上層から流れ込みと思われる縄文土器片が出土している。1は縄文土器の底部から胴部にかけての

細片である。

所凰　時期を判定する遺物は出土していないが，遺構の形態から中世の墓壌跡と考えられる。

－－　　　　－l　　…
∠！

0　　　　　　　　　　　　　　　　5Crn
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第温49号土坑出土遺物観察表

第閑図　第掴尊堂坑出藍通観実測図

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　　 形　　 及　　 び　　 文　　 様　　 の　　 特　　 徴 胎土 e色講巨焼成 備　　 考

第53図

1

深　　 鉢

縄文土器

B （2．3）

C ［12諸］

底部片。平底。 砂粒，スコリア

にぷい褐色
普通

P 87

5％　 覆土中

㈲　その他の土坑

第107号土坑出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　特　 徴 胎土・色調 ・焼成 備　　 考

第62図

1

皿
土師質土器

B （1．1）

C　　 4．1

底部片。底部は突出気味。 底部回転糸切り。 砂粒

にぷい橙色
普通

P 62

40％　 覆土中

第且09号土坑出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第62図 皿 A　　 8．6 平底。体部は内攣気味に外傾 して立 日録部，体部内 e外面ナデ。底部回 砂粒，スコリア P 63
2 土師質土器 B　　 2．7

C　　 4．6
ち上がる。 転糸切 り後，へラ調整。 浅黄橙色

普通
100％　 覆土中

第Ⅲ0号土坑出土遺物観察表

図版番号 器　種 計測値 （cm） 器　　 形　　 及　　 び　　 文　　 様　　 の　　 特　　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第62図 尖底深鉢 B （7．4） 底部片。底部は砲弾形をし，横位の貝殻条痕文が施されている。胎土に繊 砂粒，石英 P 64
3 縄文土器 経を含む。 明褐色

普通
5％　 覆土中
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第且蟻号漉坑出土遺物観察衷

S K189

＼l　＿　　1－　二　l

三女‘－′

S K182

0　　　　　　　　　　　　　　　　　2m

』　　　走

第温29号土坑出土遺物観察兼

図版番号　 器　種　　 測値 毎）　　　 器　形　の　特　徴 i　 手 法 の 特 徴　　 極 か 鰯 憫 可　 ノ給　 考

第損図　　 皿　　 A 「帥1 底部から‖縁部にかけての破片。平
5　　 土師質土器　B　 告　 底。休部は内轡気味に外傾して立ち

C　　 4」　 上がる。

＝緑部，体部内。外面ナナ。底部回　砂粒，スコリア　　 P 78
転糸切り。　　　　　　　　　　 橙色　　　　　　　 40㌔　 覆土中

普通

第温48号土坑出土遺物観察衷

図版番号　 器　 橙　 桶紺直 k m）　　　 器　 形　 の　 特　 徴　　　　　　　 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 。色調 。焼成 備　　 考

第62回　　 鍋　　 H （L H　 底部片。平底。　　　　　　　　　 底部内面ナデ。 砂粒枯 書且石英言コ撃 P 86
6　　 土師督土器　C　は封11 灰褐色 10％　 覆土中

普通

第温88号ま坑出土遣物観察衷

図版番号 器　 種 計測値 （um） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第62図

7

皿
土師督土器

B （1．0）
C　　 3涌

底部片。平底。 底部回転糸切り。 砂私 雲母，スコリア

にぷい黄橙色
普通

P 94

10％　 番土中

第7号土坑出土遺物観察表

図版番号 器 種
長さ 議 圧m ）；厚さ 毒 量 玩車 質 出土地点

備 考

第62図8 怒 石 可　 ・中　 ・1 i 5 可 砂　 岩　 覆 土 中 極 2

ー　79　－



第69号土坑出土遣物観察表

図版 番号 器　　　　 種
計　　　　 測　　　　 値

石　　 質 出 土 地 点 備　　 考
長 さ （cm ） 幅 （cm ） 厚 さ （c m ） 重 量 （g ）

第 6 2 図 9 剥　　　　 片 5．1 3．2 1．6 1 7．2 黒 曜 石 覆　 土　 中 Q 16

第110号土坑出土遺物観察表

図版番号 器　　　　 種
計　　　　 測　　　　 値

石　　 質 出 土 地 点 備　　 考
長 さ （cm ） 幅 （cm ） 厚 さ （cm ） 重 量 （g ）

第 6 2 図 10 不　 明　 石　 器 5．4 4．4 3．1 9 4．5 砂　　 岩 覆　 土　 中 Q 2 0

第27号土坑出土古銭一覧表

図版番号 鋳　　　　　 名
初　 鋳　 年　 （西　 暦 ）

出　 土　 地　 点 備　　　　　　 考
時　 代 年号 （西暦）

第62図11 皇　 宋　通　宝 北　 宋 1038年 覆　　 土　　　 中 M 4

12 宋　 通　元　宝 北　 宋 960年 覆　　 土　　 中 M 5

第185号土坑出土遺物観察表

図版番号 器　　　　 種
計　　　　 測　　　　 値

備　　　　　　 考
長 さ （cm） 幅 （cm ） 厚 さ （cm） 重量 （g ）

第 62 図 13 切　　　　 羽 4 2．4 － 3．9 M lO，覆土 中
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第62図　その他の土坑出土遺物実測図（1）

三三I

ー　80　－

＼－＿亡二名

10cm

L＿＿　　；　　　！



－！

丁だト7°、

8
5

－　81一

第63図　その他の土坑出土遺物拓影図（2）
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第64図　その他の土坑出土遺物拓影図（3）
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その他の土坑出土遺物拓影図（第63・64図）

第63・64図（1～47）は遺構に伴わない縄文土器の拓影図である。1，2は第4号土坑から出土した土器片で

ある。1は単節LR，2は複節LRLの縄文が施されている。3～5は第20号土坑から出土した土器片である。

3，4は胴部片で表裏に貝殻条痕文が施されている。5は胴部片で胎土に繊維を含みループ文と縄文が施され

ている。6，7は第30号土坑から出土した土器片である。6は縄文，7は三角刺突文と沈線が施されている。

8，9は第31号土坑から出土した土器片である。8は波状口緑の口緑部片で口唇部は押圧による凹凸が施され，

胴部には偏平な三角刺突文が横方向に連続して施されている。9は波状貝殻文が施されている。10～13は第51

号土坑から出土した土器片である。10は口緑部片，11～13は胴部片であるが，いずれも表裏に貝殻条痕文が施

されている。14～18は第53号土坑から出土した土器片である。14，15は胴部片で沈線による直線や曲線の文様

が施されている。16はロ緑部片で整形痕が残されている。17は口緑部片で単節RLの縄文が施されている。18

は胴部片で沈線が斜方向に施されている。19～20は第56号土坑から出土した土器片である。19は縄の片方を別

な縄で縛った縄文が施されている。20は単節LRが施されている。21～23は第60号土坑から出土した土器片で

ある。21，22は縄文地文に沈線での区画がされている。23は半裁竹管による横方向への沈線と垂下する貝殻複

線文が施されている。24は第61号土坑から出土した土器片である。24は単節LRの縄文が施されている。25は

第64号土坑から出土した土器片である。25は貝殻復縁による文様が施されている。26は第71号土坑から出土し

た土器片である。26は口緑部片である。27～30は第81号土坑から出土した土器片である。27～29は胴部片で表

裏に条痕文が施されている。30は胴部片で縄文地文に縦長のコンパス文が施されている。31は第89号土坑から

出土した土器片である。31は三十稲葉式土器の蓋のつまみ部分であり，刺突文が施されている。32，33は第110

号土坑，34，35は第112号土坑，36，37は第115号土坑からそれぞれ出土した土器片である。32～34，36は表裏

に貝殻条痕文が施されている。35，37は胴部片で縄文が施されている。38は第161号土坑から出土した土器片で

ある。38は三十稲葉式土器の胴部片で太沈線で区画された中に刺突文が施されている。39～41は第166号土坑か

ら出土した土器片である。39，40は胴部片で沈線で区画された中に刺突文が施されている。41は沈線が垂下し

て施されている。42～44は第175号土坑から出土した土器片である。42は口緑部片で沈線による曲線的な文様が

区画され，区画内に縄文が施されている。43はロ緑部片で沈線によって区画された中に縄文が施されている。

44は胴部片で沈線によって区画された中に縄文が施されている。45～47は第178号土坑から出土した土器片であ

る。45は口緑部片で口緑下端から沈線で区画され，区画内に縄文が施されている。46は胴部片で沈線によって

区画された中に刺突文が施されている。47は口緑部片で表裏に貝殻条痕文が施されている。
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表4　甚五郎崎遺跡土坑一覧表

土 坑

番 号
位 置

長径方 向

（長軸方向）
平　 面　 形

規　　　　 模

壁 面 底 面 覆 土 出　 土　 遺　 物
備　　　　　　　　　 考

新 旧関 係 （古→新 ）長径 ×短径 （m ） 深 さ （cm）

1 †2 4j6
I－

N －660…W 不　 定　 形 1．05 ×0．85 30 外 傾
ほ ぼ

平 坦
自 然

2 J2 4i6 N －540－E 楕　 円　 形 1．12 ×0．88 4 7 外 傾 凹 凸 自 然

3 J2 4i6 N …120－E 楕　 円　 形 0．9 2 × 0．62 2 6 外 傾
ほ ぼ

平 坦
自 然 縄文土器片

4 J2 4h 7 N －420－E 楕　 円　 形 1．20 ×0 ．8 9 56 外 傾 凹 凸 自 然 縄文土器片

5 J 2 4j6 N …390－W 不　 定　 形 4．08 ×2．3 0 37 外 傾 凹 凸 自 然 縄文土器片，土師器片 炉穴

6 J2 4 g 4 N －120…W 不　 定　 形 1．25 ×1．00 24 外 傾 凹 凸 自 然

7 J2 4e 4 N …300…W 円　　　　 形 1．25 ×1．24 25 緩 斜
ほ ぼ

平 坦
自然 縄文土器片，土師質土器片

8 J2 4 d 4 N －550－W 楕　 円　 形 1．2 6 ×0．78 4 0 垂 直 平 坦 自 然 縄文土器片，礫片

9 J2 4d 2 Ⅳ」鮮㌧ E 長 楕　 円 形 3．0 0 ×1．06 18 0 垂 直 平 坦 自 然 縄文土器片，土師器片 陥し穴　 本跡→ SD …5

10 I24 i4
主室N …590－W 長　 方　 形 3．30 ×2 ．0 0 355 垂 直 平 坦 人 為 縄文土器軋　 土師器片，須恵器片土師 地下式域

竪坑　 － 円　　　　 形 3．05 ×2 ．8 5 270 垂 直 平 坦 人 為 質土器片，礫片

1 1 I2 4j3 N …280…E 円　　　　 形 1．10 ×1．0 5 32 緩 斜 凹 凸 自 然 縄文土器片，須恵器片

12 J 24 a 4 N －530…W 隅 丸 長 方形 1．68 ×1．05 26 外 傾 平 坦 人 為 縄文土器片，須恵器片 長方形土坑　 本跡→ SD －5

13 J 24 a 3 N －500－W 長　 方　 形 1．0 6 ×0．48 40
ほ ぼ

垂 直
平 坦 人 為 縄文土器片 長方形土坑

14 J 24 cl N －400…W 不　 定　 形 1．9 5 ×1．90 4 0 緩 斜 皿 状 自 然 縄文土器片，土師質土器片

15 J2 4C 2 N …710…W 不　 定　 形 1．9 0 ×1．38 2 2 緩 斜 皿 状 自 然 縄文土器片，土師器片，土師質土器片

1 7 J2 4a 3 N ∴4 げ㌧」Ⅳ 隅 丸 長 方 形 1．37 ×0 ．7 2 3 0 外 傾 平 坦 人 為 土師器片 長方形土坑　 本跡→SD － 5

18 J 24jl N …380…W 楕　 円　 形 1．40 ×1 ．1 3 20 外 傾 平 坦 自 然 土師器片

19 I2 4jl N …210…W 楕　 円　 形 0．98 ×0．85 22 外 傾
ほ ぼ

平 坦
自 然

20 I2 3 a9 N …350－E 楕　 円　 形 2．10 ×1．62 30 外 傾 凹 凸 自 然 縄文土器片

21 I2 4g l N …520－W 不　 定　 形 1．10 ×1．00 18 緩 斜
ほ ぼ

平 坦
自 然 縄文土器片，土師器片，礫片

2 2 I2 4f 2 N …520…W 楕　 円　 形 2．2 6 ×1．60 7 2 外 傾 凹 凸 自 然 縄文土器片，鉄浮

2 4 I2 3jo N －340…E 長　 方　 形 1．05 ×0 ．60 6 外 傾 皿 状 人 為 粘土貼 り遺構

2 5 I2 3 g o N －550…W 長　 方　 形 （1．74 ）×1．0 2 15 外 傾 皿 状 人 為 粘土貼 り遺構

26 H 2 3f8 N －100－W 楕　 円　 形 1．90 ×1．4 7 30 外 傾 凹 凸 自 然 楓文土器片

27 I2 4f3 N …530…W 不　 定　 形 （1．10）×0．9 1 1 07 垂 直 凹 凸 人 為 古銭

28 王2 4f 2 N …320－E 不　 定　 形 1．26 ×1．05 20 外 傾 平 坦 自 然 本跡→ S D － 6

2 9 I2 4d 2
主室N 4 ぽ㌧E 長　 方　 形 2 ．9 5 ×1．75 29 5 垂 直

垂 直

平 坦 人 為

人 為

縄文土器 片，土師質土器片，陶器片， 地下式場　 本跡→ SD －8

竪坑　 … 不　 定　 形 ー ×… 25 0 平 坦 鉄浮，礫片古銭

3 0 ‡2 4a 4 N －620－W 楕　 円　 形 2．12 × 1．6 7 2 7 外 傾 平 坦 自 然 縄文土器片，土師器片，礫片 本跡→ 斑ト 1

3 1 H 2 4jl N … 5 0…W 楕　 円　 形 2．30 × 1．8 7 40 外 傾
や や

平 坦
自 然 縄文土器粍　 土師器片，礫片

32 H 2 4 i3 N －900－W 不　 定　 形 2．82 ×2．32 34 外 傾
ほ ぼ

平 坦
自 然 縄文土器片，礫片

33 H 2 4j2 N －660－E 楕　 円　 形 1．48 ×1．20 41 外 傾
ほ ぼ

平 坦
自 然 縄文土器片

34 H 2 4jl N －15。－E 楕　 円　 形 2 ．5 5 ×1．40 3 6 外 傾
ほ ぼ

平 坦
自然

3 5 H 2 3io N …2 10…W 不　 定　 形 3．4 3 ×1．58 3 8 外 傾 凹 凸 自 然 礫片

36 J2 3a o N －700－E 隅 丸 長 方 形 4．68 × 1．8 5 5 3 外 傾 凹 凸 巨 然 縄文土器片，礫片

37 I2 4h 2 N －550－W 隅 丸 長 方形 2．09 × 1．1 7 27 外 傾 平 坦 人 為 縄文土器片，礫片 粘土貼 り遺構　 本跡→ SD － 7A

38 I2 4g l N …6ア…E 不　 定　 形 3．57 ×1．77 45 外 傾 平 坦 自 然 縄文土器片 本跡→S D －7A

39 H 2 3g o N －480－W 不　 定　 形 2．73 ×2．05 24 外 傾 凹 凸 自 然 縄文土器片 炉穴
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土 坑

番 号
位 置

長径 方向

（長軸 方向）
平　 面　 形

規　　　　 模

壁 面 底 面 覆 土 出　 土　 遺　 物
備　　　　　　　　　　 考

新 旧関 係 （古 →新 ）長径 ×短径 （m ）i深 さ （cm ）

40 I2 3a 9 N －80。－W 楕　 円　 形 2 ．17 × 1．30 25 外 傾 凹 凸 自 然 縄文土器片

41 H 2 3軸 N …480－ E 楕　 円　 形 3．7 0×（1．2 8） 258 垂 直 凹 凸 自 然 縄文土器片 陥 し穴　 本跡→S D － 8

42 H 2 3h 7 N …230－W 不　 定　 形 3．20 × 1．9 0 27 外 傾 凹 凸 自 然 縄文土器片，礫片

4 4 H 2 3g 7 N －900… W 不　 定　 形 3．35 × 2 ．7 0 46 外 傾 凹 凸 人 為 縄文土器片，礫片 炉穴

4 5 H 2 3C 6 N － 3 0－ E 不　 定　 形 3．65 × 1．6 8 43 外 傾 凹 凸 人 為

4 6 H 2 3e 5 N －210－ E 円　　　　 形 1．20 × 1．13 20 外 傾
ほ ぼ

平 坦
自 然 縄文土器片

4 7 2 3h 4 N …430－ E 半 楕　 円 形 （2．07）×1．70 2 23 垂 直 平 坦 自 然 陥 し穴

48 H 2 3C 4 N －100－W 円　　　　 形 1．68 × 1．58 4 6 外 傾 凹 凸 自 然

49 H 2 3C 3 N －240一一W 円　　　　 形 0．5 4 × 0．49 3 6 外 傾 凹 凸 自 然 縄文土器 片，礫片 本跡→ SD … 13

50 2 2h o N －680－ E 楕　 円　 形 3．6 0 × 1．90 28 3 垂 直 平 坦 自 然 縄文土器片 陥し穴

51 H 2 3i6 N －280－ E 楕　 円　 形 3 ．6 7 × 2．20 5 7 外 傾 凹 凸 自 然 縄文土器片，礫片

52 2 3g l N － 180－ E 隅 丸 長 方 形 （2．0 2）×1．12 47 垂 直
ほ ぼ

平 坦
人 為

53 2 3b l N － 150－W 不　 定　 形 2．2 7 × 1．8 0 50 外 傾 平 坦 自 然 楓文土器片，陶器片，礫片

54 H 2 3b l N － 4 0－E 楕　 円　 形 1．7 5 × 1．3 0 23 外 傾 平 坦 自 然 縄文土器札　 礫片

55 H 2 3e 3 N －2アーW 長 楕　 円 形 2．90 × 0．8 5 124 垂 直 平 坦 自 然 陥 し穴

56 H 2 4j4 N － 110－ E 不　 定　 形 2．94 × 1．96 52 外 傾 凹 凸 人 為 縄文土器片，礫片 炉穴　 本跡→ SI － 1

5 7 H 2 2d 3 N －400… E 円　　　　 形 1．55 × 1．46 35 外 傾 凹 凸 自 然

5 8 H 2 2C 3 N －260－W 不　 定　 形 1．62 × 1．33 38 外 傾
ほ ぼ

平 坦
自 然

5 9 H 2 2C 2 N …380－W 楕　 円　 形 1．75 × 1．10 32 外 傾
ほ ぼ

平 坦
自 然

6 0 H 2 2C 2 N － 20一一E 不　 定　 形 2．98 × 2．52 1 10 外 傾 凹 凸 自 然 縄文土器片，礫片

6 1 H 22 d 5 N －250－W 楕　 円　 形 2．50 × 1．30 3 0 外 傾 凹 凸 自 然 縄文土器片

62 H 2 2f5 N －760－W 楕　 円　 形 1．44 × 0．98 3 0 外 傾 凹 凸 自 然

63 H 22g 7 N －7アーE 円　　　　 形 1．50 × 1．47 3 0 外 傾
ほ ぼ

平 坦
自然

64 H 2 2g 8 N －540－W 楕　 円　 形 1．6 4 × 1．12 4 6 外 傾 凹 凸 自 然 縄文土器片

65 H 2 2g 7 N …430－W 楕　 円　 形 1．8 4 × 1．01 6 3 垂 直 平 坦 自 然

66 H 2 2g 8 N － 7 0－W 不　 定　 形 3．3 2 × 1．14 6 3 外 傾 凹 凸 自 然

67 H 2 2g 9 N －330－W 隅 丸 長 方 形 1．9 3×（0 ．90） 38 外 傾
ほ ぼ

平 坦
自 然

68 H 2 2g 9 N － 120－E 楕　 円　 形 2．3 2 × 1．4 5 25 外 傾
ほ ぼ

平 坦
自 然

69 H 2 2j5 N － 2 0－E 楕　 円　 形 2．20 × 1．4 5 32 外 傾 凹 凸 自 然

縄文土器片，礫片

礫片

陥し穴

陥 し穴

陥 し穴

70 I2 2a 5 N －650－ E 楕　 円　 形 1．60 × 1．2 3 43 外 傾 凹 凸 自 然

7 1 2 1g 6 N －210－ E 不　 定　 形 3．82 × 2．7 0 2 77 垂 直 凹 凸 自 然

7 2 H 2 1C 7 N －350－ E 円　　　　 形 1．48 × 1．3 5 27 外 傾
ほ ぼ

平 坦
自 然

7 3 H 2 1e 7 N －3アーE 楕　 円　 形 1．90 × 1．6 2 40 外 傾
ほ ぼ

平 坦
自 然

7 4 H 2 1f6 N －708－ E 不　 定　 形 0．91 × 0．7 1 29 外 傾 傾 斜 自 然

75 H 2 1f9 N …500－W 楕　 円　 形 2．78 × 1．64 25 2 垂 直 凹 凸 自 然 礫片

76 H 2 1f9 N －44。－E 楕　 円　 形 2．44 × 1．59 4 8 外 傾 凹 凸 自 然 土師器片

77 H 2 2h l N － 3 0－ E 楕　 円　 形 1．73 × 1．21 4 0 外 傾 凹 凸 自 然 縄文土器片

78 H 2 1 eo N －100－W 不　 定　 形 1．4 8 × 0．93 17 0 垂 直 平 坦 自然

79 H 2 3j2 N －660－W 不　 定　 形 1．6 0 × 1．50 1 8 緩 斜
ほ ぼ

平 坦
自然
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土 坑

番 号
位 置

長径 方向

（長軸 方向）
平　 面　 形

規　　　　 模

壁 面 底 面 覆 土 出　 土　 遺　 物
備　　　　　　　　　 考

新 旧関係 （古 →新 ）長径 ×短径 （Ill） 深 さ （cm）

8 0 I2 3a 3 N － 11。－E 不　 定　 形 2．40 × 1．8 0 2 6 緩 斜 凹 凸 自 然 縄文土器片，礫片

8 1 H 2 3j3　 N －650－E 不　 定　 形 1．64 × 1．3 2 50 外 傾 凹 凸 自 然 縄文土器札　 礫片

82 I2 2a o N －500…W 隅 丸 長 方形 2．30 × 0．9 4 23 外 傾 皿 状 人 為

83 I2 2d 8 N －8r － E 楕　 円　 形 1．40 × 1．15 33 外 傾 凹 凸 自 然 縄文土器片

84 I2 2 C8 N －290－W 不　 定　 形 3．2 1 × 3．08 41 外 傾 凹 凸 自 然 礫片

85 I2 2 C9 N －250－W 円　　　　 形 1．3 5 × 1．25 50 外 傾 凹 凸 自 然 縄文土器 片

8 6 I2 2C 9 N … 550…E 楕　 円　 形 2．7 0 × 1．58 33 外 傾
ほ ぼ

平 坦
自 然

8 7 I2 2d 9 N － 300－ E 不　 定　 形 1．32 × 0．8 9 4 3 外 傾 凹 凸 自 然

8 8 I2 2f9 N － 2アーW 円　　　　 形 1．17 × 1．12 3 0 外 傾
ほ ぼ

平 坦
自 然

89 I2 2fo N …590－E 楕　 円　 形 2．45 × 1．5 2 4 6 外 傾
ほ ぼ

平 坦
自 然

90 I2 2e 7 N －220－ E 不　 定　 形 3．42 × 0．9 8 20 外 傾
ほ ぼ

平 坦
自 然 本跡→S D － 2 2

91 I2 2f7 N －120… E 不　 定　 形 2．17 × 1．45 42 i外 傾 凹 凸 自 然 縄文土器軋　 須恵器片，礫片 本跡→S D － 2 2

92 I2 2d l N －490－W 楕　 円　 形 2．0 7 × 1．4 1 192 垂 直 平 坦 自 然 綴文土器片，轢片 陥 し穴

93 I2 2a 9 N －100－W 円　　　　 形 1．2 0 × 1．10 30 外 傾
ほ ぼ

平 坦
自 然

9 4 I2 3b l N － 480－ E 楕　 円　 形 1．4 6 × 0．83 25 外 傾
ほ ぼ

平 坦
自 然 礫片

9 5 I2 2c o N … 110－ E 円　　　　 形 0．7 1 × 0．70 2 2 外 傾
ほ ぼ

平 坦
自 然

96 H 2 3il N －800…E 円　　　　 形 1．44 × 1．2 5 4 1 外 傾
ほ ぼ

平 坦
自 然 縄文土器片，礫片

97 H 23 i2 N －850－ E 楕　 円　 形 1．52 × 1．3 0 35 外 傾
ほ ぼ

平 坦
自 然

98 H 23 h 3 N …120… E 円　　　　 形 2．18 × 2．13 60 外 傾 凹 凸 自 然 縄文土器片，礫片

99 H 2 3g 2 N －2ア…W 楕　 円　 形 1．0 6 × 0．89 13 外 傾 凹 凸 自 然 炉穴

100 I2 2g o N － 7 0… E 楕　 円　 形 1．3 8 × 1．13 23 緩 斜 凹 凸 自然 経 文土器片

101 I2 2f o N － 5 0… E 楕　 円　 形 1．3 5 × 1．03 4 4 緩 斜 凹 凸 自 然

102 I2 3g 2 N －550－W 楕　 円　 形 0．8 7 × 0 ．62 2 8 外 傾 傾 斜 自 然

103 I2 2 h o N －510－ E 不　 定　 形 4．3 1 × 1．7 0 36 緩 斜 皿 状 自 然

1 04 I2 3g 4 N －射r －E 隅 丸 長 方形 1．11 × 0．8 5 18 外 傾 凹 凸 自 然 縄文土器片 長方形土坑

10 5 I2 3g 4 N －400－ E 隅丸 長 方 形 1．31 × 0．97 27 外 傾
ほ ぼ

平 坦
自 然 長方形土坑

106 I23 f5 N －390－ E 隅丸 長 方 形 1．49 × 1．33 65 垂 直
ほ ぼ

平 坦
自 然 縄文土器片，土師器片 長方形土坑

107 I2 3g 5 N － 600－W ［不 定 形 ］ 2 ．3 1 × 1．16 64 外 傾 傾 斜 自 然 綴文土器片，土師質土器片，礫片

108 I2 3g 5 N … 480…W ［隅丸長方形］ （1．1 0）×0．52 2 3 外 傾 傾 斜 自 然

1 09 I2 3 g 4 N －410－ E ［隅丸長方舶 （1．88 ）×0 ．9 2 11 外 傾 凹 凸

傾 斜

自 然

自 然

自 然

自 然

人 為

自 然

自 然

土師質土器片，礫片

長方形土坑

1 10 I2 3C4 N － 5 0…W 楕　 円　 形 1．71 × 1 ．4 4 2 7 緩 斜 縄文土器片，礫片

縄文土器片

1 11 I2 3 C5 N －450－W 楕　 円　 形 1．34 × 0．89 2 1 緩 斜
ほ ぼ

平 坦

113 I2 3C 9 N －450… E 隅丸 長 方 形 1．50 × 1．07 19 緩 斜
ほ ぼ

平 坦

114 I2 3d 9 N －3アーE 長　 方　 形 2 ．73 × 1．11 26 外 傾
ほ ぼ

平 坦

凹 凸

凹 凸

115 I2 3C 7 N － 420－ E 不　 定　 形 1．4 2 × 0．95 4 2 外 傾 縄文土器片，礫片 本跡→S K － 1 16

1 16 I2 3C 7 N －420－ E 不　 定　 形 4．7 0 ×2 ．27 5 0 外 傾 縄文土器片，陶器片 SK － 11 5 →本跡→ SD － 7A

1 17　 I2 3d 8 N …5ア…W 隅 丸 長 方 形 1．38 × 0 ．9 4 15 外 傾 平 坦 人 為 縄文土器片 粘土貼 り遺構　 本跡→S K － 1 18

1 18 I2 3e 8 N －57’…W 隅 丸 長 方形 1．18 × 1．0 3 24 外 傾
や や

凹 凸
人 為 縄文土器片 長方形土坑　 SK － 11 7 →本跡

119　 I2 3e 6
主室N －390－E 隅丸 長 方 形 2．73 ×（2．39 ） 2 98 垂 直 平 坦 人 為 縄文土器片，土師質土器片，陶器片， 地下式墟　 本跡→ SD － 2 8

竪坑N －680－W 楕　 円　 形 2．69 × 2．40 2 30 垂 直 平 坦 人 為 礫片
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土 坑

番 号
位 置

長径 方向

（長軸 方向）
平　 面　 形

規　　　　 模

壁 面 底 面 覆 土 出　 士　 遺　 物
備　　　　　　　　　　 考

新 旧関係 （古→新 ）
長径 ×短径 （m ） 深さ （cm ）

120 I2 3e 9 N －340－ E 隅 丸 長 方 形 （1．8 8）× 1．0 2 29 外 傾 平 坦 人 為 本跡→S K …122，第 4号小竪穴遺構

122 I2 3d o N －390…E 楕　 円　 形 2．2 2 × 1．5 0 45 外 傾
ほ ぼ

平 坦
自 然 S K －120→本跡→第 4号小竪穴遺構

123 I2 3g 5 N －420 … E 隅 丸 長 方形 1．97 × 0．9 8 14 緩 斜 平 坦 自 然 縄文土器片 長方形土坑

124 I2 3a 3 N － 4 0－ W 楕　 円　 形 2．91 × 1．6 5 30 緩 斜
ほ ぼ

平 坦
人 為 炉穴　 本跡→ SI － 5

1 25A I23b 3 N －6丁－W 不　 定　 形 1．44 × 1．04 19 緩 斜 傾 斜 自 然 縄文土器片，礫片 炉穴　 本跡→ SK － 125B ， SI－ 5

1 25B I2 3b 3 N －6T －Ⅴ 不　 定　 形 2．32 × 1．55 55 緩 斜
ほ ぼ

平 坦
自 然 縄文土器片 炉穴　 S K … 1 25Å→本跡→SI

126 王2 3g 5 N …473…W 楕　 円　 形 1．3 2 × 0．71 15 外 傾 平 坦 人 為 粘土貼 り遺構

1 27 I2 3h 6 N － 5 0－ E 不　 定　 形 0．9 3 × 0．66 2 8 外 傾 傾 斜 自 然

1 28 I2 3h 6 N －4（㌣∵Ⅳ 不　 定　 形 1．12 × 0．86 2 8 外 傾 傾 斜 自 然 縄文土器片

12 9 I2 3h 6 N …68e－ E 楕　 円　 形 0．9 8 × 0．64 1 1 外 傾 凹 凸 自 然 土師質土器片

13 0 I2 3g 4 N － 350－W ［楕 円 形 〕 2．72 × 2．2 7 58 緩 斜 凹 凸 人 為 縄文土器片，礫片 粘土貼り遺構 SK 暢109→本跡→SD …29

13 1 I2 3i4 N …400－W 隅 丸 長 方 形 2．1 1 × 0 ．7 3 12 外 傾 皿 状 人 為 長方形土坑

13 2 I2 3i4 N …15J－E 楕　 円　 形 1．03 × 0 ．7 7 9 緩 斜
ほ ぼ

平 坦
自 然

133 I2 3i4 N …530－W 楕　 円　 形 1．00 × 0．6 4 18 外 傾
や や

凹 凸
自 然

134 I23 i4 N －440… W 隅 丸 方 形 1．01 ×私97 7 緩 斜
ほ ぼ

平 坦
人 為

ユ35 互23 i4 N …450…W 不　 定　 形 0．91 × 0．65 7 緩 斜
や や

凹 凸
人 為

ユ36 王2 3 i5 N …590－W 不　 定　 形 1．08 × 0．94 3 1 外 傾 傾 斜 自 然 縄文土器片

137 I2 3i5 N －650－W 楕　 円　 形 0．7 9 × 0．66 18
1

外 傾 平 坦 人 為

138 I2 3i6 N …480…W 隅丸 長 方 形 2．17 × 1．40 6 7 外 傾 平 坦 自 然 縄文土器片，土師質土器片，陶器片，貝 粘土貼 り遺構

139 I2 3h 6 N －440…W 隅 丸 長 方 形 1．7 6 × 1．16 3 7 外 傾 平 坦 自 然 縄文土器片，礫片 長方形土坑

ユ40 王2 3i6 N －580… E 隅 丸 長 方 形 2．26 × 0 ．9 5 14 緩 斜 Ⅲ1 状 自 然 縄文土器片 長方形土坑

14 1 I2 3a 6 N ∴4 ∬㌧1 Ⅳ 円　　　　 形 私84 × 0 ．7 2 30 緩 斜 平 坦 自 然

14 2 王2 3i6 N －350… W 円　　　　 形 0．73 × 0 ．6 1 23 緩 斜 平 坦 自 然 経文土器片，礫片

14 3 I2 3h 7 N －360… E 楕　 円　 形 2．24 × 1．2 4 37 垂 直
ほ ぼ

平 坦
人 為 縄文土器片

ユ4 4 I2 3g 8 N …360－W 楕　 円　 形 1．70 × 1．35 62 垂 直 凹 凸 人 為 縄文土器片，土師質土器片，礫片

148 王2 3g 9 N …150－W 不　 定　 形 2．12 × 0．88 28 外 傾 凹 凸 自 然
縄文土器片，土師器片，土師質土器片，

礫片

149 I23 d 8 N …300－ E 隅丸 長 方 形 2．50 × 1．22 24 外 傾 凹 凸 人 為 縄文土器札　 礫片 長方形土坑

粘土貼 り遺構　 本跡→S K … 15 2

150 王2 3e 7 N －500－W 隅丸 長 方 形 1．04 × 0．80 9 2 垂 直 凹 凸 自 然 土師器片

151 王2 4fl N －490…W 長　 方　 形 1．77 × 1．17 10 外 傾 平 坦 人 為
鉄浮　　　　 i

縄文土器片，礫片

154 I2 3d o N －340－ E 長 楕　 円 形 2．4 0 × 1．16 5 2 外 傾 皿 状 人 為 S紅155，156→本跡→第4号小竪穴状遺構

1 55 I2 3b o N …350… E 不　 定　 形 2．6 0×（2．43） 3 5 外 傾
ほ ぼ

平 坦
自 然 本跡→SK血15机 54，第7号小竪穴状遺構

1 56 I2 4 el N －370－ E 不　 定　 形 1．4 8×（0．73） 4 0 外 傾 平 坦 人 為 SK … 15 5→本跡→S K … 1 54

陥し穴

1 57 I2 3g 8 N …460…W 長 楕　 円 形 2 ．0 5 × 1．00 3 0 垂 直 平 坦 人 為 縄文土器片，土師質土器片，礫片

縄文土器片，礫片，土師器片

1 58 王2 3i7 N －240－ E 不　 定　 形 3．7 0 × 1．62 63 外 傾 傾 斜 自 然

16 0 I2 3e 7 N －420… E 楕　 円　 形 1．00 × 0 ，75 20 外 傾
ほ ぼ

平 坦
自 然

16 1 I2 3h 7 N － 39い－W 楕　 円　 形 3．98 × 2 ．6 6 290 垂 直 平 坦 自 然

16 2 I2 3C 3 N － 4 0－ E 隅 丸 方 形 2．36 × 2．2 5 45 外 傾 傾 斜 自 然 縄文土器片，礫片 炉穴

163 J2 3a 5 N －380－ E 円　　　　 形 0．59 × 0．5 8 17 緩 斜 平 坦 自 然 縄文土器片

164 I2 3j3 N －310－ E 楕　 円　 形 2．92 × 2．43 57 外 傾
ほ ぼ

平 坦
自 然 綴文土器片，土師器片
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土 坑

番 号
位 置

長径 方向

（長軸 方向）
平　 面　 形

規　　　　 模

壁 面 底 面 覆 土 出　 土　 遺　 物
備　　　　　　　　　　 考

新 旧関 係 （古 →新 ）長径 ×短径 （nl） 深 さ （cm）

165 J2 3g 4 N －1アーE 楕　 円　 形 2．0 7 × 1．6 0 2 1 外 傾 平 坦 人 為 縄文土器 片

166 J 2 3f2 N － 6 0－W 円　　　　 形 0．94 ×（0 ．8 0） 24 外 傾 平 坦 人 為 組文土器片

167 J2 3e 3 N － 7アーE 不　 定　 形 2．84 × 2 ．4 6 200 垂 直 平 坦 自 然 縄文土器片，土師器片，陶器片，礫片 陥し穴　 本跡→ SK － 166

168 J2 3e 2 N －5げ－E 楕　 円　 形 1．02 × 0．8 7 31 外 傾 凹 凸 自 然 経文土器片

169 I2 3i7 N －340－ W 不　 定　 形 2．66 × 1．30 77 外 傾 平 坦 人 為

1 70 J 2 3e 2 N －630－ E 不　 定　 形 1．3 ×0．82 22 外 傾 平 坦 自 然 縄文土器片

17 1 J 2 2c o N －710－ E 楕　 円　 形 3．70 × 2．10 2 03 垂 直
ほ ぼ

平 坦
自 然 縄文土器片 陥 し穴　 本跡→S I）－ 26

17 2 J 22 C8 N －43U－W 不　 定　 形 1．8 7 × 1．17 3 3 外 傾 平 坦 自 然

173 J2 2a 6 N －840疇－E 楕　 円　 形 3．0 4 × 1．74 4 2 外 傾 平 坦 自 然

174 I2 2j7 N … 3 0－ E 円　　　　 形 2．3 1 ×2 ．17 7 8 外 傾 傾 斜 自 然

175 J2 2d 8 N － 2げ－W 円　　　　 形 1．00 × 0 ．9 5 3 2 外 傾
ほ ぼ

平 坦
自 然 縄文土器片

176 H 2 2a o N … 720－W
i
不　 定　 形 3．20 × 1．7 1 75 外 傾 凹 凸

l
自 然 縄文土器片

1 77 I2 3e 5
主室N …380…E

竪坑 N －550－W

長　 方　 形

円　　　　 形

2．00 × 1．63

（1．85）×1．80

3 30

2 67

垂 直

垂 直

平 坦

平 坦

人 為

人 為

経 文土器片，土師質土器片，礫片 地下式域　 S I－ 7 →本跡→S D －28

1 78 J 2 4e l N －67 l－W 長　 方　 形 1．60 × 1．10 35 垂 直 凹 凸 人 為 S D － 3 と重複　 不明

18 2 I2 3 e6 N …360… E 長　 方　 形 ・1．74 × 0．70 17 外 傾 凹 凸 人 為 S D － 29 と重複　 不明

18 4 I2 3h o N －230－ E 長　 方　 形 1．90 × 0．60 10 媛 斜 平 坦 自 然

18 8 12 3f8 N －430－ E 不　 定　 形 2．78 × 1．25 2 8 外 傾 凹 凸 人 為

189 I2 2i6 N －390－ E 不　 定　 形 4 ．2 1 × 1．75 6 0 外 傾
ほ ぼ

平 坦
自 然

190 I2 3b 8 N － 4T －W 楕　 円　 形 2．0 0 × 1．48 4 6 外 傾
ほ ぼ

平 坦
自 然

4　掘立柱建物跡

当調査区で確認した据立柱建物跡は9棟である。遺構は調査区全域にわたって存在し，長軸方向の違いから

2分して考えられる。第4，5及び9号据立柱建物跡の長軸は，北西から南東方向に直伸しているのに対し，

第1，2，3，…号掘立柱建物跡の長軸方向は，ほぼ西から東に直伸している。以下，その特徴について記載

する。

第磯号掘立櫨建物跡（第65図）

位置　調査区の中央部，I22b。区。

規模　東西3間，南北1間の建物で，柱間寸法は桁行2．1m，梁行3．1mである。柱穴の掘り方は長径0．3～0。4m，

短径0．25～0．3mの楕円形で，深さは0．2～0．5mである。柱痕跡は確認できなかった。

長軸方向　N－580－W

覆土　ロームブロックを含む黒色土や暗褐色土を中心に版築されている。

Fh土層解説

1　黒　色　ローム小ブロック少量，ローム粒子・ローム中ブロック　　2　褐　色　ローム粒子・ローム小ブロック少量

極少量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3　黒褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック極少量

4　黒　色　ローム粒子。ローム小ブロック極少量

遺物　出土していない。

所凰　時期を判定する遺物は出土していないが，第9号据立柱建物跡と長軸方向が近いことから，それと同時

期と思われる。
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第閑因　第　号掘豊櫨建物跡実測図

第5号掘立櫨建物跡（第66図）

位置　調査区の中央部，I23C2区。

規模　東西3間，南北1間の建物で，柱間寸法は桁行1．9～2．1m，梁行3．0～3．3mである。柱穴の掘り方は長

径0．35～0。65m，短径0．35～0．45mの楕円形で，深さは0．2～0．4mである。柱痕跡は確認できなかった。

長軸方向　N－560－W

覆土　ロームブロックを含む黒褐色土や暗褐色土を中心に版築されている。

Pト8土層解説

1　黒褐色

色
色
色

褐暗
褐
褐

2
　
3
　
4

㍉
こ
／

粒

量

粒

粒

粒

ム
　
少
　
ム
　
ム
　
ム

一

ク

一

一

一

ロ

　

ッ

　

ロ

　

ロ

　

ロ

ローム小ブロック中量，ローム中プロ　　5　暗褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック中量

6　暗褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック中量

ローム中ブロック少量

ローム小ブロック少量

黒色土粒子少量

過物　覆土中から流れ込みと思われる縄文土器片が出土している。

所見　時期を判定する遺物は出土していないが，第9号掘立柱建物跡と長軸方向が近いことから，それと同時

期と思われる。
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第66図　第5号掘立柱建物跡実測図

第9号掘立柱建物跡（第68図）

位置　調査区の南東部，J23jo区。

重複関係　本跡は第7号溝と重複している。本跡を第7号溝が掘り込んでおり，本跡の方が古い。

規模　東西5間，南北1間の建物で，柱間寸法は桁行2．4～2．6m，梁行4．9m前後である。柱穴の掘り方は長径

0．9～1．5m，短径0．8～1．4mの不整楕円形で，深さは0，6～1．1mである。柱痕跡は確認できなかった。

長軸方向　N－530－W

覆土　ロームブロックを含む褐色土や暗褐色土で版築されている。

遺物　P2の覆土中から，1の15世紀後半と思われる瀬戸産の灰粕皿が出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から中世後半の建物跡と考えられる。

第9号掘立柱建物跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

67図 皿 A　 lO．4 平底。休部は外傾して立ち上がる。 口縁部，休部内外面ナデ。口緑部に 砂粒，石英 P 93

1 陶　　 器 B　 l．9 緑灰色の粕が施されている。底部回 浅黄色 100％　 覆土中

C　　 4．8 転糸切 り。 良好 瀬戸灰柚皿

0　　　　　　　　　　　　　　5Cll

ト一一－ー「．一一一一i

第67図　第9号掘立柱建物跡出土造物実測図
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第　号機宜櫨建物跡　第樟図）

位置　調査区の北部中央寄り，H22a（）区。

親機　東西3間，南北2間の建物でプ柱間寸法は桁行且。6～2。2mタ　梁行2鳶m前後である。経穴の掘り方は長径

‘l、、∴　工、径′：＼‘言ユここ高∴l一言、一　言、‥’．ここ、；＼′．′、＿一、一六ら一　て’工高子言べ、の、、言、∴高言言㍉一、∴

り，柱寸法は径20～30cmである。

長軸方向　N－72〇一E

覆土　ロームブロックを含む黒褐色土や暗褐色土を中心に版築されている。

R土層解説

1暗褐色　ローム粒子少鼠　ローム小プロ、ソク・ローム中プロ、ソク

極少量

2　黒褐色　ローム粒子・ローム小ブロック・ローム中ブロック・異

色土粒子少量

二i　褐　色　ローム粒子。ローム小プt‾トソク・ローム中ブロック少量

巧土層解説

1黒褐色　ローム粒子中鼠　ローム小ブロック・黒褐色土中ブロ

ック少量

2　極暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック・ローム【巨ブロッ

ク少量

：う　黒褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

1黒褐色　ロー一一ム中ブロック中鼠　ローム粒子・ローム小ブt＿ブッ

ク少量

巧土層解説

1黒褐色　し7－ム粒子。ローム小プロ、ソク少量

2　極暗褐色　リーム粒子中量，ローム小ブしトソク少量

均土層解説

1黒褐色　t－′ブーム粒子「巨軋　ローム小プロ、ソク・tトtム【l「ブロッ

ク会炭化粒子少量

？暗褐色　ローム粒子多量，ローム小プロ、ソクeローム中ブLトソク

少量

3　‥黒褐色トトーム粒f・ローム小ブロック・U－ム申ブt′＝トソク中量

培土層解説

1極暗褐色　ローム小プロ、ソク多鼠　ローム粒子・ローム中プロツ

ク少量

2　暗褐色　ローム粒子多鼠　ローム小ブロック中量

R土層解説

1黒褐色　ローム小ブロック少鼠　ローム粒子・ローム中プロ、ソク

極少墨
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褐

繍

褐

解

褐

褐

解

褐

褐

褐

ローム粒子・ローム小ブロック少量

ローム粒子多鼠　ローム小ブロック中量

ローム粒子多量，ローム小ブロック少量

ローム粒子多量，ローム小プロ、ソク少量

ロし－1－…ム粒子多量，ローム小ブロック少量

し1－ム大ブロック多量

ローム粒子・ローム小ブロック少量

ローム粒子。ローム小ブロック中量

ローム粒子・ローーム小ブロック少量

ローム粒子少量

ローム粒子中量，tl－1－ム小ブロック少量

ローム粒子・ローム小ブロックeローム中ブロック［巨量

しブーム粒子多義1しトーム小ゾt－Jツク中量

ローム粒子・1コーム小ブ「トソク中量

ローム小ブロック中鼠　ローム粒子少葺

遺物　覆土上層から流れ込みと思われる縄文土器片が出土している。

新風　時期を判定する遺物が出土していないためタ　時期は不明である。

第　号掘豊櫨建物跡　第開園）

位置　調査区の北西部中央寄り，H22C5区。

．・ノ・・′・′・ノし；・・　㌧！・′・Jノ樟′信、㍉守・豆了了　‾・ノ、＼・′　主　！ノ、㍉／∴‥つ針t′tノノ′∴、＿′・、′ノノ‥．ノ㌧・．、∴十く

L H＼、、∴1、′・予く：＼　十、′ノ言て－11・守三一こ　圭㌧’′∴　ユ、′、′；、′ん．．′′．′て〕・こ頭上・　　　　ノ∴＼）′′、t上′ノ＼、

れており，柱寸法は径20～25cnlである。

長軸方向　N－750－E

啓羞　ロームブロックを含む黒褐色土や暗褐色土を中心に版築されている。

Pl土層解説

1　黒褐色

2　黒褐色

3　‥黒褐色

巧土層解説

1　黒褐色

2　黒褐色

3　黒褐色

4　‥黒褐色

ローム粒子・ローム中ブロック極少量

ローム粒子中鼠　ローム小ブロック少量

ローム粒子・ローム小ブロック中量

ローム粒子・－コーム小ブロック中鼠　ローム中ブロック

極少量

ローム粒子中量，ローム小ブロック少鼠　ローム中ブロ

ック極少量

U－ム粒子・ローーム小ブロック少鼠　Ll－ム大プロ、ソク

極少量

ローム粒子少量，ローム中ブロック極少量

巧土層解説

1黒褐色　ローム粒子中量

2　黒褐色　ローム粒子・ローム小ブロック少量・ローム中ブロック

極少量

培土層解説

1黒褐色　ローム粒子少鼠　ローム中ブロック極少量

2　黒褐色　ローム粒子。ローム小ブロック少鼠　ローム中ブロック

極少量

3　黒褐色　ローム粒子多鼠　ローム小ブロック中量，ローム中ブロ

ック極少量
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第69図　第1号掘立柱建物跡実測図
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第70回　第2号掘立柱建物跡実測図
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R土層解説

1黒褐色

2　黒褐色

3　極暗褐色

4　極暗褐色

咤土層解説

1　黒褐色

2　黒褐色

3　暗褐色

4　暗褐色

5　黒褐色

ローム粒子・ローム小プロッタ少量

ローム粒子・ローム小プロッタ少量

ローム粒子・ローム小ブロック・ローム中ブロック中量

ローム粒子・ローム小ブロック中量

ローム粒子・ローム小ブロック中量

ローム粒子・ローム小プロッタ中量

ローム粒子多量，ローム小プロッタ中量

ローム粒子・ローム小ブロック多量

ローム粒子中量

遺物　出土していない。

所見　出土遺物がないため，時期は不明である。

第3号掘立柱建物跡（第71図）

位置　調査区の北西部，H21do区。

規模　本跡は大部分が調査区外

で，西側の3柱穴のみが確認され

ている。柱間寸法は1．8～2．2mで

ある。柱穴の掘り方は径0．8～0．9

6　暗褐色　ローム粒子多量，ローム中ブロック中量，ローム小ブロ

ック少量

吟土層解説

1黒褐色　ローム粒子・ローム小ブロック中量

2　黒褐色　ローム粒子多量，ローム小プロッタ中量，ローム中ブロ

ック少量

‰土層解説

1黒　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

2　黒　色　ローム粒子・ローム小プロッタ多量，ローム中ブロック

中量

3　黒褐色　ローム中プロッタ・ローム小プロッタ中量，ローム粒子

少量

mの円形で，深さは0・5mである。　旦21．8m

柱痕跡はPl～3とも確認できた。

長軸方向　［N－70。－E］

覆土　ロームブロックを含む黒褐

色土や暗褐色土を中心に版築され

ている。
0　　　　　　　　　　　　　　　　2m

←－1一一一一・一十一－　」

第71図　第3号掘立柱建物跡実測図

Pl上層解説

1黒褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・ローム中ブロック

極少量

2　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小プロッタ・炭化粒子少量，

ローム中ブロック極少量

3　黒褐色　ローム粒子多量．ローム小ブロック中量，炭化粒子少量

4　黒褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中プロ

ッタ少量

5　褐　色　ローム粒子多量，ローム小プロッタ・ローム中プロッタ

中量

6　褐　色　ローム粒子・ローム小プロッタ中量

7　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

8　褐　色　ローム粒子・ローム小ブロック多量，ローム中ブロック

中量

吟土層解説

1黒褐色　ローム粒子中屋，ローム小ブロック少量

2　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量

3　黒褐色　ローム粒子・ローム小ブロック多量，ローム中ブロック

少量

4　黒褐色　ローム粒子・ローム小プロッタ多量，ローム中プロッ

タ・ローム大プロッタ少量

巧土層解説

1暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

2　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中プロ

ッタ少量

3　褐　色　ローム粒子多量，ローム小プロッタ中量

4　褐　色　ローム粒子多量，ローム小プロッタ・ローム中ブロッ

ク・炭化粒子少量

5　褐　色　ローム粒子多量，ローム小プロッタ中量，炭化粒子少量

6　褐　色　ローム粒子・ローム中プロッタ中量，ローム小ブロック

少量

遺物　出土していない。

所見　第1号，第2号掘立柱建物跡と平行して建てられていることが予想されるので，本跡の3柱穴は西側の

梁行と考えられる。出土遺物がないため，時期は不明である。
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第爵号砲豊櫨建物跡（第72図）

億置　調査区の南部，J23go区。

規模　本跡は西側が調査区外に伸びており，全容は不明である。東西3間，南北2間の建物と予想される。柱

間寸法は桁行2・0～2・4m，梁行2．2m前後である。柱穴の掘り方は長径0。9～1．1m，短径0。8～1．0mの楕円形で，

深さ0。55～0．75mである。柱痕跡はP6，P7で確認できたが，それ以外ははっきりしなかった。

長軸方向　N－750－E

覆丑　ロームブロックを含む黒褐色土や暗褐色土を中心に版築されている。

R土層解説

1黒褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック極少量

2　黒褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック・ローム中ブロック

極少量

3　黒褐色　ローム粒子少亀　ローム小ブロック極少量

4　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロックeローム大ブロック

少量

5　黒褐色　ローム粒子・ローム小ブロック少量

6　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・ローム中ブロッ

ク・ローム大ブロック少量

7　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

巧土層解説

1暗褐色　ローム粒子eローム小ブロック中量

2　黒褐色　ローム小ブロック・ローム中ブロック中量，ローム粒子

少量

3　暗褐色　ローム粒子・ローム小ブロック・ローム中ブロック中量

4　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック◎ローム小ブロック

少量

巧土層解説

1黒褐色　ローム粒子・ローム小ブロック少鼠　焼土粒子極少量

2　暗褐色　ローム粒子・ローム小ブロック・ローム大ブロック少量

3　暗褐色　ローム粒子のローム小ブロック少量

4　暗褐色　ローム粒子elブーム小ブロックeローム中ブロック少量

残土層解説

1黒褐色　ローム粒子。ローム小ブロックeローム中ブロック少
＿巨蔓．

鳶邑

2　極暗褐色　ローム粒子・ローム小ブロック・ローム中ブロック少

量，ローム大ブロック極少量

3　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

4　黒褐色　ローム粒子少亀　ローム小ブロック極少量

5　暗褐色　ローム粒子・ローム小ブロック・ローム中ブロック・

ローム大ブロック少量

培土層解説

1黒褐色　ローム粒子・ローム小ブロック・ローム中ブロック少

量，焼土粒子極少量

2　黒褐色　ローム粒子・ローム小ブロック・ローム中ブロック少量

3　黒褐色　ローム粒子・ローム小ブロック少量

4　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・ローム中ブロック

少量，ローム大ブロック極少量

5　褐　色　ローム粒子少量

範士層解説

1黒褐色　ローム粒子eローム小ブロック少量，炭化粒子極少量

2　黒褐色　ローム粒子・ローム小ブロック少量

3　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック。ローム中ブロッ

ク・ローム大ブロック少量

4　極暗褐色　ローム粒子・ローーム小ブロック・ローム中ブロック少

量

5　褐　色　ローム粒子中量，ローム中ブロック・ローム小ブロッ

ク少量

巧土層解説

1黒褐色　ローム粒子・ローム小ブロック・ローム中ブロック・炭

化粒子少量

2　暗褐色　ローム粒子・U－ム小ブロック・ローム中ブロック少量

3　黒褐色　ローム粒子少亀　ローム申ブロック極少量

4　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・ローム中ブロック

少量

逸物　覆土上層から流れ込みと思われる縄文土器片が出土している。

所見　時期を判定する遺物が出土していないため，時期は不明である。

第謬号掘豊櫨建物跡（第73図）

位置　調査区の南西部，I22i6区。

規模　本跡は東側が調査区外に伸びており，全容は不明である。東西4間，南北3間の建物と予想される。柱

間寸法は桁行上6～2。1m，梁行1．5～1．6mである。柱穴の掘り方は長径0．85～1．05m，短径0。75～0。90mの楕

円形で，深さ0．3～0．6mである。柱痕跡は全てのピットから確認できた。

長軸方向　N－610－E

覆土　ロームブロックを含み，黒色土と暗褐色土が互層に版築されている。

鞍11土層解説　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5　黒褐色　ローム小ブロック中亀　ローム中ブロック少量

1極暗褐色　ローム小ブロック少量　　　　　　　　　　　　　　　6　極暗褐色　黒色土中ブロック少量，ローム粒子極少量

2　暗褐色　ローム中ブロックe黒褐色土少量　　　　　　　　　　7　黒褐色　ローム小ブロック中畳　ローム中ブロック少量

3　暗褐色　ローム粒子e黒褐色土中ブロック少量　　　　　　　　　8　黒　色　ローム小ブロック少量

4　黒褐色　ローム粒子極少量　　　　　　　　　　　　　　　　　9　暗褐色　ローム中ブロックe黒色土中ブロック少量

逸物　覆土上層から流れ込みと思われる縄文土器片が出土している。

－　95　－
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所見　時期を判定する遺物が出土していないため，時期は不明である。

第73図　第7号掘立柱建物跡実測図

0　　　　　　　　　　　　　　2m

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿⊥　！

第8号掘立社建物跡（第74図）

位置　調査区の南部，J23b4区。

規模　本跡は西側が調査区外に伸びており，全容は不明である。東西3間，南北2間の建物と予想される。柱

間寸法は桁行1・9～2・4m，梁行2．0～2．2mである。柱穴の掘り方は長径0．8～1．1m，短径0．7～1．0mの楕円形

で，深さ0．4～0．7mである。柱痕跡は全てのピットから確認できた。

長軸方向　N－890－W
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覆土　ロームブロックを含む黒褐色土や暗褐色土を中心に版築されている。

Pト5土層解説

1黒褐色　ローム粒子多量　　　　　　　　　　　　　　　　　　5　暗褐色　ローム粒子少鼠　ローム小ブロック極少量

2　黒褐色　ローム小プロッタ中量，ローム中ブロック少量　　　　　6　暗褐色　ローム小ブロック極少量，ローム大プロッタ極少量

3　極暗褐色　ローム中ブロック中量，ローム小ブロック少量　　　　　　7　褐　色　ローム小ブロック少量

4　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量　　　　　　　　8　黒　色　ローム粒子少量

遺物　覆土上層から流れ込みと思われる縄文土器片が出土している。

所見　時期を判定する遺物が出土していないため，時期は不明である。

0　　　　　　　　　　　　　2m

！　　；　一一∃
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第74図　第8号掘立柱建物跡実測図



5　道路跡

第略　膵号溝として調査した遺構については　底面に硬化面が見られることから，それぞれを第信　号道

路跡と改称した。以下き　確認した遺構と遺物について記載する。

一十一立憲ザふ．！主：一　十㌦㌣守

億置　調査区の西部夕　H2温a9区～H2且海区。

親機藍形状　南北両方面とも調査区外に延びているためタ　全容は不明である。確認した部分の規模は上腰紐淵甑

。m　下幅。～。m　深さ鋼～翫cm　全長摘m　である。断面形は　〕　状をしてお勘　底面は平坦であ

る。

方向　南側調査区外から北方向　N…0～E　に鼠m程直線的に延び　H飢g　区で北東方向　N一群…藍自こ

28Ill延びて調査区外に至る。

適路面　底面の中央紙m幅程が非常に硬く踏み締められてお勘　両側は中央部に比べやや柔らかい。

尊堂　複層からなる。土層壇はたたき締められたま層である。

土層解説

1黒褐色　tトーrム粒子極少童

2　極暗褐色　ローーム粒子少量

遺物　出土していない。

所見　出土遺物がないため，時期は不明である。

3　暗褐色　ローム中ブロック少鼠　rブーム粒子極少量

4　暗褐色　ローム粒子中鼠　ローム小ブロック極少量

JT′′工呈・誓㌦′：、r：　′：∴〕ツー．

位置　調査区の西部　Hme区～Hmg　区。

規模藍形状　東側は調査区外に延びているため芦　全容は不明である。確認した部分の幾横磯達瀾純減～圭割勘

下幅も～。m　深さ錆cm　全長拍m　である。断面形は「工ノ」状をしており，底面は平坦である。

．．′　、一、・・q　ノ′、ノ′・．‘、、＼　H　　∴　＼．く、′・、・－離蘭′項、定′〉　　ご；‥・・ノく、′　㍉十ノ∴　r、、’ノノ　、ノ　′‘三

延びて調査区外に至る。

道路面　底面の中央紙m幅程が非常に硬　踏み締められてお勘　両側は中央部に比べやや柔らか齢。遺構中央

の屈折部付近では硬化面が見られない。

覆土　3層からなる。自然堆積土層と考えられる。

土層解説

1異　色　異色土粒子多量

2　黒褐色　ローム粒子極少量

遺物　出土していない。

所見　出土遺物がないため，時期は不明である。

：1褐　色　ローム粒子多量

丁．　∴琴

当調査区の全域にわたって27条の溝を確認したが，大部分は出土遺物も少なら　性格は不明である。その中

で声　量域を区画していると思われる溝について解説し　その他については一覧表　表の　で記載する。

第　号溝　第開図）

位置　調査区の南東部，I23j3区～J24ij区。
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重複関係　本跡は第6号掘立柱建物跡と重複している。本跡がP2を掘り込んでおり，本跡の方が新しい。

規模と形状　上幅0．6～1．6m，下幅0．3～1．0m，全長55mである。断面形は「）」状をしており，底面は凹凸

がある。

方向　調査区のI23j3区から南東方向（N－450－W）に36m程直線的に延び，J23f9区でさらに南東方向（N－

640－W）に19m延びている。

覆土　4層からなり，自然堆積土層と考えられる。

土層解説

1極暗褐色　ローム粒子・ローム小プロッタ極少量

2　暗褐色　ローム粒子・ローム小ブロック少量，ローム大ブロッ

ク極少量

遺物　覆土中から流れ込みと思われる

縄文土器片と土師質土器細片が出土し ＼＼－

ている。1は縄文土器深鉢の底部～胴
0　　　　　　　5Clu

部片である。2，3は縄文地文に沈線で　！　こ　！

3　極暗褐色　ローム粒子少量

4　褐　色　ローム粒子多量，ローム大プロッタ少量

区画をし，磨消帯が設けられている。　第75図　第2号溝出土遺物実測図

所見　遺構の性格は，墓域を区画するものと考えられる。

第9号掘立柱建物跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （qm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第67図 皿 A　 lO．4 平底。休部は外傾して立ち上がる。 口縁部，休部内外面ナデ。口縁部に 砂粒，石英 P 93

1 陶　　 器 B　 l．9 緑灰色の軸が施されている。底部回 浅黄色 100％　 覆土中

C　　 4．8 転糸切 り。 良好 瀬戸灰粕皿

第3号溝（第77図）

位置　調査区の南東部，J24a3区～J24i5区。

重複関係　本跡は第178号土坑と重複している。新旧関係

は不明である。

規模と形状　上幅0．6～1．2m，下幅0．2m，全長42mであ

二二二′、・．

0　　　　　　　　　　　　5Cln

トー　－1－－－－－」

第76図　第3号溝出土遺物実測図

る。断面形は「）」状をしており，底面は凹凸がある。

方向　調査区のJ24a3区から南西方向（N－360－E）に20m程直線的に延び，J23eo区で南東方向（N－540

ーW）に22m延びている。

覆土　4層からなり，自然堆積土層と考えられる。

土層解説

1黒褐色　ローム粒子少量，ローム小プロッタ・廃土粒子・炭化粒

子極少量

2　暗褐色　ローム粒子・ローム小ブロック中量，ローム中ブロック

極少量

3　黒褐色　ローム粒子・ローム小ブロック極少量，炭化粒子微量

4　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量，炭化粒子極少

遺物　覆土中から土師質土器の細片が出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から中世と考えられる。遺構の性格は，墓域を区画するものと考えられる。

第3号溝出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第76区l 鍋 B （1．9） 底部から休部にかけての破片。平底。体部内 ・外面ナデ。 砂粒，石英，スコリア P 99

1 土師質土器 C ［18．6］ 休部は外傾 して立ち上がる。 灰褐色

普通

5％　　 覆土中

一100　－
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第5号溝（第77図）

位置　調査区の南東部，J24fl区～J24d4区。

重複関係　本跡は第9号土坑と重複している。本跡が第9号土坑を掘り込んでおり，本跡の方が新しい。

規模と形状　上幅1．0～1．2m，下幅0．2m，全長25mである。断面形は「）」状をしており，底面は凹凸がある。

方向　調査区のJ24fl区から北東方向（N～350－E）に直線的に延びている。

覆土　7層からなり，自然堆積土層と考えられる。

3・5号溝土層解説

1暗褐色　ローム粒子極少量

2　褐　色　ローム粒子極少量

3　暗褐色　ローム粒子・ローム小プロッタ極少量

4　暗褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック極少量

5　暗褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック極少量

6　暗褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック極少量

7　暗褐色　ローム粒子少量

遺物　覆土中から土師質土器の細片が出土している。1，2，4は覆土中から出土した土師質土器である。3

は陶器皿の底部～口綾部片である。5～10は縄文土器片でいずれも覆土中から出土している。5は表裏に貝殻

条痕文が施されている。6はLRの縄文が斜行気味に施されている。7，8は波状口緑の波頂部に押圧を加え

ている。9，10は縄文地文に沈線で区画が施されている。

所見　本跡の時期は，出土遺物から中世と考えられる。遺構の性格は，墓域を区画するものと考えられる。

∴＝∴　∴

塵刊

一芸二l

6

第78図　第5号溝出土遺物実測図

第5号溝出土遺物観察表

10cm

L i i

図版番号器　種計測値（qm）器　形　の　特　徴手　法　の　特　徴胎土・色調・焼成備　　考

第78図皿A［7，6］平底。休部は内管気味に立ち上がり，口緑部，体部内・外面ナデ。砂乱雲亀スコリアPlOO

1土師質土器B　　2．2

C［4．4］

口綾部は外反する。 にぷい赤褐色

普通

30％　覆土中

2

皿A［9，2］底部から口綾部にかけての破片。体口緑部，体部内・外面ナデ。砂粒，雲母PlOl

土師質土器B　　2．6

C［4．2］

部は内攣気味に立ち上がる。 にぷい褐色

普通

30％　覆土中

3

皿A［11．2］休部から口緑部にかけての破片。体口縁郡，体部内・外面ナデ。内面及砂粒PlO2

陶　　器B（3．0）部は内管気味に立ち上がり，口緑部

は外反する。

び口綾部外面に粕が施されている。灰オリーブ色

良好

20％　覆土中

4

鍋A［29．6］休部から口綾部にかけての破片。体口緑部，体部内・外面ナデ。砂軋長石，石英，雲母，スコけPlO3

土師質土器B（4．8）部は内野気味に外傾して立ち上がる。 にぷい橙色

普通

5％　覆土中
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第6号溝（第77図）

位置　調査区の南東部，I24f2区～J23b8区。

重複関係　本跡はI24f2区で第28号土坑と重複している。本跡が第28号土坑を掘り込んでおり，本跡の方が新し

い。

規模と形状　上幅0．6～1．6m，下幅0．2～0．8m，全長49mである。平面形は「コ」の字状で，断面形は「＼ノ」

状をしており，底面は凹凸がある。

方向　調査区のI24f2区から南東方向（N－440－W）に10m程直線的に延び，I24h4区で南西方向（N，480

－E）に30m程直線的に延び，さらにJ23d9区で北西方向（N－550－W）に9m延びている。

覆土　4層からなり，自然堆積土層と考えられる。

土層解説

1褐　色　ローム粒子多量，炭化粒子極少量

2　褐　色　ローム粒子多量，黒色土混入

3　褐　色　ローム粒子多量

4　褐　色　ローム粒子多量

遺物　覆土中から土師質土器や流れ込みと思われる縄文土器片が出土している。1は土師質土器鍋の体部～ロ

緑部片である。2は口緑部片で太沈線で区画された中に短沈線で文様が施されている。3，4は縦位の縄文施

されている。

所見　本跡の時期は，出土遺物から中世と考えられる。遺構の性格は，墓域を区画するものと考えられる。

3　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4

第79図　第6号溝出土遺物実測図

第6号溝出土遺物観察表

0　　　　　　　　　　　　　10cm

j　　　　；　　　＿」

図版番号器　種計測値（om）器　形　の　特　徴手　法　の　特　徴胎土・色調・焼成備　　考

第79園鍋A［32．2］休部から口緑部にかけての破片。体口緑部，体部内・外面ナデ。砂粒，長石，雲母PlO6

1土師質土器B（3．3）部は外傾して立ち上がり，口綾部は

肥厚する。

にぷい橙色

普通

5％　覆土中

第7A号溝（第77図）

位置　調査区の南東部東寄り，I23C7区～I24h3区。

重複関係　本跡は，I23C7区で第116，180号土坑を，

I23d8区で第179号土坑を，I23f9～0区で第9号掘立柱

∵‾　∴
0　　　　　　　　10cm

し＿＿＿＿＿＿＿＿⊥　　　」

第80図　第7A号溝出土遺物実測図
建物跡を，I24gl区で第38号土坑を，I24h2区で第37号

土坑を，I23fo区で第7B号溝をそれぞれ掘り込んでお

り，本跡の方が新しい。

規模と形状　上幅0．7～1．0m，下幅0．2～0．4m，全長32mである。断面形は「＼J」状をしており，底面は凹凸

がある。

方向　調査区のI23C7区から南東方向（N－490－W）に直線的に延びている。

覆土　4層からなり，自然堆積土層と考えられる。
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土層解説I

l　暗褐色　ローム粒子・ローム小プロッタ少量

2　褐　色　ローム小ブロック多量

土層解説J

l　暗褐色　ローム粒子・炭化粒子極少量

2　暗褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子極少量

3　褐　色　ローム粒子少量

4　褐　色　ローム粒子多量

覆土　2層からなり，自然堆積土層と考えられる。

遺物　覆土中から土師質土器や陶器の細片が出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物や第9号掘立柱建物跡や墓域を掘り込んでいることから中世以降と考えられる。

第7A号溝出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （om） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第80図 皿 A ［9．6］ 休部から口緑部にかけての破片。体 口縁部，体部内 ・外面ナデ。 砂粒 P lO7
1 土師質土器 B （2．6） 部は内攣気味に外傾して立ち上が り，

口綾部は外反する。
明赤褐色

普通

10％　 覆土中

2

皿

陶　　 器

B （1．8）

C ［6．4］

底部片。削 り出し高台。 内・外面施軸。 砂粒

オリーブ灰色

良好

P lO9

5％　 覆土中

第7B号溝（第77図）

位置　調査区の南東部，I23e4区～I23fo区。

重複関係　本跡はI23e4区で第7号住居跡を，

I23e4区で第24号溝をそれぞれ掘り込んでお

‾「二二，二
0　　　　　　　　　　　　10cM

l－十一一一一1－－」

。，本跡の方が新しい。また，I23d6～7区で第　　第8個　第7B号溝出土遺物実測図

28，29号満と，I23fo区で第7A号満とそれぞ

れ重複しており，いずれも掘り込まれているので，本跡の方が古い。

規模と形状　本跡は第7A，28及び29号溝に掘り込まれているので，全容は不明である。確認した部分の規模

は上幅0・6～1・4m，下幅0・2～0・6m，全長26mである。断面形は「）」状をしており，底面は凹凸がある。

方向　調査区のI23e4区から北東方面（N－480－E）に6m程直線的に延び，I23d6区で南東方向（N－610

－W）に20m程直線的に延びている。

遺物　覆土中から須恵器細片が出土している。

所見　本跡の時期は，第7A号溝より古いが，中世以降と考えられる。

第7B号溝出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第81図 重富 A ［18．0］ 休部か ら口綾部 にか けての破片。 口 口縁部，体部内 ・外面ナ デ。口綾部 砂粒，長石 P 112
1 須 恵 器 B （4．1） 縁部 は外反 する。 下端 に 7 本 1単位 の細い沈線 による

波線が横位に施 されてい る。

暗灰色

良好

5％　　 覆土中

図版 番号 器　　　　 種
計　　　　 測　　　　 値

備　　　　　　 考
長 さ （cm） 幅 （cm ） 厚 さ （cm） 重量 （g ）

第 81 図 2 刀　　　　 子 4．4 1．5 0．2 4 M l l，覆土中

第8号溝（第77図）

位置　調査区の北東部から南東部にかけて，H24j6区～I24g4区。

重複関係　本跡はH23fo区で第41号土坑を，H23g9区で第39号土坑を，H23ho区で第11号溝を，I23a8区で第

10，24号清を，I24d2区で第29号土坑をそれぞれ掘り込んでおり，本跡の方が新しい。

規模と形状　北東部，南東部両方向とも調査区外に延びているため，全容は不明である。確認した部分の規模
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は上幅1．2～1．6m，下幅0．2～0．6m，全長［69m］である。断面形は「）」状をしており，底面は凹凸がある。

方向　調査区のH24j6区から南西方向（N－31。－E）に23m程直線的に延び，I23a8区で南東方向（N－570

－W）に20m程直線的に延び，I24d2区で南に5m程延び，I24e2区で南東方向（N－560－W）に11m程直線

的に延びている。

覆土　2層からなり，自然堆積土層と考えられる。

土層解説

1暗褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化材極少呈

2　暗褐色　ローム粒子少量，ローム小プロッタ・焼土粒子・炭化粒

遺物　覆土中から土師質土器や陶器の細片が出土している。

子極少量

所見　本跡の時期は，出土遺物や第2号地下式堀を掘り込んでいることから，中世以降と考えられる。

＼tI＿毛戸考

＼」

千・二
I

S＝す

第82図　第8号溝出土遺物実測図

第8号溝出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （皿） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第8 2図 茶　　 碗 B （1．7） 底部 か ら休部下位 にかけての破片。 内 ・外面透明粕。絵柄 は型紙絵付 け。砂粒 P l1 4

1 陶 磁 器 D ［3．6］

E　　 O．3

削 り出 し高台。休部 は内攣気味に立

ち上 がる。

浅黄色

良好

5％　　 覆土 中

2

茶　　 碗 B （2．4） 底部 か ら体部下位 にか けての破片。 内 ・外面透明粕。絵柄 は紙型絵付 け。砂粒 P 11 5

陶 磁 器 D ［4．6］

E　 1．0

削 り出 し高台。休部 は内管気味 に立

ち上が る。

灰白色

良好

5％　　 覆土中

3

捨　　 鉢 B （3．9） 底部か ら休部下位 にか けての破片。 休部外面 ナデ。内面 に 6 本 1単位 の 砂粒，石英 P l16

土師質土器 C ［14．2］ 平底。体部は直線的 に立ち上がる。 櫛 目が施 されている。 黒褐色

普通

10％　　 覆土中

図版 番号 器　　　　 種
計　　　　 測　　　　　 値

石　　 質 出 土 地 点 備　　 考

長 さ （cm ） 幅 （G m ） 厚 さ （m ） 重 量 （g ）

第 82 図 4 礫　　　　 器 8 4．4 2．6 7 7．5 亘　　 岩 覆　 土　 中 Q 3 1

図版番号 鋳　　　　　 名
初　 鋳　 年　 （ 西　 暦 ）

出　 土　 地　 点 備　　　　　　 考 ．
時　 代 年号 （西暦 ）

第82 図5 寛　 永 通　 宝 江　 戸 1668 年 覆　　 土　　 中 M 12，覆土中

第24号溝（第77図）

位置　調査区の中央部，I23a8区～J22d8区。

重複関係　本跡はI23a8区で第8号溝に，J22d8区で第27号溝にそれぞれ掘り込まれており，本跡の方が古い。

また，本跡は第7号住居跡を掘り込んでおり，本跡の方が新しい。

規模と形状　本跡は第8，27号溝にそれぞれ掘り込まれているため，全容は不明である。確認した部分の規模は

上幅0．6～1．6m，下幅0．2～0．6m，全長「66m」である。断面形は「）」状をしており，底面は凹凸がある。
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方向　調査区のI23a8区から南西方向（Nr41。－E）に32m程直線的に延び，南方向（N－120－W）に3m程

延び，さらに南西方向（N－390－E）に31m程直線的に延びている。

覆土　6層からなり，自然堆積土層と考えられる。

土層解説
1黒褐色　ローム粒子・ローム小ブロック・焼土粒子極少量

2　黒褐色　ローム中プロッタ・焼土粒子少量

3　黒褐色　ローム粒子・ローム小ブロック・炭化粒子少量

4　褐　色　ローム粒子多量

5　暗褐色　ローム粒子・ローム小ブロック少量，ローム中ブロック
極少量

6　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

遺物　覆土中から土師質土器や陶磁器の細片が出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から中世と考えられる。遺構の性格は，墓域を区画するものと考えられる。

t二二亡フ3

第83図　第24号溝出土造物実測図

第24号溝出土遺物観察表

く⊃ 0　　　　　　　　　　　　　　　10cm

！　　　；　　　！

図版番号器　種計測値（cm） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成備　　考

第83図自喜八画盃A［7．6］底部から口緑部にかけての破片。低内・外面透明柚。休部下位から底部砂粒 P123

1 磁　　器B　　3．5

D　　3．0

E　　O．5

い高台を有す。休部は下位で屈曲し

て立ち上がり，ロ緑部は外反する。

全体は八角形を成す。

無窄由。 灰白色

良好

40％　覆土中

2

高台付皿

陶磁器

B（1．6）

C［3．8］

底部片。削り出し高台。 内・外面施粕。絵柄は型紙絵付け。砂粒

灰白色

良好

P124

10％　覆土中

3
宣E
陶磁器

B（0．7）

C　　2．4

底部片。削り出し高台。 内・外面鉄軸。高台部無職。 砂粒

にぷい黄色

良好

P125

5％　覆土中

4

内耳鏑A［33．0］体部から口緑部にかけての破片。体口緑部，体部内・外面ナデ。 砂粒 P126

土師質土器B（7．1）部は外傾して立ち上がる。 明褐色

普通

5％　覆土中
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第鍼考湧　第閻図ラ

位置　調査区の中央部，I23dγ区～I23efう区。

重複関係　本跡はは鍼区で第鼠蟻号土坑をタ　は鍼区で第　B号溝と第3号地下式壕をタ　亙23e5区で第4号地

下式壕をそれぞれ据　込んでお勘　本跡の方が新し齢。

規模藍形状　確認した部分の規模は上幅の～ゆm　下幅のm　全長浮。m　である。断面形は「し」状を

しており，底面は凹凸がある。

・．車ゝ・ペソ主．ノ∴：′くノノ）、。・ノlノノー・：ヽ　・　′工　　言ふ㌦′、吏■針、、、る′

遺物　出土していない。

所農　本跡の時期は　第勘　考地下式域を据　込んでお酌　中世以降と考えられる。

第調号溝　第閻図）

位置　調査区の南東部，I23dT区～I23i：う区。

重複関係　本跡は亙2鍼区で第　B号溝をタ　臓e区で第摘号ま坑をタ　は海区で第臓号圭坑をそれぞれ掘り

込んでおり，本跡の方が新しい。

・、一工、十ふ弓．‘．「告ノ′　′二分′ノ′！弓∴捌．・、、　日　、・言／′、＿　′㍉ぺ　′：、、′一！一ノノ，．ら蘭．、

状をしており，底面は凹凸がある。

方向　調査区のI23d7区から南西方向（N二37し’lE）に直線的に延びている。

覆土　2層からなり，自然堆積土層と考えられる。

土層解説

1暗褐色　tlトーム粒子・しトム小ゾロ、ソク申品　粘土小プロ、ソク少　　2　褐　色　しトーム粒子中量

量

遺物　出土していない。

一　／＼‾J・信ノ　言∴ハ　∫、′．′′　、；ノ　∴‥ノー′・t，’′、′′．・・、・ノ　　　′∴′、‥三．、．・・′　ノ

了∴了一′　：ノ、．、′く：

第1号溝土層解説

1褐　色　ローム粒子・ローム小ブロック少量．焼土粒子極少量

コ　褐　色　ローム粒子・焼土粒子極少量

：－i　褐　色　ローム粒子少量

Ll　褐　色　ローム粒子少量

第4号溝土層解説

1暗褐色　ローム粒子・焼土粒子極少嶺

コ　暗褐色　ローム粒子・焼士粒子極少量

：1褐　色　ローム粒子・しブーム小ブtJツク極少量

第9号溝土層解説

1暗褐色　ローム粒子・ローム小ブロック・ローム中ブロック極少量

2　褐　色　ローム粒子多量

第10号溝土層解説

1暗褐色　ローム粒子少鼠　焼土粒子・炭化粒子桓少量

？　褐　色　ローーlム粒子少鼠　ロし一一一ム小プロ、ソク桓少量

：i　褐　色　ローム粒子中鼠　ローム小ブロック極少量

第11号溝土層解説

1極暗褐色　ローム粒子・ローーム中プロ、ソク中量、ローム小ブロッ

ク少量

2　褐　　色　ローム粒子中鼠　ローム小プロ、ソク・ローム中ブロッ

ク少量

こう　暗褐色　ローム粒子中量，．ローム中プロ、ソク少量

第14号溝土層解説

1黒褐色　ローム粒子中量　ローム小ブロック少量

2　暗褐色　ローム粒子多鼠　ローム小ブロック中量

第15号溝土層解説

‾1暗褐色　rJ－ム粒子eローム小ブロック少量

2　褐　色　ローム粒子多鼠　ローム小ブロック少量

第20号溝土層解説

1褐　色　ローム粒子・ローーム小ブt‾′トソク極少量

？　暗褐色　tl‾トーム粒子・ローム小ブしトソク極少童

：う　褐　色　ローーム粒子中量

1　暗褐色　ローム小ブロック中量，ローム粒子少量

第23号溝上層解説

1暗褐色　ローム粒子極少量，黒色土混入

2　暗褐色　ローム粒子少鼠　黒色土混入

第25号溝土層解説

1暗褐色　ローーム粒子・ローム小ブロック少鼠　焼土粒子極少童

2　暗褐色　し1－ム粒子中量，ローム小ブロック少量

第26号溝土層解説

1褐　色　ローム粒子中鼠　炭化粒子極少量

2　暗褐色　ローム粒子。1コーム小ブロック少量、ローム大ブtトソク

極少登

：う　暗褐色　一二ト・ム粒子・ローム小ブロックeローム中ブロック少量

Ll　暗褐色　r‾－1－ム粒子・ローム小ブロック・ロームトトブロック少

鼠　焼土粒子極少量
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第温号溝出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第85図 鍋 Å ［31．2］ 休部から口緑部にかけての破片。体 目線部†体部内 ・外面ナデ。

i　　　　　　　　　　 i

砂軋 雲母，スコリア P 95

1 土師質土器

i

B （5．の 部は外傾して立ち上が り，日録部は

肥厚する。
にぷい橙色
普通　　 ！

5％　 覆土中

第m号溝出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第85図 播　　 鉢 B （3．0） 底部から体部下位にかけての破片。 口緑部，体部内・外面ナデ。内面に 砂粒，長石 P l18

2 土師質土器 C ［16．6］ 体部 は外傾して立ち上がる。 5 本 1単位 の細い櫛目紋が施されて 橙色 10％　 覆土中

いる。 普通

3

・ニたこご雲貰 A　 L仕 6］ 日録部片。目線部は肥厚する。 体部内 ・外面ナデ。内 ・外面施柚。 砂粒 P IH）

陶　　 器 B （3．6） 黄褐色

良好

5㌔　 覆土中

第路号溝出土遺物観察表

図版番可 器 種 計測酎 cm）！　 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴　　 極 土色鰯 機 可　 備　 考

第85図　　 塔
4　　 須恵 器

B （2．7）底部から体部にかけての破片。体部
C 「5朝　 は直線的に立ち上がる。

体部内・外面ロクUナデ。　　　　　 砂粒　　　　　　　 P 120
灰黄褐色　　　　　　 5％　 覆土中
良好

第18号溝出土遺物観察表

図版番号 器　種 計測値 km）　　　 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土◎色調欄 可　 備　 考

第85図 天目茶碗 B　 2．1　底部から体部にかけての破片。削り 体部内砂外面ナデ。体部外面下位無 窯≡色　 控 瀾

5 陶 磁器 C　 4．8　 出し高台。休部は内攣気味に立ち上
がる。

粕。

第摘号溝出土遺物観察衷

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 の色調 ◎焼成 ！ 備　 考

第85図 二法こご笠E A ［26．0］ 頸部へ／日録部片。頸部 は直線的 に立 体部内 ・外面 ナデ。。目線部，休部 砂粒　 石英　　　　 P 12 2

6 陶　　 器 8 （3．0） ち上 がる。 口緑部 は大 きく外反 し， 内 ・外面鉄軸。 暗赤褐色　　　　　　 5％　 覆土中

目線端部 は上方につまみあげられて

いる。

良好

第26号溝出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　　 形　　 の　　 特　　 徴　　 及　　 び　　 文　　 様 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第85図

7

深　　 鉢

縄文土器

B （3．3）

C ［9．2］

B （1．2）

底部片。底面近 くは，縦位のナデが施されている。 砂軋 長石，石蚤 雲母

にぷい黄橙色
普通

P l＿27

5％　 覆土中

8

深　　 鉢

縄文土器

C 「6．41 底部片。平底。 砂粒

にぷい橙色
普通

P 128

5％　 覆土中

第27号溝出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （細） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第85図 皿 Å ［7．5］ 底部から目線部にかけての破片。平 体部内◎外面ナデ。底部回転糸切り。砂粒 P 129
9 陶　　 器 B （1．5） 底。休部は外傾して立ち上がり，口 休部内面，目線部外面鉄粕。体部外 桶 帆 外面明赤褐色 川㌔　 覆土車

C ［3．0］ 縁部は屈折して立ち上がる。 面無粕。 良好

皿 H （1．2） 底部から休部にかけての破片。平底。体部内 ・外面ナデ。体部内面鉄柵。 砂粒 P 130

10 陶　　 器 C ［招 1 休部は大きく外傾して立ち上がる。 体部外面，底部無恥。 内面暗赤色外面灰褐色

良好

10㌔　 覆土申

皿 B （0．7） 底部から体部下位にかけての破片。 体部内 。外面ナデ。休部内面鉄瓶。 砂粒 P 131
11 陶　　 器 C ［3．2］ 体部は大きく外傾して立ち上がる。 体部外薗　 底部無和。 内面暗赤褐色外面明赤褐色

良好
5％　 覆土中

ー1＿1（‾）－



第11号溝出土遺物観察表

図版番号 器　　　　 種
計　　　　 測　　　　 値 巨 質

出 土地 点 備　　 考
長 さ （cm） 幅 （cm ） 厚さ （cm） 重量 （g ）

第 85図12 砥　　　　 石 6．6 3．9 2．7 90．2 花 崗 岩 覆　 土　 中 Q 32

第12号溝出土遺物観察表

図版番号 器　　　　 種
計　　　　 測　　　　 値 巨 質

出土地点 備　　 考
長さ （cm） 幅 （cm ） 厚さ （cm） 重量 （g ）

第 85図 13 砥　　　　 石 9 2．8 1．8 72．3 凝 灰 岩 覆　 土　 中 Q 34

14 砥　　　　 石 7．3 3．5 1．9 66．6 花 崗 岩 覆　 土　 中 Q 35

表5　甚五郎崎遺跡溝一覧表

溝

番　号
位置 方　　　 向 形　　　 状

規　　　　 模 唇

底面 覆土 出　 土　 遺　 物
備　　　　　　　　　 考

新旧関係 （古→新）長さ
（m ）
霊 畑 譜 深 さ

（cm ）

1 K 24区 西→東 ほぼ直進状 16
18車 2

26 緩斜 皿状 自然 縄文土器片，土師質土器片，礫片

2 J 23区 北西→南東 直　 進　 状 55 70 27 9 緩斜 平坦 自然 縄文土器片，土師質土器片 SI…6→本跡

3 J 24区 北東一→南東 L　 字　 状 42 86 23 25 外傾 平坦 自然 土師質土器片，礫片，貝 本跡→SD …5

4 J24区 北東→南西 直　 進　 状 15 140 40 51 外傾 平坦 自然 縄文土器片

5 J 24区 北東→南西 直　 進　 状 25 80 20 22 外傾 平坦 自然 絶文土器片，土師質土器片，陶器片 SK …9→本跡

6 I24区 北西→北東 コ　の字 状 49 118 60 20 外傾 平坦 自然 土師質土器片，礫片 SK －・29→本跡

7A I 23区 北西→南東 直　 進　 状 32 94 34 10 外傾 平坦 自然 縄文土器片，土師質土器片，陶器片 SK骨 3机16，179，瑚 SB…9SD－7B→本跡

7B I 23区 北西→南東 直　 進　 状 26 96 56 11 緩斜 平坦 自然 縄文土器片，土師質土器片，須恵器片 SD勃 SU ト本跡→SD…7A，28，29

8 H 23区 南東→北東 L　 字　 状 69 155 28 50 外傾 皿状 自然 縄文土器軋　 土師質土器片，陶磁器片 SK ～39，41，SD …10，11，24→本跡

9 I24区 南西→北東 直　 進　 状 19 114 14 23 外傾 皿状 自然 縄文土器片

10 I23区 南東→北西 直　 進　 状 20 1日1
40 巨 7

外傾 平坦 自然 本跡→SD …8

11 H 23区 南東→北東 クランク状 43 160 80 33 外傾 凸凹 自然 縄文土器片，土師質土器片，陶器片

12 G 23区 東→西 直　 進　 状 15 74 36 27 外傾 平坦 自然

13 G 23区 南→北 直　 進　 状 22 68 34 20 外傾 平坦 自然 絶文土器片

14 H 22区 西→東 直　 進　 状 40 84 32 38 緩斜 平坦 自然 縄文土器片，須恵器片

15 I22区 北→南 ほぼ直進状 13 70 28 15 緩斜 傾斜 自然

18 H 21区 北→南 ほぼ直進状 17 94 50 12 外傾 平坦 自然 縄文土器片，陶磁器片

19 H 21区 北→南 ほぼ直進状 10 38 10 20 外傾 平坦 自然 縄文土器片，土師質土器片，陶器片

20 H 21区 北西→南 L　 字　 状 25 114 56 32 緩斜 平坦 自然

21 H 20区 北→南 直　 進　 状 7 110 58 25 外傾 皿状 自然

22 I22区 北西→南東 直　 進　 状 22
5車 8

13 緩斜 平坦 自然

23 I 22区 北西→南東 直　 進　 状 10 60 35 15 緩斜 平坦 自然

24 I 23区 南西→北東 ほぼ直進状 66 94 36 25 緩斜 平坦 自然 縄文土器片，土師質土器片，陶磁器片 SI－7→本跡→SD －8，27

25 J 23区 北東→南東 L　 字　 状 40 106 18 25 緩斜 平坦 自然 縄文土器片，，土師質土器片

SK －115，119，177→本跡

26 J22区 北東→南西 直　 進　 状 27 130 20 45 外傾 平坦 自然 縄文土器片，須恵器片，土師質土器片

27 J 22区 北西→南 L　 字　 状 29 140 108 16 外傾 平坦 自然 縄文土器片，須恵器片，陶磁器片

！

！

28 I23区 南西→北東 直　 進　 状 7．4 80 20 14 緩斜 皿状 自然

29 I 23区 南西→北東 直　 進　 状
25 i 60 i 20

30 外傾 平坦 自然
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7　遺構外出土遺物

当調査区の遺構外から出土した遺物について，縄文土器は拓影図で紹介し，他の遺物は一覧表で紹介する。

縄文藍番線拓影園（第86～92図）

第1群の土器（第86図1～9）縄文時代早期に比定される土器を本群とする。

a類　井草式に比定される土器

1は口唇部が肥厚で外反し，目線部下に撚糸で横方向に施文されている。

b類　田戸下層式に比定される土器

2は胴部片で，2本の太沈線が平行に横鑑　斜位に施され，太沈線の間に刺突文が施されている。

C類　茅山下層式に比定される土器

3～7は目線部片，8，9は胴部片で，表裏に条痕文が施されている。

第2群の土器（第86◎87図10～36，82，83）縄文時代前期に比定される土器を本群とする。

a類　開山式に比定される土器

10，11はコンパス文，12，13は組紐縄文，14はループ文で日録部に斜位の沈線文が施されている。15は組

紐と単節で羽状構成がなされている。

b類　浮島式に比定される土器

16は爪形文，17は貝殻腹経文が施されている。18は条線19は沈線で文様が施されている。20～23は口唇

に刻み目が施され，20，21は沈線文，22，23は爪形文が施されている。24，25は胴部片で，変形爪形文，

三角刺突文が施されている。

C類　興津式に比定される土器

26～29は日録部片で，日録に短沈線が施文されている。30は連続三角刺突文と条線丸　31は波状貝殻文テ

32は変形爪形文が施されている。

d類　諸磯式に比定される土器

33は目線部片で，地文縄文に浮線文と刻み目が施されている。

e類　粟島台式に比定される土器

3射ま日経部私　35，36は胴部片で，縄紐の直曲文的圧痕文が施されている。

第3群の土器（第86◎87図37～53）縄文時代後期に比定される土器を本群とする。

a類　称名寺I式に比定される土器

37～41，43は縄文を施し，太沈線で文様を描き区画内が磨消されている。46はさらに区画外に円形竹管に

ょる刺突文が施されている。4射ま波状日録で波頂部に小突起が見られ，区画内に縄文が施されている。

b類　称名寺私式に比定される土器

42，45は太沈線で描かれた区画内に刺突文がを施されている。47へ49は波状日経で，太沈線で描かれた区

画内に縄文や刺突文が施されている。50～52は胴部片で，区画内に刺突文が施されている。53は沈線で斜

格子文が施されている。

C類　堀之内I式に比定される土器

5射ま縄文地文に短沈線が施され，55は半裁竹管による平行沈線で区画されている。56は目線外面に沈線が

巡らされ，波頂に刺突文がを施され，縦鑑　斜位の沈線がを施されている。57は波状目線で，隆帯を用い

て楕円形のモチーフが描かれている。58，61は日録外面に指頭による押圧がを施されている。59，60，62
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は口緑外面に沈線がを巡らされている。63，65～68は胴部片で，縄文地文に沈線が施されている。64は沈

線による縦位，斜位の文様が施されている。70，71は櫛歯状工具による細沈線が連続して施されている。

73，74は波状口緑で，73は口唇に刻み目が施されている。75，76，79は縄文が横方向に施され，78は複節

縄文地文に縦位の太沈線が2本施されている。77は撚りもどしの縄文が施されている。80は条線で文様が

施されている。81は単節の縄文が粗く施されている。

d類　堀之内II式に比定される土器

69は胴部で，沈線で直，曲線的な文様が描かれている。

第4群の土器（第87図82，83）新潟県地方の三十稲葉式土器様式

82は箆状工具による刺突文が施され，83とともに豆粒状突起がを施されている。

二∴

第88図　遺構外出土遺物実測図（3）

遺構外出土遺物観察表
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図版番号 器　種 計測値（C汀l） 器　　 形　　 及　　 び　 文　　 様　　 の　　 特　　 徴 胎土・色調・焼成 備　　 考

第88図 浅　　 鉢 A ［22．0］胴部から口縁部にかけての破片。胴部は外傾して立ち上がり，口綾部は内 砂粗 石見 スコリア P143
1 縄文土器 B （8．2）攣気味に立ち上がる。胴部には斜位の条線が施されている。 橙色

普通

5％　表面採集

2

探　　 鉢 把手片。中央に孔が穿たれている。外面には粘土紐の貼り付けによるC字 砂粒 P145
縄文土器 状の隆帯がある。 橙色

普通

5％　表面採集

ー115　－



図版番号 器 極 細 酎 cm）i　 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴　　 庫 か 朗 抽 舶 4　 儲旨　 考

第相国 l深　 鉢　　　　　 把手片。中央と工面に孔が穿たれている。外面中央には刺美文が施されて　 砂粒　 石英　　　 P H 6

3　　 縄文土器　　　　　 いる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 にぷい橙色　　　　 5㌔　 表面採集

普通

尖底深鉢 B ‖ 湖 底部片。底部は砲弾形をし 外商に縦位の員殻条痕文が施されている。胎 砂粒 長石　　 指 摘ア

ヰ　　 縄文土器　　　　　 士に繊維を含む。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 摘敵い楠 鱗絶　　 5㌔　 表面採集

普通

尖底深鉢　 B （ユの　 底部片。底部は砲弾形をし†外面に縦位の貝殻条痕文が施されている。胎　 砂粒　 長石　　　 P l粛

う　　 縄文土器　　　　　 土に繊維を含む。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 桶 難色ダ摘坤補色　　 5㌔　 表面採集

普通

深　　 鉢　 H　は ．9） 底部か引陣酔こかけての破片。平底。胴部は外傾して立ち上がる。　　　 砂粒　　　　　　 P l亜

6　　 縄文土器　 C 「γ・01　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 にぷい褐色　　　　 5㌔　 表面採集

普通

深　　 鉢　 B （3．6） 底部から月同部にかけての破片。底部は突出気味。胴部は外傾して立ち上が　砂粒　　　　　　 P 150

γ　　 縄文土器　 C 〔9刈　 る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 にぷい橙色　　　　 5％ ・表面採集

普通

深　　 鉢　 8 （2．5） 底部か瑚同部にかけての破片。平底。底部は突出気味で，内面は中央が盛　 砂粒1 スコリア　　 P 151

8　　 縄文土器　 C　 8・2　 り上がっている。胴部は外傾して立ち上がる。　　　　　　　　　　　 灰褐色　　　　　　 5㌔　 表面採集

普通

深　 鉢　 H （2．5日 底部か周陣酔こかけての破片。平底。底部は突出気味で，胴部は直角に近　 砂粒　 石英，雲母　 P 152
リ　　 縄文士若　 し　白1耳　 い角度で立ち上がる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 にぷい橙色　　　　 仇　 表面採集

普通

深　　 鉢　 H （吊） 底部か瑚同部下位にかけての破片。平底。胴部は外傾して立ち上がる。　 砂粒　　　　　　 P 153
10　 縄文土器　 C　L 8．81　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 にぷい橙色　　　　 5㌔　 表面採集

普通

深　 鉢　 B　は湖　 底部から胴部下位にかけての破片。平底。胴部は直角に近い角度で立ち上　 砂甑 石菟　 雲母　 ㌘154
11　 縄文土器　 C　白2瀬　 がる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 にぷい赤褐色　　　 5㌔　 表面採集

普通
雷

深　　 鉢

i　　　　　　　　 i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 i　　　　　　　　　　　　　　　 l

B （？誹　 底部か周陣邪下位にかけての破片。底部は突出しており，胴部は直角に近　 砂粒 石英　　　 P 155

は　　 縄文土器 C　 星　 い角度で立ち上がる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 にぷい褐色　　　　 5㌔　 表面採集

普通

深　　 鉢 H （2．9） 底部片。底部は突出気味で胴部は外傾して立ち上がる。　　　　　　　　 砂粒　　　　　　 P 156

蓬．3　　 縄文土器 C 「1冊 1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 にぷい褐色　　　　 5㌔　 表面採集

普通

深　　 鉢

lJ　 縄文土器

霊 証 部片0 上げ底気味の底部で中如 薄 なる0　　 尉 霊 五 孟 輔 集

深　　 鉢 H （2．6） 底部から胴部下位にかけての破片。胴部は内轡気味に立ち上がる。　　　 砂粒　　　　　　 P 158

15　　 縄文土器 C　‖）・21　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 橙色　　　　　　　 5㌔　 表面採集

普通

深　　 鉢 8 （3・7） 底部から胴部下位にかけての破片。胴部は外傾して立ち上がる。　　　　 砂粒　 石英，長石　 P 159

16　　 縄文土器 C　 白根」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 明赤褐色　　　　　 5％　 表面採集

普通

深　　 鉢 B （lJ ） 底部片。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 榊軋長五石塔 誓拇　 P 160

17　　 縄文土器 し 「仕 両　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 にぷい褐色　　　　 5㌔　 表面採集

普通

深　　 鉢 H （3」） 底部か現郁雄下位にかけての破片。胴部は外傾して立ち上がる。　　　　 砂粒　 石英　　　 P 161
18　　 縄文土器 C ［且21 にぷい橙色　　　　　 5％　 表面採集

普通

深　　 鉢 8 （告） 底部から胴部下位にかけての破片。胴部は直角に近い角度で立ち上がる。　 砂粒　　　　　　 P 162

19　　 縄文土器 C　白2潮　 胴部は雑な組文が施きれている。　　　　　　　　　　　　　　　　 にぷい褐色　　　　 5％　 表面採集

普通

深　　 鉢 B （2．5） 底部か現同部下位にかけての破片。胴部は直角に近い角度で立ち上がる。 砂粒　 石英　　　 P 163

20　　 縄文土器 C 「5」1 無紋。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 にぷい赤褐色　　　 5㌔　 表面採集

普通
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遺構外出土遺物観察表
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図 版 番 号 器　 種 計 測 値 （c m ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色 調 ・焼 成 備　　 考

第 8 9 図 茶　　 碗 A ［1 0．4］ 休 部 か ら 口 緑 部 に か け て の 破 片 。 体 内 ・外 面 透 明 粕 。 外 面 に 紙 型 絵 付 け 砂 粒 P 1 3 2

1 陶 磁 器 B （ 3 ．2） 部 は 内 管 気 味 に 立 ち 上 が る 。 に よ る 絵 柄 。 灰 白 色

良 好

5％　 表 面 採 集

2

皿 A　　 7 ．8 平 底 。 休 部 は 外 傾 し て 立 ち 上 が り， 内 面　 口 緑 部 外 面 ナ デ 。 底 部 回 転 糸 砂 粒 ，雲母 ， ス コ リア P 1 3 3
土 師 質土 器 B　　 2，5

C　　 4．0

口 緑 部 は わ ず か に 外 反 す る 。 切 り 。 に ぷ い 橙 色

普 通

1 0 0 ％　 表 面 採 集
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図版番号 器　種 計測値（cm） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　　 考

第89図 皿 A　　5．8 休部．口緑郡一部欠損。平底。休部内・外面ナデ。底部回転糸切り。 砂粒 P134

3 土師質土器B　 1．3

C　　3．7

は直線的に立ち上がる。 にぷい橙色

普通

75％表面採集

4

皿 A ［9．0］休部．口綾部一部欠損。平底。休部内・外面ナデ。底部回転糸切り。 砂粒 P135

土師質土器B　　2．8

C　　3．6

は外傾して立ち上がる。 浅黄橙色

普通

50％表面採集

5

皿 A ［6，2］底部から口緑部にかけての破片。平内・外面ナデ。底部回転糸切り。 砂粒 P136

土師質土器B　　2．1

C　　3．6

底。休部は内管気味に立ち上がり，

に外反する。口緑郡は外反する。

にぷい橙色

普通

45％表面採集

6

皿 A ［6．8］底部から口縁部にかけての破片。平内・外面ナデ。底部回転糸切り。 砂粒，雲母，スコリアP137

土師質土器B　 1．9

C ［4．4］

底。休部は内攣気味に立ち上がる。 にぷい橙色

普通

45％表面採集

7

皿 B （0．9）底部から体部下位にかけての破片。底部回転糸切り。 砂粒，雲母 P138

土師貿土器C　　4．4 平底。休部は大きく外傾して立ち上

がる。

にぷい橙色

普通

25％表面採集

8

皿 B （1．2）底部から休部下位にかけての破片。底部回転糸切り。 砂粒 P139

土師質土器C　　4．4 平底。休部は大きく外傾して立ち上

がる。

にぷい黄橙色

普通

25％表面採集
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図版 番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第89図 灯 明 皿 A ［9．01 底部か ら目線部 にかけての破片。平 内 ・外面ナデ。 砂粒，長石 P 140

9 陶　　 器 B　 l．8 底。体部 は内攣 して立ち上が る。口 明赤褐色 45％　 表面採集

C ［3．4］ 緑部はかえ りを巡 らせている。 良好 目線部 に煤付着

10

碗 B （1．8） 底部 から休部下位にかけての破片。 底部内面透明粕。休部 外面 に緑灰 砂粒 P 141

陶　　 器 削 り出し高台。休部 は内攣気味に大

きく外傾 して立ち上がる。

柚。 内面灰白色 外面浅黄色

良好

5％　 表面採集

11

香　　 炉 B （3．8） 底部か ら体部下位 にかけての破片。 底部 内 e 外面ナデ。 砂粒，長石，雲母 P 16 4

瓦質土器 D ［10．0］

E （0．の

平底。足 を有す。体部 は内攣気味 に

立 ち上が る。

内面 黒褐色 外面灰黄色

普通

10％　 表面採集

12

婆 B （4．3） 底部か ら体部下位 にか けての破片。 内 ・外面ナデ。底部 回転糸切 り。体 砂粒 P 16 5

陶　　 器 C ［9．6］ 休部 は内攣気味 に立ち上がる。 部外面中位に鉄瓶。 灰褐色

普通

5％　 表面採集

13

鍋 B （3．8） 底部か ら日録部 にか けての破片。平 体部内 ・外面 ナデ。 砂軋長石，石英，雲母，スコ腔 P 167

土師質土器 C ［19．8］ 体部は垂直 に立ち上が る。 褐灰色

普通

10％　 表面採集

14

内 耳 鍋 A ［36．6］ 底部 から日経部 にかけての破片。平 体部内 ・外面 ナデ。 砂粒，長石，石英，雲母 P 168

土師質土器 B （4．7）

C ［29．6］

底。体部 は内攣気味に立 ち上がる。 明赤褐色

普通

5％　 表面採集

15

皿

陶　　 器

B （1．2）

C　　 5．0

底部片。平底。 底部 内面鉄粕。外面無粕。 砂粒，長石

内面赤褐色外面にぷ墳褐色

普通

P 17 0

10％　 表面採集

16

碗

陶　　 器

B （1．8）

C　　 7．2

底部片。底部 は低 い削 り出 し高台。 底部内 ・外面鉄瓶。 砂粒

黒褐色

普通

P 17 1

5％　 表面採集

17

皿

陶　　 器

B （1．0）

C　　 8．0

底部片。 削 り出 し高台。平底。 底部内 ・外面透明柚。 砂粒

灰 白色

良好

P 172

5％　 表面採集

18

‡
碗
l
B （1．4）

‡
底部片。丸み を帯びた平底 にハの字

l
内 e 外面 に鉄粕 と灰粕 の流し分 けが

l
砂粒，長石 P 173

陶　　 器 D ［4．0］

E　　 仕7

状 に開いた低い高台を持つ。 な されている。 浅黄色

良好

10％　 表面採集

19

片　　 口 片口か ら日経部 にかけての破片。 臼 目線部，片 口灰粕 。 砂粒 ，長石 P 174

陶　　 器 緑端部内側にかえ りを巡 らせ，片 口

片 口部分で切 れる。片 口は半円状。

オ リーブ黄色

良好

5％　 表面採集

20

香　　 炉

陶　　 器

B （1．7）

D ［6．4］

E　　 O．9

底部片。平底。足 を有す。 内 e外面ナデ。無寒由。 砂粒，長石

浅黄色

普通

P 17 6

5％　 表面採集

21

香　　 炉 B （3．0） 底部か ら休部 にか けての破片。平底。内 e 外面ナデ。体部内 e 外面 中位鉄 砂粒 P 17 7
陶　　 器 D ［7．0］

E　 l．4

足 を有す。体部 は内攣気味 に外傾 し

た後，垂直 に立 ち上がる。

粕。休部外面下位，底部無粕。 内面暗褐色外面淡黄色

普通

10％　 表面採集

22

・ニ土ご覧芝
陶　　 器

B （5．0） 体部 片。 内 ・外面ナデ。 砂粒

明黄褐色

普通

P 178

5％　 表面採集

23

聾 A ［28．4］ 頸部 か ら口緑部 にかけての破片。口 内 ・外 面ナデ。内 ・外面鉄粕。 砂粒 P 179

陶　　 器 B （4．6） 緑部 は外反 して立ち上 がる。外削ぎ

状 で口唇部外面に突起 を巡 らす。

にぷい赤褐色

普通

5％　 表面採集

24

碗 B （2．3） 底部か ら体部にかけての破片。削 り 内 ◎外面 ナデ。絵柄 は型紙絵付 けで，砂粒 P 18 0

磁　　 器 D ［3．2］

E　　 O．3

出し高台。体部 は内攣 して立ち上が

る。

透明寒由。 灰白色

普通

5％　 表面採集

25

碗 B （2．5） 底部か ら日経部下位 にかけての破片。絵柄 は紙型絵付けで，透明軸。 砂粒 P 18 1

陶　　 器 D ［3．0］

E　　 O．6

削 り出 し高台。体部 は内攣気味 に立

ち上が る。

灰白色

良好

5％　 表面採集
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遺構外出土遺物

図版番号 器　　　　 種
計　　　　 測　　　　　 値

長 さ （cm ）　 幅 （cm ）　 厚 さ （cm ）　 重 量 （g ） ノIlヽ 備　　 考

第 90 図 26 敲　　　　 石 12．2　　　　　　 6．3　　　　　　 4．1　　　　 51 7．9 安 山 岩 SK － 29 Q 3 6

27 敲　　　　 石 13．2 6．2 4．1 45 8 安 山 岩 SK － 29 Q 3 7

28 磨　　　　 石 13．3 6．7 4．2 58 9．5 安 山 岩 表 面 採 集 Q 3 8

2 9 スタンプ形石器 15．2 7．5 6．9 89 8．4 砂　　 岩 表 面 採 集 Q 3 9

3 0 磨　　　　 石 8．2 4．4 3．5 18 1．5 安 山 岩 表 面 採 集 Q 40

3 1 磨　 V　　　 石 11．5 4．4 3．3 16 8．9 凝 灰 岩 SK －1 1 9 Q 4 1

3 2 磨　　　　 石 9．6 6．1 4 2 7 0．4 安 山 岩 表 面 採 集 Q 42

3 3 石　　　　 斧 11．7 6．8 3．5 2 8 2．2 砂　　 岩 SK － 2 6 Q 43

3 4 磨　 製　 石　 斧 7．6 4．4 2．4 1 5 1．8 緑色片岩 SK － 1 19 Q 4 5

3 5 礫　 石　 斧 6．4 4 1．9 5 4．5
i 安 山 岩 表 面 採 集 Q 4 6

36 石　　　　 斧 5．4 2．8 1．2 2 2．1 安 山 岩 表 面 採 集 Q 4 8

第 9 1 図 37 凹　　　　 石 12 9．8 5．6 8 4 8．5 安 山 岩 表 面 採 集 Q 4 9

38 磨　　　　 石 7．5 5 4．6 2 44．5 安 山 岩 SK － 29 Q 5 3

3 9 磨　　　　 石 7．4 4．6 4．6 1 94．6 安 山 岩 表 面 採 集 Q 5 4

4 0 敲　　　　 石 7．1 4．6 3．5 1 49．8 安 山 岩 S K …3 2 Q 5 5

4 1 敲　　　　 石 7．4 4．9 3．4 14 4．1 安 山 岩 表 面 採 集 Q 5 6

4 2 礫　 石　 斧 6．1 4．6 2．7 8 9．5 砂　　 岩 表 面 採 集 Q 5 7

4 3 磨　　　　 石 5 4．3 3．8 9 7．4 安 山 岩 SI －8覆土 Q 58

4 4 砥　　　　 石 6．5 3．9 3．1 11 1．6 泥　　 岩 表 面 採 集 Q 6 1

4 5 砥　　　　 石 4．6 4．6 3．1 10 3．4 花 崗 岩 表 面 採 集 Q 6 2

4 6 砥　　　　 石 6．2 3．7 1．9 6 6．2 砂　　 岩 表 面 採 集 Q 6 3

4 7 砥　　　　 石 4．6 2．6 1．4 2 7．4 安 山 岩 表 面 採 集 Q 6 4

48 砥　　　　 石 4．5 2．3 2．2 3 0．4 凝 灰 岩 表 面 採 集 Q 6 5

49 石　　　　 鉄 2．5 1．7 0．4 0．9 チャー ト 表 面 採 集 Q 6 6

5 0 石　　　　 鉄 1．6 1．3 0．3 0．6 黒 曜 石 表 面 採 集 Q 6 7

5 1 石　　　　 錬 1．8 1．6 0．4 仕7 黒 曜 石 S B － 8　表採 Q 6 8

5 2 石　　　　 鉄 1．7 2 0．4 0．8 馬　　 瑠 表 面 採 集 Q 6 9　先端 欠

第 92 図 5 3 石　　　　 鉄 1．7 1．5 0．4 0．5 チャー ト SD … 9　表採 Q 70　 右脚欠

54 剥　　　　 片 2．8 1．9 0．3 4 チャー ト 表 面 採 集 Q 7 1

5 5 剥　　　　 片 2 2．4 8 3．7 黒 曜 石 表 面 採 集 Q 72

5 6 剥　　　　 片 5．1 2．7 1．1 9．7 黒 曜 石 表 面 採 集 Q 73

5 7 剥　　　　 片 1．5 1．3 0．2 0．1 黒 曜 石 表 面 採 集 Q 74

58 剥　　　　 片 1．6 1．3 0．3 0．4 チ ャー ト 表 面 採 集 Q 75

59 剥　　　　 片 2．3 1．9 0．5 0．8 黒 曜 石 表 面 採 集 Q 7 6

遺構外出土金属製品観察表

図版番号 器　　　　 種
計　　　　　 測　　　　　 値

備　　　　　　 考
長さ （cm） 幅 （cm ） 厚さ （cm） 重量 （g）

第 92図61 刀　　　　 子 10．6 2．3 0．3 24 M 13　表面採集

遺構外出土古銭一覧表

図版番号 鋳　　　　　 名
初　 鋳　 年　 （西　 暦 ）

出　 土　 地　 点 備　　　　　　　 考
時　 代 年号 （西暦）

第92図60 寛　永　通　宝 江　 戸 1668年 表　 面　 採　 集 M 14，覆土中

－122　－



第4節　まとめ

今回の調査によって，当遺跡は縄文時代，奈良◎平安時代及び中◎近世の複合遺跡であることが明らかにな

った。ここでは，各時期ごとに概観してまとめとしたい。

縄文時代

当遺跡における縄文時代の住居跡は5軒で，東側の台地縁辺部から中央部にかけて不規則に存在している。

時期別に見ると，早期1軒（第6号主　前期3軒（第2◎4◎5号）及び不明1軒（第1号）である。出土遺

物から見ると，早期の第6号住居跡からは，茅山下層式の表裏貝殻条痕文の土器片が主に出土しており，早期

後半に比定される。さらに，住居跡周辺に9基の屋外炉が存在し，その内6基から茅山下層式の土器片が出土

している。前期の住居跡では，第4◎5号住居跡から開山式土器片，第2号住居跡から浮島式土器片が主に出

土している。第4◎5号住居跡は室内に炉を持った住居跡である。時期不明の住居跡は，出土した土器片の量

が少ないうえに田戸下層式，田戸上層式，茅山式，興津式及び粟島台式と時期差も大きく違う土器が混在し出

土しているため，時期判定はできなかった。小貝川の支流が作った複雑な支谷に南方へ舌状に張り出した当地

には，縄文時代早期後半の早い段階から人々の生活が始められていたことが窺える。遺構は発見できなかった

が，称名寺式，堀之内式など後期の土器片も多く出土しており，当遺跡周辺に当時も人々が生活していた可能

性が考えられる。しかし，縄文時代中期の土器片はほとんど出土しておらず，この時期には人々の生活が中断

していることがわかる。

奈良◎平安時代

当遺跡における奈良◎平安時代の住居跡は3軒で，遺跡南東部に2軒（第7◎8号）言ヒ西部に1軒（第3号）

確認されている。出土遺物から時期別に見ていくと，いずれも9世紀中頃から後半にかけての住居跡で，第3，

8号住居跡からは7点の墨書土器が出土している。特に第3号住居跡は長軸3．34m，短軸2．94mの隅丸長方形

の小型の住居跡であるが，同一住居跡から6点もの墨書土器が出土している点が注目される。墨書された文字

や土器の出土位置などについては，次のとおりである。

遺構名 出土位置 釈　 文 種　 別 器　　 種 部　　 位 備　　　　　　　 考

S I 3 中央部床面 袋 土 師 器 羞不 底 部 外 面

S I 3 中央部床面 庄 土 師 器 土不 体 部 外 面

S I 3 南西部床面 山　　 本 土 師 器 土不 底 部 外 面 内面黒色処理，縦位に記入

S I 3 中央部床面 土 師 器 塔 底 部 外 面 内面黒色処理

S I 3 南東部床面 袋 土 師 器 土不 底 部 外 面

S I 3 南東部覆土 庄 土 師 器 高 台 付 皿 底 部 外 面

S I 8 竃東側壁際 得 須 恵 器 杯 底 部 外 面

（1）　　　　　　　　　　　　（2）

本県南部における墨書土器の出土例は，龍ヶ崎市の「外八代遺跡工　江戸崎町の「思川遺跡工　桜川村の「相
（3）

木古墳群」など数多く存在している。それらの遺跡からの墨書土器の時期をみると，9世紀後半頃が最も多く，

この時期に読み，書きができ，文字の意味を理解できる人々が増加していたことがわかる。
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中・近世

当遺跡南東部の台地縁辺部に，溝で区画された墓域と思われる遺構が確認された。区画内には7基の小竪穴

状遺楓　4基の地下式薗　8基の粘土貼り達観13基の長方形土坑及び1棟の据立柱建物跡が確認されている。

区画内中央部北寄りに第9号掘立柱建物跡が位置し，掘立柱建物跡の三方を囲むように第1～7号小竪穴状遺

構や第1～4号地下式域が点在する。そして，掘立柱建物跡の南西側に粘土貼り遺構や長方形土坑が点在する。

これらの遺構から，刀子や古銭などの副葬鼠　仏花瓶や香炉などの仏具が出土している。北西方向に所在する

中世の高井城跡と関連する可能性も考えられる。

注

（1）茨城県教育財団　『外八代遺跡』　茨城県教育財団文化財調査報告II1979年

（2）茨城県教育財団　『思川遺跡』　茨城県教育財団文化財調査報告第65集1990年

持）茨城県教育財団　『相木古墳群』　茨城県教育財団文化財調査報告第74集1991年

参考文献

○　海老澤　稔　「常陸国信太郡出土墨書土器集成から」『研究ノート』3号　茨城県教育財団1994年

○　平川　　南　「墨書土器とその字形一古代村落における文字の実相－」

『国立歴史民族博物館研究報告』第35集1991年

○　茨城県教育財団　『南三島3◎4区（の』　茨城県教育財団文化財調査報告第49集1989年

○　茨城県教育財団　『西ノ脇◎前田村遺跡』　茨城県教育財団文化財調査率臣告第87集1993年
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第4章　下高井向原I遺跡

第1節　遺跡の概要

下高井向原I遺跡は，取手市北西瓢　小貝川右岸から南西方向に入り込む支谷に面した標高18～22mの舌状

台地上にあり，当遺跡の東方700mには甚五郎崎遺跡，北側には下高井向原II遺跡，東側には下高井城跡，如何

崎遺跡及び東遺跡がある。当遺跡は縄文時代　古墳時代，奈良・平安時代の複合遺跡である。現況は山林で，

面積は5，221m2である。

今回の調査によって縄文時代の竪穴住居跡4軒，土坑13基，古墳時代の住居跡1軒，奈良・平安時代の土坑

墓1基を確認し，他に時期不明の土坑11基，溝5条を確認した。

遺物は，遺物収納箱（60×40×20cm）に31箱出土している。縄文時代の出土遺物は，早期から前期，後期の縄

文土器片，貝，石鉄及び磨製石斧である。古墳時代の出土遺物は，土師器の晩　高塀及び壷である。奈良・平

安時代の出土遺物は，和鏡「瑞花双鳳五花鏡」と刀子である。

第2節　基本層序

調査区域北東側の台地平坦部（I6i5区）にテストピットを設定した。深さ4．0mまで掘り下げ，第93図に示す

ような土層の堆積状況を確認した。

第1層　　厚さ25cmの褐色土で，黒色土が混じ

り，ローム粒子を少量含む。粘性は弱い

が締まりは強い。

第2層　　厚さ20cmの褐色土で，ローム粒子を中

量，ローム小ブロックを極少量含む。

第3層　　厚さ15cmの褐色土で，粘性は弱いが締

まりは強い。

第4層　　厚さ20cmの褐色土で，ローム粒子を中

量，ローム小ブロックを少量含む。

第5層　　厚さ30cmの褐色土で，ローム粒子を中

量，ローム小ブロックを少量含む。粘性

は弱いが締まりは強い。

第6層　　厚さ50cmの褐色土で，ローム粒子を少

量含み，粘性がある。

第7層　　厚さ30cmの褐色土で，ローム粒子を極

少量，粘土粒子を中量含む。粘性があ

り，締まりは強い。
第93図　基本土層図

第8層　　厚さ80cmの褐色土で，ローム粒子を少量，粘土粒子を中量含む。粘性があり，締まりは強い。

第9層　　厚さ60cmの褐色土で，粘土粒子を多量に含む。粘性があり，締まりは強い。
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第10層　　厚さ20cmの褐色まで，砂が混じり粘土粒子を多量に含む。粘性があり，締まりは強い。

第11層　　厚さ25cmのにぷい褐色土でタ　含水率が高い。粘土粒子を多量に含みタ　締まりが強い。

第12層　　厚さ20cmの褐灰色土でプ　赤色含有物を含む。粘土粒子を多量に含みタ　締まりが強い。

第3節　遺構と遺物

温　竪穴住居跡

組　縄文時代の住居跡

第瑠号佳贋跡（第鍼図）

位置　調査区の南部中央寄り，J6e5区。

規模と平面形　長軸5．15111，短軸4．70111の不整方形である。

長軸方向　N－22P－E

壁　壁高は7～12cnlで，外傾して立ち上がる。

床　平坦で，踏み締められた跡は見られない。

i

第鍼困　窮　者佳贋跡実測図

－126　－

2m

』二二二二二二二土ニ＝二二二』



ピット　4か所（Pl～

P4）。Pl～4は径30～40

cmの円形，深さ18～22

cmで，いずれも主柱穴

と考えられる。 0　　　　　　5

】－－　　こ＋＿．∵

炉　確認されなかっ　　第95図　第1号住居跡出土造物拓影図

た。

覆土　4層からなり，所々に耕作による撹乱を受けているが自然堆積土層と考えられる。

土層解説

1褐　色　ローム粒子・ローム小ブロック中量　　　　　　　　　　3　暗褐色　ローム粒子・ローム小ブロック少量

2　褐　色　ローム粒子・ローム小ブロック中量　　　　　　　　　　4　褐　色　ローム粒子中量

遺物　覆土中や床面から極少量の縄文土器片や礫が出土している。1，2は南東壁際中央部付近から出土した

表裏貝殻条痕文の土器片である。1は条痕が内・外面とも縦走，2は内面が斜走，外面が斜走，横走されてい

る。

所見　本跡の時期は，炉や明確な床面等の確認はできなかったが，遺構の規模や平面形，周辺に多数の屋外炉

を有していること及び条痕文系の土器片が少量出土していることから縄文時代早期の住居跡と考えられる。

第3号住居跡（第96図）

位置　調査区中央部西寄り，J6al区。

重複関係　本跡は第29号土坑と重複している。本跡が第29号土坑全体を掘り込んでおり，本跡の方が新しい。

第96図　第3号住居跡実測図
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規模と平面形　長径4．50m，短径3．30mの楕円形である。南西側は耕作による撹乱が激しい。

長径方向　N－24。－E

壁　壁高は32～40cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

床　平坦で，踏み締められた跡は見られない。

炉　確認されなかった。

覆土11層からなる。撹乱を受けた箇所が多いが，壁際からの自然堆積土層と考えられる。

土層解説

1暗褐色

2　暗褐色

3　褐　色

4　暗褐色

5　褐　色

6　暗褐色

ローム小プロッタ中量，ローム粒子少量

ローム粒子中量，ローム小プロッタ少量

ローム粒子・ローム小ブロック中量

ローム粒子・ローム小プロッタ中量

ローム粒子・ローム小プロッタ中量

ローム粒子・ローム小ブロック中量

7　暗褐色　ローム粒子少量，炭化粒子極少量

8　褐　色　ローム粒子中量

9　褐　色　ローム粒子中量

10　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

11褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック極少量

遺物　覆土中から少量の縄文土器片や石鉄が出土している。1～7は縄文時代早期の土器片である。1～5は

北部覆土中層から出土した土器片で，いずれも縄文が縦走している。1，2は井草式，3～5は夏島式土器片

である。6，7は中央部の覆土下層から出土した土器片で条痕文が施されている。8，9は北東部覆土中層か

ら出土した土器片で，縄文時代前期の土器片である。10は北部壁際の床面から出土した礫石器である。11は中

央部床面から出土した石鉄である。

所見　本跡の時期は，出土遺物が縄文時代早期から前期にまたがっているが，出土量が少ないため不明である。

‾F

針⑲1
．・藁「丁

凰
．こ、’’、∴　γ　．・　－0

第97図　第3号住居跡出土遺物実測図

第3号住居跡出土石器

図版番号 器　　　　 種
計　　　　 測　　　　　 値

石　　 質 出 土 地 点 備　　 考

長 さ （cm ） 幅 （cm ） 厚 さ （cm ） 重 量 （g ）

第 9 7 図 10 礫　 石　 器 5．3 3．5 1．6 2 5．4 泥　　 岩 覆　 土　 中 Q l

1 1 石　　　　 鉄 1．5 1．1 0．3 0．3 チ ャー ト 覆　 土　 中 Q 2

第4号住居跡（第98図）

位置　調査区の中央部，I6h3区。

重複関係　本跡は第24，27号土坑と重複している。本跡が第24，27号を掘り込んでおり，本跡の方が新しい。

規模と平面形　長径3．98m，短径3．27mの楕円形である。

長径方向　N－500－W
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壁　壁高は19～14cmで，外傾して立ち上がる。

床　平坦で，踏み締められた跡は見られない。

炉　確認されなかった。

覆土11層からなり，自然堆積土層と考えられる。

土層解説

1暗褐色　ローム粒子・l」一一ム小ブロック少量，ローム中ブロッ

ク・焼土粒子・炭化粒子桓少量

2　暗褐色　ローム粒子・ローム小ブロック・焼土粒子。炭化粒子極

少量

こう　褐　色　tブーム粒子中屋＼「トーム中ブロック極少量

4　褐　色　ローム粒子中鼠　ローム小ブロック恒少量

5　褐　色　ローム粒子少鼠　炭化粒子極少還

6　褐　色

7　暗褐色

8　暗褐色

9　暗褐色

1（）褐　色

11暗褐色

ローム粒子中鼠　ローム小ブロック極少量

ローム粒子・ローム小ブロック少量

ローム粒子・ローム小ブロック中量，炭化粒子・焼土粒

子少量

ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒子少量

ローム粒子【巨鼠　ローム小ブロック少量

ローム粒子・ローム小ブロック少量

遺物　覆土中や床面から縄文土器や礫が出土している。1へノ13は条痕文系の土器片である。1～6は口緑部片

で南東部の床面から出土している。7～12は胴部片で中央部や南東部の床面直上から出土している。13は底部

片で南東部中央の床面直上から出土している。14は北西部の床面から出土した黒曜石製の不明石器である。15

は南東部の床面から出土した礫石斧である。

所見　本跡の時期は，炉や明確な床面等の確認はできなかったが，遺構の規模や平面形，周辺に多数の屋外炉

を有していること及び条痕文系の土器片が少量出土していることから縄文時代早期の住居跡と考えられる。

』　　　走
喜一≒ミ∴．亘　言二、三‘′′一一三．言豆∴窺．

第4号住居跡出土石器

漸 巨　 種 長さ詩 km、）1厚さkm警重量軸車 中 ま地点
備　　考

第鱒図可 不明石器 602 i　 3・8 i l可　 2月 黒曜石i覆土中棒3
可 礫　石　斧 7可　 各可　 2月　 8椚 「砂　岩月 番土中極
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第5号住居跡（第100図）

億置　調査区の北東部，I7a4区。

規模と平面形　壁面は既に削平されている。床と思われる一部の硬化薗　炉の底面及びピットが確認できたの

みで，全容は不明である。

床　炉周辺が部分的に踏み締められている。

ぽッ臣12か所（Pl～P12）。Pl～4は径35～50cmの円軌　深さ35～50cmで，いずれも主柱穴と考えられる。P5～12

は径30～60cmの円形，深さ10～15cmで，性格は不明である。

炉　主柱穴を結んで囲った部分のほぼ中央部にあり，長径95cm，短径75cmの楕円形である。炉床は赤変硬化し

ている。

遺物　出土していない。

所見　本跡の時期は，縄文時代の住居跡と思われるがその詳細は不明である。

碕　◎乾′
二二　　　二

二＿　一二一一

‾l二　二

第柑園　第　号住居跡実測図
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（2）古墳時代の住居跡

第2号住居跡（第101図）

億置　調査区の中央部西寄り，J6al区。

規模と平面形　長軸4．75111，短軸4．10111の長方形である。

長軸方向　N－520－W

壁　壁高は9～22cmで，外傾して立ち上がる。

床　ほぼ平坦で，炉や貯蔵穴の周辺が硬く踏み締められている。

ピッ臣　貯蔵穴の南西側南東壁付近にあり，長径29cm，短径22cmの楕円形，深さ21cmである。位置から出入り

口ピットと考えられる。

炉　床中央から北西壁寄りにあり，長径60cm，短径50cmの楕円形，深さ10cmの地床炉である。炉床部分は赤変

硬化している。
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炉土層解説

1赤　褐　色　焼土小プロッタ・焼土粒子少量，炭化材を含む
2　にぷい赤褐色　焼土小ブロック・焼土粒子中量

3　赤　褐　色　焼土小ブロック・焼土粒子多量

4　にぷい赤褐色　焼土粒子中量，焼土小ブロック少量

5　褐　　　色　焼土粒子・ローム粒子中量，焼土小ブロック少量
6　赤　褐　色　廃土小プロッタ・焼土粒子多量，焼土中プロッタ少量

7　褐　　色　焼土小ブロック・焼土粒子・ローム粒子少量

8　褐　　色　焼土粒子中量，焼土小プロッタ極少量

貯蔵穴　北東壁東コーナー付近にあり，一辺が55cmの不整方形，深さ56cmである。断面形は箱状である。

貯蔵穴土層解説

1暗褐色　ローム粒子・ローム小ブロック少凰　焼土粒子・炭化粒　　3　黒褐色　廃土粒子・ローム粒子少量

子極少量

2　暗褐色　ローム粒子中量，焼土粒子少量，炭化粒子極少量

覆土10層からなり，自然堆積土層と考えられる。

土層解説

1黒褐色
2　暗褐色

3　暗褐色

4　黒褐色

5　黒褐色

6　暗褐色

ローム小ブロック

ローム粒子多量，

ローム小プロッタ

ローム小プロッタ

ローム小プロッタ

土粒子極少量

ローム粒子中量，

子少量

・ローム粒子中量，炭化粒子極少量
ローム小プロッタ中量

・ローム粒子中量

・ローム粒子中量，炭化材

4　暗褐色　ローム粒子中量

7　暗褐色　ローム粒子・焼土粒子中量，ローム小ブロック・炭化粒
子少量

8　暗褐色　ローム粒子少亀　ローム小ブロック・炭化粒子・焼土粒
子極少量

・ローム粒子中量，炭化粒子少亀焼　　9　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，炭化粒子・焼土粒
子極少量

ローム小プロッタ・炭化粒子・焼土粒　10　褐　色　ローム粒子中量，ローム小プロッタ・炭化粒子・焼土粒

子極少量

遺物　1～9は北東部東コーナー付近の床面から出土した土師器である。1～3は聾，4は壷の頸部～ロ緑部

片，5～7は高坪，8，9は蝿である。各コーナー部や床面の所々に焼土や炭化材が出土している。北部の床

＝Il戸

上2°．6m

‾下司雫訝‾‾
4　3　5　　8

0　　　　　　　　　　50cm

l　＿＿＿＿　　」



第102図　第2号住居跡出土遺物実測図
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面には丸材が炭化して出土している。〕

所農　本跡の時期は，出土遺物から5世紀前半の住居跡と考えられる。床面に廃土や炭化財が出土しているこ

とから，本跡は焼失家屋の可能性が考えられる。

第2号住居跡出土遺物観察衷

図版番号 器 種 匝 酎 cm）！　 器 形 の 特 徴　 i　 手 法 の 特 徴＋ 極 か 繍 機 可　 彿
考

第102回　　 婆　　 A 16バ　 平底。体部は内轡して立ち上がり，　 ＝縁部内・外面へ十十ら 休部外面　 砂粒 長石．雲母　 P l

1　 土 師 器　 B　 25．2　 休部下位に最大径を持つ。目線部は「パケナデ観　 へラ削 。　　　　　 橙色　　　　　　　 翻％ 床面
C　 5－4　 外反して立ち上がる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 普通

婆　　 A　 仕 3　 日縁部一部欠損。平底。体部は内轡　 目線部内・外面へ十十ら 休部外面　 砂粒 右耳 1 1 リ∵　 P J

ご　　 土 師 器「H ：狛5　 して立ち上がり†体部下位に最大桂　 へラ削畑　　　　　　　　　　　 橙色　　　　　　　 80㌔ 床面
C　 5．3　 を持つ。日経部は外反して立ち上が　　　　　　　　　　　　　　　　 普通

る。

婆　　 A　 は　 底部欠損。体部は内攣して立ち上が　 打線部内砂外面へラナデ。頸部縦方　 砂私 長石，スコリア　㌘3

土 師 器　 B　 は 。郎　 軋　体部下位で最大径を持つ。日録　 向のノケナデ。体部外面へラ削 。　 橙色　　　　　　　 渕％
部は外反して立ち上がる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 普通

！　　　　　 i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 i

床面

壷　　 Å　 22さ4　 日緑部片。打線部は複合打線で外反　 日縁部内 e外面へラナデ。　　　　 砂私 雲亀 ス裂け 「捌

寸　　 士 師 器　 H （情 ） して開く。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 にふい橙色　　　　 持㌦ 床面

普通

高　 林　 Å 1出　 脚部はハの幸状で†裾部で水平近く　目線部内・外面へうナナ。林部外面　 砂粒　 石英　　　 P 5
5　　 土 師 器1 H l」う　 に広がる。林部は下位に稜を持ち　 刷毛＝調整衡　 斜方向への磨圭 ㈲　 橙色　　　　　　　 軸㌔ 床面

し 13誹　 内轡気味に宣年上がり，十端部でや　 部外面縦方向への磨圭 内面横方向　 普通

D　 7．の　 や外反する。　　　　　　　　　　　 へのへラナデ。

高　 林　 Å　 抽斗　 脚部はハの辛状で，裾部で水牛近く　 目線部内・外面へ予十十。林部外面　 砂粒 長石一 」リ∵　 P H

土 師 器　 B　 路　　 に広がる。師部は下位に稜を持ち　 刷毛自粛整数 斜方向への磨き。卿　 橙色　　　　　　　 鮒％ 床面
C l捕　 内攣気味に立ち上がる。　　　　　 部外面縦方向への磨さい内面横方向　 普通
0　　 7．1　　　　　　　　　　　　　　　　　　 へのへ十十ら

高　 林　 A IU 7 「林部片。林部は下位に不明瞭な稜を　 目線部内。外面へ予ナナ0 時部外面　 砂粒 長石　　　 P γ

手　　 工 肺 器　 H （7・1） 持ち　 外傾して立ち上がる。　　　 刷七日調整軋　 斜方向への磨圭　　 橙色　　　　　　　 潮㌦

普通
床面

頼　　 A　 は 0　 平底。体部は内攣気味に立ち上がる。体部外面へう削生 体部上端へう削　 砂粒　 石英　　　 P 8

土 師 器　 B　　 e2　　　　　　　　　　　　　　　　 。　　　　　　　　　　　　　 橙色　　　　　　　 鮎％ 床面
L　 J・0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 普通

手 捏 ね　 A　 9．4　 平底。休部は内攣気味に立ち上がる。休部外面横方向へのナデ。　　　　 砂粒言摘「㌃㍗ア‖鱒

リ　　 土 師 器　 H　 5．9　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 にふい黄褐色　　 100㌦ 床面
し　 5．2　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 普通

、　　‥′　′－，∴　′ごミニリ　ノ，・子　ノ、！、

慧居頼 主軸方車 面形
規　模（m）
（長軸＼短軸）

警廟 究蒜封 の竃覆土　 出土遺物　 霊旧関係清…ヰ孟

中 e中 一220…車整方形 5．15×4．70 7～1車坦巨 ／巨回 ／回敵土棚片夕礫　　 ！

2 巨6al恒520…車 方形 4．85×壕」臓9～22回 ／ユー巨回 炉回敵土棚片〉礫　　 i

‖廟幸雄尋縮用 軋j凝×3∴臓32～尋平坦巨 ／巨巨レ国土鴫 獅器雛土器縮 車 …2→本跡

‖胤車欄一可楕円形
3．98×3．27
削車中 ／巨巨回 自然桓土棚片　　　 isK…27ァ28－－ヰ本跡

5　　I7a4 － 4 ／　8　／　炉　…　縄文土器細片夕　礫
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2　土坑

当遺跡では，25基の土坑を確認した。そのうち，炉穴，陥し穴及び土壌墓としての性格を有すると思われる

12基の土坑について説明を加えることとする。また，土坑内貝塚については（4）の貝塚で解説し，その他は一覧

表（表7）で記載する。

（温）炉穴

第5号藍坑（第103図）

億置　調査区の中央部，J6a7区。

規模と形状　掘り方は長軸2・89m，短軸2・13mの長方形で，深さ10cmの炉穴である。底面はやや凹凸があり，

壁は外傾して立ち上がる。

長軸方向　N－540－W

炉　6か所0炉1は北コーナー部分に位置し，径70cmの不整円形で，15cmの厚さで焼土が堆積している。炉2

は北東壁中央付近に位置し，長径60cm，短径35cmの楕円形で，10cmの厚さで焼土が堆積している。炉3は東コー

ナー付近に位置し，径55cmの円形である0炉4は北コーナー付近に位置し，径50cmの円形で，10cmの厚さで焼

土が堆積している。炉5は西コーナー付近に位置し，長径65cm，短径50cmの楕円形で，15cmの厚さで焼土が堆

積している。炉6は北西壁中央付近に位置し，長径70cm，短径60cmの楕円形である。

炉1土層解説　　　　　　　　　　　　　　　　　　2　明赤褐色　焼土粒子e焼土中ブロック。焼土中ブロック中温
1明褐色　ローム粒子◎焼土粒子少量　　　　　　　　　　　　　　　　　　ローム粒子少量

2　明褐色　焼土粒子。焼土中ブロック中亀焼土中ブロック少量　　　炉5土層解説
炉2土層解説

1明褐色　焼土粒子中量　ローム粒子e焼土中ブロック少量

2　明褐色　ローム粒子e焼土粒子少量

炉4土層解説

1褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子少量

覆土　8層からなり，人為堆積土層と考えられる。

土層解説

1赤褐色　ローム粒子e焼土粒子少量

2　褐　色　ローム粒子e焼土粒子少量　炭化粒子極少量
3　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子少量

4　赤褐色　ローム粒子。焼土粒子少量

5　明赤褐色　焼土粒子中量，ローム粒子eローム小ブロックe焼土
中ブロック少量

1褐　色　ローム粒子e焼土粒子少量

2　明赤褐色　焼土粒子多鼠　焼土中ブロックの焼土中ブロック少

量，ローム粒子極少量

3　褐　色　焼土粒子中亀　ローム粒子極少量

4　赤褐色　焼土粒子e焼土中ブロック。焼土中ブロック多量

6　明赤褐色　焼土粒子e焼土中ブロック中量，ローム粒子少量

7　明赤褐色　焼土粒子中量，ローム粒子。焼土中ブロック少量
8　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子少量

遺物　覆土中から3点の縄文土器片が出土している01，3は炉5の直上から出土しており，2は北西壁中央

部付近の壁際から出土している。いずれも縄文時代早期の土器片である。

所見　本跡の時期は，出土遣物から縄文時代早期と考えられる。

第9号患坑（第103図）

位置　調査区の北西部，蟻bo区。

規模と形状　掘り方は長径1・65m，短径1・03mの楕円形で，深さ30cmの炉穴である。底面は平坦で，壁は外傾

して立ち上がる。

長径方向　N－480－W

炉　2か所0炉1は南東部に位置し，長径45cm，短径35cmの楕円形で，5cmの厚さで廃土が堆積している。炉2

は中央部に位置しタ長径50鋤短径40cmの楕円形で，7cmの厚さで廃土が堆積している。炉1は炉2より古い。
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炉1，2土層解説

l　赤褐色　焼土粒子中量，ローム粒子・焼土中ブロック少量

2　暗赤褐色　焼土粒子少量，ローム粒子・焼土中ブロック極少量

3　褐　　色　ローム粒子中量，焼土粒子少量
4　暗赤褐色　ローム粒子・焼土粒子・焼土中ブロック少量

覆土　5層からなり，人為堆積土層と考えられる。

土層解説
1暗褐色　ローム粒子少量

2　黒褐色　焼土粒子少量，ローム粒子極少量

5　暗赤褐色　焼土粒子・焼土中ブロック少量，ローム小ブロック極
少量

6　褐　　色　ローム粒子中量．焼土粒子・ローム小ブロック少量

7　暗赤褐色　ローム粒子e焼土粒子少量，焼土中ブロック極少量

3　暗褐色　ローム粒子・ローム小ブロック・焼土粒子極少量

4　暗褐色　ローム粒子・焼土粒子少量

逸物　覆土中から縄文土器片が出土している。4は尖底土器の底部片，5，6は条痕文が施されている土器片

で，いずれも縄文時代早期の土器片である。

所見　本跡の時期は，出土遺物から縄文時代早期と考えられる。

第醐尊堂境（第且03図）

位置　調査区の中央部，H6hl区。

規模と形状　掘り方は長径1．92m，短径1。05mの楕円形で，深さ17cmの炉穴である。底面は平坦で，壁は外傾

して立ち上がる。

長径方向　N－59ローW

炉　炉は北西部に位置し，径47cmの円形で，6cmの厚さで焼土が堆積している。炉床は赤変硬化している。

炉土層解説

1明赤褐色　焼土大ブロック多量

2　明褐色　ローム大ブロック多量

覆土　5層からなり，自然堆積土層と考えられる。

土層解説

1褐色　ローム粒子少鼠　焼土粒子極少量

2　褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロックe焼土粒子極少量

3　褐色　ローム粒子◎焼土粒子少量，炭化粒子極少畳

3　明褐色　ローム粒子・ローム小ブロック・焼土粒子少量
4　褐　　色　ローム粒子・焼⊥粒子少量，炭化粒子極少墨

4　褐色　ローム粒子・焼土粒子少最　炭化粒子極少量

5　褐色　ローム粒子・ローム小ブロック少量，焼土粒子極少量

遺物　覆土下層から縄文土器片が出土している。7，8は炉の北西部付近から出土した条痕文が施されている

土器片で，縄文時代早期の土器片である。

所見　本跡の時期は，出土遺物から縄文時代早期と考えられる。

第柑尊皇坑（第103図）

位置　調査区の北東部，H7j3区。

規模と形状　掘り方は長径2誹7m，短径1．10mの楕円形で，深さ20cmの炉穴である。底面はやや凹凸があり，

壁は外傾して立ち上がる。

長径方向　N－20－E

炉　2か所。炉1は北部に位置し，径55cmの円形で，10cmの厚さで焼土が堆積している。炉2は中央部に位置

し，径50cmの円形で，11cmの厚さで焼土が堆積している。炉1は炉2より新しい。

炉1，2土層解説
1赤　褐　色　廃土粒子。焼土中ブロック多量，ローム小ブロック　　4　赤　褐　色　焼土粒子中量，焼土中ブロック少量，ローム粒子極

中農　ローム粒子少量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　少量

2　にぷい赤褐色　焼土粒子多量，ローム粒子e焼土小ブロック少量　　　5　赤　褐　色　焼土粒子多亀焼土小ブロックe黒色土粒子中量
3　褐　　色　焼土粒子e焼土中ブロック中量，ローム粒子少量　　　6　明　褐　色　焼土粒子多量，焼土小ブロック。黒色土粒子中量，

焼土中ブロック少量

啓量．5層からなる。中央部は撹乱が激しいが，自然堆積土層と考えられる。

土層解説

1暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少亀焼土粒子極少量　　4　褐　色　ローム粒子中亀　ローム小ブロック¢焼土粒子極少量

2　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック◎焼土粒子少量　　　　5　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロックの焼土粒子極少量

3　暗褐色　焼土粒子中量，ローム粒子少量
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過物　出土していない。

所見　出土遺物がないため，時期は不明である。

第臓尊堂坑（第103図）

位置　調査区の北部，H6j8区。

規模と形状　掘り方は長径1．80m，短径1．23mの楕円形で，深さ28cmの炉穴である。底面は皿状で，壁は外傾

して立ち上がる。

長径方向　N－56。－1V

炉　南東部に位置し，径48cmの円形で，5cmの厚さで焼土が堆積している。炉床は赤変硬化している。

覆土　9層からなり，自然堆積土層と考えられる。

土層解説
1赤褐色　焼土粒子中量，焼土中ブロック少量
2　褐　色　ローム粒子◎ローム中ブロック中量，廃土粒子少量
3　褐　色　ローム粒子eローム小ブロックe焼土粒子少量
4　褐　色　ローム粒子。ローム中ブロックe焼土粒子少量
5　褐　色　ローム大ブロックe焼土粒子少量

6　褐　色　ローム粒子e焼土粒子少量
7　赤褐色　焼土粒子中量，ローム粒子e焼土中ブロック少量，ロー

ム中ブロック極少量
8　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロックeローム大ブロッ

ク・焼土粒子少量
9　褐　色　ローム粒子中農　ローム中ブロック◎焼土中ブロック少量

遺物　覆土中から縄文土器片が出土している。9は日録部片で条痕文が内◎外面とも横方向に施されている縄

文時代早期の土器片である。

所見　本跡の時期は，出土遺物から縄文時代早期と考えられる。

第錮尊皇坑（第103図）

健置　調査区の北部，蟻h3区。

重複関係　本跡は第4号住居跡と重複している。本跡を第4号住居跡が堀り込んでおり，本跡の方が古い。

規模と形状　掘り方は長径工35m，短径0．90mの楕円形で，深さ10cmである。底面は平坦で，壁は緩やかに外

傾して立ち上がる。

長径方向　N－53、㌧lV

炉　本跡の北西部に位置し，長径80cm，短径50cmの不整楕円形で，16cmの厚さで焼土が堆積している。

炉土層解説
1褐　色　ローム粒子e焼土粒子の焼土中ブロック極少量
2　赤褐色　煉土粒子多量，廃土小ブロック中量，ローム粒子極少量
3　赤褐色　焼土粒子中量，廃土小ブロック少最　ローム粒子極少量

遺物　出土していない。

新風　出土遺物がないため，時期は不明である。

4　褐　色　ローム粒子。焼土粒子少量
5　明褐色　ローム粒子中農　焼土粒子極少量
6　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子少量，焼土中ブロックeロー

ム小ブロック極少量

第28尊皇坑（第103図）

位置　調査区の北部，I6h：3区。

重複関係　本跡は第4号住居跡と重複している。本跡を第4号住居跡が堀り込んでおり，本跡の方が古い。

規模と形状　掘り方は長径1．98m，短径0．82mの長楕円形で，深さ10cmの炉穴である。底面は平坦で，壁は緩

やかに外傾して立ち上がる。

長径方向　N－580－W

炉　本跡の中央部に位置し，長径120cm，短径42cmの長楕円形で，11cmの厚さで焼土が堆積している。

炉土層解説
1暗赤褐色　ローム小ブロックe焼土粒子。焼土中ブロック中

亀　ローム粒子少量
2　暗赤褐色　ローム小ブロックe焼土粒子e焼土中ブロック中

量，ローム粒子少量
3　にぷい赤褐色　焼土粒子多量，ローム粒子。ローム小ブロック。焼
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土中ブロック中量
4　赤　褐　色　焼土粒子中量，ローム粒子。焼土中ブロック少量
5　褐　　　色　ローム粒子◎焼土粒子中量，ローム小ブロック少

量，焼土中ブロック極少量
6　褐　　　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土粒

子e焼土中ブロック極少量



遺物　出土していない。

所見　出土遺物がないため，時期は不明である。
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第104図　炉穴出土遺物拓影図

第9号土坑出土遺物観察表

忠類五1空学で′‾
ニ・．一心．こ心す＿霊′’

∴：∴
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榔Tt’ノンー

鱈＝Tプ　　7

図版番号 器　種 計測値（cm） 器　　 形　　 及　　 び　 文　　 様　　 の　　 特　　 徴 胎土・色調・焼成 備　　 考

第104図

4

尖底深鉢

縄文土器

B （7．6）底部片。天狗鼻状の尖底部で外面に顕著な削り痕を残す。 砂粒，長石，雲母

明赤褐色

普通

Pll

5％

田戸下層式

（2）陥し穴

第7号土坑（第105図）

位置　調査区の北部，I6a2区。

規模と形状　掘り方は長径3．60m，短径1．60mの長楕円形で，深さ1．16mである。底面は平坦で，壁はほぼ垂

直に立ち上がる。

長径方向　N－200－E

覆土　7層からなり，自然堆積土層と考えられる。

遺物　覆土中から縄文土器片が出土している。1～4は夏鳥式の土器片である。5～8は条痕文が施されてい

る土器片である。

所見　遺構の形態から陥し穴と考えられる。本跡の時期は，出土遺物から縄文時代早期と考えられる。

第8号土坑（第105図）

位置　調査区の北部，H6jl区。

規模と形状　掘り方は長径3．55m，短径2．08mの楕円形で，深さ2．20mである。底面は平坦で，壁はほぼ垂直

に立ち上がる。

長径方向　N－230－W

－139　－
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第臓図　第勘　凱鍼尊堂坑実測図

第7号土坑土層解説
1暗褐色　ロ・－ム粒十・日一一ム小プロ、ソク少量

2　暗褐色　ローム粒ナ中鼠l‾‾1－ム小ゾしいソク少一量

3　暗褐色　ローム粒子中農　ローム小ブロック少量，ローム中ブロック極少畳

4　褐　色．ローム粒子少量

5　暗褐色　ローム粒子・ローム小ブロック・ローム中ブロック少量
6　褐　色　ローム粒子中量．異色土粒子混入

7　褐　色　ローム粒子中量

第8号土坑土層解説

1褐　色　ローム粒子。ローム小ブロック中農　炭化粒子極少靂

2　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量，焼土粒子や炭化粒子極少量
3　褐　色　ローム粒子・ローム小プロ、ソク・ローム中ブロック中鼠　炭化粒子極少量
Ii　褐　色　ローム粒子多鼠　ローム小ブロック少量

5　褐　色　ローム粒子少量

6　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量
γ　褐　色　Tト一人粒子・しトーム小ゾt二トソク少量

8　褐　色　し1－ム粒千・日一ム小ブしトソク中鼠　し1－ムl巨ハトソク少暴

第24号土坑土層解説

1褐　色　ローム粒子中鼠　ローム小ブロック少量
2　暗褐色　ローム粒子・ローム小ブロック少畏

31暗褐色　ローム粒子・ローム小プロ、ソク中量

4　暗褐色　ローム粒子中農　ローム小ブロックのローム申ブロック少量

5　暗褐色　り－ム粒子申it，tブーム小プロ、ソク・＝－ム中プロ、ソク少量

（う　褐　色　tl1－ム粒子多量＼ローム小ブtlトソク・しトーム中ブロック少量
7　褐　色　ローム粒子多鼠　ロー・ム小ブロック少量

8　褐　色　ローム粒子・ローム小ブロック中量

！）褐　色　ローム粒子中＿鼠　ローム小ブロック少量

2m
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覆土　8層からなり，自然堆積土層と考えられる。

通観　覆土中から縄文土器片が出土して締る。　は井草式，蟻は夏鳥式の土器片である。温～臓は発症文が施

されている土器片でプ　いずれも縄文時代早期の土器片である。臓は覆土中から出土した石錘である。

新風　遺構の形態から陥し穴と考えられる。本跡の時期は，出土遺物から縄文時代早期と考えられる。

二王千言号∴定二（賃∴∴聞）

位置　調査区の北東部，I7e5区。

規模藍形状　据　方は長径。舶m　短径。醐mの楕円形で　探さ　せ滋mである。底面は平坦で　壁はほぼ垂直

に立ち上がる。

長径方向　N－44い－W

覆土　9層からなり，自然堆積土層と考えられる。

遺物　出土していない。

新風　遺構の形態から陥し穴と考えられる。出土遺物がないためき　時期は不明である。

第錮考量銑　第相国）

位置　調査区の北西部，I5e8区。

規模藍形状　掘　方は長径。郁m　短径　お花mの楕円形で　深さ。mmである。底面は平坦で　壁は垂直に立

ち上がる。

長径方向　N－17J－E

覆土　9層からなり，自然堆積土層と考えられる。

逸物　覆土中から縄文土器片が出土している。摘，蟻は日録部片である。1射ま口唇部外面から縄文が垂下して

施されている。蟻は撚糸が斜方向に旛されている。蟻は胴部片で無節の縄文が垂下して旛されている。膵，摘

第臓図　第調号蓋蟻実測図

SK　29
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土層解説

1暗褐色　ローム粒子・ローム小ブロック少量、焼土粒子・
炭化粒子極少量

2　褐　色　ローム粒子・ローム小ブロック中豊

3　褐　色　ローム粒子中鼠　ローム小ブロック・ローム中ブ
ロック少量

4　褐　色　ローム粒子・ローム小ブロック少量

5　褐　色　ローム粒子・ローム大ブロック多量

6　褐　色　ローム粒子・ローム小ブロック・ローム中ブロッ
ク少量

7　褐　色　ローム粒子中鼠　ローム小ブロック・ローム中ブ

ロック少量
8　褐　色　ローム粒子中鼠　ローム小ブロック少量

9　褐　色　ローム粒子中鼠　ローム小ブtコック・ローム中ブ

ロック少量



は貝殻条痕文系の土器片で，17は口唇部に刻みが施され，18は沈線で三角に区画された中に短沈線で文様が施

されている。

所見　遺構の形態から陥し穴と考えられる。本跡の時期は，出土遺物から縄文時代早期と考えられる。
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第107図　陥し穴出土遺物実測図

第8号土坑出土石器

図版番号 器　　　　 種
計　　　　 測　　　　 値

石　　 質 出 土 地 点 備　　 考
長 さ （cm ） 幅 （cm ） 厚 さ （cm ） 重 量 （g ）

第 10 7図 19 石　　　　 錘 6．0 4．4 0．6 1 9．4 泥　　 岩 覆　 土　 中 Q 7

（3）土塀墓

第18号土坑（第108図）

位置　調査区の北東部，H7h4区。

規模と形状　掘り方は長軸1．50m，短軸0．90mの隅丸長方形で，深さ0．40mである。底面は皿状で，壁は垂直

に立ち上がる。

主軸方向　N－150－E

覆土　5層からなり，ロームブロックを含む人為堆積土層と考えられる。
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土層解説

1黒褐色　ローム粒子・ローム中ブロック少量　4　暗褐色　ローム粒子・ローム小ブロック・

2　黒褐色　ローム粒子少量，ローム小プロツ　　　　　　　ローム中プロッタ少量

ク・ローム大ブロック極少量　　　　5　褐　色　ローム粒子中畳，ローム小プロツ

3　暗褐色　ローム粒子少量　　　　　　　　　　　　　　ク少量

遺物　北西部の底面から1の和鏡（瑞花双鳳五花鏡）と2の刀子が出土してい

る。和鏡は鏡背面を下にし，刀子は鏡の直下に刀部を内側にむけて置かれてい

た。

所見　本跡は，出土遺物から平安時代後期の土壌墓と考えられる。
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第108図　第18号土坑実測図

第10g図　第18号土坑出土遺物実測図

第18号土坑出土金属製品観察表

図版番号 器　　　　 種
計　　　　 測　　　　 値

備　　　　　　　　 考
長 さ （cm ） 幅 （c m ） 厚 さ （cm） 重 量 （g ）

第 10 9 図 1 銅　　　 鏡 面径 1 1．4 内区径 8．2 縁高 1．15 2 4 8．5 4 紐座径 1．9 叫 紐径 0．8 5叫 紐高 0．4 cm， M l，床面

2 刀　　　　 子 28．4 2．4 0．3 8 0．0 M 2，床面

（4）貝塚

第2号土坑（第110図）

位置　調査区の中央部，I6j6区。

規模と形状　掘り方は長径1．20m，短径0．92mの楕円形で，深さ25cmである。底面は凹凸があり，壁は外傾し

て立ち上がる。

長径方向　N－190－E

覆土　9層からなる。土層1～4，7に貝を含んでおり，人為堆積土層と考えられる。
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土層解説

1混土貝層　マテガイ多量，ハマグリ・ハイガイ・
オキシジミも多い，その他数種類，黒
色土粒子混入

2　混土貝層　マテガイ多量，ハマグリ・ハイガイも
多い，その他数種類，黒色土粒子少量

3　純貝層　マテガイ・ハマグリ・ハイガイ・オキ
シジミ多亀　その他数種類，黒色粒子
極少量

4　混土貝層　ハイガイ・ハマグリ多量，ローム粒
子・ローム小ブロック中量

5　黒褐色　ローム粒子・ローム小ブロック少量，
ソフトロームプロッタ極少量

6　褐　色　ローム粒子中量
7　黒褐色　混貝土層でハマグリ・ハイガイ・シオ

フキなど少量
8　褐　色　ローム粒子中量
9　暗褐色　ローム粒子・ローム小プロッタ少量

叫

1　　　2　　　　7

5　　sK2

第110図　第2，20号土坑実測図

Ⅶ

1
、
－

串±頑驚聖賢2

第111図　第2号土坑出土遺物実測図

A
－20．6m

吏二1∴．3
SK20

0　　　　　　　　　　　　　　　　2m

！　　　；　　　！

10cm

l i　　＿＿　」
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遺物　覆土中や各貝層中から縄文土器片や石鉄が出土している。1は縄文土器の底部から胴部片である。2，

3は表裏に貝殻条痕文が施されている。底部が丸底気味で表裏に貝殻条痕文が施されていることから，野島式

か鵜ケ島台式の土器片と考えられる。4の石銀は土層3の純貝層から出土している。5の剥片は確認面からの

出土である。6はサルボウ製の貝輪，7～16はハマグリ製の貝刃でともに貝層中から出土している。土層3，

4からは貝に混じって胡桃などの炭化した木の実が出土している。

所見　本跡は土坑内貝塚である。貝以外にもカニや炭化した木の実などが出土している。貝層中の出土遺物か

ら，本跡の時期は縄文時代早期と考えられる。ハマグリについては貝殻成長線分析を行い，その結果は付章に

示すとともに，測定可能な1，678個について殻長分布をグラフ（第113図）で示した。

第2号土坑出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （qm） 器　　 形　　 及　　 び　　 文　　 様　　 の　　 特　　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第111図 深　　 鉢 B （10．7） 底部か ら胴部にかけての破片。丸底。胴部 は内管気味に外傾 しなが ら立 ち 砂粒，石英 P lO

1 縄文土器 上が る。内面は横位，外面 は縦位 の早殻条痕文が施 されている。胎土に少 明赤褐色 20％
量の繊維 を含む。 普通 野島式

図版番号 器　　　　 種
計　　　　 測　　　　 値

石　　 質 出 土 地 点 備　　 考
長 さ （cm ） 幅 （cm ） 厚 さ （cm ） 重 量 （g ）

第 11 1 図 4 石　　　　 鍍 1．7 1．4 0．5 0．9 チ ャー ト 覆　 土　 中 Q 5　先端欠

5 剥　　　　 片 3，0 1．5 0．9 5 3．2 黒 曜 石 覆　 土　 中 Q 6

第20号土坑（第110図）

位置　調査区の北東部，I7f3区。

規模と形状　掘り方は長径1．08m，短径0．61mの楕円形で，深さ35cmである。底面は平坦で，壁は外傾して立

ち上がる。

長径方向　N－520－W

覆土　4層からなる。いずれの層にも貝が混じり，人為堆積土層と考えられる。

土層解説

1混土貝層　ハマグリ・ハイガイ中心，その他数種が混じる，中間　　3　混土貝層　マテガイ中心　カガミガイ・ハマグリなど混じる

に薄くマテガイ層が入る　　　　　　　　　　　　　　4　混貝土層　ハマグリ中心　その他数桂の貝が少量ずつ混じる

2　混貝土層　貝少凰　黒色土に灰が混じる

遺物　覆土中や各員層中から縄文土器片や礫が出土している。1は貝層から出土した縄文土器で，貝殻背の押

圧による小波状口緑である。2は波状の口緑部片で，口唇部に刺突文が施されている。3は胎土に繊維を含み，

4は表裏に貝殻条痕文が施されている。5は貝層から出土した貝刃である。

第112図　第20号土坑出土遺物実測図
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表7　第2号土坑内貝塚動植物遺存体組成表

貝　 種　 名

個　　 体　　 数 総 壷 屋

反 ）

個 体 別 重 畳

そ の 他

組 成 比

（％ ）左　 殻 右　 殻 最 小 佃 左　 殻 右　 殻

腹

足

類

斧

足

類

ア　　 カ　　 ニ　　 シ 19 4 1 2 ．9 3 7 9 ．9 3 3 ．0 0 ．6 2

ア　 ラ　 ム　 シ　 ロ 1 0 ．4 0 ，4 0 ．4

ウ　　 ミ　　 ニ　　 ナ 3 8 3 9 ．6 3 8 ．5 1 ．1 0 ．0 5

カ　　 ワ　　 ア　　 イ 1 0 ．2 0 ．2 0 ．2

ス　　　 ガ　　　 イ 2 6 4 4 ．4 4 2 ．7 1 ．7 0．（桁

巻　 き　 貝　 の　 蓋 14 2 ．6 2 ．6 0

小　　　　 計 9 9 5〔沿 ．1 4 6 4 ．3 3 6 ，4

ア　　 カ　　 ガ　　 イ 1 3 3 2 0 ．8 1．1 8 ．0 1 1 ．7 0 ，0 3

ア　　　 サ　　　 リ 7 7 1 0 3 6 ．7 1 4 ．7 1 7 ．8 4 ．2 0 ．0 5

イ チ ョ ウ シ ラ ト リ 12 1 0 1 4 1 5 ．4 4 ．4 3 ．8 7 ．2 0 ．0 2

ウ ネ ナ シ ト ヤ マ ガ 2 2 2 0．6 0 ．3 0 ．3 0

オ　 オ　 ノ　 ガ　 イ 17 4 0 4 0 1 ．0 妬 ．4 6 5 ．6 1 1 3 ．1 9 0 7 ．7 1，6 3

オ　 キ　 シ　 ジ　 ミ 96 5 9 9 9 1 ，0 0 2 6 ．1 1 8 ，8 2 ．1 9 i．3 2 ，3 6 7 ．5 1 5 5 5 9 ．1 9

カ　 が　 ミ　 ガ　 イ 12 4 1 2 1 1 3 3 3 ，5 4 6 ．3 1 ．2 2 9 ．4 1 ．4 0 3 ．7 9 1 3 ．2 5 ．3 3

カ　　　　　　　　 キ 2 7 3 9 4 3 3 ．8 4 9 ．5 8 8 0 ．0 1 ．0 4 1 ．0 1 ，9 2 8 ．5 5 ．7 8

サ　 ル　　 ポ　　 ウ 0 0 0 0 0 0 0

シ　 オ　　 フ　　 キ 22 2 2 4 5 2 4 5 7 2 6 ．5 3 1 9 ．0 2 1 0 ，0 1 9 7 ，5 1 ，巾

ハ　　 イ　　 ガ　　 イ 1 ．1 0 3 1 ，1 3 3 1 ．1 5 9 6 ，4 1 5 ．5 2 ．8 6 1 ．8 3 ，2 5 6 ．3 2 9 7 ．4 9 ．6 4

ハ　 マ　 グ　 リ 1 ，8 1 9 1 ．8 0 8 1 ．8 8 3 2 3 ，1 8 9 ．8 9 ．8 5 3 ．3 1 0 1 4 8 3 ．1 8 8 ，5 3 5 ，8 7

マ　　 テ　　 ガ　　 イ 4 ，1 6 8 4 ，0 4 3 4 ．2 3 9 2 0 ，8 6 5 ．0 6餅 ）．5 6 8 1 ．5 2 0 ．2 8 2 ．2 3 1 ．3 6

ミ　　 ノレ　 ガ　　 イ 0 1 1 6 3．2 0 3 9 ．0 2 3 ．3 0 ．（扮

ヤ　 マ ト　 シ　 ジ　 ミ 0 1 1 2 0 0 0

小　　　　 計 8 ．4 6 7 8 ．4 5 2 8 ，7 7 5 6 5 ．9 3 6 ．5 1 8 ．1 1 6 ．4 1 9 ．2Ⅸ ）．0 2 9 ，3 1 6 ，4 9 9 ，1 1

フ　　 ジ　　 ツ　　 ボ 8 2 0 ．4 3 ，3 1 7 ．1 0 ．0 3

カ 0 6 ．0 6 ．0 0

ツ ノ ガ イ 輪 切 垂 飾 10 0 ．4 0 ．4 0

貝　　 翰 （製 品 ） 1 7 ．0 7 ．0 0 0 ．0 1

貝　　 輪 （ 片 ） 7 5 6 ．9 …菊 ．9 0 0 ．（鳩

く　　　 る　　　 み 0 1 ，2 0 0

炭　 化　 木　 の　 実 0 0 ．1 0 0

合　　　　 計 8 ．9 0 0 髄 ，5 2 8 ．6 3 7 ，9 4 4 ．3 2 9 ，3 6 9 ．g 9 9 ．2 3

他

石 ○

土　 器　 片 ， 炭 C ）

カ　 ル　 シ　 ウ　 ム ○

表8　第20号土坑内貝塚動植物遺存体組成表

貝　 種　 名

個　　 体　　 数 総 重 畳

（g ）

個 体 別 重 量

そ の 他

組 成 比

（％ ）左　 殻 右　 殻 最 小 個 左　 殻 右　 殻

腹

足

類

斧

足

類

ア　　 カ　　 ニ　　 シ 3 1 1 ，4 8 6 ．8 1 3 5 4 ，8 1 3 2 ．0 4 ．1 2

ア　 ラ　 ム　 シ　 ロ 2 0 ．5 0 ．5 0

ウ　　 ミ　　 ニ　　 ナ 8 7 3 1 ，3 （逝 ．5 1 2 5 1 ．7 1 1 4 ，8 3 ．7 9

カ　　 ワ　　 ア　　 イ 2 0 ．8 0 ．8 0

キ　　　 サ　　　 ゴ 1 0 ．6 0 ．6 0

ツ　 メ　 タ　 ガ　 イ 1 2 ．6 2 ．6 0

小　　　　 計 9 1 0 2 ．8 5 7 ．8 2 ．6 1 1 ．0 2 4 6 ，8

ア　 カ　　 ガ　 イ 0 0 0 7 ．8 0 0 7 ．8 0 ．0 2

ア　　　 サ　　　 リ 3 2 3 3 ．2 1 ．3 1 ．7 0 ．2

イ チ ョ ウ シ ラ ト リ 2 4 4 6 ．4 0 ．8 2 3 ．6 0 ．0 1

ウ ネ ナ シ ト ヤ マ ガ 3 2 5 0 ．7 0 ．4 0 ．3 0

オ　 オ　 ノ　 ガ　 イ 2 0 2 4 0 ，4 2 ．8 0 ．4 3 7 ．2 0．0 1

オ　 キ　 シ　 ジ　 ミ 26 1 2 5 9 2 8 3 1 ，5 4 9 ．5 6 1 7 ，3 6 2 3 ．4 3 0 8 ．8 4 ．3

カ　 が　 ミ　 ガ　 イ 13 2 1 2 9 1 3 6 4 ，8 7 5 ．3 1 ，9 6 7 ．3 2 1 4 7 ．3 7顔），7 1 3 ，5 3

カ　　　　　　　　 キ 14 1 6 1 9 3 6 2 ．8 4 2 ．0 7 1 ．4 2 4 9 ．4 1 ．0

サ　 ル　 ポ　 ウ 3 0 3 1 1 ．0 8 ．2 0 2 ．8 0 ．0 3

シ　　 オ　　 フ　　 キ 18 3 2 1 3 2 2 1 2 9 1．6 8 8 ．7 1 2 3 ．2 7 9 ．7 0 ．8

ハ　　 イ　　 ガ　　 イ 44 9 4 9 1 5 0 6 2 ．0 3 6 ．3 8 2 0 ．4 1 ．2 0 3 ．6 1 2 2 ．3 5 ．6 5

ハ　 マ　 グ　 リ 75 3 7 5 3 7 8 6 1 2 9 1 4 5 ．9 2 2 ．4 5 ，8 1 1 ，5 1 ，1 8 0 ，1 3 5 ，鎚

マ　　 テ　　 ガ　　 イ 3 ，2 5 9 3 ，1 2 3 3 ．3 2 6 1 0 ，7価 ．2 5 9 4 ，0 5 餅），9 9 ，5 8 1 ．3 2 9 ．8 9

ミ　 Jレ　　 ガ　　 イ 0 0 0 0 0 0 0

ヤ マ ト　 シ　 ジ　 ミ 0 2 2 4 ．5 4 ．5 0 0

小　　　　 計 5 ，0 6 4 4 ．9 9 4 5 ，2 9 6 3 2 ，8 6 9 ．7 1 0 ，0 7 0 ．1 1 0 ，5 7 5 ．7 1 2 ，3 3 3 ．9 9 9 ．1 1

フ　　 ジ　　 ツ　　 ボ 1 2 7 6 ．9 0 ．2 2 7 6 ．7 0 ．7 6

カ 片 0 4 ．g 4 ．9 0 0 ．0 1

ツ ノ ガ イ 輪 切 垂 肺 1 0 ．1 0 ．1 0

貝　　　 輪 （片 ） 0 2 ．2 2 ．2 0

く　　　 る　　　 み 片 0 0 ．3 0 ．3 0

陸 産 キ セ ル ガ イ 5 0 ．3 0 ．3 0

合　　　　 計 6 ，2 1 3 3 6 ，0 1 2 ．2 2 3 ，2 6 4 ．8 1 2 ，8 5 7 ．4 9 9 ．8 8

他

石 ○

土　 器　 片 ， 炭 ○

カ　 メレ　 ン　 ウ　 ム ○

鉄　　　　　　 分 C ）

第113図　第2号土坑ハマグリ殻長分布図

第114図　第20号土坑ハマグリ殻長分布図
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所見　本跡は土坑内貝塚である。貝以外にもカニや胡桃などが出土している。貝層中の出土遺物から，本跡の

時期は縄文時代早期と考えられる。ハマグリについては貝殻成長線分析を行い，その結果は付章に示すととも

に，測定可能な525個について殻長分布をグラフ（第114図）で示した。

第20号土坑出土遺物観察表

図版番号 器 ．種 計測値 （cm） 器　　 形　　 及　　 び　 文　　 様　　 の　　 特　 徴 胎土e色講巨焼成 備　　 考

第112図 深鉢絶文 A　 13．0 底部及び目線部一部欠損。胴部は直線的に外傾して立ち上がる。貝殻背の 砂粒，石晃 スコリア P 12
1 土　　 器 B　 12．6 押圧による小波状日録。内面は縦位，外面は斜位の貝殻条痕文が施されて 明赤褐色 40％

いる。胎土に少量の繊維を含む。 普通 野島式

（5）その他の土坑

一一‾「一一一二‾一一竿一丁－
－20．6m

ヽ⊥r
SKl

T、「l十－20．4m

41二ノ＿＿＿＿＿∵
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SK12

2m
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㌦ノ
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一府
－20．4m
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L
第醐　国　費の偽の丑坑実測図
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表7　下高井向原‡遺跡土坑一覧表

土 坑

番 号
位 置

長径方 向

（長軸方 向）
平　 面　 形

規　　　　 模

壁 面 底 面 覆 土 出　 土　 遺　 物
備　　　　　　　　　　 考

新 旧関 係 （古→ 新）
長径×短径 （m ）深 さ （cm）

1 J 6d 6 N － 130… W 楕　 円　 形 2 ．05 ×1 ．75 43 外 傾
ほ ぼ

平 坦
自 然 縄文土器片

2 I6j6 N …190－ E 楕　 円　 形 1．20 ×0 ．92 25 外 傾 凹 凸 自 然 縄文土器片，礫，貝 土坑 内貝塚

3 I5f8 N －730… E 楕　 円　 形 1．55 ×1 ．00 14 外 傾
ほ ぼ

平 坦
自 然 縄文土器片

4 I5g 7 N －310－W 楕　 円　 形 1．45 ×1 ．26 19 外 傾 凹 凸 自 然 縄文土器片

5 J6 a 7 N －540－W 長　 方　 形 2．89 ×2．13 10 外 傾 凹 凸 自 然 縄文土器片，土師器片 炉穴

6 I6f6 －
円　　　　 形 径　 1．15 2 4 外 傾 凹 凸 自 然

7 I6 a2 N －200－ E 長 楕 円 形 3 ．60 ×1．60 11 6 綬 斜
ほ ぼ

平 坦
自 然 縄文土器片，土師器片 陥し穴

8 H 6jl N －230－W 楕　 円　 形 3 ．55 ×2．08 220 垂 直 平 坦 自 然 縄文土器片，礫 陥し穴

9 王5b o N －4g －W 楕　 円　 形 1 ．65 ×1．03 30 垂 直 平 坦 自 然 縄文土器片 炉穴

10 H 6h l N －530－W 不 整 楕 円 形 1 ．12 ×1．00 39 垂 直 平 坦 人 為

11 I6i7 N －590－W 楕　 円　 形 1 ．92 ×1．05 17 緩 斜 凹 凸 自 然 縄文土器片，礫 炉穴

12 H 6i4 N －280… E 楕　 円　 形 1 ．70×1 ．25 26 外 傾 平 坦 人 為 経文土器片

13 H 6h 9 N －48 －W 楕　 円　 形 1 ．15×0 ．97 22 外 傾 平 坦 自 然 縄文土器片，礫

14 H 7j3 N －750－W 楕　 円　 形 0 ．90×0 ．78 10 緩 斜 皿 状 自 然

17 H 7j3 N － 2 0… E 楕　 円　 形 2．0 7×1 ．10 20 外 傾
や や

凹 凸
自然 縄文土器片 炉穴

18 H 7h 4 N －150… E 隅 丸 長 方形 L 50 ×0 ．90 40 外 傾 平 坦 自然 和錬，刀子 土壌墓

19 H 6j8 N －560…W 楕　 円　 形 L 80 ×1 ．23 2 8 外 傾
ほ ぼ

平 坦
自 然 縄文土器片 炉穴

2 0 I7f3 N －520…W 楕　 円　 形 1．08 ×0 ．6 1 3 5 外 傾 凹 凸 自 然 縄文土器片，且　 礫 土坑 内貝塚

2 3 K 7e l N …290－ E 不　 定　 形 1．15 ×0．77 2 3 外 傾 凹 凸 自 然

24 I7 e5 N …440－W 楕　 円　 形 3．45 ×L 80 23 5 外 傾 皿 状 人 為 縄文土器片 陥し穴

25 I7f6 N 一一一一一一460一一E 楕　 円　 形 2．63 ×1．92 6 0 外 傾 皿 状 人 為 縄文土器片

26 王7 e6 N －560…W 楕　 円　 形 2 ．63 ×1．92 5 5 外 傾 凹 凸 自 然 縄文土器片，礫

27 I6h 3 N －5J －W 楕　 円　 形 2 ．60 ×2 ．15 1 0 緩 斜 平 坦 自 然 縄文土器片 炉穴　 本跡→ SI － 4

28 I6h 3 N … 580－W 長 楕　 円 形 1 ．98 ×0 ．82 10 外 傾 平 坦 自 然 縄文土器片 炉穴　 本跡→ SI － 4

29 ‡5e 8 N － 171… E 楕　 円　 形 2 ．60 ×1．75 170 垂 直 平 坦 人 為 縄文土器片，礫 陥し穴　 本跡→S I … 3

3　溝（付図2）

19．8m

闇㌃
3　　　2

SDl

－20．2m　　－　　　　　　　　　　－20．0m

〆一頭町‾
2

SD2

第開　園　満堂層断面実測図

表8　溝一覧表

＿ヾ一、－㌧二三　‾

2

SD3

－20．0m

）
SD4・5

0　　　　　　　　2m

」二二二二」」＿＿＿∴二」

土坑

番号
位置 方　　　 向 形　　　 状

規　　　　　 模 l壁面

底面 覆土 出　 土　 遺　 物
備　　　　　　　　　　 考

新旧関係 （古→新）長さ
（m ）
上幅
（cm）
下幅
（cm）
深さ
（cm）

1 I7区 東→南 L　 字　 状 27 100 60 16 緩斜 凹凸 自然 縄文土器片，轢

2 I7区 東→酋 直　 線　 状 13 60 20 23 緩斜 凹凸 自然
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士坑
番号

位置 方 車 状 規　　 模 ！　　　　　　　　　　　　 備　　　　 考

監拇 針 譜 恕 壁面底面 覆土　 出 土 遺 物　　 新旧関係 者→新）

3
摘 緩斜恒 車 然i

け区　酋→東　　　 直　線　状 6　　8の　　　20

4 け区　北→南　　　 直　線　状
車 中 の 16 回 凹凸回　　　　　 i

5 け区　北欄　　　 直　線　状
4　 6車 0 再 斜恒 車 然i＋ ＋ ＋ ＋ i

、つノ、＼　、！巧　∵　′′、′・′′‥上。

・′、＿ノ′　∴　′　‥　ノ　　ー　ー′　－‾ノ′ノ　′　、　、′　1　日、・′　ノ、く一、一さ．ノーノ、、ノ　　　∴、．一ク1　　　ノ、、　′　　′・．

縄文土器片拓影図（第117～118図）

第1群の土器（第117図1～34）縄文時代早期に比定される土器を本群とする。

a類　井草式に比定される土器

lへ8は口唇部が肥厚し，外反が著しい。［二‾：1唇部外面や胴部に縄文が施されている。口縁部下に無文帯を

持つものもある。

l〕類　夏島式に比定される土器

9は廿唇部の肥厚が小さく，外反も少ない。1（ト12は胴部片で縄文が縦位に施されている。

C類　稲荷台式に比定される土器

13，1事は「：1縁部片で撚糸が粗に施されている。15は胴部片で撚糸が縦位に施されている。

（．1類　鵜ケ島台式に比定される士器

16へ弓4は条痕文系の土器片である。16へ里）は‖縁部片で，l＿6，1！）は［‾＿‾＿‾‾二睦用白こ刻みが施されている。18は小

波状口縁である。2仕、22は胴部片で縦位、横位の条痕が表裏に施されている。23～27は口緑部片で口唇部に

細い円筒状工貝で押捺を加え，小波状を呈している。24は口縁部下に横位の細隆起線で区画された【持こ短沈

′′㍉　ノノ　日、、　∴　′∴！∴，、－　′　　　ノ．　　！′∴一十∴　・′く・‾′＿ノ、Il　・．一′、．（、‘ィ　　　　．

は波状口縁で，細隆起線で区画された中に短沈線で文様が施され，交点に刺突文が施されている。28～：34は

胴部片で細隆起線や沈線で区画された中に沈線で文様が施されている。28，29は交点に刺突文が施されてい

る。胎土に繊維を含むものが多いが微量である。

第2群の土器（第117弓18図35～：柑）縄文時代前期に比定される土器を本群とする。

正類　開山式に比定される土器

35，37，38は口縁部片で斜位に縄文が施されている。36は胴部片で羽状縄文が施されている。胎土に繊維

を少量含む。

第二う群の土器（第11＿8図二39～51）縄文時代後期に比定される土器を本群とする。

Zl類　堀ノ内式に比定される土器

：39～46は日縁部片である。40は波状口縁で波頂部に指頭による押捺がある。43は無文である。44は目線部

下は水平に、胴部には斜位に2本の平行沈線を巡らし，区画内に縄文が施されている。沈線の交点に刺突文

が施されている。44は口唇部を外削ぎ状にした後沈線を巡らしている。胴部は半裁竹管で斜位，横位に区画

され　区画内に縄文が施されている。媚は波状日録で目線下や胴部に半裁竹管による沈線が巡らされ，区画

内に縄文が施されている。47へノ51は胴部片で，47は縄文地文後沈線で同心円的文様が施されている。50は数

本の櫛歯状工員により直線，曲線及び円形の文様が施されている。51は沈線で同心円的文様が施されている。
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第117図　遺構外出土遺物拓影図（1）
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第118図　遺構外出土遺物拓影図（2）

遺構外出土石器

図版 番 号 器　　　　 種

計　　　　 測　　　　 値

石　　 質 出 土 地 点 備　　 考
長 さ （cm ） 幅 （c m ） 厚 さ （cm ） 重 量 （g ）

第 11 9 図 1 石　　　　 錘 5 ．4 3．3 1．0 2 8 ．4 砂　　 岩 表 面 採 集 Q lO

2 石　　　　 錘 5 ．7 4．0 1．2 2 0 ．9 凝 灰 岩 表 面 採 集 Q l l

3 石　　　　 錘 6 ．1 4．6 1．0 3 5．5 緑 泥 片 岩 表 面 採 集 Q 12

4 石　　　　 錘 2．9 2．5 0 ．7 5．0 安 山 岩 表 面 採 集 Q 1 3

5 石　　　　 錘 6．5 5 ．1 1 ．3 3 4．2 安 山 岩 表 面 採 集 Q 1 4

6 石　　　　 鉄 1．4 1．5 0．3 0．5 チ ャ ー ト 表 面 採 集 Q 1 5

7 礫　 石　 斧 8 ．5 4 ．6 1．2 5 5，8 粘 板 岩 表 面 採 集 Q 1 6

8 打　 製　 石　 斧 7 ．9 5 ．7 2．5 1 3 7．3 砂　　 岩 表 面 採 集 Q 1 7

9 磨　 製　 石　 斧 8 ．1 5 ．4 2．7 15 7 ，0 砂　　 岩 表 面 採 集 Q 18

1 0 磨　 製　 石　 斧 8 ．6 3．7 2．2 9 4 ．8 砂　　 岩 表 面 採 集 Q 19

1 1 礫　 石　 斧 7 ．5 4．6 1．9 7 8．0 蛇 紋 岩 表 面 採 集 Q 20

12 石　　　　 錘 7 ．4 4．6 1．9 4 5．3 安 山 岩 表 面 採 集 Q 22

13 石　　　　 錘 3．4 2 ．8 0 ．6 5．6 凝 灰 岩 表 面 採 集 Q 24

14 石　　　　 錘 5．1 4 ．6 1 ．9 3 1．3 安 山 岩 表 面 採 集 Q 2 5

15 石　　　　 棒 6 ．8 2 ．0 1 ．0 1 6．6 粘 板 岩 表 面 採 集 Q 2 6

1 6 礫 7 ．3 5 ．2 2．1 1 30 ．7 安 山 岩 表 面 採 集 Q 3 0

1 7 礫 5 ．9 5 ．8 2．5 1 27 ．2 安 山 岩 表 面 採 集 Q 3 1

1 8 礫 9 ．0 6．8 4 ．7 3 8 9 ．8 石 英 片 岩 表 面 採 集 Q 3 2

第 12 0 図 19 礫 7 ．2 6，6 4 ．6 2 7 3 ．3 石 英 片 岩 表 面 採 集 Q 33

20 礫　 石　 斧 8．0 5．8 3 ．0 13 6 ．2 泥　　 岩 表 面 採 集 Q 34

2 1 礫　 石　 斧 8，7 4 ．6 2 ．0 8 5．4 砂　　 岩 表 面 採 集 Q 35

2 2 スタ ンプ型石器 1 0．7 4 ．7 3 ．9 2 9 9．0 石 英 斑 岩 表 面 採 集 Q 3 6
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第11g国　造構外出土遺物実測図（3）
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第120図　遺構外出土遺物実測図（4）
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図版番号 器　　　　 種
計　　　 測　　　 値 重　　　 量

（g ）
備　　　　　　　　　　　 考

最　大　長 最　大　幅 孔　　　 径

第120図23 球　状　土　錘 1．9 2．0 0．5 7．9 DPl，覆土中

第4節　まとめ

今回の調査によって，当遺跡は縄文時代に小集落が形成され，しばらく途絶えた後，再び古墳時代及び平安

時代になって人々の生活が営まれたことが判明した。

縄文時代の遺構は，竪穴住居跡4軒，屋外炉7基，陥し穴3基及び土坑内貝塚2基が確認されている。これ

らの遺構からは，いずれも縄文時代早期の条痕文系土器が出土していることから，同一時期に展開されたもの

と思われる。ところで，土坑内貝塚出土の貝は，ハマグリ，アサリ，マテガイなど鍼水産の貝類が主であり，

ハマグリを使った貝刃や貝輪，ツノガイ製の垂飾などの装飾品も出土している。遺跡の存在する台地周辺は，

当時海が広がっていたことが窺える。

古墳時代の遺構は，5世紀前半の第2号竪穴住居跡1軒が確認されており，土師器の婆，高塀及び椀が出土

している。当遺跡内で確認されたこの時代の遺構は住居跡1軒だけであるが，集落が遺跡西側の台地縁辺部に

広がっていた可能性が考えられる。

平安時代の遺構は，第18号土墳墓1基が確認されている。形状は長軸1．5m，短軸0．9mの隅丸長方形で，深

さ40cmである。長軸方向はN－150－Eで，底面はやや中央部が窪む状態である。副葬品として和鏡と刀子が出

土しており，人骨等は確認できなかった。和鏡は白銅質で重量感があり，全体に暗い灰緑色である。表面の剥

落や傷及び吹き出した錆もほとんどなく，鏡背文様の鋳出しも鮮やかで丁寧に製作されている。さらに，鏡面

もよく研磨されており，出土鏡としては極めて保存良好な状態である。

参考文献　茨城県教育財団　『高崎貝塚』　茨城県教育財団文化財調査報告書第88集1994年
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第5章　下高井向原II遺跡

第1節　遺跡の概要

下高井向原II遺跡は，取手市北西部，小貝川右岸から南西方向に入り込む支谷に面した標高18～22mの舌状

台地上に位置している。当遺跡の東方700mには甚五郎崎遺跡，南側には下高井向原I遺跡，東側には高井城跡

がある。現況は山林で，面積は11，532m2である。

今回の調査によって，縄文時代の竪穴住居跡1軒と土坑12基を確認した。他に時期不明の土坑13基，溝21条

を確認した。

遺物は，遺物収納箱（60×40×20cm）に12箱出土している。縄文時代の出土遺物は，早期から後期までの縄文

土器片，石鉄及び磨製石斧である。中・近世の遺物は，常滑の陶磁器片である。

第2節　基本層序

調査区域南西側の台地平坦部（E8g7区）にテストピットを設定した。深さ3．58mまで掘り下げ，第121図に

示すような土層の堆積状況を確認した。

第1層　　厚さ17cmの暗褐色土で，ローム粒子を

極少量含む。粘性，締まりともやや強

い。

第2層　　厚さ15cmの暗褐色土で，ローム粒子を

極少量含む。粘性，締まりともやや強

い。

第3層　　厚さ10cmの黒褐色土で，ローム粒子を

少量含む。粘性，締まりともやや強い。

第4層　　厚さ13cmの褐色土で，暗褐色土粒子を

極少量含む。粘性，締まりともやや強

い。

第5層　　厚さ12cmの褐色土で，暗色帯である。

粘性，締まりともやや強い。

第6層　　厚さ20cmの褐色土で，暗色帯である。

やや粘性があり，締まりは強い。

第7層　　厚さ50cmの明褐色土で，暗色帯であ 第121図　基本土層図

る。硬質部と軟質部がある。粘性があり，締まりは強い。

第8層　　厚さ30cmの褐色土で，暗色帯である。ハードローム層である。粘性があり，締まりは特に強い。

第9層　　厚さ16cmのにぷい褐色土で，ハードローム層である。粘性があり，締まりは強い。

第10層　　厚さ40cmの黄褐色土で，ハードローム層である。粘性があり，締まりは強い。

第11層　　厚さ50cmの褐色土で，ハードローム層である。粘性があり，締まりは強い。
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第12層　　厚さ55cmの褐色まで，ハードローム層である。粘性があり，締まりは強い。

第13層　　厚さ27cmの黄褐色土で芦　ハードローム層である。黒色礫を少量含む。粘性があり，締まりは特に

強い。

第m層　　厚さ蟻cmの粘土層で　暗茶褐色土粒子を少量含む。粘性，締まりとも樽に強い。

第3節　遺構と遺物

温　竪穴住居跡

第瑠号鎮贋跡（第且22図）

位置　調査区の南西部，E8fo区。

規模と平面形　径4．20111の円形で，南側に径1．5m程の半円形の張り出しがある。

長径方向　N－12しラー－E

壁　壁高は14clll～20cmで，外傾して緩やかに立ち上がる。

床　ほぼ平坦で，炉の周辺を中心に踏み締められている。

第臓図　第　考佳履紗実測図
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ピット　9か所（Pl′－

P9）。Plは長径30cm，短

径25cmの楕円形，深さ

65cm，P2は径30cmの円

形，深さ72cm，P3は長

径35cm，短径25cmの楕

円形，深さ66cm，P4は

長径47cm，短径35cmの

楕円形，深さ68cmで，

いずれも主柱穴と考え

られる。P5は長径47

cm，短径28cmの楕円

形，深さ10cmで，張り

出し部分の中央にあ

り，床の硬化した面が

夢隔蝕　童轟
、、

！

、‾、～r∫一

第123図　第1号住居跡出土遺物拓影図

0　　　　　　　　　　　　　　　10cm
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周辺に見られることから出入り口施設に伴うピットと思われる。P6～P9は長径25～35cm，短径22～25cmの楕円

形，深さ10～30cmで，いずれも炉に関係するピットと思われるが詳細は不明である。

炉　中央部にあり，長径100cm，短径80cmの不整楕円形，深さ30cmの地床炉である。炉床部分は熱を受け，赤変

硬化している。

炉土層解説

1黒褐色　ローム粒子中量，炭化粒子・焼土粒子少量

2　暗赤褐色　ローム粒子・壌土粒子中量

覆土　6層からなり，自然堆積土層と考えられる。

土層解説

1褐　　色　ローム粒子・炭化粒子・廃土粒子少量

2　極暗褐色　炭化材多量，焼土粒子中量

3　暗褐色　廃土粒子中量，炭化物少量

3　暗赤褐色　ローム粒子・ロームプロッタ多量，焼土粒子・焼土ブ

ロック中量

4　褐　　色　焼土粒子少量

5　褐　色　焼土粒子・炭化物少量

6　明褐色　ローム粒子多量

遺物　覆土中から縄文土器片や礫片が出土している。1，2は南西部出入り口近くの覆土下層より出土した土

器片（加曾利E3式期）を接合したものである。

所見　本跡の時期は，出土遺物から縄文時代中期後葉と考えられる。

第1号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　　 形　　 及　　 び　　 文　　 様　　 の　　 特　　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第123図 深　　 鉢 A　 34．4 胴部から口縁部にかけての破片。胴部は外傾して立ち上がり，口綾部は内 砂粒，長石，石英 P l

1 縄文土器 B　 15．4 攣する。口縁部文様帝は， 2 本の太沈線で区画され，縦位の複節組文 L R 褐色 5％

L が施されている。胴部文様帯は，地文縄文に 2 本の太沈線で区画された 普通 覆土中

磨消帯が垂下している。

2　土坑

当遺跡では，25基の土坑を確認した。そのうち，陥し穴と思われる12基について解説し，その他は一覧表（表

9）で記載する。
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（温）陥し穴

第2号藍坑（第且24図）

位置　調査区の中央部，ElOa7区。

規模と形状　掘り方は長径2．63m，短径1。35mの楕円形で，深さ1．77mである。底面は平坦で，壁はほぼ垂直

に立ち上がる。

長径方向　N－720－E

覆土　5層からなり，自然堆積土層と考えられる。

逸物　覆土中から縄文土器片5点が出土している。

新風　遺構の形態から陥し穴と考えられる。出土遺物がいずれも細片であるため，時期は確定できない。

第3号患坑（第且24図）

位置　調査区の中央部，ElOb3区。

規模と形状　掘り方は長径3．23m，短径2．00mの楕円形で，深さ2．00mである。底面は平坦で，壁はほぼ垂直

に立ち上がる。

長径方向　N－730－W

覆土　9層からなり，自然堆積土層と考えられる。

逸物　出土していない。

新風　遺構の形態から陥し穴と考えられる。出土遺物がないため，時期は不明である。

第超号患坑（第且24図）

位置　調査区の中央部，E9e9区。

規模と形状　掘り方は長径2．59m，短径0．75mの長楕円形で，深さ1．30mである。底面は凹凸があり，壁は垂

直に立ち上がる。

長径方向　N－60－E

覆土10層からなり，自然堆積土層と考えられる。

逸物　出土していない。

新風　遺構の形態から陥し穴と考えられる。出土遺物がないため，時期は不明である。

第5号患坑（第温24図）

位置　調査区の中央部南寄り，E9f8区。

規模と形状　掘り方は長径1．67m，短径0．58mの不定形で，深さ0．77mである。底面は凹凸があり，壁は垂直

に立ち上がる。

長径方向　N－630－E

覆土　5層からなる。覆土中層に撹乱があり，人為堆積土層と考えられる。

逸物　覆土中から縄文土器片1点が出土している。

所凰　遺構の形態から陥し穴と考えられる。出土遺物が細片であるため，時期は確定できない。
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第臓図　第勘　勘　勘　考丑坑実測図

SK　3

第2号土坑土層解説

1暗褐色　ローム粒子少量

2　暗褐色　ローム粒子eローム小ブロック少量
3　暗褐色　ローム粒子・ローム小ブロック中量

4　褐　色　ローム粒子・ローム小ブロック中量

5　褐　色　ローム粒子・ローム小ブロック多量

第3号土坑土層解説

1暗褐色　ローム粒子eローム小ブロック少量

2　褐　色　ローム粒子・ローム小ブロック中量
3　褐　色　ローム粒子・ローム小ブロック少量

4　暗褐色　ローム粒子。ローム小ブロック少量

5　暗褐色　ローム粒子・ローム小ブロック多量

6　暗褐色　ローム粒子・ローム小ブロック少量

7　褐　色　ローム粒子・ローム小ブロック多量
8　暗褐色　ローム粒子・ローム小ブロック中量

9　褐　色　ローム粒子・ローム小ブロック多量

一158　－
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第4号土坑土層解説

1褐　色　ローム粒子・ローム小ブ

ロック多量
2　暗褐色　ローム粒子・ローム小ブ

ロック少量

3　暗褐色　ローム粒子少量

4　暗褐色　ローム粒子少量
5　褐　色　ローム粒子・ローム小ブ

ロック多量

6　暗褐色　ローーム粒子多量eローム

小ブロック少量

7　褐　色　ローム粒子多量・ローム
小ブロック中量

8　褐　色　ローム粒子・ローム小ブ

ロック多量

9　褐　色　ローム粒子・ローム小ブ
ロック多量

10　明褐色　ローム粒子・ローム小ブ

ロック多量

第5号土坑土層解説

1褐　色　ローム粒子eローム小ブ
ロック少量

2　褐　色　ローム粒子・ローム小ブ

ロック少量

3　褐　色　ローム粒子・ローム小ブ
ロック中量

4　褐　色　ローム粒子・ローム小ブ

ロック中量
5　褐　色　ローム粒子少量

0　　　　　　　2m
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第7号土坑土層解説

1褐　色　ローム粒子のローム小ブロック中量

2　褐　色　ローム粒子eローム小ブロック中量

3　明褐色　ローム粒子多量
4　褐　色　ローム粒子中量

5　明褐色　ローム粒子・ローム小ブロック多量

第8号土坑土層解説

1暗褐色　褐色土粒子。ローム小ブロック多量

2　黒褐色　褐色土粒子・ローム小ブロック少量

3　褐　色　褐色土粒子eローム粒子少量

4　褐　色　ローム粒子・ローム小ブロック中量
5　褐　色　ローム粒子・ローム小ブロック多量

6　暗褐色　ローム粒子・ローム小ブロック多亀
黒色土粒子中量

7　褐　色　ローム粒子・ローム小ブロック多量
8　褐　色　ローム粒子多量

9　暗褐色　ローム粒子・ローム小ブロック多量，
黒色土粒子少量

10　褐　色　ローム粒子・ローム小ブロック多量
11暗褐色　ローム粒子多量

第9号土坑土層解説

1暗褐色　褐色土粒子・褐色土中ブロック中量

2　暗褐色　褐色土粒子・褐色土中ブロック中量，
ローム粒子少量

3　暗褐色　ローム粒子・ローム小ブロック中量

4　明褐色　ローム粒子・ローム小ブロック多量
5　褐　色　ローム粒子・ローム大ブロック中量

6　暗褐色　ローム粒子・ローム小ブロック少量

7　褐　色　ローム小ブロック多最　ローム粒子中量

8　褐　色　ローム粒子・ローム小ブロック多量
9　極暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

10　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量

11極暗褐色　ローム粒子・ローム小ブロック少量
12　褐　色　ローム粒子・ローム小ブロック多量

13　褐　色　ローム粒子・ローム小ブロック多量

2m
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SK16

第10号土坑土層解説

1暗褐色　ローム粒子・ローム小ブロック少量
2　褐　色　ローム粒子多量

3　褐　色　ローム粒子。ローム小ブロック中量

4　暗褐色
5　褐　色

6　暗褐色

7　褐　色

8　褐　色

9　褐　色
10　明褐色

11暗褐色

ローム粒子・ローム小プロ、ソク少量

ローム粒子。ローム小ブロック多量
ローム粒子中量

ロトーム粒子eローム小ブロック多量

ローム粒子eローム小ブロック中登
ローム粒子多量

ローム粒子。ローム小ブロック多量

ローム粒子少量

第16号土坑土層解説

1暗褐色　ローム粒子・ローム小ブロック中農
炭化物極少量

2　褐　色　ローム粒子少量

3　暗褐色　ローム粒子。ローム小ブロック少量
4　褐　色　ローム粒子・ローム小ブロック中量

5　暗褐色　ローム粒子・ローム小ブロック少量

6　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック
中量

7　褐　色　ローム粒子ゆローム小ブロック多量

8　褐　色　ローム粒子多量

第19号土坑土層解説

1褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量
2　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，

ローム中ブロック極少量

3　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少亀
ローム申ブロック極少量

褐　色　ローム粒子中量

褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量
褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量

褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量



SK　21

第21号土坑土層解説
1暗褐色　ローム粒子。ローム小ブロックe炭化粒子少量，廃土粒

2　暗褐色

3　褐　色
4　褐　色

5　褐　色

6　褐　色

7　暗褐色
8　褐　色

9　暗褐色

10　暗褐色

子極少量

ローム粒子・ローム小ブロック少量

ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

ローム粒子・ローム小ブロック少量

ローム粒子中量，ローム小ブロック少量
ローム粒子・ローム小ブロック中量，ローム中ブロック

。ローム大ブロック少量

ローム粒子のローム小ブロック・ローム中ブロック少量
ローム粒子多量

ローム粒子eローム小ブロックeローム中ブロック少量

ローム粒子eローム小ブロック少量

一
－
－
1
－
1
一
汁
－
I

A
一

第22号土坑土層解説

1褐　色　ローム粒子中量

2　褐　色　ローム粒子・ロー

ム中ブロック中畳，
ローム小ブロック

少畳

3　暗褐色　ローム粒子・ロー

ム小ブロック少量

4　褐　色　ローム粒子中量，
ローム小ブロック

少量

2m
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第臓図　第別，鍼尊皇坑実測図

第謬尊皇坑（第125図）

位置　調査区の北西部，D8C。区。

規模と形状　掘り方は長径2。12m，短径1。35mの不整楕円形で，深さ1．05mである。底面は傾斜があり，壁は

外傾して立ち上がる。

長径方向　N－380－E

覆土　5層からなり，自然堆積土層と考えられる。

遺物　出土していない。

所凰　遺構の形態から陥し穴と考えられる。出土遺物がないため，時期は不明である。

第8号患坑（第125図）

位置　調査区の西部，E9al区。

規模と形状　掘り方は長径3．60m，短径上93mの楕円形で，深さ2．17mである。底面は平坦で，壁は垂直に立

ち上がる。

長径方向　N－660－W
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覆土11層からなり，自然堆積土層と考えられる。

逸物　覆土中から縄文土器片が出土している。1は縄文土器の胴部片である。

所見　遺構の形態から陥し穴と考えられる。本跡の時期は，出土遺物から縄文時代と考えられる。

第9号丑坑（第125図）

億置　調査区の西部，E9C3区。

規模と形状　掘り方は長径3．35m，短径1．70mの楕円形で，深さ2．21mである。底面は凹凸があり，壁は垂直

に立ち上がる。

長径方向　N－730－W

覆土13層からなり，自然堆積土層と考えられる。

遺物　出土していない。

所見　遺構の形態から陥し穴と考えられる。出土遺物がないため，時期は不明である。

第柑尊皇坑（第且26図）

健置　調査区の西部，E9d4区。

規模と形状　掘り方は長径2．87m，短径1．06mの長楕円形で，深さ1．93mである。底面はほぼ平坦で，壁は垂

直に立ち上がる。

長径方向　N一一一700－W

覆土11層からなり，自然堆積土層と考えられる。

遺物　覆土中から縄文土器片が出土している。

所見　遺構の形態から陥し穴と考えられる。出土遺物がいずれも細片であるため，時期は確定できない。

第柑考量坑（第126図）

億置　調査区の南部，E9i8区。

規模と形状　掘り方は長径2．88m，短径1．70mの楕円形で，深さ1．80mである。底面は平坦で，壁は垂直に立

ち上がる。

長径方向　N－380－E

覆土　8層からなり，自然堆積土層と考えられる。

遺物　出土していない。

所見　遺構の形態から陥し穴と考えられる。出土遺物がないため，時期は不明である。

第柑号蓋坑（第126図）

億置　調査区の南部東寄り，FlOc9区。

規模と形状　掘り方は長径2．85m，短径1．55mの不整楕円形で，深さ2．23mである。底面は平坦で，壁は垂直

に立ち上がる。

長径方向　N－53〇一W

覆土　8層からなり，自然堆積土層と考えられる。

遺物　覆土中から縄文土器片1点が出土している。
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所見　遺構の形態から陥し穴と考えられる。出土遺物がいずれも細片であるため，時期は確定できない。

第21号土坑（第127図）

位置　調査区の南部東寄り，ElOi9区。

規模と形状　掘り方は長径3．45m，短径1．80mの楕円形で，深さ2．35mである。底面は平坦で，壁は垂直に立

ち上がる。

長径方向　N－790－E

覆土10層からなり，自然堆積土層と考えられる。

遺物　覆土上層から縄文土器片が出土している。2は焼土とともに覆土中より正位で出土している。

所見　遺構の形態から陥し穴と考えられる。出土遺物は覆土上層からのみであり，土器片の周辺に少量の焼土

や炭化材が見られる。本跡の時期は，出土遺物から縄文時代と考えられる。

第22号土坑（第127図）

位置　調査区の南部東寄り，Ellil区。

規模と形状　掘り方は長径2．22m，短径0．93mの長楕円形で，深さ1．85mである。底面は平坦で，壁は垂直に

立ち上がる。

長径方向　N－350－W

覆土　4層からなり，自然堆積土層と考えられる。

遺物　出土していない。

所見　遺構の形態から陥し穴と考えられる。出土遺物がないため，時期は不明である。

第128図　陥し穴出土遺物実測図

第21号土坑出土遺物観察表

図版番号 器　 桂 計測値 （om） 器　　 形　　 及　　 び　　 文　　 様　　 の　　 特　　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第12 8図 深　　 鉢 A　 3 3．9 胴部か ら口縁郡 にかけての破片。胴部は外傾 して立 ち上が り，口緑部 は内 砂粒，長石，スコリア P 2

2 縄文土器 B （1 9．3） 管す る。 ロ緑部文様帯 は，沈線間の隆帯 により長楕 円形及び楕円形 に区画 にぷ い橙色 4 0％

され，内側 に横位 の縄文 R L が施 されている。胴部文様帯は，地文縄文 に 普通 覆土中
沈線 間の磨消帯 が直線的 に垂下 している。
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表9　下高井向原恨遺跡土坑一覧表

土 坑

番 号
位 置

長 径方 向

（長軸方向）
平　 面　 形

規　　　　 模

壁 面 底 面 覆 土 出　 土　 遺　 物
備　　　　　　　　　　 考

新 旧関 係 （古→ 新 ）長径×短径 （m ） 深さ （cm）

1 lD lO i8 N －49。－E 不　 定　 形 3．62 ×1．30 40 緩 斜 傾 斜 自 然

2 E l Oa 7 N －7ぎーE 楕　 円　 形 2．63 ×1．35 1 77 垂 直 平 坦 自 然 縄文土器片 陥 し穴

3 E l Ob 3 N －730－W 楕　 円　 形 3．23 ×2．00 20 0 垂 直 平 坦 自 然 陥し穴

4 E 9e 9 N － 6 0－E 長 楕 円 形 2 ．5 9 ×0．75 13 0 垂 直 凹 凸 自 然 縄文土器片 陥し穴

5・ E 9f8 N －630－E 不　 定　 形 1．6 7 ×0．58 7 7 垂 直 凹 凸 人 為 縄文土器片 陥し穴

6 E 9f8 N －190－E 不　 定　 形 1．07 × 1．0 0 18 緩 斜 凹 凸 自 然

7 D 8c o N －380－E 不 整 楕 円形 2．12 ×1 ．3 5 105 外 傾 傾 斜 自 然 陥 し穴

8 E 9 a l N －6首－W 楕　 円　 形 3．60 ×1．93 2 17 垂 直 平 坦 自 然 縄文土器片 陥 し穴

9 E 9 C3 N －730－W 楕　 円　 形 3．35 ×1．70 2 21 垂 直 凹 凸 自然 陥 し穴

10 E 9d 4 N －700－W 長 楕 円 形 2．8 7 ×1．06 19 3 垂 直
ほ ぼ

平 坦
人 為 縄文土器片 陥し穴

11 E 8g 9 N －410－E 不　 定　 形 2．6 6 ×1．40 2 0 緩 斜 凹 凸 自 然 縄文土器片，陶器片

12 E 9 g 2 N －440－W 不 整 楕 円 形 2．2 0 ×2 ．00 70 外 傾 傾 斜 人 為 縄文土器片

13 E 9h 2 N －17 ーE 不 整　 円 形 2．29 ×2 ．10 25 緩 斜
ほ ぼ

平 坦
自 然

14 E 9h 3 N －710－E 不 整 楕 円形 1．56 ×1．15 22 外 傾 凹 凸 自 然

15 E 9g 7 N －220…E 楕　 円　 形 2．48 ×1．70 45 外 傾 凹 凸 自 然

16 E 9i8 N －380…E 楕　 円　 形 2．88 ×1．70 1 80 垂 直 平 坦 自 然 陥 し穴

17 1E 9C 9 I m ‾ r ‾㈹1 不　 定　 形 l 3．14 ×2．10 1 5 7 ！緩 斜 ！凹 凸 l 自 然 l 棍文土器片，鉄韓　　　　　　　　 l17 I　Tr　′、嵐9C 9 l　　lL　▼　　　　　　＿－　′ヽ　　　　1r‾1r▼m － r ∴∴押 ー不　 定　 形 1 3．14 ×2．10 ．　　 5 7 ’緩 斜 l　M…　　　【巴」出 l 自 然 t経 文土器片，鉄浮 l

18 E 8a 5 N －530－W 円　　　　 形 1．3 5 ×1．33 6 5 垂 直 平 坦 人 為 縄文土器片

19 F l Oc 9 N －530－W 不 整 楕 円 形 2 ．8 5 ×1．55 22 3 垂 直 平 坦 自 然 縄文土器片 陥し穴

2 1 E lO i9 N －790－E 楕　 円　 形 3．45 × 1．8 0 235 垂 直 平 坦 自 然 縄文土器片 陥し穴

2 2 E ll il N …350－W 長 楕　 円 形 2．22 ×0 ．9 3 185 垂 直 平 坦 自 然 略 し穴

24 E l le l N －87’－W 隅 丸 長 方形 （1．92）×1．6 0 24 外 傾 平 坦 自 然 縄文土器片 SK …27 →本跡

25 E 1 2d l N －7げ－E 楕　 円　 形 1．83 ×0．95 50 外 傾 凹 凸 人 為

26 E 1 2C 7 N －860－W 不整 楕 円形 1．95 ×1．26 52 外 傾 傾 斜 自 然

27 E l le l N －140－E 楕　 円　 形 1．84×（1．45） 42 外 傾 平 坦 自 然 縄文土器片 本跡→ SK － 24

3　溝（付図3）

当遺跡から21条の溝を確認した。第1号溝は，覆土中から12世紀後半の常滑産の陶器片が出土しており，中

世前後の遺構であることが確認できる。その他の溝については，出土遺物も少なく，時期の判定や性格は不明

である。全測図から数条の溝によって方形に区画されているようにも考えられるが，区域内に関連する遺構や

遺物が確認されていないため，時期の判定や遺構の性格は不明である。当遺跡で確認された溝については，表

10の一覧表で紹介する。

第1号溝出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第131図 て土ご雲貫 B （25．1） 体部から目線部にかけての破片。体 内 。外面ナデ。頸部から体部上位に 砂粒，長石 P 3

1 陶　　 器 部に最大径を持つ。頚部でわずかに かけて緑和が施されている。 にぷい赤褐色 40％
直立した後，口綾部は外反する。 良好 覆土中
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SD2・3

－21．0m　　　－　　　－21．2m　　　　　－　　　－19．6m

聡㌃‾　　謡雪r
SD5　　　　　　　　　　SD7

－20．4m　　　　　　　　－　　　－20．8m

㌦／一一一／r‾　「豆r
SDll SD12

‾∈重訂　　－、し′
SD8　　　　　　　　　　SD9

－20．2m
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SD13　　　　　　　　　　　SD14
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第相国　満堂層断面実測図
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‾し／‾
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SD20
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‾、＼＿＿＿一／pP

SD21

2m

「‥‥一一一一ト一一一一一一一11

第相国　第　号溝出藍遺物実測図

表10　下高井向原Ⅲ遺跡溝一覧表

溝

番　号
位置 方　　　 向 形　　 状

規　　　　　 模
壁 面 底 面 覆 土 出　 土　 遺　 物

備　　　　　　　　　　 考

新 旧関係 （古→新）長 さ
（m ）
上 幅
（cm ）
下 幅
（cm ）
深 さ
（cm）

1 E 8 区 西→東 コ　の 字 状 65 200 10 0 40 緩 斜 平 坦 自然 縄文土器片，土師器片，陶器片 本跡→SD －2，3

2 E 8 区 南→北 直　 線　 状 76 110 50 40 外 傾 平 坦 自然 絶文土器片，土師器片，陶器片，瓦片 SD …1→本跡→SD － 3

3 E 8 区 南→北 直　 線　 状 76 120 60 55 外 傾 平 坦 自然 縄文土器片 SD － 1→ SD －2→本跡→SD －5

4 E 9 区 南→西 L　 字　 状 75 160 100 38 緩 斜 平 坦 自然 縄文土器片，土師器片，陶器片，礫 SD －1 と重複　 不明

5 D 8 区 酋→東 直　 線　 状 29 100 60 17 緩 斜 平 坦 自然 SD －3→本跡
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溝

番　号
位 置 方　　　 向 形　　　 状

規　　　　 模

壁 面 底 面 覆 土 出　 土　 遺　 物
備　　　　　　　　　 考

新旧関係 （古→新）長 さ
（m ）
上 幅
（cm ）
下 幅
（cm ）
深 さ
（cm ）

6 E ll区 南→北 コ　の 字 状 13 7 0 4 0 2 5 緩 斜 平 坦 自然

7 E 8 区 西→東 直　 線　 状 9 30 2 0 1 1 緩 斜 平 坦 自然

8 E 8 区 西→東 L　 字　 状 9 50 3 0 20 外 傾 平 坦 自然

9 D 8 区 南東→北西 直　 線　 状 9 100 50 18 緩 斜 平 坦 自然 瓦片

10 D l O区 北西→南東 直　 線　 状 34 140 80 35 緩 斜 凹 凸 自然
絶文土器片，土師器片，土師質土器片，

陶器片，礫 SD …11 と重複　 不明

11 D lO 区 東→南西 L　 字　 状 14 2 00 1 30 2 5 緩 斜 平 坦 自然 綴文土器片，土師器片，陶器片，礫 SD…12→本跡　SD －蛛13と重複　不明

12 D lO区 東→西 直　 線　 状 37 8 0 4 0 19 外傾 平 坦 自然 縄文土器片，土師器片 SD －15と重複 不明 本跡→SD －11

13 D lO区 南→南東 L　 字　 状 27 10 0 4 0 3 3 外傾 平坦 自然 土師器片 本跡→SD －11

14 E l O区 北→東 L　 字　 状 61 10 0 30 3 7 外 傾 ほ ぼ
平 坦
自然 経文土器片，土師器片，礫

15 E lO 区 西→東 直　 線　 状 13 90 30 27 外 傾 傾 斜 自然 SD －12 と重複　 不明

16 E l l区 南→北 直　 線　 状 13 60 10 28 外 傾 平 坦 自然 本跡→SD －18

17 I
E ll 区 酋→東 直　 線　 状 9 60 20

20 l
緩 斜 平 坦 自然

18 E ll区 酋→東 ほぼ直線状 14 74 22 13 緩 斜 平 坦 自然 斑）…16→本跡

19 E l l区 西→東 直　 線　 状 14 5 0 10 1 0 外 傾 平 坦 自然

20 E l l区 南→北 ほぼ直線状 10 46 14 10 緩 斜 平 坦 自然 土師器片，陶器片 SD …21→本跡

21 E l l区 東→北西 ほぼ直線状 6 64 22 6 緩 斜 平 坦 自然 本跡→SD －20

4　その他の遺構

第瑠号不明遺構（第132図）

億置　調査区の北東部，D8al区。

重複関係　本跡は，第2号不明遺構と重複している。本跡を第2号不明遺構が掘り込んでおり，本跡の方が古

い。

規模と形状　東側が第2号不明遺構に掘り込まれているため全容は不明である。調査範囲での結果は，掘り方

は長軸4・45m，短軸1．10mの不定形，深さ33cmである。第2号不明遺構の下層に径20cmの円乳　深さ33cmの柱

穴が確認された。本跡に関係するピットと思われるが，性格は不明である。

長軸方向　N－140－E

壁　外傾して緩やかに立ち上がる。

床　緩やかに傾斜しているが，南側の一段深く掘り窪められた部分に長径85C勘短径50cmの楕円形，2cmの厚さ

で廃土の堆積が見られる。焼土の周辺はやや踏み締められている。

覆土　3層からなり，自然堆積土層と考えられる。

遺物　覆土中から縄文時代早期の口綾部が肥厚する撚糸文が施された土器片が出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から縄文時代早期と考えられる。遺構の性格は，炉穴と推定される。

第2号不明遺構（第132図）

億置　調査区の北東部，り8al区。

重複関係　本跡は，第1号不明遺構と重複している。本跡は第1号不明遺構を掘り込んでおり，本跡の方が新

らしい。
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第臓図　第結　号不明遺構実測図

第1号不明遺構土層解説

1褐　色　ローム粒子多量，焼土粒子少量
2　褐　色　ローム粒子中農

3　褐　色　ローム粒子多量，焼土粒子極少量

第2号不明遺構土層解説

1褐　色　ローム粒子多量，焼土粒子少量
2　褐　色　ローム粒子中量

3　褐　色　ローム粒子多量，焼土粒子極少量

」－二二」　‥　＿＿」

規模と形状　掘り方は長軸4．80m，短軸3．05mの不定形，深さ35cmである。南西部に長径25cm，短径20cmの楕

円軌　深さ15cmの柱穴が確認された。本跡に関係するピットと思われるが，性格は不明である。また，南東部

に径20cmの円形，深さ33cmの柱穴が確認されたが，第1号不明遺構に関するピットと思われる。

長軸方向　N－210－E

壁　外傾して緩やかに立ち上がる。

床　緩やかに傾斜しているが，南西側の一段深く掘り窪められた部分に，長径105cm，短径38cmの長楕円形と長

径57C恥　短径35cmの不整楕円形の2つの焼土の薄い堆積が見られる。

覆土　3層からなり，自然堆積土層と考えられる。

逸物　覆土中から縄文時代の土器片が出土している。

所凰　本跡の時期は，出土遺物から縄文時代と考えられる。遺構の性格は炉穴と推定される。
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5　遺構外出土遺物

∠＝フ

第133回　遺構外出土遺物実測図

遺構外出土遺物観察表

⊂二⊃　5・7S功　C＝⊃
0　　　　　　　　　　　　　10cm

】　　　「＿　　」

図版番号器　種計測値（仰）器　　形　　及　　び　　文　　様　　の　　特　　徴胎土・色調・焼成備　　考

第133図深　　鉢B（4．0）底部片。平底。胴部は外傾して立ち上がる。胴部下位にかすかに縄文が施砂粒，スコリアP4

1縄文土器C　　7．0されている。 褐色

普通

10％

覆土中

図版番号器　種計測値（cm）器　形　の　特　徴手　法　の　特　徴胎土・色調・焼成備　　考

第133図七　　厘B（13．0）休部片。体部下位から内管して立ち内・外面ナデ。 砂粒，長石P5

2陶　　器孔径8．6上がり，休部中段に中底を持つ。 にぷい橙色

良好

10％

表採

3

杯A［7．2］底部から口縁部にかけての破片。平内・外面ナデ。底部回転糸切り。内砂粒P6

陶　　器B　l．6底。底部は突出気味。休部は大きく面からロ緑部外面施軸。浅黄色70％

C　　3．4外傾して立ち上がる。 普通表採

図版番号器　　　　種

計　測　値　（cm）重　　　量

（g）

現　存　率

（％）
備　　　　　　　　考

最　大　長最　大　幅最　大　厚

第133図4泥　面　子2．8 3．2 1．0 7．2100DPl，覆土中

5土　製　円　盤3．9 4．0 0．9 15．1100DP2，覆土中

6泥　面　子2．5 2．1 0．8 3，1100DP3，覆土中

図版番号器　　　　種
計　　　　測　　　　値
石　　質出土地点備　　考

長さ（cm）幅（cm）厚さ（0m）重量（g）

第133図7打　製　石　器9．7 5．4 2．5112．9安山岩表面採集Ql
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第4節　まとめ

今回の調査によってタ　当遺跡から縄文時代の竪穴住居跡　軒と土坑器基の他に溝飢象　不明遺構2基が確認

されている。遺物は縄文時代早期から中期までの土器片が主に出土しぎ　土師器片芦　陶磁器片及び石器も少量出

土している。

住居跡は径確。2mの円形でグ　主柱穴を4本有し，南側に径1．5mの半円形の張り出し部を持っている。張り出

し部の中央にはピットを有してお勘　出入　日施設と考えられる。また　炉の周囲を囲むよ　に　本のピット

を有しているが　詳細は不明である。遺物は約測点の縄文土器片が出土してお勘　その　ち覆土中層から出土

した土器片は加曾利E狐式期である。本跡の時期は，出土遺物から縄文時代中期の住居跡と推定される。

また　時期不明の　のが多いがは基の陥し穴が確認されている。第凱号土坑の覆土上層から住居跡と同時期

の土器片が出土してお勘　第21号土坑は縄文時代中期かそれ以前のものである。陥し穴については　判定する

遺物が少なく時期の詳細は不明であるがプ　いずれ　台地縁辺部に沿って配置されてお勘　同時期の　のと考え

られる。

不明遺構については　覆土中から縄文時代早期の土器　井草式期　片が出土している。底面近　から少量の

焼土が出土しており、屋外炉の可能性が考えられる。

第思考溝は芦　南側の調査区外から北方向に　m直進し　調査区南西部で直角に東に折れて腑m直進した観

第　号溝と合流して南側の調査区外へ直進している。全容は不明であるが，「コ」の字状か方形に区画されて

いたものと考えられる。覆土中からは世紀後半の常滑産の壷が出土していることから　中世の遺構と考えられ

る。第2～5号溝も同時期のものと考えるとき　これらの溝によって方形に区画したものと推定される。しかし芦

区画内に中世に係わると思われる遺構は存在せず　第　号溝も調査区域外に延びてお勘　詳細は不明である。

参考文献　取手市教育委員会　　取手市史原始古代　考古　資料編』　臓の年3月
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館車盈　陶然科学分衡

1。甚五郎崎遺跡から出土した炭化材の樹種

パリノ◎サーヴェイ株式会社

はじめに

茨城県では，これまでに多くの遺跡で住居構築材の樹種同定が行われてきた。その結果，県内における過去

の用材選択の地域性などが明らかとなりつつある。しかし，これまでの調査例は，古墳時代がその多くを占め，

他の時代については資料の蓄積は充分ではない。

本報告では，甚五郎崎遺跡の平安時代（9世紀末～10世紀初頭）の住居跡から出土した，構築材と考えられ

る炭化材の樹種を明らかにし，平安時代の用材選択に関する資料を得る。

1．試料

試料は，平安時代（9世紀末～10世紀初頭）の住居跡（SI－3）床面から出土した，住居の上屋材と考えら

れる炭化材2点（SI－3　No・8，No・12）である。試料によれば，N0．8は住居のやや西壁寄り，No．12は住居

南壁付近から出土した。

2．方法

木口（横断面）◎柾目（放射断面）◎板目（接線断面）の3断面の割断面を作製し，実体顕微鏡および走査型電

子顕微鏡を用いて木材組織の特徴を観察し，種類を同定する。

3．結果

炭化材は，SI－3　N0．8がコナラ属コナラ亜属コナラ節に，No．12がコナラ属コナラ亜属クヌギ節にそれぞ

れ同定された。各種類の解剖学的特徴などを以下に記す。

⑳コナラ属コナラ亜属クヌギ節（OueγruSSubgen．LゆidobaklnuSSeCt．Ce77おsp．）

ブナ科

環孔材で孔圏部は1～3列，孔圏外で急激に管径を減じたのち，漸減しながら放射状に配列する。道管は単穿

孔を有し，壁孔は交互状に配列する。放射組織は同性，単列，1～20細胞高のものと複合放射組織とがある。

⑳コナラ属コナラ亜属コナラ節（Quenussubgen．L＠idobahlnuSSeCt．P7inussp．）

ブナ科

環孔材で孔圏部は1～2列，孔圏外で急激に管径を減じたのち，漸減しながら火炎状に配列する。道管は単穿

孔を有し，壁孔は交互状に配列する。放射組織は同性，単列，1～20細胞高のものと複合放射組織とがある。

4．考察

構築材と考えられる炭化材は，クヌギ節とコナラ節が各1点であった。この結果は，これまで県内の主として

内陸部の台地上から出ました古墳時代から平安時代の遺跡で行われた構築材の樹種同定結果と調和的である。こ

のことから，本地域ではクヌギ節◎コナラ節が住居構築材として多く使用されていたことが推定される。

住居構築材の用材選択には，遺跡周辺の植生が密接な関係にあったことが，関東地方におけるこれまでの調

査結果から明らかとなっている（高橋の植木，1994）。関東地方中央部の台地上に位置する遺跡では，古墳時代
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にクヌギ節・コナラ節が圧倒的に多く，平安時代になるとクリも比較的多くみられるようになる。茨城県内で

は，平安時代における住居構築材の調査例として，諏訪遺跡（鳴倉，1980），馬場遺跡，行人田遺跡，白石遺跡

2次，前側遺跡，平出久保遺跡（いずれも未公表）などが知られている。これらの結果を比較すると，沿海地に

位置する諏訪遺跡，白石遺跡，前側遺跡，平出久保遺跡ではアカガシ亜属やシイノキ属などの常緑広葉樹が多

くみられる。これは内陸部のクヌギ節やコナラ節を中心とする樹種構成とは異なっており，高橋・植木（1994）

の指摘する植生の違いを反映した結果と考えられる。しかし，内陸部の平安時代の用材選択に関する資料は充

分とはいえず，今後さらに資料を蓄積する必要がある。

く引用文献〉

嶋倉巳三郎（1980）日立市諏訪遺跡出土木炭の樹種について。「諏訪遺跡発掘調査報告書」，

p．188，日立市教育委員会。

高橋　敦・植木真吾（1994）樹種同定からみた住居構築材の用材選択。乃1上iWO，2，p．5－18。

1．コナラ属コナラ亜属クヌギ節（SI－3　No．12）

2．コナラ属コナラ亜属コナラ節（SI－3　No．8）

a：木口，b：柾目，C：板目
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2。下高井向原‡遺跡出土ハマグリの貝殻成長線分析について

西　本　豊　弘◎徳　永　園　子

はじめに

今回の調査では，第2号土坑と第20号土坑の2つの遺構内から貝層が検出されている。本報では，これら遺

構から出土した貝種のなかでハマグリ（桁融通J鵬0壷RdbING）の貝殻成長線分析を行い，貝層の堆積季節（期

間），および貝の採取活動の季節性について検討した。

1．分析試料について

貝層の堆積時期は縄文時代早期の茅山式期である。員層は径1m内外を測るやや大型の土坑内にレンズ状に堆

積しており，出土員については全部採取し，水洗後，種毎に選別をおこなっている。貝層の内容はマテガイ◎ハ

マグリが主体で，その他にはハイガイ◎オキシジミなどの鍼水産の貝で構成されている。また，ハマグリにつ

いては大きさを測定して，殻長組成を表示している。（詳細は（4）．貝塚の項目参照）。その行程を経た後，層位

ごとに採取したサンプル中のハマグリについて貝殻成長線分析をおこなった。

通常，成長線分析では保存状況が良好で，完形もしくはそれに近い形の試料を抽出し，しかも分析が死亡季

節査定を目的とする場合は，ハマグリの大きさが穀長30～40m皿前後の試料を使用する。しかし，本遺跡の貝層

は小規模な上に，主体貝種がマテガイであった為に土の混入量が多かったと思われ，ハマグリの保存状況が悪

く，大部分の貝について縁辺が欠損しており，分析に使用できる試料は非常に限定された。

以上の条件のなかで，抽出分析をおこなった試料は，第2土坑の1～4◎7層の5サンプルと，第20土坑の1

～4層の4サンプルの合計9サンプルより151点を数えたが，死亡季節査定が可能な試料は43点と少ない結果

となった。

2．分析方法

抽出した試料については，基本的に小池の方法（Koike1980）に従って，プレパラート作成をおこない，死

亡季節の査定をおこなった。具体的な作業手順を以下に説明する。

1）試料に試料番号を注記し，殻長，殻高を計測する。

2）試料を殻頂から復縁に向かって正中線に沿って，デンタルドリルを用いて，半分に切断する。

3）切断した試料はポリエステル系合成樹脂に包埋した後，切断面を研磨する。

尚，今回は特に保存状況が悪い試料については，樹脂包埋した後に半分に切断し，試料の内部に空洞があ

る場合には，再度切断面に樹脂が浸るように樹脂包哩をおこなった。

4）研磨の後に，切断面を洗浄し，0．1N希塩酸に約10秒間浸して脱灰エッチング）をおこなう。試料の崩壊を

防ぐために，今回は脱灰時間を極端に短くしている。

5）脱灰した貝の断面に，酢酸メチルを滴下して，アセチルセルロースフイルムを貼付する。

6）十分な乾燥後に，フイルムを剥がし，スライドクラス2枚に挟み収縮を防止する。スライドグラスの端をメ

ンディングテープで固定し，試料番号を記入して，プレパラートの作成は完了する。

7）プレパラートはそのまま顕微鏡の40～200倍で観察する。

8）成長線の間隔が狭い箇所を冬輪とし，最も貝縁辺に近い箇所を最終冬輪と設定する。

9）最終冬輪から縁辺までの成長線の本数を数え，その本数により1～45本（春季前半），46～90本（春季後

半），91～135本（夏季前半），136～180本（夏季後半），181～225本（秋季前半），226～270本（秋季

後半），271～315本（冬季前半），316～365本（冬季後半）の8期に区分して，季節推定をおこなう。
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3．分析結果

第2号土坑は27息　第20号土坑は16点，合計43点について死亡季節査定をおこなった。しかし，試料劣

化の為に第2号土坑の2◎7層，第20号土坑の2層については，査定可能な試料は得られなかった。死亡季節査

定を行った結果は分布図に示す。以下，各遺構ごとに死亡季節分布の特徴および堆積期間を述べる。

1）第2号土坑

死亡季節査定の結果は夏季後半から秋季前半にかけての限定した範囲での分布を示した。特に3◎4層では最

終冬輪から180～230日に集中して採取されている。しかし，すべての試料が一括で採取されているものではな

く，3層では204日前後で死亡するグループと，あきらかに220日前後で死亡する固体のグループが見られる

ことから，同時に採取され，廃棄された貝ではない可能性が高い。

次に，堆積速度についてであるが，この遺構では試料を抽出する際に，各層位を通じてどの貝にも表面に成

長異常（停滞）を示す明確な輪肋の「くぼみ」が見られた。断面観察の結果，大部分の試料について，この成

長異常は冬輪の直後に位置していた。このような最終冬輪と成長異常のパターンは極めて特徴的で，この遺構

から出土したハマグリは，つまり同じ年に採取された貝であるといえよう。

2）第20号土坑

第2号土坑よりもやや小規模な員層の堆積であるが，死亡季節の分布は第2号土坑よりも広範囲の春季前半か

ら秋季後半までの時期にみられた。

ここでの貝は，第2号土坑と比較しても，保存状態の烈火が著しく，穀長40m以上のやや大きめのハマグリ

で，死亡季節査定をおこなった。その為に冬輪は類似した成長線の間隔のつまる箇所が実際の冬輪の数よりも

多く検出され，この中から特に成長の遅い箇所，および前年度の冬輪から最終冬輪までの数が365本近く検出

される箇所についてを最終冬輪とした。冬輪が2つ以上あり，どちらとも区別がつかない試料については，第2

表で成長線本数が2つ設定されている。

各層位の試料の点数が不十分ではあるが，4層は夏季を中心とした，1層は春季を中心とした堆積の傾向があ

る。3層については春季と秋季の2期に分散する傾向にあるが，先にも述べたような冬輪の設定の違いの可能性

もある。

おわりに

今回分析をおこなった結果，試料の保存状態が悪く十分な検討ができたとはいえないが，第2号土坑において

は興味深い結果が得られた。すなわち，第2号土坑における員の死亡査定の結果，夏季後半から秋季後半までに

集中する傾向が得られた。しかし言細かく見ると∴死亡日のこの範囲のなかにも2分に別れ∴両者の死亡日のピー

クにも約15日の差があることがわかった。以上の結果から，第2号土坑に廃棄された貝は，同時に採取され，一

括廃棄された員ではない可能性は高いものの，比較的短期間の廃棄によって形成された貝層であることは，死

亡季節の集中のまとまりから間違いないであろう。この点を追認するように，どの試料にも冬輪直後に成長異

常（停滞）を示す輪肋の「くぼみ」が存在しており，同じ年に採取された貝である事が判明した。これらの点

を総合して考えると，第2号土坑に形成された員層は同一年度の秋という限られた期間に採取された貝であるこ

とが分かった。

こうした第2号土坑と比較して，第20号土坑の貝の死亡季節の分布を見てみると，春季前半から秋季後半ま

でとばらつきがある。すなわち，層別に見ると，夏季を中心に採取◎廃棄がおこなわれた4層，春季を中心とし

た1層である。このように同一遺跡内に存在する，類似した2つの土坑における廃棄行動の違いが成長線分析を

おこなうことによって指摘できたといえよう。
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最後にプレパラート作成および試料の検討に際して，日本学術振興会特別研究員の樋泉岳二氏のご協力をい

ただいた。末筆ながら深く感謝いたします。

引用文献

KikeH．1980Seasonal dating by grow血line counting of the clam，Ment7iY hiSOrkl．77ze Ehiue7Sib，Museum，77te

UJlil／・（77両l一（1月埴岬BulledIINo．18

表2　ハマグリの成長線分析試料一覧

下高井向原l遺跡出土貝類種名表

マキガイ綱（腹足類）Gastropoda

l　イボキサゴ　彷祓壷彿亘助訪料の酢細物玩聞

2　スガイ　⊥！値（イ〟1日朋川／J！〝（、♪件川前

3　ウミニナ　励磁加前硯材彿壷

4　カワアイガイ　G甥崩前転政道ゐd抜海紺嵐滋

5　ツメタガイ　G伝ss伽血m茄如棚

6　アラムシロガイ　風婚前肌“ぶり彿五脇

7　アカニシ　励如棚職脱朗職雅灘

ツノガイ綱（掘足類）Scaphopoda

8　ツノガイ科の一種　戯料ぬめ血刑鮮紅彿誠

二マイガイ綱（二枚貝類）Bivalvia

9　アカガイ　旋砂短γrα　γ0好わ乃gZ

lO　ハイガイ　7壕磁肌勘揮搬朗

11サルポウガイ　簸卸短作αS〝短柁プ∽ね

12　マガキ　C佗脱融撒現海那

13　ヤマトシジミ（訪壷彿短軸川前

14　ウネナシトマヤガイ　7吻eZg〟椚7g相加的

15　ハマグリ　ー柄事正／／仙〃前

16　カガミガイ　鍋肌鮎川吼吻榊前期

17　アサリ　助成鍵俗が萌妙彿潤彿

17　シオフキガイ　強雨相野肱頑彿壷

18　ミルクイガイ　71ねぎ〟S磁紺αe

19　イチョウシラトリガイ　舶明晦海〃船坂勘接松前お

20　マテガイ　丘）彪乃Sわおお

21オオノガイ　勅勘甘脚冊脚力開脚壷紺明海

種名¢配列は渡部忠重『学研生物図鑑　貝I eII改訂版』

1990学習研究社による

第2号土坑

1層

第20号土坑

遺　 構 層位 資料番号 殻長（mm） 殻高（mm） 右殻／左殻 成長線本数

第 2 号土坑 1 層　　　 1　　 35．6　　　 3 1．4　　 右殻　　　 18 8

1 層　　　　 3　　　 36．8　　　 3 1．0　　 右殻　　　　 24 7

3 層　　　　 ユ　　　 35．4　　　 30．6　　 右殻　　　 18 2

3 層　　　　 2　　　 41．4　　　 34．4　　 左殻　　　　 23 0

3 層　　　　 3　　　 34．1　　 29．8　　 左殻　　　　 22 1

3 層　　　　 5　　　 39．5　　　 33．2　　 右殻　　　　 22 2

3 層　　　　 8　　　 30．0　　　 27．3　　 左殻　　　　 204

3 層　　　　 9　　　 3 2．5　　　 28．9　　 左殻　　　　 206

3 層　　　 1 0　　　 3 9．9　　　 33．6　　 左殻　　　　 230

3 層　　　 1 1　　 3 4．5　　　 29．9　　 左殻　　　　 229

3 層　　 13　　　 3 6．9　　　 3 1．1　 左殻　　　 155

3 層　　 16　　　 3 8．1　　 3 2．8　　 右殻　　　 189

3 層　　 18　　　 3 6．8　　　 3 1．0　　 左殻　　　　 207

3 層　　 19　　　 36 ．8　　　 3 2．5　　 左殻　　　　 2 23

4 層　　　　 1　　　 3 7．5　　　 3 1．6　　 左‡殻　　　　　 2 12

4 層　　　　 2　　　 4 1．9　　　 3 4．7　　 左殻　　　　 2 08

4 層　　　　 4　　　 38．8　　　 32 ．4　　 左穀　　　　 1 96

4層　　　　 6　　　 28．6　　　 25．1　 左殻　　　　 15 0

4 層　　　 10　　　 37．6　　　 32．9　　 左殻　　　　 19 6

4 層　　 12　　　 31．5　　　 27．2　　 右殻　　　 15 6

4 層　　 13　　　 38．8　　　 33．7　　 右殻　　　　 22 6

4 層　　 14　　　 33．6　　　 28．8　　 右殻　　　　 20 6

4 層　　 15　　　 3 4．4　　　 30．3　　 左殻　　　　 21 9

4 層　　 16　　　 3 0．0　　　 26．7　　 左殻　　　　 20 9

4 層　　 1 8　　　 3 8．4　　　 32．7　　 右殻　　　　 203

4 層　　　 19　　　 3 4．9　　　 30．5　　 左殻　　　　 193

4 層　　　 20　　　 3 6．8　　　 3 2．0　　 左殻　　　　 209

第20号土坑 1 層　　　 1　　 2 5．6　　　 2 2．8　　 右殻　　　　　 76

1 層　　　　 2　　　 3 7．1　　 3 0．9　　 左穀　　 6 70r140

1 層　　　　 3　　　 4 2．1　　 3 5．1　 右殻　　　　　 29

1 層　　　　 4　　　 42 ．6　　　 3 5．5　　 右殻　　　　　 37

1 層　　　　 5　　　 47．7　　　 40 ．9　　 右殻　　　　　 9

ユノ層　　　　 6　　　 50．6　　　 42 ．7　　 左殻　　 1 50r55

3 層　　　 1　　 31．8　　　 26 ．2　　 右殻　　 650r 192

3 層　　　　 2　　　 46．4　　　 38．7　　 右殻　　　 19 9

3 層　　　　 4　　　 24．0　　　 2 1．1　 左殻　　　　　 70

3 層　　　　 5　　　 51．3　　　 43．3　　 右殻　　　 1 76

3 層　　　　 6　　　 62．8　　　 50．0　　 右殻　　　　　 4 0

4 層　　　　 2　　　 26．3　　　 23．2　　 左殻　　　　 14 4

4 層　　　　 5　　　 38．5　　　 33．1　 左殻　　　 12 2

4 層　　　　 7　　　 4 8．5　　　 42．7　　 右殻　　　　 22 5

4 層　　　　 8　　　 3 6．5　　　 31．8　　 左殻　　　　 15 1

4 層　　 10　　　 2 3．5　　　 20．7　　 右殻　　　 10 1

春季前半　春季後半　夏季前半　夏季後半　秋季前半　秋季後半　冬季前半　冬季後半　　　最終各論から腹緑までの日成長線数

◎　は試料1個体の推定値

＆…止は最終冬輪の位置に複数の可能性があ

る場合の推定値の範囲

L＿＿　＿　＿　＿　＿　＿　＿　＿　＿

0　　　　　45　　　　　90　　　　135 180 225　　　　270　　　　315　　　　　360
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付章2　化学組成分析
茨城県取手市で出土した銅製品の蛍光Ⅹ線分析

1．資料
東京国立文化財研究所保存化学部化学研究室

平　尾　艮　光，小　林　直　子

茨城県取手市下高井向原I遺跡出土の和鏡（瑞花双鳳五花鏡）1点について，蛍光Ⅹ線分析法で化学組成を測

定した。

2．分析法

化学組成の測定には非破壊で分析できる蛍光Ⅹ線分析法を用いた。蛍光Ⅹ線法による化学組成の測定はフィ

リップス社製波長分散型蛍光X線分析装置PW1404LSで行った。機器の使用条件はスカンジウム管球を用い，

60kV，50mAで一次Ⅹ線を発生させて，資料に照射した。資料から発生する二次Ⅹ線は元素毎に波長が異な

るため，フツ化リチウムの結晶でⅩ線を角度毎に分散させ，分散角度におけるⅩ線強度を測定した。

3．蛍光X線分析および結果

蛍光Ⅹ線による鏡の化学組成の測定は，見かけ上錆のみられない鏡表面および，鏡裏面（模様が描かれてい

る面）の外縁部分で行った。

蛍光Ⅹ線分析法では測定部表面から約10マイクロメートルまでの深さの化学元素組成に関する情報が得られ

る。それ故，表面に錆などがあればその影響を受けて化学組成は必ずしも本体金属部分を反映しない場合があ

る。この点を考慮して定性的な結果を次にまとめた。

測定された蛍光Ⅹ線スペクトル図を図1～図2で示した。図の横軸は資料から発生したⅩ線の分散された角度

である。Ⅹ線は元素毎に異なった角度に分散されるので，特定の波長は特定の元素を意味する。縦軸はⅩ線の

強度，即ち元素の量である。図のaは全体の様子であり，図bは縦軸を拡大して，小さなピークを検出できるよ

うになっている。これら各元素のⅩ線強度を銅の強度と比較して表1で示した。

結　　果

和　鏡：測定した2箇所とも，ほぼ似た元素組成であった。主成分として鋼，スズ，鉛が含まれるほか，少

量，微量のアンチモン，銀，ヒ素，水銀，ビスマスが見られた。金，亜鉛，鉄は見られなかった。
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4．所見

都　　銀：測定結果から，主成分は鋼タ　スズ，鉛合金であると判断される。銀タ　ヒ鼠　アンチモンは弥生時

代の資料をはじめとして芦　江戸時代までの古代青銅製品に一般的に見られる元素組成である。したがってタ　こ

の化学組成から本資料は古代晋銅製品と同様の材料でできていると判断できる。

元素毎に見るとタ　スズの強度がかな　高い。これは錆の影響あるいは表面に水銀があることと考え合わせる

と鍍スズの可能性を示唆する。またと素が割合に多いことが一つの特徴である。さらにビスマスが存在してい

る。ビスマスは古代製品にそれほど頻繁に含まれることはないので　今後このよ　な資料が増えて　れば　観

スズ，鉛の産地との関連が考えられる。

1d

分散角度（2　0）

（
よ
＼
」
＼
‥
P
二
木
∩
〕
叶
）
　
撞
潜
繁
×

、l、　　‥ニ′ニ　＿；二∴〕、‥′r／・こ　二工‾∴こ　　　　　ニ∵・ノ．ご　　　薄l＝∴．．、’、　一　　〆∴′、．．

。二′　′二一二：；声　去・‾モ二仁：－・‾　小、曽′，メ′ご与　ノ≒f　　　　　ダニ　′：ソ；・ラJlご一　小・・′、．一一・．二ノ、′一二、もごノ／．－′一三1

衷　　茨城県出土資料の蛍光Ⅹ線分析法で測定された元素のⅩ線強度比※の

角　度射
アンチモン　スズ　　銀　ビスマス　鉛　　ヒ素　水銀　　金　　亜鉛　　銅　二、ソケル　鉄　鋼強度

（13・5）仕川）（1（汗I）（27．4）（28．こ1）（3＝））（35．9）（：昔（1）（41．8）（45．0）（ム18．7）（57．5）（cI〕Ill）

和鏡　鏡面　　1．1　　86　　1．8　　　＋　　5．7　　12　　　＋

（FIノ402）糾

和鏡　裏面　　　十　110　　2．4　　　＋　　2．9　　15

（FL103）

※1）数値は銅（角度45．（1度における）のX線強度を100としたときの各元素の強度比

但し金属環No．26は金の37におけるX線強度を100とした

※2）2βで表された各元素の励起X線の位置

※3）鉛のピークはスズの影響を、ヒ素のピークは鉛の影響を補正した値

※4）FlJは当研究室の蛍光X線測定番号

※5）十は微小ピークがあることを示し，“一つま検出限界以下を表す
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写　真　図　版

甚五郎崎遺跡

下志井向原且遺跡

下高井向原II遺跡



甚五郎崎遺跡南東部・調査終了後全景

甚五郎崎遺跡第1号住居跡遺物出土状況



甚五郎崎遺跡全景

下高井向原I遺跡全景

下高井向原II遺跡全景



甚五郎崎遺跡



遺構完掘状況



下高井向原I遺跡

第2号住居跡遺跡出土状況

第2号住居跡

第4号住居跡遺跡出土状況

第2号住居跡貯蔵穴遺跡出土状況





下高井向原II遺跡
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甚五郎崎・下高井向原I遺跡
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下高井向原I・下高井向原II遺跡
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甚五郎崎遺跡
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甚五郎崎・下高井向原I遺跡
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付図1　甚五郎崎追跡全体図
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付図3　下高井向原II遺跡全体図
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